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ME/WA TOWN 

町制施行モニュメント完成

昨年10 月 1 日の町制施行を記念してふるさと

の広場に、このほど町のシンボルとなるモニ

ュメントができました。明和の紋章を形象化

して作られたもので、人と人とがふれあい楽

しめる新たな名所になりそうです。

今月の主な紙面

•平成10年度各種会計決算を認定…②～⑥

・ 10月から要介護認定の申請受付…⑦

・住民訴訟問題（粗大ごみ処分）の結果…⑧～⑨

•土地区画整理事業のしくみ……⑩～⑪



少
子
化
対
策
と
し
て
、
小
学
校
低
学

年
の
児
童
を
持
つ
夫
婦
共
働
き
の
核
家

族
世
帯
が
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
ら
れ
る
よ
う
統
廃
合
後
に
空
き
施

設
と
な
る
東
・
西
保
育
園
を
児
童
館
兼

町
少
子
化
対
策

基
金
条
例
の
制
定

羊
我

l-—-n 

第
三
回
町
議
会
定
例
会
は
九
月
八
日

か
ら
十
七
日
ま
で
の
会
期
十
日
間
で
開

ガ
れ
、
平
成
十
年
度
一
般
会
計
を
は
じ

め
各
種
特
別
会
計
決
算
等
の
認
定
や
町

少
子
化
対
策
基
金
条
例
の
制
定
な
ど

十
二
案
件
（
町
長
提
出
九
件
・
議
員
提

出
三
件
）
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
あ
り
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
だ
。
そ
の
王
な
内
容
を
あ

知
ら
せ
し
ま
す
。

十
二
月
十
四
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
人
権
擁
護
委
員
の
瀬
下
昭
一
さ

ん

(
7
0歳•
新
里
）
を
再
度
、
同
委
員

に
推
せ
ん
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

案
（
町
長
提
出
）

人
権
擁
護
委
員
に

瀬
下
昭
一
さ
ん
推
せ
ん

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
、
四
0
四
万
一
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
五
一
億
五
、
二
四
六
万
三

千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
主
に
、
来
年
四
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
義
務
化

に
対
応
す
る
た
め
、
館
林
交
通
安
全
協

会
が
実
施
予
定
の
貸
し
出
し
事
業
を
支

援
す
る
た
め
の
補
助
金
、
介
護
保
険
事

業
の
シ
ス
テ
ム
構
築
費
お
よ
び
認
定
審

査
会
関
係
経
費
、
少
子
化
対
策
基
金
積

立
金
、
保
育
園
の
臨
時
職
員
の
増
員
に

よ
る
経
費
な
ど
の
追
加
に
伴
う
補
正
で

す
。 平

成
十
一
年
度

般
会
計
補
正
予
算

次
口

＿
＿
―
-
ロ

問

学
童
保
育
施
設
と
し
て
利
用
す
る
に
当

た
り
、
老
朽
化
し
て
い
る
施
設
の
改
築

工
事
を
平
成
十
二
年
度
に
予
定
し
て
お

り
、
少
子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
を

基
金
化
す
る
た
め
設
置
し
ま
し
た
。

町
少
子
化
対
策
基
金
条
例
を
制
定

回
町
議

会

出
E
4韮
垣
i
且3
円9
世
国
＇
」

第
. . 
會

定
例
会

平
成
十
年
度
の
予
算
執
行
に
当
た

っ
て
は
、
国
の
予
算
編
成
方
針
お
よ

び
国
の
地
方
財
政
計
画
を
指
針
と
し

て
編
成
し
、
執
行
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
平
成
十
年
度
の
国
の
経
済
見
通

し
で
は
、
景
気
は
停
滞
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
経
済
対
策
の

実
施
、
所
得
課
税
の
特
別
減
税
の
実

施
な
ど
に
よ
り
経
済
の
先
行
き
に
対

す
る
信
頼
感
が
回
復
し
、
我
が
国
経

済
は
、
次
第
に
立
ち
直
っ
て
い
く
と

み
ら
れ
る
と
の
判
断
の
も
と
に
、
財

政
運
営
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
景
気
は
な
か
な
か
回
復

基
調
に
は
な
ら
ず
に
経
過
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
厳
し
い

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
業

績
の
良
い
企
業
が
あ
っ
た
た
め
、
町

税
で
は
む
し
ろ
増
額
と
い
う
状
況
で

あ
り
、
財
政
運
営
に
多
大
の
貢
献
を

し
て
お
り
健
全
財
政
の
運
営
が
図
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
従

来
か
ら
の
計
画
的
か
つ
、
重
点
的
な

財
源
配
分
等
、
長
期
的
展
望
に
立
っ

て
の
財
政
運
営
に
よ
り
、
誇
り
と
愛

着
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
ふ

る
さ
と
づ
く
り
を
目
指
し
、
町
行
政

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

明
和
町
長斎

藤

憲

主
要
事
業
で
は
、
町
制
施
行
、
川

俣
事
件
の
顕
彰
事
業
、
介
護
保
険
実

施
体
制
の
整
備
、
第
三
子
出
産
祝
い

金
制
度
の
創
設
、
保
育
園
・
幼
稚
園

統
合
施
設
整
備
推
進
事
業
、
生
ご
み

処
理
機
器
購
入
費
助
成
事
業
、
下
水

道
基
本
計
画
策
定
事
業
お
よ
び
財
源

確
保
、
区
画
整
理
関
連
調
査
事
業
、

西
小
南
校
舎
耐
震
補
強
事
業
、
小
学

校
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
構
築
な
ど

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
ほ
か
の
重
点
事
業
に
つ
き
ま
し

て
も
、
従
来
か
ら
の
ペ
ー
ス
を
堅
持

し
な
が
ら
町
道
整
備
等
の
都
市
基
盤

整
備
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
等
の
産

業
の
振
興
、
生
活
環
境
の
整
備
、
健

康
•
福
祉
の
向
上
、
教
育
文
化
の
向

上
等
、
一
層
の
充
実
を
図
り
な
が
ら

行
政
を
推
進
し
、
所
期
の
目
的
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
確
信

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
議
員
の
皆
様

が
た
を
は
じ
め
と
し
、
町
民
各
位
の

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
指
導
、
ご

協
力
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
、
こ
こ
に
決
算
の
あ
ら
ま
し

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
年
度

決
算
の
あ
ら
ま
し

平成11年10月 10 日（日） (2) 



（
）
は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
国
庫
支
出
金
一
、
三
0
三
万
三
千

円
（
二
億
六
、
九
三
八
万
六
千
円
）

◇
県
支
出
金
五
0
万
円

（
二
億
二
、
四
七
九
万
四
千
円
）

◇
繰
越
金
五
0
万
八
千
円

（
一
億
八
、
七
九
四
万
円
）

歳
出

◇
総
務
費
六
四
万
円

（
五
億
四
、
一
五
六
万
三
千
円
）

◇
民
生
費
一
、
三
四
0
万
一
千
円

（
一
四
億
四
、
二
七
二
万
四
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
ニ
―
六
万
五
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
六
億
五
、
四
一
六
万
五
千
円
に

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
事
務
の
電

算
化
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
の
購
入

費
や
前
年
度
の
国
庫
負
担
金
を
返
還
す

る
た
め
の
追
加
補
正
で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
国
庫
支
出
金
五
二
万
五
千
円

（
二
億
二
、
五
九
九
万
四
千
円
）

◇
繰
越
金
一
六
四
万
円

（
九
0
0
万
一
千
円
）

歳
出

◇
総
務
費
五
二
万
五
千
円

（
五
七
九
万
一
千
円
）

◇
諸
支
出
金
一
六
四
万
円

（
一
七
四
万
六
千
円
）

平
成
十
一
9年
度
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
現
行

水
準
の
維
持
に
関
す
る
意
見
書

道
路
整
備
と
道
路
特
定
財
源
制
度
堅

持
に
関
す
る
意
見
書

前
教
育
委
員
会
委
員
の
新
井
清
さ
ん

が
三
月
十
五
日
に
任
期
満
了
と
な
り
、

空
席
と
な
っ
て
い
た
同
委
員
に
関
口
久

さ
ん

(
6
6歳•
新
里
）
を
任
命
す
る
こ

と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
オ
ウ
ム
真
理
教
の
活
動
を
制
限
し
、

住
民
の
平
和
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

厳
正
な
る
措
置
を
求
め
る
意
見
書

次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
等
に

提
出
し
ま
し
た
。

羊
我

＿
＿
―
-
日

案
（
議
員
提
出
）

教
育
委
員
会
委
員
に

関
口
久
さ
ん

未
来
へ
飛
躍
す
る
町
の
姿
を
表
現

一

式
辞
で
斎
藤
町
長
は

「
ふ
る
さ
と
の
広
場
の
整

備
以
来
、
ま
た
―
つ
の

名
所
を
造
る
こ
と
が
で

き
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

広
場
一
帯
を
多
く
の
町

民
の
皆
様
に
町
の
シ
ン

ボ
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
末

永
く
親
し
ん
で
い
た
だ

け
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
後
、
出
席
者
が

見
守
る
な
か
、
斎
藤
町

長
、
原
口
町
議
会
議
長
、

西
郡
区
長
会
長
な
ど

8

人
が
紅
白
の
綱
を
引
い

て
除
幕
を
行
い
、
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

ま委をで立式
昨し員重‘図が町
年たらね町書施制
10 0 約た長館行施
月 60 ふや南 1 行
1 人るプ側周モ
日 がさラの年ニ
の 出とンふのユ
町 席創にる 10 メ
制 し生つさ月ン
施 て事いと 1 ト
行 行業ての日の

—こ――JJ『口]:]；
゜に、の込正は作
見見紋ま午→さ
える章れに明れ
る がたル・た

喜口胃喜］。四モ、
のi=る板ので二
特よもが影‘ユ
徴つの重と毎メ
がてでな地年ン

メ
ン

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
概
要

未
来
へ
向
か
っ
て
飛
躍
す
る
町
の

姿
を
ル
ー
プ
の
造
形
で
、
光
り
輝
く

球
は
「
日
」
、
ル
ー
プ
は
「
月
」
で

あ
り
、
平
和
と
人
の
輪
を
希
求
す
る

永
遠
の
動
き
を
表
し
、
明
和
町
の
豊

か
な
自
然
と
歴
史
を
「
石
」
の
力
強

い
台
座
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
ル
ー

プ
の
高
さ
は
約
8
m
。
地
面
に
御
影

石
貼
方
位
板
を
設
置
し
、
中
央
に
町

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
紋
章
が
埋
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
固
近
代

造
形
か
ら
委
託
さ
れ
た
建
築
造
形
家

で
日
本
大
学
生
産
工
業
部
建
築
工
学

科
教
授
の
日
高
箪
也
氏
ほ
か
2

名
の

環
境
造
形
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
環
境
日
時

計
作
家
に
よ
り
造
形
さ
れ
た
も
の
で

す
。

北
東
か
ら
の
眺
め

ヽ

様
々
な
形
に
見
え
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト—— 

北
西
か
ら
の
眺
め

(3) 平成11年10月 10 日（日）



お知らせします
の 状 況

平
成
十
年
度
の
一
般
会
計
あ
よ

び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定

例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
だ
。
王

な
事
業
と
し
ま
し
て
は
、
町
制
施

行
や
保
育
園
・
幼
稚
甕
統
合
施
設

整
備
推
進
事
業
、
下
水
道
基
本
計

画
策
定
事
業
な
ど
の
は
か
、
都
市

基
盤
の
整
備
、
産
業
の
振
興
、
生

活
環
境
の
整
備
、
健
康
•
福
祉
の

向
上
、
教
育
文
化
の
向
上
等
の
推

進
を
園
り
ま
し
だ
。

1 町 税

49億3,803万0, 154円

30 
（億円）
25 

老 人

20 

自主財源
71.0% 

保

15 

寺
健
牛

10 

別

5
 

会

゜

地方交付税

諸
繰
収
越

国庫支出金

県支出金

他万消費税交付金

地万譲与税

自動車取得税交付金

の

国民健康保険

入
金

他

歳入 7億6,974万9,924円

歳出 7億6,339万4,781 円

差し引き 635万5,143円

老人保健は、お年寄りの健康を

守るための事業です。歳出の99. 9% 

を占める医療費は、高齢化社会を

反映して老人人口の増加や入院医

療費の増加により、前年度に比べ

約5,467万円 (7. 7%) の増加となり

ました。

ヘマ4 気戸

ウ＂--,.,.,,.,し

ロ］，ぇ，一
ね

歳入 6億3,840万3,800 円
歳出 6億1,660万7,566円
差し引き 2,179万6,234円
国民健康保険は、町民の皆さん

の健康を守る事業です。歳出の大

部分を占める医療費の伸びは、年

間で前年比1. 7％減少したものの、

高齢化が進み老人保健拠出金が
23％と大幅の伸びとなりました。

水

計

道 事

の

業

◇収益的収支（税込み）

収入 2億3,146万0,966円
支出 2億2,181 万3,360円
差し引き 964万7,606円
水道料金などの収入に対して、

電気料金・修繕費などの支出が下

28億8,11 6万 1,421 円

7億8,642万9,000円

2億4,736万7,984円

2億2,065万0,063円

2億0,884万2,938円

1 億2,978万0,330円

1 億0,833万5,000円

7,927万0,000円

5,930万8,000円

2億1,688万5,418円

(58.4%) 

(15.9%) 

(5.0%) 

(4.5%) 

(4.2%) 

(2.6%) 

(2.2%) 

(1. 6 %) 

(1.2%) 

(4.4%) 

状況
回り、純利益となりました。

◇資本的収支（税込み）

収入 5,000万0,000円

支出 1 億0,240万2,642円

差し引き △5,240万2,642円

資本的収入額が資本的支出額に

対して不足する額は、過年度分損

益勘定留保資金2, 175万4,410 円、

建設改良積立金2,000万円、減債積

立金606万7,582 円、当年度分消費

税および地方消費税資本的収支調

整額458万650円で補てんしました。

主な事業は、上江黒浄水場の改

修工事や配水管の新設工事および

石綿セメント管の更新を実施した

ほか、邑楽用水路改修工事に伴う

水道管移設工事を実施し、上水の

安定供給計画により事業を推進し

ました。

平成11年10月 10 日（日） (4) 



、一襖竺狂0町町制施行

匿冒 平成10年度決算
_ 般 会 計

総務費 13億0,855万0,725円 (28.0%) ¥------·---------------------------—~—~ --ll 
民生費 7億8,659万9,065円 (16.9%) 口」u 
土木費 6億5,720万 1,193円 (1 4.1 %) ¥ () 

教育費 6億5,165万7,402円 (14.0%) 口補助費そ等4の------x6:: 6,742万5,848円
公債費 4億0,077万2,867円 (8.6%) % 

衛生費 3億3,634万7,692円 (7.2%) I I¥ 8.5%/ そ

農林水産業費 2億1,772万9,549円 (4.7%)

消防費 2億0,280万0,007円（4.3%)

議会費 7,381 万 1,346円（ 1.6%) ( 
炎吾刈束挙茉賀 ' 普 ' 

その他 3,195万6,002円 (0.6%)
〇．6% 通建設事業費

17.3% 

゜
5 10 15 20 

（億円）

町民 1 人当たりの負担と受益（平成l雪誓喜現在）

町民が負担した税金
247,140円

住民税
159,034 

言
固定資産税
78,640 

町民一人に使われたお金
400,362円

（単位：円）

冑言阿 I 1塁言竺孔 I 喜悶冥 : 喜冑烹 I 農］讐言言費

ミ冒芦二
軽自動車税たばこ税 特別土地 土木費 消防費 教育費 I 公債費 その他

1,3ワ9 I s,029 保有税 56,3ワ3 I 1 ワ，396 I ss,sgs I 34,378 I 2,741 
3,058 

二1~1,~l l~lm筐ら
(5) 平成11年10月 10 日（日）



単位：万円

（万円未満四捨五入）

議 会 費 衛 生 費 費
・議会費（定例議会および議会だよ

り発行等） 7,381 

公公
‘‘‘べs 務 費

・広報費（オフトーク通信関連事業、

広報紙発行、町制施行記念町勢要

覧発行等） 3,344 

•財政管理費 (OA化推進事業等）

947 

•財産管理費（役場庁舎耐震診断委

託業務、庁用自動車買い換え等）

2,402 

・企画費（川俣事件小冊子発行、町

納涼祭補助金等） 1, 168 

・交通対策費（交通安全施設の整備

充実等） 1,155 

・自治振興費（結婚相談事業等）1, 245

・諸費（町制施行事業等） 2,107 

•財政調整基金費（下水道整備等の

公共施設建設基金積立金等）

8億2,805

・地域振興券費 1, 174 

．賦課徴収費（固定資産課税客体調

査業務委託料等） 3,217 

・戸籍住民基本台帳費（住民情報等

電算処理業務等） 2,880 

•選挙費（参議院議員選挙等） 801 

・統計調査費 760 

民 生 費

•国民健康保険特別会計繰出

1,407 

•国民年金費 2億1,509

・老人福祉費（高齢者介護サービス

体制整備支援事業、ホームヘルプ

サービス委託事業、デイサービス

センター管理運営委託事業、特別

養護老人ホーム等入所委託事業

等） 1億2,206
・老人保健特別会計繰出金 4,096 

・障害者福祉費（福祉作業所運営委
託事業、障害者基本計画作成業務、

身体障害者措置事業、在宅重度障

害者等見舞金等 2,379 

•福祉医療費 (5 歳未満児医療費の

無料化等） 5,137 
・老人福祉センター費（事務所増築

工事費等） 5,453 
・児童福祉費（保育園建設工事設計

委託事業、出産祝金、児童手当、
保育園運営費等） 1億3,171

・邑楽館林医療事務組合負担金

2,780 

・邑楽館林医療事務組合出資金

1,211 

・予防費（各種健診等予防事業）

3,868 
・環境衛生費（合併処理浄化槽設置

費補助事業、水道事業会計繰出金

等） 6,524

•清掃費（家庭系一般廃棄物焼却処

分事業、粗大ごみ収集運搬処理処分

事業、生ごみ処理機器購入費助成事

業、し尿処理事業等） 1億3,058

労 働 費

・労働諸費（勤労者生活資金預託金

等） 1,021

農林水産業費

・農業委員会費 783 

・農業振興費（緊急生産調整推進対

策事業、園芸特産物等振興事業、
花いっぱい運動助成事業、農業近

代化資金利子補給等） 1,303 

・農地費（ふるさと農道緊急整備事

業、ふるさと総合整備事業、邑楽

用水路改修関連事業等） 1億6,457

商 工

・商工振興費（町商工会助成金、商

業設備近代化資金預託金等）

・観光費（観光マップ作成等）

土 木

費

費

970 

147 

・道路維持費（舗装補修工事・側溝
整備工事等） 8,087 

・道路橋りょう新設改良費（道路改

良工事・舗装工事等）

3億7,497

•都市計画総務費（下水道基本計画

策定委託事業、土地区画整理事業
化検討調査委託事業等） 9,335 

・公園費（各公園等維持整備事業等）

2,889 
・住宅管理費（須賀公営住宅トイレ

水洗化工事等） 968 

•土木災害復旧費（準用河川梅島川

災害復旧工事） 2,708 

消
・消防費（常備消防費・非常備消防

費・消防施設費負担金〔小型ポン

プから自動車ポンプに買い換え

等〕、災害対策費〔防災設備の充

実・防犯灯設置工事等〕）

教

・小学校費（東小学校南校舎耐震診

断委託事業、東小学校プールサイ

ド改修工事、西小学校南校舎耐震

補強工事、東小・西小学校インタ

ーネット関連事業等） 1億3,723

・中学校費（南校舎耐震診断委託事

業、体育館耐力度調査委託事業、

英語指導助手の招致事業、中学生

海外派遣事業等） 5,511 

・幼稚園費（幼稚園建設工事設計委

託事業、幼稚園運営費等）

4,997 
・社会教育費（各種学級および生涯

学習推進事業、青少年育成対策事

業、公民館事業、ふるさと産業文

化館事業、図書館事業等）

1億708

・保健体育費（各種教室および講習

会の実施、体育施設整備事業〔利

根川総合運動場補修・通路舗装工

事等〕、海洋センター事業、学校

給食センター事業等） 1億8,591

—_ -

公

防

、
育

債

費

費

・公債費（償還元金および支払利子

等） 4億77

諸支出金
•土地開発基金利子繰出金

2億280

97 

平成11年10月 10 日（日） (6) 



シリーズ介護保険⑥

介護保険制度が始まります！

疇誓灼賃姜］
平成12年 4 月 1 日から始まる介護保険では、サービスを利用するだめに『要介護認定の申請』が必要になります。

町では、申請を受けて訪問調査や室査判定を行い、結果を申請から30日以内に本人に通知することになっていま

す。要介護認定の申請受付は10月から始まりましたが、町では申請の集中を避けるため、申請期間を分散して申請

受付を行います。皆様のご理解とご協力をあ願いいだします。
なあ、要介護認定により要支援・要介護と認定されたかたについては、本人の希望をもとに介護支援専門員（ケ

アマネージャー）等が介護度に応じだ介護サービスの計画を作成し、平成12年 4 月から介護保険のサービスを受け

ることができます。

介護サービスを受けられるのは

65歳以上の第 1 号被保険者と、職場の健康保険や国保などの医療保険に入っている40歳から 64歳までの第 2 号被保険

者で、次に該当するかたです。

第 1 号被保険者 (65歳以上のかだ）

家事を含む日常生活への支援や寝たきり

．痴呆などで介護が必要なかた

第 2 号被保険者 (40歳から64歳までのかだ）

年をとったことによって起こる病気（初老期の痴呆や

脳血管障害など）が原因で介護が必要になったかた

申 請 方 法

本人まだは家族等が町に申請します。（本人・家族に代わって、指定居宅介護支援事業者などによる代行申請もできま

す。事業者により条件が異なりますので、申請を代行してもらう場合は、よく確認してください）

申請用紙は役場にあります。代理の申請の場合は委任状（印鑑必要）、第 2 号被保険者 (40~64歳までのかた）の場合

は医療保険被保険者証が必要です。

受 付 場 所

保健福祉課保健福祉係（老人福祉センター内）

申請受付日程

町では、現在サービスを受けているかたから順に次のように受付を予定しています。

これは、一時期に申請が集中し、認定申請事務に支障を来し、皆様にご迷惑をおかけしないようにするために申請時

期を調整するものですので、ご協力をお願いします。

なお、指定された受付日程に都合のつかないかたや現在福祉サービス等を利用していないかだで申請をされるかたは、

随時受付をします。

平成 11 年 10月

11 月

12月

平成 12年 1 月

2月

3月

訪周介護（ホームヘルプサービス）や訪問入浴介護（移動入浴）を受けているかた

通所介護（デイサービス）や寝たきリなどで家族介護を受けているかた

ショートステイや適所リハビリ（デイケア）、福祉用具の貸与、医療機閑からの介護サービスを受けているかた

特別養護老人ホーム・老人保健施設・療養型病床群等の利用者

その他介護が必要なかた

言 注意！ 介護保険からサービスを受けられるのは平成12年4月からになります。

問い合わせ 保健福祉課保健福祉係（老人福祉センター内） 8 (84) 4926 

(7) 平成11年10月 10 日（日）



炉亡――--
一

姜
．．一

粗大ごみ収集作業

「
明
和
村
が
集
め
た
粗
大
ご
み
を
適

切
な
処
理
を
せ
ず
に
村
の
給
食
セ
ン
タ

ー
の
敷
地
内
に
埋
め
た
（
平
成
9

年
2

月
2

日
）
こ
れ
を
搬
出
し
、
元
の
と
お

り
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
内

容
の
民
事
訴
訟
を
明
和
村
民
の
か
た
が

前
橋
地
方
裁
判
所
に
起
こ
し
た
問
題

（
平
成
1
0
年6
月
2
3
日
受
付
）
に
つ
い

て
8

月
2
5
日
に
判
決
が
あ
り
ま
し
た
。

•
原
告
石
川
俊
夫
氏
、
高
橋
正
雄
氏
、

江
森
浩
氏

・
被
告
明
和
村
教
育
長
築
比
地
榮

氏
、
斎
藤
憲
氏
（
町
長
個
人
）

判
決
の
内
容
は
、
「
主
文
」
①
原
告

ら
の
訴
え
を
い
ず
れ
も
却
下
す
る
。
②

訴
訟
費
用
は
原
告
ら
の
負
担
と
す
る
。

次
に
「
事
実
及
び
理
由
」
と
し
て
、
第

1

原
告
の
「
請
求
」
第
2

「
事
案
の

概
要
」
第
3

「
裁
判
所
の
判
断
」
第
4

「
結
論
」
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
第
3

「
裁
判
所
の
判
断
」

と
し
て
、
原
告
側
が
監
査
請
求
を
し
た

日
は
事
実
の
あ
っ
た
日
か
ら
1

年
が
経

過
し
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
正
当
な

理
由
も
な
い
か
ら
本
件
の
訴
え
は
適
法

な
監
査
請
求
を
経
た
も
の
と
は
言
え
な

い
と
し
て
お
り
ま
す
。

裁
判
の
結
果
（
判
決
）
は
以
上
の
と

お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
「
経
過
の
概
要
」

で
も
お
分
か
り
の
と
お
り
1

年
間
か
け

て
8

回
の
口
頭
弁
論
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
中
で
原
告
側
お
よ
び
被
告
側
の
双

方
か
ら
①
テ
レ
ビ
、
ス
ト
ー
ブ
は
埋
め

立
て
し
た
か
②
焼
却
の
物
件
は
何

裁
判
の
中
で
埋
め
立
て
に
つ

い
て
詳
細
に
調
べ
を
行
う

判
決
の
内
容

原
告

側
の
訴

訴
訟
問
題

盲
大
ご
み
且
分
）

か
、
そ
の
場
所
は
③
埋
め
立
て
土
地

部
分
上
に
建
設
予
定
は
あ
る
か
、
埋
め

立
て
土
地
部
分
の
価
値
減
少
の
有
無

④
本
件
の
埋
め
立
て
行
為
は
法
令
違
反

か
⑤
本
件
埋
め
立
て
は
地
方
財
政
法

第
8

条
に
違
反
す
る
か
等
に
つ
い
て
具

体
的
に
見
解
を
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「
判
決
」
の
第4

「
結
論
」

の
部
分
で
「
原
告
ら
の
本
件
訴
え
は
、

そ
の
余
の
点
を
判
断
す
る
ま
で
も
な

く
、
い
ず
れ
も
不
適
法
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
却
下
す
る
」
と
言
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
事
件
の
詳
細
な
調
べ
の
結
果
、

「
主
文
」
の
判
決
内
容
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

明
和
町
（
村
）
の
粗
大
ご
み
収
集
処

理
事
業
は
、
住
民
の
強
い
要
望
と
河
川

敷
等
へ
の
不
法
投
棄
が
増
加
し
て
き
た

こ
と
に
よ
り
、
平
成
元
年
度
か
ら

3

品

目
（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
）
を

対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
日
ま
で
に
年

1

回
ま
た

は
2

回
の
回
数
で
、
品
目
は
平
成
2

年

度
の
7

品
目
か
ら
現
在
は
4
3
品
目
と
増

明
和
町
（
村
）
の
粗
大

ご
み
処
理
の
経
緯

え
は
却
下
と
な
り
ま
し
た
の

や
し
て
収
集
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

集
ま
っ
た
柑
大
ご
み
は
、
ま
ず

3

分

類
い
た
し
ま
す
。
分
類
は
①
再
生
処
理

が
可
能
な
品
目
（
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、

ス
チ
ー
ル
机
等
）
②
再
生
処
理
が
困
難

な
品
目
（
テ
レ
ビ
）
③
そ
の
他
の
品
目

に
選
別
し
て
①
お
よ
び
②
は
業
者
に
委

託
し
、
③
の
そ
の
他
の
粗
大
ご
み
に
つ

い
て
は
、
平
成
8

年
度
ま
で
県
の
指
導

を
受
け
て
、
町
有
地
に
埋
め
立
て
処
理

を
い
た
し
ま
し
た
。
関
係
法
の
改
正
等

も
あ
り
平
成
9

年
度
か
ら
は
収
集
し
た

す
べ
て
の
品
目
を
業
者
に
委
託
処
理
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の

敷
地
内
に
埋
め
立
て
し
た
の
は
、
埋
め

立
て
処
理
と
し
て
は
最
後
の
も
の
で
あ

り
ま
す
。
以
上
が
町
の
粗
大
ご
み
収
集

処
理
の
経
緯
で
あ
り
ま
す
。

今
や
「
ご
み
」
問
題
は
、
ご
み
戦
争

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
社
会
的
に
大
き
な
問

題
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
目
標
は
「
ご
み
ゼ
ロ
」
で

あ
り
「
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
で
あ
り

ま
す
が
、
現
実
は
困
難
な
問
題
が
山
積

み
し
て
お
り
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

進
ま
な
い
の
が
実
態
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
問
題
は
、
自
治
体
（
町
）
が

住
民
の
要
望
を
法
令
に
基
づ
き
、
か
つ
、

効
率
等
を
考
慮
し
な
が
ら
事
業
を
遂
行

し
た
も
の
で
あ
り
、
上
記
「
経
緯
」
の

よ
う
に
分
別
等
を
行
い
、
最
大
限
環
境

等
に
は
配
慮
し
て
き
た
も
の
で
す
。
こ

の
こ
と
が
教
育
上
お
よ
び
公
序
良
俗
に

反
す
る
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
問
題
に
つ
い
て

平成11年10月 10 日（日） (8) 



住民訴訟問題（粗大ごみ処分）についての経過の概要

年月日 内 容 等 〔〕は広報めいわ掲載月

平成
10. s.2s I ·日月和村住民 3 名（代表 石川俊夫氏）よ lj ~月和

村監査委員に対し明和村職員措置請求書（住民

監査請求）が提出される。

1 o. 5.29 I ｷ ~月和村監査委員による要件審査の結果、地方自
治法第 242 条第 2 項の規定により、既に 1 年を

経過しておりこれについて正当な理由もない
ことから、請求は却下となる。

10. 6.23 I ·住民訴訟提起（前橋地方裁判所）

10. 6.2ワ I .同住民訴訟（前橋地裁へ提訴）の新闇報道される。
（読売、毎日、上毛）

10. 7. 6 I ·同周題の口頓弁論期日呼出状、答弁書催告状（築
比地孝ダ育長）受理（前橋地裁発ワ／3 付け）

10. 7.10| •第 2 回町制施行記念事業実施委員会の席上にて

年月日

11. 1.20 

同同題について説8月をする。 111.2.24 
住民に対する説8月文を「広報めいわ」に掲載

〔7 月 10 日発行〕

10. 7.13 I ｷ ~月和村顧固弁護土（森尻光昭氏、福島武氏）に
築比地教育長の訴訟代理人として業務を委託する。

1 o. 7.16 I ｷ ~月和村衛生那長会議を開き同閤題について説8月

を行う。〔8 月 10 日発行〕

10. 7.22 I ·同問題について、粗大ごみ収集処理隅係者会議
を開き、当日（平成 9.2.2 実施）の事実確認を
行う。〔8 月 10 日発行〕

10. s. 5 I ·第 1 回 □豆頁弁論胴催（原告 3 名、被告代理人 2 I 11.4.28 
名が出廷）

村としては、原告からの訴えは事実と違うため、
答弁書を提出し全面的に争うことになる。
〔9 月 10 日発行〕

10. g. g I ·第 2 回 □頚弁論胴催（原告 3 名、被告代理人 2
名出廷）

原告飼が文書によリ被告に求めることを追加（村
長は原状回復する「費用を賠償する」こと）等 I 11. 6. 9 
したため裁判長から原告1則に対し、被告に求め
ることの碓定を具体的にまとめるよう指示があリ、
また当商題の嬰係文書（粗大ごみ搬入カード他）
の送付の申し立てを行った。被告倒からは、埋
め立て物件の説8月と、当埋め立て行為の違法性 I 11. 7.14 
のないことの陳述を行い、関係資料の提出をする。

(10 月 10 日発行〕

10.10.21 I ·第 3 回口頭弁論胴催（原告 3 名、被告代理人 2
名出廷）

前回の指示によリ原告測は、村長に対して行っ
た原状回復する「費用を賠償せよ」という請求
は取り下げ、元の請求とした。次に埋め立てた
物件の確定について、裁判長から質同があリ、

村が収集分別し処分した物品を対象にすること 111. 8.25 
になる。その他「違法性について」等の陳述あリ。
また、被告1則からは、原告倒から求められてい
た当閤題の関係文書（粗大ごみ搬入カード他）

について回答をする。〔 1 1 月 10 日発行〕 I 11. 9. 9 

10.11.25 I ·第 4 回口頭弁論閏催（原告 3 名、被告代理人 2
名出廷）

(9) 平成11年10月 10 日（日）

内 容 等 〔〕は広報めいわ掲載月

前回原告飼から出されていた「違法性について」
等の項目について、被告倒から他の市町村の処
分状況、焼却灰、テレビ、ストーブは埋めてい
ない、埋め立ては適正なもので公序良俗に違反
しないし裁量権の濫用にもならない等反論する。
また、原告伺から搬入カード（個人用）の有無

や収集日に原告が持ち込んだ物品が集計表に記
諏がない等発言し役場職員（担当課長）の証人

要求をする。〔 12 月 10 日発行〕

第 5 回口頭弁論開催（原告 3 名、被告代理人 2
名出廷）

被告1則から前回閑連の搬入カード＇および物品集
計表についての反論を行い、被告倒の証人とし
て 2 名（江原助役、落合係長）を申請する。原

告飼も被告倒から提出された陳述書に対し反論

する。〔2 月 10 日発行〕

第 6 匝口頭弁論胴催（原告 3 名、被告代理人 2

名出廷）

被告1則の証人に対しての尋同が行われる。落合

係長に対しては被告代理人（森尻弁護土）から
埋め立てをした当日の状況について 6 項目、ま
た原告1則 (2 名）からも 6 項目の尋周がある。
また、江原助役に対しては被告代理人（森尻弁

護土）から当特の管理権限や咀和村の粗大ごみ
処理の経過等についての尋同があリ、続いて原
告側 (3 名）から 9 項目について尋問が行われた。
また、前々図（第 4 回口頭弁論）原告1則から要

求のあった担当課長の証人尋同はしないことに
なる。〔3 月 10 日発行〕

第 7 回口頭弁論開催（原告 3 名、被告代理人 2
名出廷）

被告倒から本件の争点をまとめた見解 (5 項目）
をすでに裁判所に提出した文書によリ証甲をし
ながら反論を述べる。原告1則からは今までに提
出された文書によリ陳述が確認され結審となり
6 月 9 日判決口の発表がある。

〔6 月 10 日発行〕

判決が延期となる。（被告代理人よリ連絡）

6 月 9 日に予定されていた判決は、 7 月 14 日に
口頭弁論を再閏する旨裁判所より連絡があり延
期となる。〔7 月 10 日発行〕

第 8 回 □豆頁弁綸開催（原告 3 名、被告代理人 2

名出廷）

裁判長から原告に対し訴状についての確認が行
われる。原告倒の請求が平成 10 年 10 月 21 日（第
3 回口頭弁論）に変更になったことに対する確言恩、

つまリ「原状回復の請求」のみについて請求を
することの確認が行われる。以上の口頭弁誦で
結審となリ判決日は 8 月 25 日と発表される。〔8
月 10 日発行〕

判決の言い渡し（原告 3名、被告代理人 1 名出廷）

判決文の内容は、前述のとおり〔9 月 10 日発行〕

9 月 8 日の経過をもって判決が確定する。（被告

代理人よリ連絡）



まちつくりの手法について
~ 土地区画整理事業のしくみ ~ 
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゜
`—一ー 、クノ｀l /ー 、 ‘‘ • -

快適で環境の良い

ことができます。

令一念ミ． • 拿・拿-

個

組 合

地方公共団体

行政庁

公社・公団

施行者

人：土地の権利者が 1 人または数人で共同して、
自己の土地について行うもの
土地の権利者が7人以上共同して、土地区画
整理組合を設立して行うもの
都道府県、市町村が都市計画事業として行う
もの
建設大臣、知事、市町村長が行うもの

住宅都市整痛公団、住宅供給公社などが行う

もの

先
月
号
で
は
、
代
表
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
と
し
て
、
「
街

路
・
公
園
事
業
」
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
「
地
区
計
画
制
度
」
の

3
つ
の
手
法
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

合
月
号
で
は
、
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
上
で
優
れ
だ
手

法
で
あ
る
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
の
し
く
み
に
つ
い
て
ご
説
明

し
ま
す
。

【
事
業
の
施
行
者
】

土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
に

は
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、

誰
が
施
行
者
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
地

区
内
の
皆
様
が
協
力
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

喜 D さん

伍 G さん

ら

三曇
B さん

んさD

尻
巳
ロ

愚
cさん

保
留
地

（
施
行
前
）

道
路
や
公
園
な
ど
を
新
し
く
造
っ
た

り
拡
げ
た
り
、
ま
た
宅
地
の
形
状
を
良

く
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
土
地
を
そ

れ
ぞ
れ
少
し
ず
つ
移
動
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
移
動
先
の
土
地
を
現
在
の
土
地

に
対
し
て
「
換
地
」
と
呼
び
ま
す
。

こ
の
換
地
は
、
現
在
の
土
地
の
位

置
・
面
積
•
利
用
状
況
・
環
境
な
ど
を

考
慮
し
て
定
め
ら
れ
ま
す
。

【
換
地
に
つ
い
て
】

現
在
の
土
地
に
対
す
る
所
有
権
・
地

上
権
・
永
小
作
権
・
借
地
権
な
ど
の
権

利
は
、
こ
の
換
地
に
移
行
す
る
こ
と
と

な
り
、
ま
た
建
築
物
な
ど
に
つ
い
て
も
、

こ
の
換
地
さ
れ
た
土
地
に
移
転
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。（

施
行
後
）

平成11年10月 10 日（日） (10) 



宅地

く農地を含む〉

道
路

（
施
行
前
）

道
路
・
公
園
な
ど
を
つ
く
る
た
め
に

必
要
な
用
地
を
、
皆
様
の
土
地
か
ら
少

し
ず
つ
出
し
合
っ
て
頂
き
ま
す
。
こ
れ

を
「
公
共
減
歩
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
う

た
め
の
工
事
費
や
補
償
費
、
事
務
費
な

ど
の
事
業
費
に
充
て
る
た
め
に
売
却
す

る
土
地
（
保
留
地
）
に
つ
い
て
も
出
し

合
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
「
保
留
地
減
歩
」
と
い
い
ま
す
。

【
減
歩
に
つ
い
て
】

＇｀こ～

I‘ ミ： ` ` 

I ヽヽ ` 
1,  

' I 
I 
I 
I 
I 
I 

' I 

' 

' 

' 

' ：道公
I 

l 

路園
l 

l 

l 

l 

l 

l 

I 
I 
I 
I 

I 
I 

巳

宅地

保
留
地

公
共
減
歩
と
保
留
地
減
歩
を
合
わ
せ

た
「
合
算
減
歩
」
が
実
際
に
皆
様
に
負

担
し
て
頂
く
減
歩
と
な
り
ま
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
減
歩
に

よ
り
皆
様
の
土
地
の
面
積
は
減
り
ま
す

が
、
土
地
の
利
用
価
値
が
上
昇
す
る
こ

と
か
ら
、
事
業
前
に
比
べ
て
資
産
価
値

が
下
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
施
行
後
）

公共減歩ュ＿」 し—保留地減歩

-------------------------------------------------------------------------------------------

-----—’ • 

【
事
業
の
財
源
に
つ
い
て
】

• 
保
留
地

処
分
金

一
般
町
費

収入

土
地
区
画
整
理
事
業
を
行
う
に
は
、

道
路
・
公
園
な
ど
を
整
備
し
た
り
、
建

物
を
移
転
し
た
り
す
る
な
ど
、
多
額
の

資
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
財
源
と
し
て
は
、
保
留
地
を
売

却
し
て
得
る
「
保
留
地
処
分
金
」
の
他
、

国
か
ら
の
補
助
金
や
一
般
町
費
が
充
当

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
に
対
し
て
一
般
町
費
を
充
当
す

る
こ
と
に
よ
り
、
皆
様
の
負
担
（
減
歩
）

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

6

月
号
か
ら
今
月
号
ま
で
5

回

に
渡
り
シ
リ
ー
ズ
で
「
ま
ち
づ

く
リ
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

ま
し
た
。

町
で
は
、
新
里
・
中
谷
地
区
を

は
じ
め
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
、
今
後
、
貝
体
的
に
検

討
し
事
業
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

(11) 平成11年10月 10 日（日）



廃棄物処理体系図

明和町内から排出される一般廃棄物

本
町
の
可
燃
ご
み
は
、
昭
和
4
6
年7
月
よ
り
収
集
を
開
始
し
、
開
始
当
初

か
ら
有
料
の
指
定
袋
を
住
民
の
か
だ
が
た
に
使
用
し
て
い
だ
だ
き
実
施
し
て

ま
い
り
ま
し
だ
。
そ
し
て
、
本
町
に
は
ご
み
処
理
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

早
い
時
期
か
ら
分
別
収
集
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
だ
。
合
月
か
ら
、
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
「
ご
み
」
は
ど

の
よ
う
に
し
て
処
理
さ
れ
、
最
終
的
に
は
ど
こ
に
行
く
の
か
に
つ
い
て
ジ
リ

ー
ズ
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。
第
1

回
目
は
、
可
燃
ご
み
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て

で
す
。

可
家庭系

口可燃租大不燃資源
l l l l 
清館 中ー 再
掃林 間般 資
セ市 処廃 源
ン 理棄化
夕 施物

I 設

事業系

分
別
排
出

〈
家
庭
系
〉

各
家
庭
か
ら
町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン

(
8
3か所
）
に
出
さ
れ
た
可
燃
ご

み
は
、
館
林
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

し
焼
却
さ
れ
ま
す
。
残
っ
た
焼
却
灰
は
、

業
者
に
よ
り
草
津
町
に
あ
る
民
間
の
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
搬
入
さ
れ
埋

め
立
て
ら
れ
ま
す
。

燃
中
間
処
理

• • 
最
終
処
分

〈
事
業
系
〉

商
店
、
事
務
所
、
飲
食
店
等
の
事
業

活
動
に
伴
っ
て
生
じ
た
ご
み
（
事
業
系

一
般
廃
棄
物
）
は
、
事
業
者
と
町
が
焼

却
の
委
託
を
し
て
い
る
業
者
と
の
間
で

委
託
契
約
を
締
結
し
、
有
料
（
月
に
5

o
o

k
g
ま
で
は
町
が
半
額
助
成
）
で
処

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
灰
は
「
家

庭
系
」
と
同
様
に
草
津
町
に
あ
る
民
間

の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
搬
入
さ

れ
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。

一
般
廃
棄
物

中
閤
処
理
施
設

• 

一般廃棄物最終処分場

特
集

明
和
町
の
廃
棄
物
処
理
①

こ
み

去

家庭系

口一般家庭

事業系

ご

の

商店、事務所
飲食店など

口

｢
 

芯
・9
1

O tｫ-
h 

一般廃棄物中間処理施設
（館林市清掃センター）

心

⑰
 

一般廃棄物
最終処分場

ゅ
< 

ぇ
一般廃棄物
中間処理施設

●
異
物
を
混
入
し
な
い

可
燃
ご
み
の
中
に
ビ
ン
・
缶
類
を
入

れ
な
い
こ
と
は
ご
み
の
持
ち
出
し
の
基

本
で
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
い
ま
だ
に

ル
ー
ル
違
反
の
袋
を
見
か
け
ま
す
。

可
燃
ご
み
の
中
に
不
燃
物
が
混
じ
る

と
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
炉
を
傷
め
る
原
因

と
な
る
た
め
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

●
指
定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い

町
で
は
、
収
集
当
初
か
ら
指
定
袋
の

制
度
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
み
を
出
す
と
き
は
必
ず
指
定

袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

年
々
ご
み
処
理
費
用
が
増
加
し
、
町

の
財
政
を
圧
迫
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
町
で
は
ご
み
減
量
化
器
具
購
入
費

助
成
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

生
ご
み
の
自
家
処
理
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み
を
指
定
袋

で
出
す
際
に
は
、
必
ず
水
切
り
を
し
て

か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
ス
テ
ー
ジ
ョ
ン
を
き
れ
い
に

町
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
可
燃

ご
み
の
み
を
持
ち
出
す
場
所
で
す
。
そ

の
他
の
ご
み
が
置
か
れ
、
付
近
の
住
民

が
迷
惑
を
し
て
い
ま
す
の
で
ル
ー
ル
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

可
燃
こ
み
収
鱗
に

つ
い
て
の
お
願
い

平成11年10月 10 日（日）
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塁事件忍、

100年

熱心に聴き入る会員

「
川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民

の
会
」
で
は
、
9

月
4

日
に
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
で
、
4
9
名
が
出
席
し
て
第

2

回
目
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
町
民
の
会
の
自
主

グ
ル
ー
プ
が
会
員
・
賛
助
会
員
を
対
象

に
足
尾
鉱
毒
問
題
な
ど
を
学
習
し
て
い

る
も
の
で
す
。

講
師
に
迎
え
た
元
佐
野
高
校
校
長
の

藤
沼
坦
先
生
が
、
第
2

回
目
は
「
田
中

正
造
と
鉱
毒
事
件
」
と
題
し
て
、
田
中

正
造
が
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
、
鉱
毒

に
対
す
る
政
府
の
無
責
任
な
対
応
を
追 足

尾
鉱
毒
問
題
を
学
習

求
、
さ
ら
に
足
尾
銅
山
の
鉱
業
停
止
を

要
求
す
る
質
問
書
を
提
出
す
る
な
ど
本

格
的
に
政
治
活
動
を
行
っ
て
い
く
経
緯

等
を
講
演
し
ま
し
た
。

講
演
概
要

田
中
正
造
は
、
明
治
1
3
年
に
県
会
議

員
、
明
治
2
3
年
に
衆
議
院
議
員
に
当
選
。

明
治
2
4
年
に
被
害
地
を
調
査
し
、
議
会

へ
の
問
題
提
起
を
行
っ
た
。
第
二
議
会

に
足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題
の
質
問
書
を
提

出
し
た
が
、
明
治
2
5
年
の
第
三
議
会
で

前
回
の
質
問
に
対
す
る
政
府
答
弁
の
矛

盾
を
指
摘
し
、
鉱
毒
に
対
す
る
政
府
の

無
責
任
な
対
応
を
追
求
す
る
質
問
書
を

提
出
。
ま
た
、
足
尾
銅
山
の
鉱
業
停
止

を
要
求
す
る
質
問
演
説
を
実
施
し
、
政

府
と
野
党
間
で
激
し
く
争
い
、
政
府
は

鉱
業
停
止
要
求
を
突
っ
ぱ
ね
た
。

同
年
に
は
栃
木
県
知
事
、
有
力
県
会

，
議
員
ら
と
鉱
毒
仲
裁
委
員
会
を
結
成

し
、
仲
介
示
談
に
着
手
。
被
害
地
で

は
、
”
被
害
補
償
要
求
と
鉱
業
停
止
要
求
“

の
両
論
が
渦
巻
く
あ
り
さ
ま
。
関
係
町

村
代
表
が
次
々
に
示
談
契
約
書
に
調
印

し
た
。
4

県
の
9

郡
3
5
町
村
が
示
談
契

約
に
応
じ
た
。

明
治
2
7
年
に
は
日
清
戦
争
の
勃
発
に

よ
り
軍
事
産
業
の
重
要
性
が
増
大
し
、

足
尾
銅
山
の
重
要
度
が
高
ま
る
。
国
民

が
戦
争
に
気
を
奪
わ
れ
、
被
害
民
の
声

が
低
調
化
し
た
な
か
、
示
談
契
約
を
永

久
示
談
に
変
更
し
強
引
な
契
約
締
結
を

強
行
し
た
。

明
治
2
9
年
の
渡
良
瀬
川
大
洪
水
に
よ

り
、
被
害
地
住
民
の
活
動
で
は
、
示
談

（
損
害
補
償
要
求
）
か
ら
一
変
し
て
鉱

業
停
止
要
求
へ
と
請
願
運
動
に
転
換
し

た
。
田
中
正
造
は
1
0
か
町
村
有
志
と
下

早
川
田
雲
龍
寺
に
集
合
し
、
請
願
運
動

の
中
核
と
し
て
の
群
馬
栃
木
両
県
鉱
毒

事
務
所
を
設
置
。
請
願
を
目
指
す
被
害

民
の
結
束
が
急
速
に
進
展
し
、
組
織
化

も
進
行
し
た
。

明
治
3
0
年
の
第
十
議
会
で
、
被
害
の

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
示
談
契
約
の

欺
睛
を
暴
露
、
鉱
業
停
止
を
要
求
す
る

質
問
書
を
提
出
。
ま
た
、
実
力
に
よ
る

各
省
庁
へ
の
陳
情
・
請
願
と
世
論
の
喚

起
を
目
指
し
た
東
京
押
し
出
し
を
決
行

し
、
押
し
出
し
の
体
制
づ
く
り
が
始
ま

っ
た
。

川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の
会

講演する藤沼先生 ②
 

県
お
よ
び
県
道
路
協
会
の
平
成
1
1

年
度
優
良
道
路
愛
護
団
体
等
表
彰
式

が
9

月

1
3
日
、
前
橋
市
の
県
公
社
総

合
ビ
ル
で
行
わ
れ
、
本
町
で
は
美
化

活
動
な
ど
を
熱
心
に
続
け
て
い
る
梅

館
林
市
の
三
田
浩
さ
ん
（
元
教
育

長
の
故
・
三
田
惣
三
郎
さ
ん
の
長

男
）
は
、
9

月

1
7
日
に
教
育
関
係
の

た
め
に
と
1
0
万
円
を
町
に
寄
附
さ
れ

ま
し
た
。

三
田

--表彰される梅島地区道路愛霞会代表者

島
地
区
道
路
愛
護
会
（
代
表
・
西
郡

喜
男
さ
ん
）
と
西
小
学
校
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

梅
島
地
区
道
路
愛
護
会
は
、
道
路

愛
護
等
に
努
め
そ
の
功
績
が
特
に
顕

著
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
建
設

大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ

か
、
県
お
よ
び
県
道
路
協
会
か
ら
道

路
愛
護
団
体
の
特
賞
の
部
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
道
路
愛
護
活
動
を

4
3年
も
の
長
き
に
わ
た
り
続
け
て
い

る
同
愛
護
会
は
、
地
区
住
民
の
道
路

へ
の
関
心
を
高
め
、
公
共
マ
ナ
ー
啓

発
の
た
め
住
民
参
加
に
よ
る
道
路
の

維
持
保
全
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
和
西
小
学
校
は
年
に
2

回
、
美
化
活
動
の
一
環
と
し
て
学
校

周
辺
の
道
路
清
掃
を
行
っ
て
お
り
、

道
路
愛
護
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

町
で
は
、
高
額
な
寄
附
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
寄
附
の
趣
旨

を
尊
重
し
、
有
効
に
役
立
た
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

浩
さ
ん
町
に

1
0万
円
寄
附

建
設
大
臣
か
ら
感
謝
状

梅
島
地
区
道
路
愛
護
会
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町
ぉ

か

知
-
°
ら

の
せ

◇収入合計

前回繰越金

明和町補助金

寄附金

（内訳）
一般住民 906,000 

運営委員 275,000 

明和町 50,000 

明和町議会 50,000 

商工会員 1,348,500 

町内企業等 583,000 

役場課長等 60,000 

当日祝い金 15,000 

特別寄附金 3,572,895 

（町外企業等特別寄附）

雑入

（単位：円）

10,662,149 

780,955 

3,000,000 

3,287,500 

◇支出合計

舞台費

電源電灯工事費

音響設備費

出演料

会議費

通信費

消耗品費

広報費

会場賄い費

花火経費

クリーニング料

抽選会

ちびっ子広場

設置関係費

お神輿保険料

損害保険料

◇次回繰越金

20,799 

8,313,728 

987,525 

325,046 

80,000 

144,500 

46,294 

34,835 

1,305,168 

911,593 

969,403 

2,520,000 

186,702 

546,100 

209,942 

21, 420 

25,200 

2,348,421 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
、

I
N

S

ネ
ッ
ト

6
4対
応
オ
フ
ト
ー
ク
用
タ
ー
ミ

ナ
ル
ア
ダ
プ
タ
の
購
入
•
取
り
付
け
工
事

な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

N
T
T

東
日
本
館
林
営
業
所

C
o
1
2
0
|
l
o

9
1
1
6

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
川
俣
交
換
セ
ン
タ
収
容
内

(
8
4
)局
は
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
で

す
が
、
館
林
交
換
セ
ン
タ
収
容
内

(
7
x
)

局
は
、
N
T
T

側
の
事
情
に
よ
り
現
在
、

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
状
態
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

役
場
企
画
課

内
線
3
4
0

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す

N
T
T

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
詳
し
く
は
、

N
T
T

東
日
本
館
林
営
業

で
長
時
間
電
話
を
お
使
い
に
な
る
か
た
の
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
め

I
N
S

ネ
ッ
ト

6
4と
言
う
デ
ジ
タ
ル

回
線
で
電
話
が
2

回
線
取
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
に
加
入
し
て
い
る
か

た
は
、

I
N
S

ネ
ッ
ト

6
4サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
回
線
に
契
約
変
更
を
し
た
か
た
は
、
オ

フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、

N
T
T

で
設
備
の
開
発
が

終
了
し
、
よ
う
や
く
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
受

第
1
回
明
和
ま
つ
り
収
入
支
出
決
算
報
告

•
『
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ターミナルアダプタ

I
N
S

ネ
ッ
ト
6
4（
デ
ジ
タ
ル
回
線
）
加
入
者
で
も

明
和
町
商
工
会

C
閥
3
1
3
0

明
和
町
商
工
祭

期
日

1
0月
3
1日
⑪
午
前

1
0時
＼

会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
駐
車
場

主
な
催
し
物

0
バ
ザ
ー
•
青
空
市
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
企
業
展
示
コ
ー
ナ
ー
等

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

C
閥
5
5
5
5

期
日

1
0
月
2
9日②
1
3
1日
⑪

会
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

主
な
催
し
物

〇
菊
花
展
…
図
書
館
南
側

1
0月
2
8日
困
1
1
1
月
3

日
困

0
作
品
展
…
研
修
室
・
ホ
ワ
イ
エ

1
0
月
2
9
日
⑤
1
1
0
月
3
1日
⑪

0
中
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
…
ホ
ー
ル

1
0
月
3
0日田
午
前

9

時
1

0
芸
能
発
表
…
ホ
ー
ル

1
0月
3
1日
⑪
午
前

1
0時
1

明
和
町
文
化
祭

昨年の文化祭

平成11年10月 10 日（日） (14) 



役 場 ff (84) 31111 

申
込
期
限
は

1
0月
2
9日
⑥

「
ふ
れ
あ
い
家
庭
菜
園
」

利
用
者
募
集

役
場
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
6
8
6

生
後
3

か
月
以
上
の
犬
は
登
録
と
予
防
注
射
を

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

役
場
で
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す

土
地

売
買
の
と
き

土
地
売
買
の
目
安
と
な
る
平
成
1
1
年
7

月
1

日
現
在
の
地
価
調
査
価
格
が
群
馬
県

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

土
地
の
形
状
、
道
路
の
条
件
、
駅
か
ら

の
距
離
、
上
下
水
道
の
整
備
状
況
な
ど
土

地
の
条
件
を
基
準
地
と
比
較
す
れ
ば
、
対

平
成
1
1
年
度
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
未

登
録
、
未
注
射
の
犬
は
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。
生
後
3

か
月
以
上
の
犬
は
、
生
涯

に
一
度
の
登
録
と
毎
年
1

回
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇
期
日
1
0
月
2
2日
圏

◇
募
集
対
象
町
内
に
住
所
を
有
す
る
農

業
者
以
外
の
か
た

◇
募
集
人
員
（
区
画
）
2
2
名
（
区
画
）

◇
申
込
期
限
1
0
月
2
9
日
（
金
）

◇
利
用
場
所
明
和
町
南
大
島
地
内

◇
利
用
面
積
3
0
2
m
／
区
画

◇
利
用
料
金

1

区
画
当
た
り
に
つ
き

象
地
の
お
お
よ
そ
の
価
格
が
わ
か
り
ま
す
。

地
価
調
査
価
格
を
知
り
た
い
か
た
は
、

基
準
地
の
価
格
、
基
準
値
が
接
す
る
道
路

の
種
類
、
幅
員
、
基
準
値
の
周
辺
の
土
地

利
用
状
況
等
を
細
か
く
記
載
し
た
地
価
調

査
の
関
係
書
面
が
都
市
開
発
課
で
、
だ
れ

◇
場
所
・
時
間

・
東
部
児
童
館

午
前
9

時
1
1
0
時

・
館
林
市
農
協
佐
貰
支
所

午
前
1
0
時
3
0
分
1
1
1
時
3
0
分

・
保
健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

午
後
1

時
1
3

時

3
、

0
0
0

円
／
年

◇
利
用
期
間
平
成

1
2年
2

月
1

日
か
ら

2

年
間
を
限
度
と
す
る
。

◇
申
込
方
法
印
鑑
持
参
の
う
え
、
役
場

経
済
課
ヘ

役
場
経
済
課

内
線
3
5
2

で
も
簡
単
に
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
電

話
で
も
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
の
で
都
市

開
発
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
都
市
開
発
課

内
線
3
7
1

◇
料
金
登
録
済
の
犬

3
、

3
0
0

円
（
注

射
料
）
新
規
の
犬

6
、

3
0
0

円
（
登

録
・
注
射
料
）

は
地
価
調
査
価
格

ふれあい家庭菜園

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
町
審
査
が
9

月

7

日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
県
審
査

に
臨
む
小
学
生
1
0
点
、
中
学
生
1
0
点
の
作

品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
、
県
選
挙
管

理
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
、
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
関
係
者
と
小
・
中

学
校
の
美
術
関
係
等
の
職
員
ら
が
審
査
に

あ
た
り
、
あ
ら
か
じ
め
各
学
校
単
位
で
選

考
し
た
小
学
校
7
4
点
、
中
学
校
1
2点
の
中

か
ら
次
の
か
た
が
た
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◇
小
学
校
の
部

（
）
は
小
学
校
名
・
学
年

▽
薗
部
百
合
香
（
東

5
)
▽
村
田
博
基

（
西
l
)
▽
吉
田
智
浩
（
西

2
)
▽
関
根

紗
希
（
西
2
)
▽
河
内
山
知
幸
（
西
3
)

▽
澤
浦
薫
（
西
4
)
▽
駒
宮
秀
憲
（
西
4
)

▽
二
瓶
梢
（
西
4
)
▽
吉
田
公
道
（
西
6
)

▽
植
田
馨
（
西
6
)

◇
中
学
校
の
部

（
）
は
学
年

▽
奈
良
真
利
香

(
l
)
▽
谷
川
孝
太
郎

(
l
)
▽
真
田
幸
子

(
1
)
▽
石
川
詩
織

(
l
)
▽
帆
足
文
野

(
l
)
▽
久
保
口
育

美

(
2
)
▽
蟻
川
光

(
3
)▽
澤
田
大
典

(
3
)
▽
多
田
愛

(
3
)
▽
鑓
田
規
人

(

3

)

 選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

2
0点
が
県
審
査

ヘ
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明和公共下水道原案を可決
町都市計画審議会

あいさつをする斎藤町長

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
図
3
1
1
1

本
年
の
6

月
よ
り
地
元
説
明
会
に

入
っ
た
館
林
都
市
計
画
下
水
道
（
明

和
公
共
下
水
道
）
が
8

月
の
縦
覧
手

続
き
を
終
了
し
、
9

月
3

日
に
役
場

で
行
わ
れ
た
町
の
都
市
計
画
審
議
会

に
諮
問
さ
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
明
和
公

共
下
水
道
の
計
画
の
妥
当

性
や
処
理
施
設
の
概
要
な

ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

が
行
わ
れ
、
計
画
案
は
原

案
ど
お
り
可
決
し
、
町
長

あ
て
答
申
が
出
さ
れ
ま
し

こ
。t
 今回

の
館
林
都
市
計
画

下
水
道
（
明
和
公
共
下
水

道
）
は
、
知
事
が
承
認
す

る
案
件
の
た
め
県
に
付
議

し
、
今
後
県
の
都
市
計
画

地
方
審
議
会
で
審
議
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

庁用車にハイブリッドカー導入
環境にやさしい低公害車

町
で
は
、
庁
用
自
動
車
で
初
め
て
環

境
に
や
さ
し
い
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー

1

台
を
9

月
8

日
に
導
入
し
ま
し
た
。

庁
用
車
は
、
定
期
的
に
買
い
換
え
を

行
っ
て
お
り
、
今
回
は
環
境
保
全
や
燃

費
、
通
産
省
に
よ
る
補
助
金
お
よ
び
特

別
交
付
税
等
の
財
源
措
置
を
考
慮
し
て

同
車
を
購
入
し
た
も
の
で
す
。
費
用
は
、

約
2
3
6

万
円
で
日
本
電
動
車
両
協
会

か
ら
約
2
5
万
円
の
補
助
を
受
け
て
い
ま

す
。
燃
料
に
ガ
ソ
リ
ン
と
電
気
を
併
用

す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
二
酸
化
炭
素
が
削
減
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
各
課
で
使
用
し
、
維
持
費

等
を
考
慮
し
な
が
ら
低
公
害
車
の
導
入

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

`·‘’^ 

導入されたハイブリッドカー

知的障害者に対する理解を
福祉パレード

知
的
障
害
者
福
祉
月
間
中
の
9

月
3

日
、

知
的
障
害
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
お
う
と
、
福
祉
パ
レ
ー
ド
が
来
町
し
ま

し
た
。

会
場
の
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
に
は
、
助

役
、
教
育
長
、
町
議
会
議
長
、
町
内
関
係

者
な
ど
約
5
0
人
が
出
迎
え
ま
し
た
。

長会
明
和
町
療
育
父
母
の
会
の
和
田
会
長
は

田D

「
知
的
障
害
者
が
社
会
の
一
員
と
し
て
共
に

床る
生
き
、
共
に
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
地
域

ぇ伝
社
会
の
実
現
に
更
に
ご
協
力
を
」
と
メ
ッ

を
セ
ー
ジ
を
伝
え
ま
し
た
。

＿
こ
の
後
、
明
和
中
学
校
の
生
徒
が
江
原

シセ
助
役
に
花
束
を
贈
り
、
最
後
に
助
役
か
ら

ッメ
激
励
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平成11年10月 10 日（日） (16) 



ひけつ

家族の手料理が長寿の秘訣
敬老慰問

町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
毎

年
9

月
に
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て

こ
ら
れ
た
長
寿
の
か
た
を
訪
問
し
、
敬

老
年
金
や
慰
問
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
9

月
6

日
に
行
わ
れ
、

8
6

歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
か
た
、

1
5
3

人
を
訪
問
し
ま
し
た
。

町
で
最
高
齢
の
小
菅
塩
三
郎
さ
ん

（
南
大
島
）
は9
6歳
で
、
日
課
は
畑
仕
事
。

1

日
に

2
、

3

時
間
、
体
を
動
か
す
こ

と
で
健
康
を
保
っ
て
い
ま
す
。
小
菅
さ

ん
は
昔
は
丈
夫
で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
、

健
康
の
秘
訣
は
「
家
族
が
作
っ
て
く
れ

た
料
理
を
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

-—=、
,、- - ·—— 
記念品を受ける小菅さん

災害に備えて心構えを
非常召集訓練

訓示を述べる斎藤町長

町
で
は
、
防
災
の
日
の
9

月
1

日
早
朝
、

抜
き
打
ち
で
町
職
員
ら
の
非
常
召
集
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
職
員
等
の
防
災
に
対
す

る
責
務
と
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
実
施

し
た
も
の
で
す
。
震
度

5

弱
の
地
震
が
発

生
し
た
と
の
想
定
で
、
役
場
に
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
被
害
状
況
を
収
集
す
る

た
め
午
前
6

時
に
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
等
で

非
常
召
集
。
対
象
者
は
、
町
職
員
や
消
防

団
員
な
ど
6
1人
で
、
こ
の
う
ち

5
5人
が
3
0

分
以
内
に
登
庁
し
ま
し
た
。

斎
藤
町
長
は
「
災
害
に
備
え
て
の
心
構

え
を
持
っ
て
、
万
一
の
時
は
災
害
調
査
を

行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
て
」

な
ど
と
訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

「事故なし」を願い梨を配布
交通安全街頭指導

張りのある歌声を披露
中島直美歌謡ショー

止参 をの故線甕 けイに人月
も加ま配梨な道者町まバか部 21 秋
呼した布ーし路員交し l け員日の
び‘‘し豊‘を‘通たにてら‘全
掛空今ま水違通町安゜配町が町国
けき回し←反過職全 布の田交交
ま缶かたとなす員協 し特島通通
し等ら゜交しるら会 ‘産地対安
たご町 通をド約婦 交品内策全
゜み衛 安願ラ 20 人 通ので協運
の生 全いイ人部 安→ 議動
ポ協 の約バが員 全梨軍会期
イカチ l l 町 を←故で間
捨会 ラ 0 に内館呼を は中
て員 シ 0‘ の林びド[‘の
防が 等個事幹警 掛ラL_婦 9
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熱唱する中島直美さん

言

梨を配り交通安全を呼び掛ける安全協会婦人部員

敬
老
の
日
特
別
企
画
「
中
島
直
美
歌
謡

シ
ョ
ー
」
が
9

月

1
5日
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
館
林
市
出
身
の
歌
手
、
中
島

直
美
さ
ん
を
迎
え
、
濱
歌
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
会
場
に

は
約
2
6
0

人
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
中

島
さ
ん
の
張
り
の
あ
る
歌
声
で
「
俺
の
出

番
は
き
っ
と
来
る
」
「
祝
い
船
」
な
ど
8

曲
や
観
客
と
デ
ュ
エ
ッ
ト
曲
を
熱
唱
す
る

と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

参
加
者
は
「
す
て
き
な
演
歌
に
聴
き
ほ

れ
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
西
側
の

Q
農
地
は
、
昨
年
秋
の
異
常
気
象

に
よ
り
排
水
が
悪
く
土
が
粘
土
質
の
た

め
稲
刈
り
が
大
変
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
町
道

2
|
2
7
5

線

の
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
前
か
ら
長
谷

川
プ
レ
ス
閲
手
前
の
町
道
1
6
号
線
ま
で

の
間
の
排
水
路
を
三
面
側
溝
に
し
て
く

だ
さ
い
。
（
新
里
男
性
）

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
排
水
路

A
は
、
町
道
に
接
し
た
水
路
で
あ

り
、
町
と
し
て
は
公
共
事
業
の
二
重
投

町
道
の
拡
幅
改
良
工
事
と

併
せ
整
備
の
予
定
で
す

排
水
路
を
三
面
側
溝
に

し
て
く
だ
さ
い

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
た
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
書
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

資
を
行
わ
な
い
と
い
う
考
え
か
ら
、
町

道
2
|
2
7
5

線
の
拡
幅
改
良
工
事
と

併
せ
整
備
を
図
っ
て
い
く
計
画
で
す
。

し
か
し
、
道
路
改
良
に
つ
い
て
は
、

生
活
道
路
優
先
施
工
を
基
本
方
針
と
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
の
猶
予

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
経
済
課
・
建
設
課
）

内
り

新里地内の町道2-275線

第
4

次
総
合
計
画
に
基
づ
い

A

て
、
遅
れ
て
い
る
下
水
道
事
業

を
推
進
す
る
た
め
、
平
成

7

年
度
か
ら

各
種
の
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
国
や
県
と
協
議
を
続
け
て
き

た
結
果
、
平
成
1
0
年
度
ま
で
に
町
公
共

下
水
道
事
業
の
計
画
案
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
平
成

1
1年
度
は
こ
の
計
画
案
を

皆
様
が
た
に
説
明
し
、
ご
理
解
を
い
た

だ
き
都
市
計
画
を
決
定
し
事
業
認
可
を

い
た
だ
い
て
、
い
よ
い
よ
事
業
に
着
手

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
下
水
道
事

業
に
は
多
く
の
事
業
費
と
長
い
年
月
を

必
要
と
し
ま
す
が
、
順
次
整
備
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

平
成
1
年
度
か
ら
事
業
に

着
手
し
順
次
整
備
し
て
い

き
ま
す 下

水
道
の
整
備
を
し
て
く
だ
さ

Q
い
。
ば
た
、
側
溝
の
排
水
に
虫

が
わ
く
の
で
蓋
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
田
島
女
性
）

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
側
溝
の
蓋
の
件
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
内
は
平
坦
地
で
商
低
差
が
少
こ
う

な
く
、
工
事
区
間
が
短
い
場
所
で
は
勾

配
を
つ
け
て
の
施
工
が
難
し
い
状
況
で

す
。
ま
た
、
側
溝
蓋
に
つ
い
て
は
、
道

路
構
造
や
幅
員
に
よ
り
必
要
性
を
検
討

し
て
蓋
等
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理

解
願
い
ま
す
。

（
都
市
開
発
課
・
建
設
課
）

景
品
付
き
の
空
き
缶
つ
ぶ
し
機

Q
械
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

（
大
輪
・
男
性
）

本
町
に
は
、
ご
み
処
理
施
設
が

A
あ
り
ま
せ
ん
の
で
他
市
町
村
で

実
施
し
て
い
な
い
時
期
か
ら
分
別
収
集

と
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化

に
取
り
込
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
空
き

缶
（
金
属
類
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭

和
5
8
年9
月
か
ら
ア
ル
ミ
と
ス
チ
ー
ル

に
分
類
し
て
収
集
を
行
い
、
再
資
源
品

目
と
し
て
取
り
扱
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
、
ア
ル
ミ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
額

で
は
あ
り
ま
す
が
売
却
し
て
収
入
を
得

て
お
り
ま
す
。
金
属
類
の
収
集
も
年
々

増
加
し
、
平
成
1
0
年
度
は
前
年
度
に
比

現
在
設
置
し
て
あ
る
空
き

缶
つ
ぶ
し
機
で
合
後
も
活

用
し
て
い
き
ま
す

空き缶の

分別収集と

リサイクルに

ご協力ください

下
水
道
の
整
備
を

し
て
く
だ
さ
い

景
品
付
き
の
空
き
缶
つ
ぶ
し

機
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い

口

機し
‘`‘ `\ 
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較
し
て
、
9

、

7
3
0

k
g
、5
.
8

％
も

増
え
て
お
り
ま
す
。
空
き
缶
等
の
増
加

に
対
す
る
処
理
と
環
境
美
化
の
た
め
に

空
き
缶
つ
ぶ
し
機
を
保
健
セ
ン
タ
ー
、

東
・
西
小
学
校
、
中
学
校
に
各
l

台
の

計
4

台
設
置
し
活
用
し
て
い
ま
す
。

本
町
と
し
て
は
、
住
民
の
か
た
が
た

の
ご
協
力
に
よ
り
分
別
収
集
と
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
を
実
施

し
て
お
り
、
現
在
の
体
制
で
今
後
も
実

施
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
の
で
、

景
品
付
き
の
空
き
缶
つ
ぶ
し
機
を
設
置

す
る
考
え
は
、
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ

ん
。
（
環
境
課
）

平成11年10月 10 日（日） (18) 
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健康教室へ参加しよう
〈骨粗しょう症予防教室〉
●対象者・・・骨粗しょう症検診受診者

期日 時間 今iEl
工笏 内 容

町では健康教室を開催します。皆さんふるって
ご参加ください。参加を希望されるかだは、 1 0月
29 日（金）までに保健福祉課（老人福祉センター内）
884-4926まであ申し込みください。参加費は無
料です。

11 /4 13 : 00 
（木） S 

(1 日目） 15: 00 

保健
センター

骨粗しょう症検診結果説咀

講話「骨粗しょう症の発症のメカ

ニズムと予防について」

11/24 13 : 00 
（水） S 

(2 日目） 15: 00 

社会館
運動実技

「運動をして骨を丈夫にしよう」

12/16 13 : 00 保健
（木） S センター

(3 日目） 15: 00 

講話「骨粗しょう症を防ぐ食事」

個別相談

1/12 10 : 00 
（水） S 

(4 日目） 13: 00 
言館

調理実習

「力）レシウムの吸収率を高める食事」

〈育児学級〉

誰もが抱えている育児に対する不安や悩み、みんなで一

緒に考えてみませんか。 ●対象者・・・ 2 歳児親子

期日 時間 ~i日
工笏 内 容

〈ダンベル体操教室〉
おもりを利用した健康づくり体操で、運動経験のないか

たでも手軽に始められる体操です。肥満、高脂血症、糖尿

病の予防につながり、さらには腰痛、肩こりといった予防

にも効果的です。 ●対象者・・・一般成人で、先着30名

期巳 時間 ＾士E3工笏 内 容

11/ 10 10 : 00 
（水） S 

(1 日目） 11 : 45 

社会館
身長、体重測定 オリエンテーション

講話「運動の意義」
ウォーキング実習
体脂肪涅定血圧測定

12/8 10 : 00 
（水） S 

(2 日目） 11 : 45 

社会館
講話「ダンベル体操の意義」
ダンベル体操実習
健康のワンポイントアドバイス
（肥満を防ごう）

1 / 19 10 : 00 
（水） S 

(3 日目） 11 : 45 
昌

ダンベル体操実習

健康のワンポイントアドバイス
（乳製品をとろう）

11/8 10: 00 
（月） S 

(1 日目） 12: 00 

保健
センター

オリエンテーション 自己紹介

親子ふれあいタイム「からだを使

った親子遊び」 おやつタイム

2/16 10 : 00 
（水） S 

(4 日目） 11 : 45 
社会館

ダンベル体操実習

健康のワンポイントアドバイス

（減塩のエ夫）

11/24 10 : 00 
（水） S 

(2 日目） 12: 00 

保健
センター

講話「楽しみながら子育てを！」

「子どもの食べ物のお話」

おやつタイム 交流会

]
会
場

9, 

し

3/8 10 : 00 
（水） S 

(5 日目） 11 : 45 
社会館 ダンベル体操実習

体脂肪測定
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ま
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タ
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健
腰
ま
つ
り
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関
ガ
れ
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す
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、
／
今
年
も
貧
血
検
査
、
視
力
検
査
、
‘
へ

．
を
は
じ
め
血
圧
測
定
、
歯
科
相
談

，
等
健
康
に
関
す
る
様
々
な
コ
ー
ナ

r
}
ー
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

ジヅ
｛
ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員
に

免
よ
る
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
さ
れ

二
し
い
ま
す
。
今
年
は
何
か
な
？

)
9何
が
で
る
か
は
お
楽
し
み
・
・
・

ー
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー

ゞ

．
ー
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て

｝
ー
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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◇
期
日
1
2
月

1
4日
因

◇
会
場
板
倉
ゴ
ル
フ
場

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
募
集
人
員

2
0
0

人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費

l
o

、

0
0
0

円
（
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
代
含
む
）

◇
申
し
込
み
1
0
月
1
5
日
⑤
か
ら
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
参
加
費
を
添
え
て

社
会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

、
『

O

し 第
2

回
町
民

チ
ャ
リ
テ
イ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

募

集

• 
.. 

●
、笥↑！社会体育館

匹 (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

第
1

回
町
民

野
球
大

会

◇
期
日
1
1
月
7

日
⑪

◇
会
場

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み
1
0
月
2
4日
⑪
ま
で
に
海

洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

ヽ
↓

0

L
v
 

（
敬
称
略
）

結

果

第
2

回
町
民

水
泳
大

優勝した「田中クラブ」
会

大慎聖重
介吾太夫

敏
彦
・
赤
城

和
夫
・
小
山

正
•
吉
永

秀
子

秀
夫進

清
重

第
1

回
町
民

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

｀戸5-,  優勝した皆さん

小
・
中
学
生
の
部

優
勝
関
根
崇
憲

準
優
勝
河
内
山
知
幸

一
般
女
子
の
部

優
勝
木
村
モ
ト
子

準
優
勝
木
村
マ
キ

3

位
柿
沼
け
さ
子

一
般
男
子
の
部

優
勝
奈
良
益
義

準
優
勝
河
内
山
誠
幸

3

位
久
保
庭
丈
助

F
,

f
 

一
般
男
子
の
部

優
勝
郷
政
美
・
原
島

準
優
勝
江
川
博
幸
・
木
村

3

位
川
辺
秀
幸
・
山
岸

3

位
長
沼
功
一
郎
・
江
森

第
1

回
町
民

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
田
中
ク
ラ
ブ

準
優
勝
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

3

位
マ
ー
ベ
ラ
ス

3

位
弁
慶

第
1

回
町
民

テ
ー
ス
大

会
優勝した皆さん

一
般
女
子
の
部

優
勝
江
森
真
里
子
・
佐
藤
千
鶴
子

準
優
勝
新
井
房
江
・
今
成
喜
美
枝

3

位
今
成
公
子
・
奈
良
利
子

中
学
生
男
子
の
部

優
勝
日
比
野
浩
之
・
柿
沼

準
優
勝
小
林
正
和
・
北
島

3

位
黒
澤
幸
広
・
飯
塚

3

位
奈
良
裕
司
・
緒
方

中
学
生
女
子
の
部

優
勝
吉
田
奈
央
•
田
中

準
優
勝
大
矢
千
晴
・
谷
川

3

位
内
山
直
美
・
鯉
沼

3

位
渡
邊
好
美
•
島
田

一
般
男
子

優
勝
塩
谷

準
優
勝
石
川

3

位
石
村

一
般
女
子

優
勝
石
村
加
津
美
・
持
田

美
妃

明
菜

由
実

和
美

雅
典

達
夫

浩
一

宏
明

- - -ｷｷ-- ←----譲 3 3 準優中準優中

優学優学
位位勝勝生勝勝生

女男
牛新福柿子橋高子
久井田沼の本澤の
保 恵部 部
貴絵侑理 拓闘
世美子子 也イ丁

石増関片 小荒
川田根桐 田川

優勝した皆さん

あ
や

令
子

佳
美

梨
沙

祐
樹

正
人

第
1

回
町
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

農
勝

言

] 
悶

し上i-’””日
優勝した皆さん

平成11年10月 10 日（日）

ロ
ョ
、
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優勝した神谷さん

優
勝
神
谷
コ
メ

準
優
勝
栗
原
道
之
助

3

位
澁
澤
ろ
く

第
1

回
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
1

回
町
民

マ
ラ
ソ
ン
テ
ニ
ス
大
会

優勝した「明和クラブ」

i 

忍」｀．
＼ーゴn

第
1

回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
テ
ニ
ス
大
会

が
9

月

2
3
日
に
ふ
る
さ
と
の
広
場
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
町
民
ら
約
4
0
人

が
午
前
9

時
か
ら
午
後
8

時
ま
で
の

1
1

時
間
、
お
互
い
に
親
睦
を
深
め
合
い
な

が
ら
テ
ニ
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

競
技
は
、
男
女
の
各
シ
ン
グ
ル
ス
や

ダ
ブ
ル
ス
な
ど
の
団
体
戦
で
、
明
和
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
が
近
隣
の
4

チ
ー
ム
と
対

戦
し
た
ほ
か
、
テ
ニ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

ュ・→—~ ---ｷ 

優勝した「千津井」

女
子
の
部

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
ラ
ブ
リ
ー
ズ

3

位
キ
ャ
ッ
ツ
愛

3 3 準優
優

位位勝勝

須田江千
津

賀島 □ 井

第
1

回
町
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
1

回
町
民

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
新
里

準
優
勝
マ
ー
ベ
ラ
ス

第

1
4回
町
長
杯

野
球
大

会
市村体育協会長から表彰される「サッカー小僧」チーム

優
勝
サ
ッ
カ
ー
小
僧

準
優
勝
日
興
エ
ス
シ
ー

第
2

回
町
民

サ
ッ
カ
大

会

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
-1 

熱戦を繰り広げる参加者

区地全楽邑
科
木
＂
人

婦

木1
1
]
]

別
産

ロ
木ー鼻1
—

日

当

番

医

10月 17 日
土井グリニッグ
匹（72)8841

耳鼻科

合村クリニッグ
ft (70) 2221 

10 月 24 日
落合医院
ff (72) 3160 

小倉医院
B (72) 0606 

囚~1夕t 矛斗 ] 

］念病院慶友病院：わだらせりリこ1y
27 

と

館 林 地 区
板倉地区

千代田

明和地区

竹越医院
匹 (84) 3137 

館林地区と

同じです

10 月 31 日
根岸医院
B (72) 3262 

大神医院
ff (62) 2200 

舌囲内科りリニ 1リり
匹（70) 7117 

慶友病院
匹 (72) 6000 

井上医院
8(82) 1131 

館林地区と
同じです

11 月 3 日
闘こどもりに1yり
8 (70) 7200 

川島脳外科
ff (75) 5511 

11 月 7 日
小西医院

匹（86) 2261 

川田（目）医院
B (72) 3314 

松井内科医院
8 (75) 9880 

岡田医院

ff (72) 3163 

増田医院

B (82) 2255 

小西医院
匹 (86) 2261 

◎
祝
日
は
館
林
厚
生
病
院
[
〖
⑰
3

ー

4
゜
]
が
担
当
し
ま
す
o

人
科
の
み
）

◎
耳
鼻
科
に
限
り
診
療
時
間
は
午
後
1

時
ま
で
で
す
。

※
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

11 月 14 日
浜野病院
ft (88) 5678 

川村医院
ff (72) 1337 

後藤（内）医院
8 (72) 0134 

最上医院
匹 (74) 3763 

館林地区と
同じです

館林地区と

同じです

（
内
科
・
外
科
・
産
婦

(21) 平成11年10月 10 日（日）



町
入
営住
居者募

宅
集

業
例

者
相

] 役場建設課 匹（ 84)3111 ^ 

町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 2 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

<'んまの農業農村物語
フォトコンテスト

l 県庁農政］切27(223) 1111 
◇応募対象

1 生産部門

（県内の農畜産物の生産・出荷現

場などの写真）

2 交流部門

県内の直売所、観光農園、農業体

験施設などの写真でカラー写真四

つ切り（ワイド• S 四つ切り不可）

◇応募期間

平成12年 1 月 4 日伏）～ 1 月 31 日旧）

◇応募票配布あよび応募先

最寄りのカメラ店（作品裏面に取

扱店を明記した応募票を貼付して

ください）

板倉ゴルフ場
平日は特別料金

（財）県観光開発公社板倉ゴルフ場
8(82)3781 

板倉ゴルフ場では、 9 月より平成

12 年 3 月 31 日までの平日に限り、

1,000円引きの6,000円（グリーンフ

イ・諸経費含む）の特別料金にて営

業しています。

◇予約専用電話 82-4090 

花こよみ

町では、花と緑に包まれたまち

づくりを進めるため、花いっぱい

運動を展開しています。そこで、

花の種のまき時などを掲載します

ので目安としてください。

農
定

[ 川俣郵便局

年
談

金
会

町農業委員会（役場経済課内）
8(84)3111 

農業者年金相談員が、農業者年

金の資格、給付、農地関係など皆

さんのご相談に応じます。

◇日時 11 月 17 日(7J9

午後1時30分～3時30分

◇場所館林市役所 203会議室

年賀はがき発売

匹（84)3120

今年も 11 月 1 日旧）から平成12年お

年玉付き年賀はがきが発売されま

す。

◇無地 50円

◇絵入り 55円〔・全国版…アトム

のお正月、波に龍、雲海に富士山

・地方版…尾瀬ヶ原と至仏山（群

馬県版）〕

緑 化 講 座

l 県緑化センター穴（88)7188
家庭緑化講座を進めるため、 10 月

は「やさしい菊の作り方」をテーマ

として開催します。

◇日時 10月 21 日（木）午前10時～正午

◇場所 県緑化センター（邑楽町）

◇溝師館林秋晃会会長桜井栄太

郎先生

◇募集人員 50名

◇申し込み 群馬県緑化センターへ

◇参加費無料

※ 10月 28 日の県民の日を記念して、来

園者のかた先着300名に、 10時より花

の苗などをプレゼントします。

②
 

はし・

10月の播種

ポピー （開花 3 ~ 5 月）
スイートピー ( 'l 3~ 5 月）

きんせんか ( ク 3 ~4 月）

カモミール（ク 5 ~ 6 月）など

東毛まちづくり
セミナー参加者募集

群馬県東毛地方拠点都市地域整備推
進協議会事務局 8(47)1811 

～自然編～おもしろ昆虫教室 虫も

鳥も私たちの仲間

◇日時 10月 24 日（日）

午後 1 時30分～ 3 時

◇会場 桐生商工会議所ケービッグ

ホール

◇内容 矢島稔氏（ぐんま昆虫の森

園長）講演および昆虫なんでも相

談

◇入場料無料

◇問い合わせ 桐生市広域振興課

名 0277-46-1111へ

～産業編～企業と市民で考える環境

のABC

◇日時 11 月 19 日倫）

午後 6 時30分～ 8 時30分

◇会場 館林市文化会館小ホール

◇内容住民、企業、行政それぞれ

の代表者によるパネルデイスカッ

ション

◇入場料無料

◇問い合わせ 館林市企画課

名 72-4111へ

～文化編～いま、アジールからの出発

◇日時 11 月 25 日（木） 午後 7 時～ 9 

時

◇会場 藪塚本町中央公民館講堂

◇内容 高木侃氏（関東短期大学教

授）講演「歴史と文化を活かした

まちづくり」

◇入場料無料

◇問い合わせ 尾島町総務課

8 52-1511へ

自賠責制度
ご存じですか

運輸省関東運輸局群馬陸運支局
8027 (263) 4440 

自賠責制度は、バイク・原動機付

自転車を含むすべての自動車の保有

者に加入を義務付けることにより、

交通事故被害者への基本的な損害賠

償を補償しているなど、車社会にお

ける交通事故被害者の保護・救済を

目的としています。

なお、無保険（無共済）車の運行

は、 ドライバーの基本マナーに反す

るばかりでなく、罰則の対象にもな

ります。特に車検制度のないバイク、

原動機付自転車は「期限切れ」「か
け忘れ」にご注意ください。

平成11年10月 10 日（日） (22) 



くろし
の

構

役場保健福祉課（老人福祉セン
ター内） 匹（ 84)4926

◇日時 11 月 9 日（灼午後 2 時～ 3 

時30分

◇場所 町保健センター

◇申し込み 相談を希望されるかた

は、 10月 25 日（月）までに保健福祉課

へお申し込みください。

町の無料法律相談

時＝ 11 月 10 日（水）
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝福島弁護士
受付＝ 11 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

日

乳 幼 児 健 吟
日、

時＝ 11 月 11 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター
対象者＝ 9 年11 月、 10年11 月、 11

年 4 月、 7 月生

日

健 康 相 火
火

—-I-ll 
, 

日

場

時＝ 11 月 9 日（必・ 18 日（木）
午前 9 時30分～ 10時30分
受付

所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 11 月 15 日旧）
午前10時～午後 3 時受付

場所＝役場会議室

心

く
フ

の 健 康 相 火
火

—-=-a 赤い羽根共同募金に
ご協力ください

年 金 相 吾火
ll火

日時＝ 11 月 18 日（木）
午前10時～午後 3 時受付

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 11 月 18 日（木）
午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の 納 税

[>町県民税[>国民健康保険税
[>利根加用水賦課金
納期限＝ 11 月 1 日旧）
[>国民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 10月 29 日魯

ま
テ

ん

ェコ

環境
ィ I \‘ル

県庁生活環境課
匹027(223)1111

ぐんま環境フェスティバル実行委

員会では、環境問題の現状や取り組

みなどを分かりやすく紹介し、環境

全般について「学び」「考え」循環

型社会を築くことを目的に「ぐんま

環境フェスティバル」を開催します。

ご家族そろって、ぜひご来場くださ

い。

◇日時 ・ 11 月 6 日田午前10時～

午後 5 時 ・ 11 月 7 日（日）午前10

時～午後 3 時

◇会場 県庁舎前広場、県民ホール

(1 階）、ビジターセンター (2 階）、

昭和庁舎

◇主な内容 移動自然史博物館、群

馬の自然紹介コーナー、省エネカ

ー展示、不法投棄防止啓発コーナ

ー、廃棄物学習迷路、環境クイズ

ラリー、環境に関する出展やキャ

ラクターショーなど楽しい催し多

数

◇問い合わせ 県庁生活環境課ヘ

10 月は労働保険
適用促進月間です

ハローワーク館林
8 (75) 8609 

事業主の皆さん、労働保険の加入

手続きはお済みですか。労働保険と

は、労災保険と雇用保険とを総称し

た言葉であり、農林水産の事業の一

部を除き、労働者を一人でも雇用さ

れている事業主は、加入を義務付け

られている国の保険制度です。

まだ、手続きがお済みでない事業

主のかたは、職場の皆さんが安心し

て働けるよう手続きをお願いいたし

ます。

町社会福祉協議会（老人福祉セ
ンター内） a (84) 4013 

今年も 10 月 1 日から 12 月 31 日ま

で、全国一斉に赤い羽根共同募金運

動が展開されています。

町でも運動期間中、区長、民生委

員のかたがたが、各ご家庭や事業所

にお伺いして、募金をお願いします

ので、ご協力ください。

この募金は、福祉施設の整備、老

人クラブの育成、身体障害者・知的

障害者・母子寡婦の体力づくり健康

促進活動、子どもの遊び場遊具補助、

地域福祉活動などに使われます。

群馬室内合奏団ファミリー
コンサートヘご招待

（社）東毛法人会明和地区法人会
8(84)3130 

◇日時 11 月 13 日山 開濱午後 4 時

開場午後 3 時30分

◇会場 ふるさと産業文化館

◇演奏群馬室内合奏団

◇招待券 10 月 18 日（月）から町内在

住・在勤の来訪者先着100名様に

配布

◇配布場所 明和町商工会（ふるさ

と産業文化館内）
※電話での問い合わせ、申し込みは

ご遠慮ください。

県介護実習・普及センター
の介護講座開設

県立高齢者介護総合センター
8027 (269) 7780 

県では、地域住民への介護知識・

技術の普及を図るため、介護実習・

普及センターを運営しています。

平成11年度は、次のような介護講

座を実施しますので、申し込みおよ

び講座内容・日程等の詳細について

は、県高齢者介護総合センター明風

園介護研修課までお問い合わせくだ

さい。また、介護機器等の展示は、

県社会福祉総合センター地下で行っ

ていますのでご利用ください。

◇講座名 介護ミニ・入門・ふれあい

体験・県民介護セミナー・介護機器

等活用·ナイター入門・自助具・介

護実技入門・専門・住宅改造・リハ

ビリ・痴呆性老人介護の各コース

( 
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ダ
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っ
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っ
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取
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、
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最
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の
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は
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、
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い
に
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町の人口と世帯

10 月 1 日現在（対前月比）

帯数 3,386 戸（士 0)

口総数 11,673 人(- 26) 

9月の救急車出動回数

病 10件交通事故 1 件

男 5,871 人・女 5,802 人

〈 9 月中の動き〉

生 7人・死亡

入 19人・転出

出
転

その他 4件 合 計

3 人

49 人
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体育祭のハイライト400m リレー

町民体育祭の小学生400m リレーでは、会場

から大きな声援を受けた選手たちが元気いっ

ぱい力走し、さわやかな汗を流しました。

今月の主な紙面ー一、

•平成 1 1 年度上半期町の財政状況…②～③

•第2回町民体育祭は南大島地区優勝…④～⑤

・中学生が国際交流研修報告………⑥～⑦

・介護保険事業計画中間の取りまとめ……⑧



平成11 年度

上半期

D 
ロ□ 依存財源（21.2%)

自主財源（78.8%)

繰入金
繰越金
1,670,393 (32.1) 

その他

地方消費税交付金
地方譲与税
分担金及び負担金
使用料及び手数料

等

歳

予算現額

収入済額

収入割合

内円

外円

入
• 

5,211,591 千円

2,318,317千円

44.5 % 

予算現額（）は構成比

収入済額（）は収入割合

歳

予算現額

支出済額

支出割合

内円

外円

出 • 

5,211,591 千円

2,030,036千円

39.0 % 

予算現額（）は構成比

支出済額（）は支出割合

町の財政状況

909,672 
(54.5) 

195,937 
(49.2) 

1,001,322 
(48.3) 

町税
2,071,434 (39. 7) 

□□ 収入済額

単位：千円

（）内％

平
成
1
1年
9

月

3
0
日
現
在
）

土木費
641,285 (12.3) 

こ
の
公
表
は
、
財
政
概
要
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
（
町
条
例
第
3
5

号
）
に
基
づ
き
、
町
の
財
政
状
況
を
あ

知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
政
の
実

態
と
町
の
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
ご
理

解
を
い
だ
だ
き
、
町
政
の
発
展
に
つ
い

て
ご
協
力
を
得
る
だ
め
、
定
期
的
に
公

表
し
て
い
る
も
の
を
広
報
で
行
う
も
の

で
す
。

合
年
度
は
保
育
園
・
幼
稚
園
統
廃
〈
＿o

に
よ
る
〈
―0築
施
設
建
設
事
業
、
少
子
化

対
策
事
業
（
福
祉
医
療
費
の
拡
大
、
第

3

子
以
降
出
産
祝
金
）
、
東
小
・
明
中

校
舎
耐
震
補
強
工
事
、
町
制
施
行
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
建
設
工
事
、
川
俣
事
件
記
念

碑
関
係
事
業
、
歴
史
漫
画
の
発
刊
、
環

境
保
全
対
策
事
業
（
ご
み
の
減
量
化
・

再
生
化
・
低
公
害
車
導
入
）
等
を
中
心

に
健
全
財
政
に
努
め
て
あ
り
ま
す
。

合
回
は
、
平
成
1
年
度
上
半
期
（
4

月
ー
9
月
）
に
あ
け
る
予
算
の
状
況
、

住
民
の
税
の
負
担
の
状
況
、
町
有
財
産

あ
よ
び
町
債
の
状
況
に
つ
い
て
あ
知
ら

せ
し
ま
す
。

二支出済額

民生費
1,445,077 (27. 7) 

教育費
1,140,028 (21.9) 

110,179 
(17.2) 

平成11年11 月 10 日 (7」0 (2) 



町有財産あよび町債の状況

財産

区 ノ刀\ 面 積 区 ノ刀\ 

土 行政財産 16万s,473m2 I 財政調整基金
地 普通財産 1万2,622m2 ：甚］減債碁金
建 物 3万2,679m2 I 金：土地開発基金

土地、建物面積とも水道会計取得分、 l ！その他の甘的基金
道路分は含まれません。

I 現 金

（平成11 年9 月 30 日現在 ただし、基金・現金は）
平成11 年 10 月 11 日現在

町債

現在高 区 ノ刀\ 借入金残高

11億2,734万6千円 教 コ目 債 12億8,100万4千円

6億4,519万4千円 土 木 債 3億8,705万4千円

2億1,371万7千円 農林水産業債 2億9,636万1千円

15億1,133万8千円 そ の 他 2億7,127万1千円

5億7,718万円 ムロ 計 22億3,569万円

※ただし、呵債は蛇和54年度から平成 10年度までの累計残商です。なお、平成 10年度決算における本町の起債制限比率は、 7.2％と

なっています。また、この比率が20％を超えると借リ入れの制限を受ける場合があリます。

住民の税等の負担状況 （平成11 年9 月 30 日現在） ※ 2段書上段は法人税

区 ノ刀\ 町民税 固定資産税 区分 国民健康保険税

調定額 A 195,643 [ 闘
632,562 1,013,363千円 国民健康保険税A 312,642千円

般 人 口 B 11,673人 被保険者数 B 3,935人

会 対人口割A/B1 I 54,190 円 86,813 円 対加入者負担A/B 79,452 円

計 戸数 c 3,386戸 加入但帯数 c 1,686戸

対戸数割A/C 186,817 円 299,280 円 対世帯数負担A/C 185,434円

（特別会計予算の概況］ （平成11 年9 月 30 日現在）

＼会計別分、
歳 入 成9F 出

予算現額

（千円）
収入済額 予算に対する 支出済額 予算に対する
（千円） 収入割合（％） （千円） 支出割合（％）

と一｀下 ぐ9-

老人保健 829,400 440,920 I 53.2 409,738 49.4 

国民健康保険 654,165 267,488 I I I 40.9 234,730 35.9 

下水道事業 147,354 15,353I 10.4 4,447 3.0 

.,,鼻＇• （平成11 年9 月 30 日現在） 固定資産の状況

給水人口 11,611 人 給水栓数 3,660栓 普及率 99.47% 区 ノ刀\ 帳簿価格（円）

区 ノ刀\ 
予算額 収入・支出済額 予算に対する
（千円） （千円） 執行率 (%) 

土 地 56,273,163 

建 物 200,536,738 

収入 281,955 124,911 44.3 構 木岱紅 物 928,694,132 
収益的収支

支出 249,640 69,407 27.8 機械および装置 300,662,670 

収入 50,000 

゜
0.0 

資本的収支

車両および運搬具 42,415 

工具器具および備品 570,334 

支出 121,031 12,947 10.7 ムロ 計 1,486,779,452 

借入資本金の状況
※資本的収支予算において不足する71,031千円は過年度損益勘定留保資金49,563

千円、建設改良積立金10,000千円、減債積立金5,990千円、当年度分消費税お

よび地方消費税資本的収支調整額5,478千円で補てんします。 I 企業債現在高（円） l 697,006,265 | 

(3) 平成11年11 月 10 日体）



►

接
戦
の
末
、
優
勝
（
南
大
罵
）

等し

”¢ク成え口、
ー

▲あ祭リレース ▲カクテルリレー

民体育祭

◄

さ
わ
や
か
に
ゴ
ー
ル
／
．
（
宝
さ
が
し
）

し
い
ん
だ

氣
隊

ら
、
『
駈
' 

頃

ら

3
{
4
 

姦
‘

ふ, 』衣全
t

i

 
乏
．

ー
ー
~
一

し

込佳

D
 

丸i
『」
j
こ
こ
口
，
＇

►

型
つ
ひ
と
1
3
1
ん
ば
り
（
大
な
わ
と
び
）

◄

力
を
振
り
し
ほ
っ
て
（
縁
引
き
）

1
0月
1
0
日
、
保
育
園
児
か
ら
あ
年
寄

り
ま
で
総
勢
約
4
、
5
0
0
人
の
町
民

が
参
加
し
、
第
2

回
町
民
体
育
祭
が
ふ

る
さ
と
の
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
だ
。
リ

レ
ー
や
百
足
競
走
、
綱
引
き
、
民
謡
踊

り
な
ど
、
種
目
は
ト
ー
タ
ル
で
2
7
種
目
。

こ
の
他
、
昼
〈
良
時
に
は
交
通
安
全
パ
レ

ー
ド
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
だ
。
声
を
張

り
上
げ
て
応
援
す
る
観
客
、
自
分
の
カ

を
振
り
し
ほ
っ
て
熱
戦
を
展
開
す
る
選

手
た
ち
、
そ
れ
を
見
守
る
役
員
さ
ん
、

み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て
大
い
に
体
育

祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
結
果
は
最
後

ま
で
分
か
ら
す
、
接
戦
の
末
、
南
大
島

地
区
が
優
勝
、
大
佐
貫
地
区
が
準
優
勝
、

矢
島
地
区
が
3

位
で
し
だ
。

平成11年11 月 10 日(7」<) (4) 



第2回 明和町体育祭得点競技得点表（順位表）
種目 醤 40(l0j \m・%女）-40(l0j lm. i）男レ）ー ペタンク 百（足女競）走 百（足男競）走 玉入れ 綱引 400（一m慕%女）-400（一m慕1J男レ）ー 40（中0m・%女）ー 40（中0m· i)男レ）ー 障リ害レ物ー カリクレテー）しl 霜順位地区

231 南大矢大佐島貫島 110 3 ヮ ヮ 2.5 6 
4 ヮ1 6 2 4 55ヮ..5 5 ー・三86 I I 8 5 7 8 3 ワ 8 5 

8 4 7 * • 4 6 8 5 6 8 
11 6 2 5.5 ワ 8 ワ

4 新里 8 8 8 2.5 3 6 8 8 4 4 7 6 3 8 83.5 
5 梅原 12 6 8 2.5 ワ 5 5 8 2 6 6 3 6 1 83 
6 江口 , 7 5 2.5 8 8 7 7 ワ 3 6 4 4 5 82.5' 
7 千津井 , 4 6 2.5 4 1 6 5.5 8 十i 8 4 5 8 ワ 78 
8 下江黒 13 5 I 2 4 | 5.5 5 2 7 2.5 3 ワ 3 5 4 5 69 
9 川俣 12 5 3 8 4 4 2 2.5 3 6 2 7 6 6 65 
10 中谷 4 8 ワ 2.5 2 8 3 2.5 2 5 8 ワ 1 4 64 
11 上江黒 7 1 3 I ワ 1 7 5 55 ワ 4 1 2 7 2 59.5 
12 斗合田 15 3 5 2.5 3 3 1 2.5 5 5 2 5 3 55 
13 須賀 6 3 1 I 2.5 6 5 8 2.5 4 2 2 4 3 6 55 

［1．［6 夏入ケ：谷
6 2 4 7 8 6 4 3 2.5 2 5 1 2 2 51.5 
7 2 4 2.5 2 3 

22..5 5 
5 3 4 3 2 3 419 1 

5.5 2 1 l 

—— 

►

い
い
笑
顔
だ
ね
（
一
心
同
体
）

ね
（
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
）

--.. 

E-

►

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
（
百
足
競
走
）

- -,.ニコ r-

▲ 100点満点ロボコン体操（保）
ミ
▲障害物リレー

---

第2回町

『

`~` ̀ — 

(5) 平成11年11 月 10 日休）



コーローハイスクールでホストファミリーや先生たちとの記念撮影

町
で
は
、
中
学
生
に
国
際
感
覚
を
身
に
つ

け
、
異
国
の
文
化
を
学
ん
で
も
ら
あ
う
と

8

月
1
4日
か
ら

2
4日
ま
で
の
1
1
日
間
、
中
学
生

国
際
交
流
研
修
事
業
を
行
い
ま
し
だ
。

派
遣
さ
れ
だ
の
は
、
中
学

2
.
3

年
生
1
0

人
と
王
催
者
で
あ
り
引
率
者
の
斎
藤
町
長
、

引
率
者
の
石
塚
校
長
、
田
口
企
画
課
長
、
田

崎
教
諭
の
4

人
で
し
だ
。
研
修
先
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
ジ
ド
ニ
ー
郊
外
の
ノ
ー
ス
リ

ッ
チ
モ
ン
ド
に
あ
る
コ
ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
で
、
現
地
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
通
学
し
、
英
語
研

修
や
文
化
的
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
だ
。

帰
国
後
、
研
修
事
業
の
報
告
会
が

9
月
2
7

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ
、
中

学
生
ら
1
4人
が
関
係
者
や
保
護
者
に
報
告
し

ま
し
だ
。
斎
藤
町
長
は
「
生
徒
が
学
校
や
他

域
と
の
交
流
に
よ
り
、
す
ば
ら
し
い
学
習
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
だ
。
来
年
は
、

町
に
コ
ー
ロ
ー
校
の
生
徒

1
0人
を
招
待
す
る

予
定
で
す
」
と
報
告
を
兼
ね
て
あ
い
さ
つ
。

引
率
者
の
報
告
や
研
修
の
様
子
を
ビ
デ
オ

で
視
聴
し
だ
後
、
派
遣
さ
れ
だ
生
徒

1
0人
が

自
然
や
文
化
に
ふ
れ
て
感
動
し
た
こ
と
、
貴

重
な
学
習
体
験
の
数
々
を
述
べ
ま
し
だ
。

こ
こ
で
は
、
派
遣
さ
れ
だ
か
だ
が
だ
の
感

想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

3

年
小
野
浩
平

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
1
0
日
間
の
生

活
は
、
と
て
も
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。

こ
の
生
活
の
中
で
、
異
国
の
文
化
や
自

然
の
雄
大
さ
な
ど
大
切
な
も
の
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
海
外
派
遣
に
参
加
で
き
て
本
当
に

よ
か
っ
た
で
す
。

3

年
柿
沼
洋
平

今
回
の
研
修
で
、
最
も
多
く
の
時
間

を
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
ま
し

た
。
着
い
た
そ
の
晩
か
ら
、
食
べ
る
こ

と
、
寝
る
こ
と
、
話
す
こ
と
、
思
い
や

る
こ
と
、
す
べ
て
の
こ
と
を
分
け
合
い
、

お
互
い
の
文
化
も
交
換
で
き
ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
体
験
を
こ
れ
か
ら
の
自
分

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

3

年
永
野
め
く
み

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
過
ご
し
た
1
0
日

間
は
、
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
く
ら

い
に
楽
し
く
て
、
と
て
も
時
間
の
過
ぎ

五
恵
臓
8
,

幽
P
•
,

函
轡
＝

. 

っ.. 
し 5

.

f
T
.
 

t

-
b
 

9

.

`

^

7

 

る
の
が
早
か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。
み
ん
な
心
の
広
い
人
た
ち
ば
か
り

で
、
言
葉
の
違
う
私
た
ち
を
優
し
く
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
に
参

加
で
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

3

年
野
村
伊
代

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
た
く
さ
ん

の
人
に
出
会
い
ま
し
た
。
特
に
学
校
で

は
、
た
く
さ
ん
の
大
切
な
友
達
が
で
き

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
時
間
の
過
ぎ
る
の

が
と
て
も
早
く
感
じ
ま
し
た
。
お
別
れ

の
時
、
悲
し
く
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
絶
対
ま
た
、
会
い
に
行
こ
う

と
思
い
ま
す
。

3

年
袖
山
憂
子

私
が
こ
の
海
外
派
遣
で
、
ま
ず
感
じ

た
の
は
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
で
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
た
ち
は
、
み
ん

な
陽
気
で
友
達
関
係
、
家
族
関
係
が
す

ご
く
う
ま
く
い
っ
て
い
て
、
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は
い
つ
も
笑

い
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
温
か

み
を
、
一
生
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

ハイスクールでのイングリッシュレッスン

平成11年11 月 10 日（加 (6) 



引率者の万から一言

壮大で素晴らしい自然、気候は冬季なの

に日本の初夏を思わせる気候、おいしい空

気、澄んだ青空。

生徒たちは、学校では学ぶ事のできない

貴重な体験を通して、一段とたくましくな

ったように思います。病気や事故もなく帰

町できました。皆様の応援に感謝いたします。

明和町企画課長

田 口 睛

明和中学校長

石

美

塚 生

今回は、国際交流主管課の職員として参

加いたしました。

言葉、文化の違う南半球の国で中学生10

名は未知なる体験が十二分にできたと思い

ます。この体験を生かし、これからの国際

杜会に対応できる成長を願うものでありま

す。

明和中学校教諭

田 崎 美枝子

緊張した様子で出発した派遣生徒、引率

者たちもたくさんの想い出と、コーローで

の友人を得て、笑顔で帰国することができ

ました。

大人ではできない貴重な体験をし、たくさ

んのことを吸収した生徒の成長ぶりは驚く

ほどです。協力をいただき、感謝しています。

'~ 

コーローで歓迎するノースリッチモンド市長（中央）

コーローハイスクールでの歓迎会であいさつする斎藤町長

2

年
柿
沼
妃
甫

私
は
こ
の
研
修
で
外
国
の
人
と
も
仲

2

年
合
成
康
裕

今
回
の
海
外
派
遣
は
僕
に
と
っ
て
、

と
て
も
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
、
自
然
な
ど

は
ど
れ
も
感
動
的
な
も
の
で
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
内
容
が
深
い

1
0日
間
は
、

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

2

年
機
村
直
義

広
大
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
で
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
コ
ー
ロ

ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
、
楽
し
く
英
語
を

勉
強
し
て
き
ま
し
た
。
明
る
＜
迎
え
て

く
れ
た
の
は
、
先
生
、
生
徒
そ
し
て
数

多
く
の
羊
た
ち
で
す
。
僕
は
研
修
で
、

笑
顔
で
交
流
す
れ
ば
す
ぐ
に
仲
良
し
に

な
れ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

良
く
生
活
で
き
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
コ

ー
ロ
ー
の
生
徒
、
先
生
み
ん
な
が
親
切

に
し
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
私
は
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
い
ろ
ん
な
国
に
も
行
っ

て
み
た
い
で
す
。
私
が
こ
ん
な
に
外
国

を
好
き
に
な
れ
た
の
も
み
ん
な
の
お
か

げ
で
す
。

お別れ会でメッセージを述べる生徒

2

年
磯
敦
子

私
が
、
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
は
た
＜

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
や
コ
ー
ロ
ー
の
生
徒
の
優
し
さ
。
日

本
は
安
全
な
国
だ
と
改
め
て
知
っ
た
こ

と
。
英
語
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
な
ど
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
貴
重
な
経
験
を
生
か
し
、
頑
張
り

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2

年
関
口
展
江

私
は
、
こ
の
海
外
派
遣
に
参
加
で
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き
英
語
に
興

味
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
学
ん
だ
す
べ
て

が
こ
れ
か
ら
の
国
際
親
善
に
役
立
て
て

い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

研
修
の
日
程

8
/
1
4山
明
和
町
か
ら
成
田
空
港

空
路
、
シ
ド
ニ
ー
空
港
へ

8
/
1
5団
シ
ド
ニ
ー
着
後
市
内
視
察

コ
ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
で
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
宅
ヘ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開
始

8
/
1
6⑤
1
8
/
1
9因
コ
ー
ロ
ー
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
に
体
験
入
学
英
語

学
習
（
自
己
紹
介
、
日
記
・
詩
を

書
く
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
）
、
折
り

紙
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
動
物
園
見
学
等

8
/
2
0⑤
コ
ー
ロ
ー
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

に
体
験
入
学
英
語
学
習
さ
よ

な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

8
/
2
1出
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
終

日
自
由
行
動

8
/
2
2⑪
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
終
了
シ

ド
ニ
ー
市
内
視
察
ホ
テ
ル
泊

8
/
2
3団
グ
レ
ッ
ズ
ウ
ッ
ズ
牧
場
見

学
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ホ
テ
ル
泊

8
/
2
4因
シ
ド
ニ
ー
か
ら
成
田
空
港

明
和
町
着

(7) 平成11年 11 月 10 日 0k)



シリーズ分護保険⑦

介護保険制度が始まります！

市町村は介護保険事業計画を策定し、住民が必要な介護サービスが受けられるように介護保険の対象となるサ
ービスの目標を定めます。まだ都道府嗅は市町村のサービスの目標か達成できるように広域圏ごとの施設の入所
定員などを定める介護保険事業支援計画を策定します。計画は平成 12年度から 16年度までの 5 年間の目標を定

めるもので、保険料に合わせて 3 年ごとに見直されます。
明和町にあいても現在この介護保険事業計画の策定に取り組んでいます。計画づくりには各種団体・機関の代

表者や学識経験者、公募により選出した家庭介護経験者や被保険者代表から組織されだ介護保険事業計画等策定

懇談会の委員にも協力していただいています。このほど中間の取りまとめがまとまりましだので、合月は『高齢
者等の状況』についてあ知らせします。なあ、計画は現時点の状況で取りまとめだもので、合後も変更・修正が
あり、最終的には平成12年 3 月までに策定されるものであることをご理解ください。

高齢者等 の状況
要介護者等の推計数

明和町における要介護者の状況は表のとおりであり、平成12年度には238人、

16年度には280人と推計され、 65歳以上人口に対する比率は、 1 1. 7％から

13.0％に上昇します。このうち在宅の要介護者は平成12年度は188人と推計さ

れ、多少増減しながら 16年度には204人となり、 65歳以上人口に対する比率は

9.3％から 9.4％へとわずかに上昇します。

また、施設サービス必要者数は、特別養護老人ホーム、老人保健施設、療

養型病床群の 3 施設合計で平成12年度は50人、 16年度には76人と推計され、

65歳以上人口に対する比率は、 2.5％から 3.5％へと上昇します。県の施設整

備計画も推計した結果、在宅から施設への移行者が増えると予想され、その

分在宅の要介護者に比べて施設サービス必要者の伸びが高くなっています。

（単位：人、％）
平成 10年度 平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度 平成 16年度

要介護者萎夕 -ｷ--2--2--8··人一• -- 238 260 268 275 280 
・響 響雫- ------------ -,  ----’ー·· ••• ----~ •• "’ー··'鴫ー·▲ " " ｷ" •• • ` ̀ →響•-- ------------- • -..一- -- -- -- -

65歳以上人口比 11.6% 11.7 12.6 12.8 12.9 13.0 
要支援 45 49 51 53 54 55 

在要介護 1 64 6ワ ワ0 72 ワ4 ワ6

要介護2 28 29 30 31 32 33 
要介護3 20 16 20 1 ワ 16 14 
要介護4 19 14 19 15 14 13 

毛ー要介護5 15 13 15 14 14 13 

• 小6--5—計歳冨ー一以·-—上雪—-人---口--—比• -- 191 188 205 202 204 204 
------—幽← ·~ • ••一-. -- """""""9"""3 """"""" ーー・＿ ＿ー・~9．．．~．9．．~．．．~疇 -..雫疇·· •,.. "‘`—- -”—- - -------9--.-6 ------ｷｷｷｷｷｷｷ9...4 ........ 

9ワ 96 
特別養護老人ホーム 13 1 ワ 19 2ワ 29 30 

施老人保健施設 21 2ワ 2ワ 2ワ 2ワ 28 
療養型病床群 3 6 , 12 15 18 

邦o几又 ) 」 \ 計 3ワ 50 55 66 ワ 1 76 
.6...5. 歳.• • 以-• • 上---人•--口---比--- ........1 ... 9 ...... .. a.“”"2“" "5 ““" ＂ー・一 -----2----ワ----一 --------3ｷ • .•~1 ー・--·--ｷ •~ ｷ • ----3---3 • -----• ------3--5 -----

譴10年應 輯 I？諄 諸13請 譴14時 輯18年應 譴16年危

総人D 11,518 11,649 11,741 11,852 11,981 12,017 
人

畠 1,193 1,179 1,172 1,166 1,159 1,161 
65～鴻 人

畠 779 850 890 932 976 999 
讐～ 人

裔齢者 1,972 2,029 2,062 2,098 2,135 2,160 
人D 人

高齢化 171 17.4 17 6 177 17 8 180 
宏→一 % 

介護保険制度個別住民説明会

～希望する団体等は申込みを！ ~ 

町
で
は
介
護
保
険
制
度
の
仕

組
み
や
申
請
方
法
等
に
つ
い
て
、

希
望
す
る
行
政
区
ま
た
は
団
体

ご
と
に
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

説
明
会
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

(
3
0分）
を
利

用
し
て
、
約

1

時
間

3
0分
の
予

定
で
す
。

希
望
す
る
団
体
等
は
保
健
福
祉

課
C
8
4
|
4
9
2
6
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

9
,
乞̀
会

言
攣
―O
L
)
”
る

―
¢
」
-
`
iA

す

：
一
／
パ
ヽ

―-
eロ
ヽ
関

凡
一
に

g
、

9

ス

9
.
I

ビサ護介

• l •L•9汐L9, ·が元―

萬齢者人口の推計
平成 5 年・ 10年の群馬県年齢別人

口統計調査をもとに明和町の平成12

年度から 16年度の人口を推計してみ

ると、 65歳以上の高齢者人口は平成

12年度には2029人、 16年度には2160人

に徐々に増加すると推計され、高齢

化率（総人口における 65歳以上の高

齢者の比率）は平成12年度の 17.4％か

ら 16年度には18.0％に上昇します。

（単位：人、％）

訪問調査員は必ず身分証明書を携行して
います。

要介護認定の申請があったかたについては

町の職員または町から委託を受けた居宅介護

支援事業者の介護支援専門員が訪問調査に伺

います。調査員は必ず身分証明書を携行して

いますので、提示を求める等必ず確認をして

ください。

また、申請受付は居宅介護支援事業者等に
委託することができますが、申請代行をする

と称して高齢者から現金を詐取するという悪

質な事件が全国的に発生しています。事業者
に申請代行を依頼する場合は身分証明書の提

示を求めたり、申請代行の条件をよく確認す

るなど注意をお願いします。

平成11年11 月 10 日因 (8) 



集
資

特 明和町の廃棄物処理②

こ＇みのゆ瀧
資源ごみはこうやってリサイクルされる

◇各家庭から持ち出された資源ごみは、次のとおりそれぞれの品目を扱
う問屋等に搬入され、その後各種工場で製品に生まれ変わります。

ロ B
□三

三
ロ
ロ
疇
口

三

資源ごみ

（危険物）

収集所

ロ

B 
アルミ
製品 闘
言資材←／

ロ；エス已三：
: 

< 
え

「
な
ぜ
、
細
か
く
分
別
す
る
の
ガ
」
と
い
う
ご
質
問
が
時
々
町
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
か
ら
は
毎
日
だ
く
さ
ん
の
ご
み
が
出
て
、
そ
れ
が
毎
年
増
え
続
け
て

い
る
だ
め
各
地
で
埋
め
立
て
地
が
足
り
な
く
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
埋
め
る
と
こ
ろ

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ご
み
の
分
別
は
、
こ
こ
ま
で
増
え
て
し
ま
っ
だ
ご
み

を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

だ
め
の
有
効
な
手
段
で
す
。
町
で
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
第

2

日
曜
日
に
金
属
類
等
、

第
3

日
曜
日
に
ガ
ラ
ス
類
等
の
収
集
を
行
っ
て
あ
り
ま
す
。
「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分

け
れ
ば
資
源
」
ご
み
の
資
源
化
あ
よ
び
減
量
化
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
あ
願
い
し
ま

す
。
第
2

回
目
の
合
回
は
こ
の
資
源
こ
み
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

x 
x 

〇
色
分
け
を
正
確
に

無
色
、
茶
色
、
そ
の
他
有
色
の

3

種

類
に
分
け
て
持
ち
出
す
よ
う
お
願
い
し

て
い
ま
す
が
、
無
色
の
中
に
薄
い
色
が

つ
い
た
び
ん
が
混
じ
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。
薄
い
色
で
も
有
色
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

0

異
物
を
混
ぜ
な
い

ガ
ラ
ス
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
収
集
で

き
な
い
異
物
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ガ
ラ
ス
類
と
し
て

出
さ
ず
に
、
『
せ
と
も
の
等
不
燃
物
」

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
例
】
ガ
ラ
ス
製
の
ナ
ベ
な
ど

ガ
ラ
ス
）

【
例
】
ガ
ラ
ス
製
の
食
器
な
ど

ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
）

（
耐
熱

（
ク
リ

0

中
を
さ
っ
と
洗

lつ

洗
っ
て
い
な
い
空
き
び
ん
は
、
中
味

が
腐
敗
し
悪
臭
を
放
ち
ま
す
の
で
、
簡

単
な
水
洗
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
収
集
時
間
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

各
地
区
の
衛
生
役
員
さ
ん
が
立
会
指

導
を
行
い
、
最
後
に
分
別
を
確
認
し
た

ふ
た

後
ド
ラ
ム
缶
の
蓋
を
し
て
収
集
が
終
了

し
ま
す
が
、
そ
の
後
持
ち
出
す
人
が
い

る
た
め
、
色
分
け
等
が
不
十
分
で
そ
の

ま
ま
で
は
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
え

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
衛
生
役
員
さ

ん
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
な
い
よ
う
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

i -•一•••-•-···-•-···-•-···-•一・・・ー•-···—•一•-··-← ••-•-···-•7 
I 

'.  i i た l 物リす みi
1 商クをサる廃
「 品‘購イこ棄 h i 
i 、皇グ入クし物 tよ i 
！言 lf r 嘉i;図てi
; ［ン犀成つの リ i 
t 、よ下信］て、塁サ ! 
• つ。ク‘芦は品イ ! 
i 竺：ま占喜ワ ; 
t いマす。て用 /L l ; 

△二：
. 

i ェコマーク ► ; 

旦：し：言◎• I 
' i  :-•ー・•• ·-•-···-•-・・•-•-···-•ー•••一心―-···-•-••-•-···-•—····-•ー・．．ー・ー・・・

ガ
ラ
ス
類
収
隼
に
つ
い
て
の
お
願
い

(9) 平成11年11 月 10 日(7J9



~rし
1又 場 8 (84) 3111 町

お
か

知
ら
ら
の
せ

経
済
課

町
に
は
次
の
と
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
融

資
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
経
済
課
ま
た
は

商
工
会

C
8
4
|
3
1
3
0

に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

内
線
3
5
2

中
小
企
業
者

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
2
0
0
0

年
問
題

と
は

大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
も
と
よ
り
パ
ソ

コ
ン
や
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
使
っ
た
家
電

製
品
・
産
業
用
各
種
制
御
装
置
の
一
部
に

は
、
年
数
処
理
の
際
に
西
暦
の

4

桁
を
使

っ
て
計
算
せ
ず
、
下
2

桁
の
み
を
使
っ
て

各
種
処
理
を
し
て
い
る
機
器
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
機
器
で
は
、
1
9
9
9

年
か
ら

2
0
0
0

年
に
な
る
際
に
、
本
来

2
0
0

0

年
と
認
識
さ
れ
る
べ
き

”
o
o
“

年
を

誤
っ
て
1
9
0
0

年
と
し
て
処
理
し
て
し

ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
誤
処
理
が
、
多
種
多
様
な

機
器
で
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
現

制度名 融資限度額 融資期馬 利率

｝」＼ 運転5年以内

嘉闘% 且
1,000万円 （内据置6か月）

以内 設備7年以内
（内据置6か月）

Ii 500万円 5年以内
2: 以内 （内据置 1 年以内）

塁履讀 2,000万円
7年以内 嘉苫% および10年以内

以内 （内据置 1 年以内）

戸整、 3,000万円 10年以内
2~% （内据置 1 年以内）

喜『 1世帯
100万円 5年以内

` 
以内

. 
勤
労
者
向
け
融
資
制
度
の
ご
案
内

対
す
る
明
和
町
の
取
り
組
み

代
社
会
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
種
々
の
シ
ス

テ
ム
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
営
ま
れ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
ご
く
一
部
の
機
器

が
誤
作
動
す
る
だ
け
で
、
社
会
生
活
に
大

き
な
混
乱
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

こ
の
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題
と
も
な
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

町
で
の
取
り
組
み
は

町
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
事
務
を
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
し
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
町
で
は
国
・
県
の
指
導
に
よ
り
、

今
年
1
0月
に
町
長
を
本
部
長
と
し
て
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦

2
0
0
0

年
問
題
対
策

本
部
」
を
設
置
し
、
「
危
機
管
理
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
現
在
、
同
計
画
に
沿
い
、

企
画
課

鋭
意
対
策
に
努
め
て
い
る
な
か
、
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
行
政
内

部
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
対
策
は
ほ
と
ん
ど

終
了
し
、
現
在
最
終
的
な
修
正
お
よ
び
テ

ス
ト
の
段
階
を
迎
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
あ
ま
り
に
も
影

響
範
囲
が
広
く
、
想
定
し
え
な
い
よ
う
な

状
況
も
起
こ
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等
に
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
場
合
は
「
明
和
町
地
域
防
災
計
画
」

に
基
づ
き
災
害
に
準
じ
た
万
全
の
対
処
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
線
3
4
0

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦

2
0
0
0

年
問
題
に

平成12年4月の開園に向けて建設工事が
行われている明和保育園・幼稚園

来
年
4

月
に
ふ
る
さ
と
の
広
場
東
側
に
、

新
し
く
開
園
予
定
の
明
和
保
育
園
の
園
児

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
対
象
児

0

歳
1
5

歳
児

◇
定
員

1
5
0

名

◇
募
集
人
員
若
干
名

◇
入
園
資
格
町
内
の
住
民
で
母
親
が
働

い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で
児
童
の
保

育
に
当
た
れ
ず
、
ほ
か
に
も
め
ん
ど
う

を
み
る
人
が
な
く
、
家
庭
で
の
保
育
に

欠
け
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
の
就
学
前

の
児
童
で
す
。

※
入
園
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
保
健
福

祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
8
4
|

4
9
2
6

へ
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。 平

成
1
2年
度

保
育
園
児
募
集

平成11年11 月 10 日（水） (10) 



故
•
新
井
清
兵
衛
さ
ん
（
斗
合

田
・
享
年
8
4
歳
）
に
、
こ
の
た
び
勲

六
等
単
光
旭
日
章
が
授
与
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

新
井
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
八
年
八

月
村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
昭
和

五
十
四
年
八
月
ま
で
連
続
四
期
、
十

故
新
井
消
兵
楯
さ
ん
に

勲
六
等
単
光
旭

H

章

. 
明
和
東
小
学
校
は
、
9

月
3
0
日
に
北

海
道
札
幌
市
で
開
か
れ
た
全
国
学
校
歯

科
保
健
研
究
大
会
の
席
上
で
、
日
本
学

校
歯
科
医
会
か
ら
全
日
本
学
校
歯
科
保

健
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
9
.
1
0
年
度
の
良
い
歯
の
学
校

に
選
ば
れ
た
同
校
は
、
歯
に
関
す
る
指

導
を
担
任
と
養
護
教
諭
の
複
数
指
導
に

よ
り
積
極
的
に
実
践
し
て
い
る
ほ
か
、

保
護
者
の
関
心
と
協
力
や
校
医
の
協
力

体
制
、
歯
の
治
療
率
が
優
れ
て
い
る
な

ど
熱
意
を
も
っ
て
歯
科
保
健
活
動
に
取

六
年
も
の
永
き
に
わ
た
り
活
躍
さ

れ
、
そ
の
間
に
総
務
常
任
委
員
会
委

員
長
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
委
員

長
な
ど
を
歴
任
し
た
の
を
は
じ
め
、

村
民
生
委
員
推
薦
会
委
員
、
村
工
場

誘
致
対
策
委
員
、
村
監
査
委
員
等
幅

広
い
要
職
を
全
う
し
、
地
方
自
治
の

振
輿
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
年
八
月
か
ら
昭

和
五
十
四
年
八
月
ま
で
の
四
年
間
、

邑
楽
郡
町
村
監
査
委
員
連
絡
協
議
会

委
員
と
し
て
郡
内
町
村
の
監
査
の
適

正
化
を
図
る
な
ど
、
健
全
財
政
確
立

に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う

6
年
生
に
よ
る
歯
垢
染
め
出
し
テ
ス
ト

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
教
育

的
な
実
践
活
動
を
行
い
顕
著
な
成
績
を

上
げ
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

岩
崎
校
長
は
「
保
護
者
と
子
ど
も
の

関
心
の
高
さ
で
あ
る
と
思
い
、
さ
ら
に

向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

歯
科
の
8
0
歳
で
自
分
の
歯
を
2
0
本
残
そ

う
と
い
う
運
動
に
つ
な
げ
る
基
本
に
な

れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

明
和
東
小
学
校
が

全
日
本
学
校
歯
科
保
健
優
良
校
に

受
賞
お
め
で
と

、
つ

‘
、こ
‘
、
X

)

 

い
ま
す

花 f
J
 

よ み
③
 

町では、花と緑に包まれたまち

づくりを進めるため、花いっぱい

運動を展開しています。そこで、

花の種のまき時などをお知らせし

ますので目安としてください。

はし、9

11月の播種
カレンジュラ

アリッサム

ガザニア

カスミ草

（開花 3~4 月）

（ヶ 3 ~ 5 月）

('l 3~ 5 月）

('l 5~ 6 月）

など

金賞を受賞した明中吹奏楽部の皆さん

第
4
1回
群
馬
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

が
こ
の
ほ
ど
県
民
会
館
で
開
か
れ
、
中

学
校
B

組
の
部

(
3
5人以
内
の
綱
成
）

に
出
場
し
た
明
和
中
学
校
吹
奏
楽
部
が

金
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
内
よ
り

1

7
1

団
体
が
参
加
し
、
明
中
吹
奏
楽
部

か
ら
は
、
指
揮
者
の
江
泉
奈
生
子
教
諭

と
2
9
人
の
生
徒
が
出
場
し
ま
し
た
。
瀬

い
か
る
が

奏
曲
は
「
斑
鳩
の
空
」
よ
り
1

．
ま
ほ

ろ
ば
、
2

．
夢
殿
、3
．
里
人
の
踊
り
。
同

部
は
、
江
泉
教
諭
の
指
導
の
ほ
か
明
中

出
身
の
島
田
聡
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る

音
楽
仲
間
の
援
助
に
よ
り
、
日
ご
ろ
か

ら
熟
心
に
練
習
を
積
み
重
ね
た
結
果
、

栄
え
あ
る
金
賞
受
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

江
泉
教
諭
は
「
皆
さ
ん
が
音
楽
に
興

味
を
持
ち
、
身
近
な
も
の
と
し
て
親
し

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
、
語
り
ま
し
た
。

群
馬
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

明
中
吹
奏
楽
部
金
賞
を
受
賞

(11) 平成11年11 月 10 日(7J9



アクネスチャンさんらが熱弁
町民文化大学教養講座

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
今
年
度
の
町
民
文
化
大
学
教
養

講
座
が
9

月

1
9
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
か
れ
、
タ
レ

ン
ト
の
上
沼
恵
美
子
さ
ん
が
『
女
性
が
輝
く
時
』
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
ま
し
た
。
上
沼
さ
ん
は
、
妻
と
し
て
母
と
し
て
、
そ
し

お
う
か

て
タ
レ
ン
ト
と
し
て
人
生
を
謳
歌
す
る
女
性
。
「
子
ど
も
を
産
ん

で
責
任
感
が
沸
い
た
こ
と
や
嫁
姑
の
問
題
よ
り
子
育
て
が
一
番

大
変
な
こ
と
」
な
ど
を
語
り
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
講
演
に

会
場
は
爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
1
0
月
8

日
に
は
歌
手
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
教
育
学
博

士
の
ア
グ
ネ
ス
チ
ャ
ン
さ
ん
が

『
小
さ
な
命
か
ら
の
伝
言
』
を
テ

ー
マ
に
講
瀕
し
ま
し
た
。
ア
グ

ネ
ス
さ
ん
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
世
界
の
子
ど
も

た
ち
と
出
会
い
、
苦
し
い
時
、

つ
ら
い
時
は
周
囲
の
こ
と
を
考

え
る
と
出
口
が
見
つ
か
る
等
」

人
生
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い

て
、
数
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

聴
講
生
に
送
り
ま
し
た
。

熟
弁
を
振
る
い
聴
衆
に
大
き

な
感
動
を
与
え
た
二
人
の
講
演

に
、
熟
心
に
聴
き
入
っ
て
い
た

会
場
い
っ
ぱ
い
の
聴
講
生
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

っぷリ＼こ,•·

ー
ー
じぷ
[

、
文
』

`
e

ァ

＼
ー
、

号
7

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闊
3
1
1
1

スポーツで健康づくり
総合福祉スポーツ大会

第
1

回
町
総
合
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
9

月
2
6
日
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ

約
3
5
0

人
の
参
加
者
は
、
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
い

1

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
お
年
寄
り
や
身
体
障

害
者
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用

者
、
母
子
・
寡
婦
の
か
た
が
た
が
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
・
体
力
づ
く
り

と
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
目
的
。

三
ツ
玉
リ
レ
ー
、
車
い
す
パ
ン
食
い

競
争
、
玉
入
れ
な
ど
1
8
種
目
の
競
技
が
、

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
出
場
選
手
は
、

会
場
内
か
ら
の
熟
い
声
援
を
受
け
な
が

ら
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

花や緑に包まれた町に
33人の推進指導員を委嘱

-委°属書を受ける推進指導員

番号を合わせて走る選手

町
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
指
導
員
の
設

立
会
議
が
9

月
2
9
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
で
開
か
れ
、
各
行
政
区
・
団
体
・
公

共
機
関
な
ど
か
ら
選
出
さ
れ
た
3
3
人
に
斎

藤
町
長
か
ら
委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
組
織
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進

協
議
会
の
推
進
活
動
を
支
援
す
る
た
め
設

立
さ
れ
、
花
や
緑
の
普
及
・
啓
発
、
花
の

ま
ち
づ
く
り
実
践
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

く
も
の
で
す
。

会
議
で
は
、
数
種
類
の
花
の
苗
を
、
公

共
施
設
や
各
地
区
の
多
く
の
人
の
目
に
ふ

れ
る
場
所
に
植
え
て
、
花
の
特
産
地
で
あ

る
町
を
い
ろ
い
ろ
な
花
で
飾
る
計
画
な
ど

を
承
認
し
ま
し
た
。

平成11年11 月 10 日(7JO (12) 



儘しい歌声を満喫
財津和夫アコースティックコンサート

明
和
町
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
1
0

月
1
6
日
、
財
津
和
夫
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
会
場
を
埋

め
た
観
客
は
、
温
か
み
の
あ
る
優
し
い

歌
声
を
満
喫
し
ま
し
た
。

リ
ク
エ
ス
ト
を
交
え
て
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
財
津
さ
ん
が
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
時

代
の
ヒ
ッ
ト
曲
、
サ
ボ
テ
ン
の
花
、
心

の
旅
、
銀
の
指
輪
な
ど
を
披
露
し
、
ス

テ
ー
ジ
と
会
場
が
一
体
と
な
り
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
等
の
演

奏
と
歌
声
の
見
事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、

観
客
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

竺｀ー＝
ヒット曲を披露する財津和夫さん

三重県明和町議会が来町
行財政改革等について研修

豆i
歓迎のあいさつをする江原助役

本
年
6

月
に
友
好
交
流
提
携
を
調
印
し

た
三
重
県
明
和
町
の
議
会
議
員
ら
が
1
0
月

2
1
日
、
研
修
視
察
の
た
め
本
町
の
役
場
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
の
は
、
1
8
人
の
議
員
や
木
戸D

町
長
、
関
係
者
な
ど
合
わ
せ
て
2
3
人
。
同

町
議
会
で
は
、
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
の

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
研
究
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

江
原
助
役
、
松
本
議
員
の
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
、
乾
行
財
政
改
革
検
討
特
別
委
員
会

委
員
長
の
訪
問
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
本

町
の
概
要
や
議
会
の
概
要
、
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
熟
心
に

研
修
さ
れ
、
最
後
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

楽しみながらウォーキング
町民ウォーク＆ウォーク

1
0
月
2
0
日
に
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

を
会
場
に
、
邑
楽
郡
英
語
暗
唱
大
会
が

行
わ
れ
、
邑
楽
郡
内
の
中
学
校

8

校
の

代
表
2
4
名
が
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
交
え
、

思
い
思
い
の
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
ま
し

こ
。t
 明和

中
学
校
か
ら
は
堀
侑
介
君
（
1

年
）
、
長
沼
莉
加
さ
ん

(
2年
）
、
吉
永

絢
子
さ
ん

(
3年
）
の
3

人
が
各
学
年

代
表
と
し
て
参
加
。

発
音
、
抑
揚
、
リ
ズ
ム
、
ス
ピ
ー
ド
、

内
容
理
解
の
5

点
で
評
価
し
た
結
果
、

1

年
生
の
部
門
で
堀
君
が
3

位
に
選
ば

れ
「
緊
張
し
た
け
れ
ど
読
め
て
よ
か
っ

た
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

し話たで 分 7 場ど広 ウきどツ
てが°‘参に・かを場参オ飼も振秋
いで子こ加合 5 ら通か加 l 康か興晴
まきどの者つキ利るら者クづら都れ
しても機はた口根 l0 利約＆く吉市の
た‘と会ーコの川キ根 4 ：り贔宣 10
゜楽歩に普 l B 堤口川〇 に者曰月
しきと段スコ防の堤 o l もま記 23

竺嘉喜雷髯：旦］闊立：慇：扇旦
たらでり戦に並 l 谷、開っー業町
でい参歩し分木ス田ふ 1し佳第 9 とで
すろ加かまか路と川るま 1 ーしは
←ぃしなしれを‘堤さ 回でてス
とろまいた‘通同防とア町も‘ポ：｀量悶庄てこ

和気あいあいと桜並木路を歩く参加者

迫力あるスピーチで3位獲得
邑楽郡英語暗唱大会

1年生の那門で3位に入賞した堀君

(13) 平成11年11 月 10 日 (7j()
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利根川の土手から川俣事件で大混乱の起きた衝突場所を望む

「
川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民

の
会
」
で
は
、
9
月
2
5日
に
ふ
る
さ
と

産
業
文
化
館
で
、

4
3人
が
出
席
し
て
第

3
回
目
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
町
民
の
会
の
自
主

グ
ル
ー
プ
が
会
員
・
賛
助
会
員
を
対
象

に
足
尾
鉱
毒
問
題
な
ど
を
学
習
し
て
い

羨事f`

100年

足

講
演
概
要

尾
鉱
毒
問
題
を
学
習

る
も
の
で
す
。
講
師
に
迎
え
た
元
佐
野

高
校
校
長
の
藤
沼
坦
先
生
が
、
第

3

回

目
は
「
川
俣
事
件
と
田
中
正
造
」
と
題

し
て
、
被
害
民
が
銅
山
鉱
業
停
止
請
願

の
た
め
「
第
4

回
東
京
押
し
出
し
」
の

決
行
に
よ
り
佐
貫
村
川
俣
（
現
明
和
町
）

で
出
京
途
中
の
被
害
民
が
蓉
＿
＿
―
-
官
隊
に
阻 止

さ
れ
大
混
乱
と
な
る
川
俣
事
件
や
数

回
に
わ
た
る
被
害
民
の
鉱
業
停
止
請
願

運
動
も
政
府
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
議
員

を
辞
職
し
、
明
治
天
皇
に
鉱
毒
問
題
を

直
訴
し
た
こ
と
な
ど
を
中
心
に
講
演
し

ま
し
た
。

明
治
3
0
年
、
き
び
し
い
命
令
で
あ
る

足
尾
銅
山
鉱
毒
予
防
命
令
書
を
古
川
市

兵
衛
に
伝
達
し
た
。
予
防
工
事
を
予
定

ど
お
り
竣
工
し
た
が
、
効
果
は
薄
く
、

脱
硫
塔
が
全
く
機
能
せ
ず
、
煙
害
は
さ

ら
に
激
化
し
た
。

明
治
3
1
年
の
大
洪
水
に
よ
り
足
尾
の

沈
澱
池
崩
壊
に
よ
り
渡
良
瀬
川
下
流
域

一
帯
は
甚
大
な
損
害
を
受
け
る
。
そ
こ

で
第
3

回
東
京
押
し
出
し
を
決
行
。
正

造
は
、
死
を
決
し
て
の
被
害
農
民
の
上

京
請
願
を
多
く
の
死
者
、
病
人
を
出
さ

な
い
た
め
、
正
造
の
声
涙
と
も
に
く
だ

る
説
得
で
代
表
5
0
名
を
残
し
帰
国
。
今

回
は
、
陳
情
・
請
願
を
し
て
終
わ
り
、

憲
兵
や
叡
言
察
官
に
感
銘
を
与
え
た
。

川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の
会

③
 

』
明
治
3
1
年
の
第
1
3
議
会
で
正
造
は
、

鉱
毒
事
件
に
関
す
る
「
7

通
の
質
問
書
」

を
提
出
し
、
政
府
の
責
任
を
追
及
し
た
。

議
会
最
終
日
の
演
説
で
「
被
害
地
に
住

居
を
移
し
、
是
よ
り
被
害
民
と
一
緒
に

な
っ
て
運
動
す
る
決
意
」
を
表
明
。

明
治
3
2
年
に
鉱
毒
事
務
所
の
戦
術
転

換
を
図
る
。
政
府
に
対
す
る
期
待
心
を

失
い
、
運
動
の
主
眼
を
政
府
の
請
願
か

ら
郡
役
所
へ
の
陳
情
に
変
更
。
正
造
は

活
動
の
拠
点
を
被
害
地
に
移
転
し
、
町

村
長
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
っ

た
。
被
害
地
の
村
々
で
鉱
毒
議
会
が
結

成
し
、
ま
す
ま
す
熱
気
を
帯
び
て
き
た
。

議
員
は
3
2
歳
以
下
と
さ
れ
、
2

県
3

郡

1
9
か
町
村
の
青
年
会
を
中
心
に
1

、

0

4
2

名
が
選
出
さ
れ
る
。
議
会
は
、
教

育
費
・
運
動
費
・
貧
困
家
庭
救
済
費
な

ど
を
賦
課
す
る
権
限
を
持
ち
、
運
動
を

進
め
る
中
核
と
な
る
。
明
治
3
3
年
2

月

4

日
、
雲
龍
寺
で
秘
密
集
会
、
総
力
を

あ
げ
て
の
請
願
実
施
を
決
議
。

川
俣
事
件
関
係
で
は
、
明
治
3
2
年
9

月

1
2
日
雲
龍
寺
の
集
会
で
東
京
押
し
出

し
の
決
行
を
決
定
。
鉱
毒
議
会
の
成
立
。

明
治
3
3
年1
月

1
8
日
雲
龍
寺
で
鉱
毒
被

害
者
非
命
者
の
施
餓
鬼
が
行
わ
れ
、
押

し
出
し
の
動
き
が
激
し
く
な
る
。
1
月

2
1
日
第4
回
の
押
し
出
し
を
成
功
さ
せ

田
中
正
造
の
立
像
（
佐
野
市
郷
土
博
物
館
蔵

る
た
め
青
年
決
死
隊
を
組
織
。
2

月

1
3

日
第
4

回
東
京
押
し
出
し
を
決
行
。
雲

龍
寺
に
設
け
ら
れ
た
銅
山
鉱
業
停
止
請

顧
事
務
所
の
半
鐘
を
合
図
に
集
ま
っ
た

被
害
農
民
約
3

、

0
0
0

人
は
、
東
京

を
目
指
し
午
前
8

時
3
0
分
頃
、
船
を
積

ん
だ
荷
車
を
先
頭
に
雲
龍
寺
を
出
発
し

た
。
そ
し
て
、
川
俣
事
件
現
場
と
な
る

現
邑
楽
用
水
路
の
石
橋
手
前
で
阻
止
し

よ
う
と
待
ち
か
ま
え
て
い
た
叡
言
官
隊
の

大
弾
圧
に
よ
り
挫
折
。
運
動
の
指
導
者

多
数
（
1
0
4

人
）
が
逮
捕
、
前
橋
地

方
裁
判
所
の
予
審
で
6
8
名
が
起
訴
、
5
1

名
が
公
判
へ
。
正
造
は
、
川
俣
の
悲
報

に
接
す
る
や
直
ち
に
第
1
4
議
会
で
政
府

を
糾
弾
。
亡
国
質
問
に
は
鉱
毒
事
件
の

み
な
ら
ず
当
時
の
政
府
・
政
界
に
対
す

る
悲
憤
が
溢
れ
て
い
る
。
1
2月
2
2
日
前

橋
地
裁
一
審
判
決
で
有
罪
2
9
名
、
無
罪

2
2
名
。
明
治
3
4年
東
京
控
訴
院
で
控
訴

審
公
判
閣
廷
。
1
0
月
6

日
か
ら
1
2
日
、

判
事
・
検
事
・
弁
護
士
な
ど
が
被
害
地

を
検
証
。

正
造
は
1
0月
2
3
日
衆
議
院
議
員
を
辞

職
し
、
1
2月
1
0
日
明
治
天
皇
に
鉱
毒
問

題
を
直
訴
し
た
が
、
諏
言
官
の
厚
い
壁
に

阻
ま
れ
失
敗
。
社
会
に
大
き
な
衝
撃
や

世
論
が
沸
騰
。
そ
の
後
、
公
判
の
被
告

救
済
に
力
を
注
い
で
い
っ
た
。
明
治
3
5

年
政
府
内
に
設
置
さ
れ
た
鉱
毒
調
査
委

員
会
で
浮
上
し
た
鉱
毒
処
理
の
た
め
の

谷
中
村
の
遊
水
池
計
画
に
抗
議
し
、
谷

中
村
民
と
と
も
に
杜
会
に
訴
え
、
谷
中

村
廃
村
後
も
残
留
民
と
谷
中
村
復
活
を

唱
え
た
。
そ
し
て
、
正
造
は
、
鉱
毒
問

題
に
取
り
組
む
な
か
、
大
正
2

年
9
月

4

日
佐
野
市
の
支
援
者
宅
で
7
3
歳
の
生

涯
を
閉
じ
た
。

平成11年11 月 10 日（水） (14) 



こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
ガ
ら
あ
寄
せ
い
だ
だ
い
だ

「
I
B
J
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
書
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

自
転
車
で
の
登
下
校
時
の

交
通
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
て

い
な
い
の
で
指
導
し
て
く

だ
さ
い自

転
車
で
の
登
下
校
時
に
4

列

Q

5
列
と
な
っ
て
い
た
り
、
左
側

通
行
な
の
に
両
側
に
分
か
れ
て
通
行
し

て
い
る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

危
険
で
す
か
ら
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

（
田
島
女
性
）

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
が
実

践
で
き
る
よ
う
指
導
の
徹

底
を
図
っ
て
い
き
ま
す

歩
行
者
も
自
転
車
も
、
そ
し

A
て
バ
イ
ク
、
自
動
車
も
混
合

交
通
で
利
用
さ
れ
る
道
路
の
交
通
安
全

確
保
を
相
互
に
図
る
た
め
の
提
言
か
と

思
い
ま
す
。

特
に
本
件
は
、
中
学
生
の
自
転
車
で

の
登
下
校
の
マ
ナ
ー
や
交
通
ル
ー
ル
を

指
摘
し
、
し
っ
か
り
指
導
し
て
欲
し
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

児
童
•
生
徒
の
交
通
安
全
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
学
校
で
年
間
を
通
じ
て
正

し
い
歩
行
や
自
転
車
の
乗
り
方
等
に
つ

い
て
、
何
度
と
な
く
繰
り
返
し
指
導
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
放
課
に

な
っ
た
下
校
時
に
は
、
気
の
緩
み
か
ら

か
交
通
ル
ー
ル
が
守
ら
れ
な
い
時
が
し

ば
し
ば
あ
る
よ
う
で
す
。

学
校
で
は
、
今
後
と
も
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
が
実
践
で
き
る
よ
う
指
導
の
徹

底
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
な
状
況
に
出

合
っ
た
場
合
に
は
、
一
声
掛
け
て
そ
の

場
で
注
意
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変

あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
状
況
等
を
学
校
に
通
報
し
て
い
た
だ

く
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
児
童
•
生
徒
の

交
通
安
全
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
も
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
引
き
続

き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
）

内“
e
“q
〒
i
i

東
武
線
の
西
と
東
と
で
は
開
発

Q
が
不
均
衡
な
気
が
し
ま
す
。

（
田
島
女
性
）

東
中
西
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
で
は
、
第
4

次
総
合
計
画
に

A
基
つ
き
、
東
中
西
の
バ
ラ
ン
ス

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
て
お
り

ま
す
が
、
開
発
計
画
に
は
住
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

で
あ
り
ま
す
。

工
業
系
の
開
発
に
関
し
て
み
ま
す

と
、
西
部
の
工
業
団
地
に
対
し
て
、
東

部
の
工
業
地
区
は
規
模
的
に
も
小
さ
い

も
の
で
あ
り
東
部
地
区
に
も
工
業
団
地

の
開
発
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
は
地
権
者
全
員
の
理
解

が
得
ら
れ
ず
計
画
を
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
。

東
武
線
の
西
と
東
と
で
は

開
発
が
不
均
衡
な
気
が
し

ま
す

｀口
ロ！

国
民
年
金

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
に
ご
協
力
を

新
里
・
中
谷
の
市
街
化
区
域
の
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
「
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
の
答
申
」
等
を
基
に
、

明
和
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
ま
ち
づ
く

り
の
計
画
策
定
に
加
わ
っ
て
い
た
だ

今
年
も
1
1
月9
日
因
か
ら
1
5
日
⑤

ま
で
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
こ
れ
か
ら
火
災
が

発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
、
国
民

一
人
ひ
と
り
の
防
火
意
識
を
向
上
さ

せ
、
火
災
に
よ
る
死
傷
事
故
や
財
産

の
消
失
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。

統
一
標
語

「
あ
ぶ
な
い
よ
ひ
と
り
ほ
っ
ち

に
し
た
そ
の
火
」

火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
次
の
人

は
1
1
月
中
旬
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
「
扶
養
親
族
等
申
立
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

①
6
5
歳
以
上
で17
8

万
円
以
上
の

き
、
行
政
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

都
市
開
発
課
）

を
置
か
な
い
。

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

③
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

④
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

な
い
。

⑤
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ

ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

⑤
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ

足
配
線
は
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

扶
養
親
族
等
申
立
書
の
提
出
を

年
金
を
受
け
て
い
る
人

②
6
5
歳
未
満
で10
8

万
円
以
上
の

年
金
を
受
け
て
い
る
人

老
齢
年
金
に
は
所
得
税
が
か
か
り

ま
す
。
所
得
税
が
正
し
く
源
泉
徴
収

さ
れ
る
よ
う
、
扶
養
親
族
等
申
立
書

は
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

(15) 平成11年11 月 10 日因 1 1 月は国民年金制度推進月間です
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を丈夫1こして健膜にII
骨
の
主
成
分
は
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
。

こ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
は
絶
え
ず
一
定
量
を

補
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
カ
ル
シ

ウ
ム
は
骨
を
形
成
す
る
だ
け
で
な
く
血

液
や
細
胞
を
維
持
す
る
大
切
な
役
割
も

担
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム

が
不
足
す
る
と
体
は
必
要
な
カ
ル
シ
ウ

ム
を
骨
の
中
か
ら
取
り
出
し
て
使
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
を
抜
か
れ

た
骨
は
骨
量
が
減
り
、
も
ろ
く
な
り
折

れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

日
本
人
に
と
っ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
は
唯

一
不
足
し
や
す
い
栄
養
素
で
す
か
ら
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
取
れ
る
よ
う
積
極

的
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
む
食
品
を
取
り

入
れ
ま
し
ょ
う
。

喜
た
く
さ
ん
取
ろ
う
カ
ル
ジ
ウ
ム
／
．

カルシウムを多く含む食品
乳製品

牛乳 100mg
ヨーグルト 11 0mg 
チーズ 460mg
スキムミルク 1100mg

魚

いわし丸干し 1400mg
しらす干し 560mg
ワカサギ 750mg
桜エピ 1500mg

畠汀弓参
豆

豆腐（木綿） 120mg
高野豆腐 590mg
油揚げ 300mg
がんもどき 270mg
ごま 1200mg
豆みそ 150
納豆 90m

彎
海藻

わかめ（乾燥） 960mg
ひじき（乾燥） 1400mg

え冨三修
野菜

小松菜 290mg
切り干し大根 470mg
チンゲンサイ 130mg
大根（葉） 210mg

塁'`’腎》
可食部100g当たり

喜
骨
粗
鱈
記
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

骨
粗
慰
症
と
は
、
骨
が
軽
石
の
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
足
を
骨
折
す
る
と
若

に
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
骨
の
密
度
が
粗
い
頃
よ
り
も
長
く
寝
て
過
ご
す
こ
と
に

く
な
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
骨
が
な
り
、
骨
や
筋
肉
は
一
層
弱
く
な
り
ま

折
れ
た
り
つ
ぶ
れ
た
り
す
る
病
気
の
こ
す
。
そ
し
て
体
を
動
か
す
こ
と
が
少
な

と
で
す
。
く
な
り
、
外
か
ら
の
刺
激
も
受
け
に
く

骨
粗
霰
症
が
怖
い
の
は
病
気
そ
の
も
く
な
る
の
で
、
ボ
ケ
に
つ
な
が
り
や
す

の
で
は
な
く
、
骨
折
し
た
場
合
に
寝
た
い
の
で
す
。

き
り
や
ボ
ケ
に
つ
な
が
り
や
す
い
か
ら

: `〈)♦(✓♦,.)•()♦ ぐ＇♦ 9）•ぐ）♦ ¢‘♦ 99〉♦〈)●ぐ♦（＼♦ く）會｀）♦ ぐ）♦ ＜｀ ♦()♦ く，ヽ♦')♦ぐ）♦ 〈；＼ ♦＇、い（＇｀會）●（)♦9〉♦0♦ぐ＇‘'（い（いが會、．）♦ り，，. : ；ぢ寄霜ふ詞云言9] 
: 材料 (4 人分） / / : 
こチンゲンサイ 4 株 (400g) 牛乳 1 1んカップ ー、

：桜エビ15g *[塩小さじ l/3 : 

i> 長ねぎのみじん切り大さじ 1 こしょう少々 る

ー・る9 しょうがのみじん切り小さじ 1 片栗粉小さじ 2 ヽ

：鶏ガラスープ 1 カップ 油大さじ 2 : 

一←
: 作り方 ①鍋に＊を入れ③を並べ、桜：; ①チンゲンサイは縦 4 ~ 6 等 エビを入れて中火でしばらく : 
1ン分に切る。＊を合わせておく。 煮る。水溶き片栗粉でとろみぎ

` • 一②中華鍋を熱し、油と塩（分 をつけてねぎとしょうがをのる

:、量外）を入れ、チンゲンサイ せる。 : 
ク をさっと炒める。 栄養価（ 1 人分） 全

拿

：9：③②にスープを入れ強火で煮 エネルギー 139kcal ! 
て、チンゲンサイがやわらか たんぱく質6.5g { 

くなったらざるに上げ、汁けを カルシウム289mg ・

一切る。 塩分1.8g f • 
し］ ♦ ＇ ♦ ヽ^♦ \9、9♦\ ♦(♦ ♦\♦ 9)♦\♦ ♦ ’｀● ‘’♦ r)●ぐ●、ノ♦iv ♦r ♦r)♦\•、 ♦ 9)●、 ♦\♦ \♦()♦)♦ ♦ ♦ ♦()♦ I ♦ (‘、♦ \’ ♦ 9、 ♦ ‘’♦ 、^)會I..,

｀こ

う
）
●
-
；
＜
？

◎
カ
ル
シ
ウ
ム
を
た
く
さ
ん
取
ろ
う
（
成
人
は
1

日
6
0
0

m
g
が
目
安
）

◎
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
よ
う

◎
ビ
タ
ミ
ン
D

（
カ
ル
シ
ウ
ム
を
骨
に
吸
収
し
や
す
い
形
に
変
え
る
）

【
例
】
魚
、
キ
ノ
コ
類

◎
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（
骨
と
骨
を
つ
な
ぐ
軟
骨
の
育
成
）
を
と
ろ
う

【
例
】
海
草
類
、
ゴ
マ
、
大
豆
類

◎
日
光
浴
（
ビ
タ
ミ
ン
D

を
増
や
す
）
を
し
よ
う

◎
適
当
な
運
動
を
し
よ
う

◎
た
ば
こ
は
禁
煙
、
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

◎
骨
折
を
防
ぐ
た
め
、
住
ま
い
を
見
直
そ
う

気
を
つ
け
よ

lつ
／
．

霜
骨
粗
懸
症
を
防
く
ポ
イ
ン
ト

を
と
ろ
う

平成11年11 月 10 日休） (16) 



1
0月
2
3
日
か
ら
2
8
日
ま
で
熊
本
県
で

開
か
れ
た
第
5
4
回
国
民
体
育
大
会
（
＜

ま
も
と
未
来
国
体
）
秋
季
大
会
に
出
場

し
た
本
町
南
大
島
の
川
合
達
夫
さ
ん

（
日
体
大
助
手
）
が
、
レ
ス
リ
ン
グ
成

レスリング成年男子
フリー97キロ級で
優勝した川合達夫さん

優
勝
新
里
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝
橋
本
産
業
固

第
7

回
事
業
所
・
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

く
ま
も
と
未
来
国
体

川
合
達
夫
さ

連
覇
達

6
 

成ん

9·'‘. 

—―疇La
—..、コミ

東小で休憩後、再スタートする参加者

結

果

. • . ●
、

◇
期
日

1
2月
1
2日
⑪

◇
会
場
社
会
体
育
館

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

1
1月
2
8
日
⑪
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

ヽ
↓
〇

L
V
 

第
2

回
町
民

卓
球
大

会

募

集
'.. :-":"""'i:、,
―＇一T'9 -—竹

優勝した「江口 B 」

”罰璽8(84) 4626 海洋センター
匹 (84) 5511 

約
4
0
0

人
が

詞
キ
ロ
・1
0キ
ロ
を
完
歩

年
男
子
フ
リ
ー
9
7
％
級
で
優
勝
し
、
国

体
6

年
連
続
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
川
合
さ
ん
は
今
大
会
で
群
馬

県
選
手
団
の
旗
手
を
務
め
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
都
市
宣
―
―
―

-
0記
念

町
民
ウ
ォ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク

町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
都
市
宣
言
記
念
の

第
1

回
町
民
ウ
ォ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク
が

1
0月
2
3
日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
を
発
着

に
、
利
根
川
堤
防
、
谷
田
川
堤
防
、
桜

並
木
路
な
ど
を
通
る
詞
冗
と
1
0キ
ロ
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
約
4
0
0

人
の
か

た
が
完
歩
し
ま
し
た
。

優
勝
江
口

B

準
優
勝
南
大
島
上

c

3

位
矢
島
・
入
ケ
谷

C

第
2

回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ペ
タ
ン
ク
大
会

/' 
、

□::: 邑楽全地区 館林地区 千代田 変更に※ • 耳鼻科 科人の • 祝は日板倉地区

休 科 耳鼻科 内科外科
明和地区

なにみI る限一

真中医院合村グリニック 上野医院永寿堂医院 わだ5せグ）こ 1yり 竹越医院 ］ゞり11 月 21 日匹（72) 1630 8 (70) 2221 を (72) 3330 匹 (72) 4469 匹 (77) 2727 B (84) 3137 

』り問一日
森下医院海宝病院

11 月 23 日
まは匹

B (73) 7776 B (7 4) 0811 す 孟 讐
の 1 

当 白沢医院小倉医院 菅沼医院 I 小曽根医院 館林地区と 館林地区と 認ヽ 贔 4 
ま凸

11 月 28 日匹（72) 1600 匹（72)0606 ff (72) 9090 を (72) 7707 同じです 同じです しでが

てで 鷹
かす

土井グリニッグ大神医院 安楽岡医院慶友病院 井上医院 館林地区と ら゜し

番 12月 5 日ff (72) 8841 ff (62) 2200 匹 (72) 0572 B (72) 6000 8(82) 1131 同じです 喜］
し。

て

^ 靡12 月 12 日
落合病院 川田（目）医院 増田医院 小西医院 < 
ff (72) 3160 匹 (72) 3314 匹（82)2255 匹 (86) 2261 だ

医
さ

昇し‘
゜

12 月 19 日
根岸医院 川村医院 館林地区と 館林地区と

畠ff (72) 3262 匹 (72) 1337 同じです 同じです
\ 

ノ

(17) 平成11年11 月 10 日因



町営住宅
入居者募集

l 役場建設課 穴（ 84)3111 -
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 2 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは役場建設課ヘ

農業用廃ビニール等
を回収します

l JA館林市 云（74)7614-
JA館林市では、施設園芸農家等か

ら排出される廃プラスチック（農業

用廃ビニール等）の適正な処理をす

るため、次のとおり回収をすること

になりました。

◇日時平成11年 12月上旬

◇場所農協各支所

◇回収品 （農業用廃ビニール・

廃ポリエチレン等のフィルム）

※詳しいことは、JA館林市へお問い

合わせください。

援護巡回相談会

県庁国保援護課
8027 (223) 1111 

旧軍人、戦傷病者、戦没者遺族の

かたがたの中には、立証資料不足の

ために法律に基づく処遇を受けてい

ない場合や、法改正を知らないため

に改善された処遇の適用を受けてい

ない場合があります。

県では、これらの援護対象未処遇

者をなくすため、次のとおり援護巡

回相談会を開催します。

◇日時 11 月 30 日因午後 2 時～午

後 4 時

◇場所館林保健福祉事務所大会議

室 (2 階）

◇相談員県国保援護課職員等

※役場保健福祉課に相談カードがあ

りますので、あらかじめ必要事項を

記入しておかれると便利です。

※相談事項に関係があると思われる

資料等がありましたら当日持参して

ください。

身体障害者巡回相談

役場保健福祉課（老人福祉セン
ター内） 匹（ 84)4926

身体障害者およびご家族の皆さん

ヘ

群馬県身体障害者更生相談所が巡

回相談を実施します。

◇日時 12月 20 日（月） 受付は午前10

時～午後 2 時

◇場所 邑楽町共同福祉施設

◇相談科目 整形外科・耳鼻科・

訪問診査

◇相談内容

・身体障害に関する各種の相談

・身体障害者手帳診断

・補装具（車いす・補聴器等）給

付要否判定

•更生医療給付要否判定

◇持参するもの

•印鑑

・身体障害者手帳

・整形外科で身体障害者手帳を希

望されるかたはできる限りの検査

資料（主治医の紹介状、レントゲ

ン写真等）。

なお、資料が不十分な場合、医

師の診断により、診断書を交付で

きない場合もあります。

※なお、詳しいことは役場保健福祉

課までお問い合わせのうえ、相談希

望者は事前に申し込みをしてくださ

V‘° 

年末調整等説明会

[ 館林税務署
8 (72) 4373 

源泉所得税の年末調整等説明会が

開かれます。源泉徴収者は、必ず出

席してください。

◇日時 11 月 17 日因午前10時～

◇会場 ふるさと産業文化館研修室

自衛隊生徒募集

自衛隊群馬地方連絡部太田出張所
ff (45) 5563 

防衛庁では、陸•海・空自衛隊生

徒を募集しています。

◇応募資格平成12年 4 月 1 日現

在、 15歳以上17歳未満の中学卒業

若しくは卒業見込みの男子

◇受付期限平成12年 1 月 4 日（必

◇試験日平成12年 1 月 5 日 (7灼

◇問い合わせ 自衛隊群馬地方連絡

部太田出張所へ

介護保険 110番疑問・
意見を受け付けます

l 県庁高齢政策：027(223)1111-
県では、 11月から県・介護保険室

および保健福祉事務所において専用

回線を確保し、介護保険に関する県

民からの疑問・意見を受け付けてい

ます。

専用回線は次のとおりですので、

お気軽にご利用ください。
いいろうご

・館林保健福祉事務所 880-1165 
•県・介護保険室 B 027-220-1165 

利根川河川敷内の
ダンプの往来にご注意を

建設省利根川上流工事事務所古
河出張所 匹0280(22)0487

北川辺地区災害復旧工事のため、

利根川河川敷内を土運搬のダンプが

多数往来しますのでご注意くださ

い。

◇土取り場千代田町地先

◇工事場所北川辺町地先

◇運搬期間 11 月 8 日（月）～平成 12年

2 月 28 日旧）

◇運搬経絡利根川河川敷内

只4墨llr.t峰琲墨絹渇遷粒追蝉一ー．＇尋濯置令9&;.9 響国9l

需l．厚房冒

1等2位円X146本／前後宮各5,000万円

（発売総額2,190臣円 ·73ユニットの場合）

1 等•....●• • • • • • • • • • • • • • •............ 2億円•

1 等の前後賞••……… •••5,000万円•
1 等の組違い貫••………•…••10万円
2等•••• • • • • • • ● ................1,000万円•

3等•............................. 100万円

4等・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．·・． 5万円

5等・・・・....●• • • • • • •................. 1 万円

6等・..●• • • • • • • • • • • ● .................300円

·146本
·292本

14,454本

・・・ 292本
2,920本

·365,000本

1,460,000本
73,000,000本

抽せん日： 12月31 日（金）
年末ジャンポ宝くじは通信販売でもお求めになれます。
どうぞこ利用下さい。

1 枚300円

覧誓：：｀呻儡臨攀品叫耐塁

税を知る週間 1 1 月 1 1 日（木）～ 17日⑱「この社会あなだの税が いきている」 平成11年11 月 10 日(7J9 (18) 



くらし
の

情

町の無料法律相談

日時＝ 12月 10 日倹）

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内 容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝蓮見弁護士

受付＝12月 1 日から 8 日までに
総務課へお申し込みくだ

さい。

乳幼児健診

日時＝12月 9 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 9 年12 月、 10年 12 月、 11

年 5 月、 8 月生

健 康 相 吾火
ロ火

日時＝ 12月 7 日（灼

午後 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 12月 15 日（水）

午前10時～午後 3 時受付

場所＝役場会議室

年 金 相 吾火
ロ火

日時＝ 12月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時受付

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 12月 16 日（木）
午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>固定資産税[>国民健康保険税

[>国民年金保険料[>水道料金

納期限＝ 11 月 30 日因

(19) 平成11年11 月 10 日困

明和公共下水道
計画案決定

l 役場都市開発課匹（84)3111 -
館林都市計画下水道（明和公共下

水道）が計画案のとおり決定されま

した。

◇告示番号 明和町告示第11号

◇平成11 年 11 月 1 日 明和町長

◇都市計画を定める土地の区域

明和町千津井、江口、田島、南大

島、新里、中谷、入ケ谷、矢島お

よび大佐貫の各一部約257ha

※なお、関係図書は役場都市開発課

でご覧ください。

海外体験クルーズ
参加者募集

l B & G海洋センタこ (84) 5511 
実践的な海洋性レクリエーション

活動等を通じて、海に対する理解や

知識•技能を習得させ、人類と海の係

わりを知らしめるため実施します。

◇期日 平成12年 3 月 27 日旧）～ 4 月

5 日(7J9(9 泊 10 日）

◇研修先 グアム（船使用）

◇対象者 町内の小学 5 年生から中

学生の男女

◇募集人員 2 人（町推せん人数）

◇参加費 134,000円（町で参加費

の半額補助）

◇申し込み 11 月 30 日因午後 5 時

までに海洋センターヘお申し込

みください。なお、参加者多数の

場合は抽選となります。

日曜緑化教室

l 県緑化センター穴（88)7188 -
県緑化センターでは、「庭木の整

せん

姿・剪定」をテーマに日曜緑化教室

を開催します。

◇日時 11 月 21 日（日） 午前10時～正

午

◇場所県緑化センター（邑楽町）

◇講師職業訓練技能士前原信之

氏

◇募集人員 50名（先着順）

◇参加費無料

◇申し込み 群馬県緑化センターへ

※剪定バサミをお持ちください。

ゆうまちゃんの出前講座
こころのリフレッジュ教室

l 館林保健福祉事務戸；（ 72) 3230 -
館林保健福祉事務所では、県立精

神保健福祉センターと提携して「こ

ころのリフレッシュ教室 IN たてば

やし」を開催します。

◇日程・内容

（日時、場所、内容の順）

• 12/ 3 (i:) 13: 30~15:30 
・城沼総合体育館、多目的広場

•からだのリフレッシュ～さあ、一

緒に体を動かしましょう～

• 12/ 6 旧） 13:30~15:30

・館林保健福祉事務所

・アロマテラヒー 香りで心のリラ

ックス

● 12/10倹） 13:30~15:30

・館林合同庁舎

・自律訓練法にチャレンジ～心身の

リラックス ストレスの解消を～

● 12/14（灼 13:00~15:00

・館林保健福祉事務所

・アートで心豊かに

◇対象 館林市、邑楽郡に在住し、

全日程参加できる一般県民40名

◇費用無料

◇申し込み 11 月 19 日倫）までに館林

保健福祉事務所へ（申し込み多数

のときは抽選）

群馬県最低賃金
1 0 月 1 日から改正

群馬労働基準局賃金課
8027 (231) 4518 

群馬県最低賃金が10月 1 日から改

正されました。

• 1 日 5,071円・ 1 時間 635 円

なお、産業別最低賃金については、

今後改正が予定されています。事業

主・労働者の皆さん、もう一度最低

賃金をよく確かめてください。

減反と環境対策を目的に栽培された壮
大なコスモス畑 矢島の谷田川河川敷

無償貸与の粉末消火器は備えてありますか、詳しくは明禾0分署へ
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奈
良
原
さ
く
の

束
ー
ベ
ル
ト
想
い
い
ず
長
夜
の
床

「
広
報
め
い
わ
」

久
r

行
さ
し
伊
豆
の
湯
宿
に
忘
れ

春になったら．．．．
おち.,,,きがわと

ヽ

ょ
¥¥ 

゜

立
岡

正
久

警
告
繰
り
返
す
コ
ン
バ
イ
ン
の
音

町
民
ウ
ォ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク
の
誌
キ
ロ
コ
ー
ス

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
自
然
の
中
を
歩
い
て
見
る

景
観
は
素
晴
ら
し
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
楽
し

さ
が
味
わ
え
た
1

日
に
な
り
ま
し
た
。
®

広
報
係
に
な
っ
て
か
ら
は
、
取
材
を
通
し
て

多
く
の
か
た
が
た
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
行
事
な
ど
取
材
に
お
じ
ゃ

ま
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
◎

文
化
祭
の
時
、
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金

賞
を
受
賞
さ
れ
た
明
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
聴

き
ま
し
た
。
自
分
に
自
信
が
も
て
る
も
の
を
持

っ
て
い
る
人
は
輝
い
て
い
て
い
い
で
す
ね
。
⑱

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
堂
に
経
国
さ
お
れ
は
逹

3
よ
り

瀬
下

一
江

軍
晶
三
笠
見
含
ー
つ
つ
よ
み
が
え

f
f

.
1

ー
み
せ

る
．
租
父
の
軍
服
を
千
す
婆
の
使
姿

ッ
」
t
登
る

市
ガ

e

ま
つ

オ

•
V

第 7 団写真展

工
は
柿
子
の
位
置
さ
め

r 

j¥IP CAII ＼祁

「
ヨ
シ

手
拭
い
を
茶
髪
に
よ
き
直

l

板
全

江
森
政
美

鎌
援
る
軍
手
に
息
を
ふ
さ
か
け
7

1
1
．
ら

種
子
辛
み
た
る
葉
辛
に
訛
t

か

ほ

や
ヵこ‘

：召

明
和

つ
ォ
ト
ク
ラ
つ

代
表
山
平
薫

明
和
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
発
足
1

年
8

か

月
、
当
初
、
村
か
ら
町
へ
の
変
動
期
に

当
た
り
、
そ
の
移
り
変
わ
り
を
写
真
で

残
せ
た
ら
と
の
考
え
か
ら
、
当
時
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
橋
本
係
長
さ
ん
に

お
話
し
し
た
と
こ
ろ
、
賛
同
し
て
い
た

だ
き
、
平
成

1
0年
2

月
に
7

名
の
有
志

と
共
に
結
成
さ
れ
、
第

1

回
写
真
展
を

開
催
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

力
作
3
1点
の
写
真
を
発
表
し
、
来
訪

者
2
4
7

名
の
か
た
が
た
で
に
ぎ
わ
い

意
を
強
く
し
ま
し
た
。

平
成
1
0年
1
0月
1

日
、
町
制
施
行
を

記
念
し
て
、
村
を
撮
る
タ
イ
ト
ル
で
去

り
ゆ
く
村
に
別
れ
を
告
げ
る
写
真
展
も

大
変
好
評
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
文
化
協
会
へ
の
加
入
も
承
認
さ
れ
、

一
同
、
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
の
新
企
画
も
計
画
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
様
の
お
力
添
え

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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[ 町の人口と世帯 f 
男 5,880人・女 5,807 人 ;; 

~ 11 月 1 日現在（対前月比） 〈 10月中の動き〉 [ 
；：世帯数 3,389 戸（＋ 3) 出生 8人・死亡 10 人 ; 
］人口総数 1 1,687 人（＋ 14) 転入 34人・転出 18 人 . 
( 10月の救急車出動回数
急病 6件交通事故 4件その他 2件 合計 12件
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大神奈矢野泉篠池 内荻木星田野
泉谷良澤本田原浦氏森山野村野昇本

千保た 茉まい
ち孝秀代和勇い名あ 雄たイ配佑ゅー芹おぉ 祐ご和；名
か市雄子作喜子 < 叡人と香力‘輝き香ヵ、華悶希き江ぇ

68 80 76 57 78 71 67 63: ゃ真昌美太絵正真修怯 ま みt専小目父一―‘
由 猛ゆ徹ゆ津母ー

芳羅悦憲充新一世み理樹春一理阻美一枝 み 紀志江倣名尼
清男胃子吾以一雄塁・岱男男女男女女男女喜／l←
梅須田田千矢下川地冦新下新梅田千梅南地薮
津江称江 津大
島井島黒俣区略里黒里原島井原島区』魯

蛉峠麗％ 19-'? 1% 1% 駅翌 % % % % ％砂芦砂闘―

※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。

柴
崎

本
澤 氏米

房

原賀 島

平成11年11 月 10 日因 (20) 
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中学生が車いす体験

中学生の福祉体験学習が行われ、 2 年生は車い

すによる移動や介助の方法などを学びました。

移動するとき、段差のあるところでは大変なこ

となど貴重な体験をしました。

□
疇

②
④
⑥
 

面
~
~
~.
.

.

 

. 

紙
~
祭
~
等

~
工
~
得

な
~
商
~
取

会
．
~
地

主
大
り
会
用っ
時
場

の
固
•
ま
隔
理

会
疇
会
処

月
社
．
議
末

町
祭
町
終

今
回
化
回
道

ロ
謬



町
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
第

1
回
明
和
町
社
会
福
祉
大
会
を
1
1
月
1
2

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
催
し

ま
し
だ
。

大
会
は
、
福
祉
意
識
の
高
揚
と
助
け

合
い
の
精
神
の
志
向
を
園
る
だ
め
隔
年

ご
と
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
合
回

は
受
賞
者
な
ど
関
係
者
約
3
0
0
人
が

参
加
し
ま
し
だ
。

主
催
者
を
代
表
し
て
斎
藤
町
長
は

「
介
護
保
険
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
身

体
も
心
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

ま
ち
に
す
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
む

所
存
で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
だ
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
者
7
組
、

金
婚
者
2
8
組
の
顕
彰
を
は
じ
め
、
老
人

扶
養
模
範
家
庭
や
福
祉
団
体
功
労
者
な

ど
1
1
人
の
表
彰
、
さ
ら
に
高
額
寄
附
者

9
4
人
に
感
謝
状
と
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品
を

贈
り
ま
し
だ
。

続
い
て
、
原
口
町
議
会
議
長
な
ど
来

賓
の
か
だ
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
最

後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て
堀
口
節
さ
ん

夫
妻
が
「
こ
の
栄
誉
を
傷
つ
け
る
こ
と

な
く
、
ひ
だ
す
ら
家
庭
の
円
満
と
地
域

の
福
祉
向
上
発
展
の
た
め
に
余
生
を
尽

く
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
だ
。 ▲謝辞を述べる堀口さん夫妻

佐
藤
敏
夫
・
節
子

堀
口
節
・
米
子

荒
木
松
次
郎
・
ま
つ

金
子
基
一
・
き
ん

秋
野
重
太
郎
・
と
く

神
田
富
造
．
勝
子

折
原
貰
司
・
せ
ん

（
下
江
黒
）

（
新
里
）

（
須
賀
）

（
入
ケ
谷
）

（
矢
島
）

（
大
佐
貫
）

（
大
佐
貰
）

金
婚
者
顕
彰

宮
兵
太
郎
・
キ
ク
（
斗
合
田
）

木
村
猪
三
郎
・
ヨ
シ
（
下
江
黒
）

石
川
一
男
・
満
子
（
上
江
黒
）

野
木
村
公
一
・
チ
エ
子
（
上
江
黒
）

荻
野
倉
義
・
敏
子
（
千
津
井
）

ダイヤモンド婚者顕彰 町
長
表
彰
. 
顕
彰
. 
惑
謝

▲ダイヤモンド婚者の皆さん （
敬
称
略
）

奈
良
原
正
一
・
ゑ
の
（
千
津
井
）

松
本
義
一
・
む
ら
（
千
津
井
）

野
本
伊
勢
松
・
久
子
（
千
津
井
）

柿
沼
一
男
・
ヤ
エ
（
江
口
）

小
倉
利
夫
・
武
（
田
島
）

柿
沼
正
衛
・
静
子
（
田
島
）

石
井
清
•
い
し
（
南
大
島
）

蓮
見
國
雄
・
む
つ
子
（
南
大
島
）

林
吉
太
郎
・
利
子
（
南
大
島
）

久
保
庭
丈
助
・
竹
江
（
新
里
）

江
森
保
蔵
・
育
（
梅
原
）

木
島
三
吉
・
サ
ク
（
梅
原
）

吉
田
隆
奥
・
フ
ミ
（
梅
原
）

落
合
新
次
郎
・
ナ
ツ
（
須
賀
）

加
藤
助
治
・
や
す
（
須
賀
）

▼金婚者の皆さん

平成11年12月 10 日倫） (2) 



▲表彰を受ける受賞者

落
合
勝
次
・
静
江
（
須
賀
）

村
田
勇
・
タ
ケ
（
大
輪
）

松
本
竹
市
・
た
ま
（
大
輪
）

荒
木
義
泉
・
チ
ョ
（
大
輪
）

渡
邊
市
郎
・
セ
ツ
（
矢
島
）

石
川
市
郎
・
ツ
ル
（
矢
島
）

秋
野
由
太
郎
・
き
ち
（
大
佐
貰
）

栗
原
賢
吉
・
つ
や
（
大
佐
貫
）

老
人
扶
養
模
範
家
庭
表
彰

◇
四
世
代
以
上
同
居
家
庭

石
崎
昭
一
（
矢
島
）

本
澤
萬
吉
（
南
大
島
）

◇
寝
た
き
り
老
人
介
護
者

北
島
ト
メ
（
田
島
）

小
林
王
枝
（
下
江
黒
）

福
祉
団
体
育
成
功
労
者
表
彰

宮
崎
敬
次
（
南
大
島
）

社
会
福
祉
高
額
寄
附
者
感
謝

◇
寄
附
金

・
下
江
黒
柴
崎
春
雄

・
上
江
黒
多
田
｛
貫

・
千
津
井
横
塚
寛

•
江
□

新
井
孝
男

•
田
島
木
村
包

•
新
里
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協

議
会

・
梅
原
福
田
正
男
恩
田
久

・
大
輪
松
本
芳
雄
門
間
徳
吉

◇
寄
附
物
品

・
館
林
市
館
林
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

・
東
京
都

2
4時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ

テ
ー
委
員
会

奈
良
朝
美

高
瀬
俊
雄

福
祉
団
体
育
成
功
労
者
表
彰

•
田
島
奈
良
源
蔵

・
大
輪
原
口
正
江

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者
表
彰

・
上
江
黒
野
木
村
武
雄

・
矢
島
田
口
嘉
彰

福
祉
高
額
寄
附
者
感
謝

◇
寄
附
金

．
斗
合
田
蓮
見
行
雄
蓮
見
功

新
井
真

•
上
江
黒
江
森
絞
村
田
ヒ
サ

多
田
浪
子
森
田
二
郎
瀧
口
晃

・
千
津
井
峯
崎
正
春
酒
井
政
春

•
江
口
木
村
松
雄
須
永
賢
一

須
藤
征
幸
須
藤
隆
司
関
口
清

治
•
田
島

民
生
児
童
委
員
功
労
者
表
彰

•
新
里
奥
澤
ニ
―
―

地
区
社
協
育
成
功
労
者
表
彰

•
江
口
蜜
井
奎
二

社
会
枯
祉
協
議
会
長

表
彰
・
惑
祖
（
敬
称
略
）

一
般
高
額
寄
附
者
感
謝

・
大
輪
固
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
北

海
製
罐
個
グ
ル
ー
プ

・
矢
島
（
故
）
泉
田
和
作

・
大
佐
貫
大
幸
化
成
閻

・
館
林
市
東
毛
リ
ゾ
ー
ト
開
発
閻

真
中
騨
郎

闊
ネ
ッ
ツ
ト

日
比
野
久
奈
良
保
一

•
南
大
島
大
塚
宏
二
田
島
進

小
松
原
文
雄
岡
安
正
志
小
菅

利
男
矢
澤
正
夫

•
新
里
瀬
下
節
子
鈴
木
す
が

島
田
弘
士
高
瀬
進
森
戸
伸
一

・
中
谷
浅
見
修
石
村
ヤ
エ
三

宅
廣
明

・
梅
原
関
口
喜
市
郎
吉
永
廣
次

吉
田
茂

・
川
俣
丸
山
商
広
吉
田
員
吉

薗
田
雅
巳
田
口
則
雄
石
倉
利

昭
池
浦
一
雄

・
須
賀
落
合
勲
落
合
勝
子
青

木
尚
子
吉
本
太
美
也
関
根
ト

シ
子
神
谷
芳
男

・
大
輪
柿
沼
み
な
ア
ド
バ
ン
テ

ス
ト
労
働
組
合
佐
藤
康
人
村

田
謙
一
早
川
敏
夫
斎
藤
栄
作

松
本
秋
夫

・
矢
島
山
岸
喜
美
江
石
川
正
信

清
水
茂
郎
岡
戸
一
男
奈
良
原

昭
三
郎
泉
田
金
治
泉
田
房
子

・
大
佐
貫
篠
木
芳
雄
篠
木
信
夫

五
十
嵐
と
み

・
館
林
市
館
林
地
区
交
通
団
体
連
絡

協
議
会
浦
野
義
治
正
田
良
三

・
板
倉
町
小
野
田
美
恵
子
矢
口

ゴ
ル
フ
会
会
長
根
岸
与
士
雄

•
新
田
町
鈴
木
昌
美

・
足
利
市
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
闊

・
東
京
都
森
尻
絹
枝

・
日
立
市
大
津
敏
彦

◇
寄
附
物
品

•
上
江
黒
新
め
い
わ
実
現
の
会
代

表
船
田
良
典

・
館
林
市
園
太
陽

ヨ
タ

金婚者の皆さん▼

(3) 平成11年12月 10 日魯
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盛 況

第
2

回
町
文
化
祭
が
1
0
月
2
9
日
か
ら

3
1
日
ま
で
の3
日
間
、
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
で
開
か
れ
、
大
勢
の
町
民
ら
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

作
品
展
に
は
町
文
化
協
会
加
入
団
体

や
公
民
館
講
座
な
ど
か
ら
切
り
絵
、
書

道
、
生
け
花
、
絵
画
、
写
真
等
、
お
よ

び
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
の
絵
画
等
合
わ
せ
て
4
2
5

人
が
出

品
。
来
場
者
は
、
出
品
者
の
力
作
や
自

信
作
の
数
々
を
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
て
い

ま
し
た
。

芸
能
発
表
で
は
、
2
5
団
体
の30
3

人
が
舞
踊
、
八
木
節
、
和
太
鼓
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ン
ジ
ー
の
苗

を
約
5
0
0

名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ
ら

に
、
明
和
中
学
校
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

や
吹
泰
楽
部
演
奏
会
、
演
劇
部
発
表
会

な
ど
も
行
わ
れ
、
熱
心
に
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

3
1
日
に
は
、
健
康
・
歯
科
相
談
、
大

声
コ
ン
テ
ス
ト
、
母
子
保
健
推
進
コ
ー

ナ
ー
な
ど
の
健
康
ま
つ
り
が
保
健
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
た
ほ
か
、
商
工
祭
が
ふ

る
さ
と
産
業
文
化
館
駐
車
場
で
開
か

れ
、
バ
ザ
ー
、
模
擬
店
、
特
産
物
販
売
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多
彩
な
催
し

が
繰
り
広
げ
ら
れ
大
盛
況
で
し
た
。

ソ

i
:
 

沢、
だれら箭^白こ胴tb

 

イ菊
• 

町
商
工
会
異
業
種
交
流
会
と
町
商
工

会
主
催
の
明
和
ア
イ
デ
ア
く
ふ
う
展

が
、
1
0
月
2
9
日
か
ら
3
1
日
ま
で
ふ
る
さ

と
産
業
文
化
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
く
ふ
う
展
は
、
科
学
技
術
の
発

展
の
鍵
と
な
る
創
意
工
夫
を
図
り
、
子

ど
も
た
ち
に
ア
イ
デ
ア
く
ふ
う
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、
ひ
い
て
は
本
町
産

業
の
振
興
を
期
す
る
こ
と
を
目
的
に
初

め
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
表
彰
式
が

1
0
月
3
1
日
、
商
工
祭
会
場
で
行
わ
れ
出

品
さ
れ
た
3
8
点
の
中
か
ら
、
次
の
か
た

が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

町
長
賞
「
自
在
ス
ケ
ー
ル
」
奥
沢
延
行

議
会
議
長
賞
「
動
く
か
か
し
」
石
川
哲

雄教
育
長
賞
「
夏
休
み
の
ポ
ケ
モ
ン
た
ち
」

蓮
見
佳
里

商
工
会
長
賞
「
動
く
ド
ラ
キ
ュ
ラ
」
新

井
直
也

異
業
種
交
流
会
長
賞
「
明
和
パ
ズ
ル
」

久
保
旦
二
波

異
業
種
会
奨
励
賞
「
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ

フ
ト
」
古
賀
亮
平

佳
作
▼
関
和
葉
▼
石
崎
悠
介
▼
関
口

諒
▼
中
村
知
恵
・
梁
瀬
美
絵
・
石
川

亜
矢

(
3名
合
作
）
▼
高
田
み
ゆ
き

ア
イ
デ
ア
く
ふ
う
展

▼アイデアいつばいの竺邑竺竺置
守’ン」

一一紺：「．｀I•J.)
勺,,~ --... 紅―し

正-3
長!?.,.,,

胃＇
—• こ人 llli茫

且·、

/ 
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ヽ
ー
ノ

、

需
つ

応
犠
ま

多

◇
特
選

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
賞

◇
最
優
等

町
長
賞
坂
上
若
栄

町
議
会
議
長
賞
関
本
宗
市

館
林
市
農
協
長
賞
吉
永
年
雄

商
工
会
長
賞
石
川
宗
佑

教
育
長
賞
関
口
治
助

文
化
協
会
長
賞
田
部
井
善
雄 新

井
繁
二
郎

出
0
0
0
者
1
3人
・
鉢
数
5
2点

コニ
*/ 

I
 

i
 

=.. 9 -一

.!’!9:-9●ェ｀
ーニー•こーニー-

▲見事な菊を眺める来場者

文
化
協
会
園
芸
部

な 催

lll』鳥ロニ

し
ら

唱
乞入）
コブり

新井 繁二郎さん

最
高
賞
の
特
進

第
2

回
菊
花
展
が
1
0月
2
8日
か
ら

1
1

月
3

日
ま
で
図
書
館
南
側
で
開
か
れ
、

丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
鮮
や
か
に
咲

き
誇
る
花
が
、
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

』
出
品
者
は
、
文
化
協
会
園
芸
部
や
老

人
ク
ラ
ブ
、
菊
づ
く
り
教
室
の
ほ
か
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
な

ど
3
1
1

人
で
し
た
。
ま
た
、
菊
花
展

の
表
彰
式
が
1
0月
3
1
日
、
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
位
入
選
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

菊
花
展

文
化
協
会
園
芸
部
長
賞

◇
侵
等

厚
物
新
井
繁
二
郎

ダ
ル
マ
坂
上
若
栄

福
助
新
井
繁
二
郎

老
人
ク
ラ
ブ

野
口
今
朝
雄

出
D
O
O
者
9
0人

〔
大
輪
の
部
〕

◇
特
選
田
口
志
か

◇
最
優
等
新
井
調
子
金
子
茂
男

◇
優
等
田
端
喜
一
始
澤
ふ
く

〔
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
〕

◇
特
選
奈
良
一
男

◇
最
優
等
奈
良
俊
吉
奈
良
み
よ
子

◇
優
等
本
澤
な
か
奈
良
光
江

菊
づ
く
り
教
室

出
D
O
O
者
1
8人

〔
盆
養
の
部
〕
1
部
・
2
部

◇
特
選
新
井
繁
―
一
郎
北
島
と
し

◇
最
優
等
白
石
フ
ミ
子
柿
沼
勇

◇
優
等
大
西
俊
治
清
水
福
司

〔
ポ
ッ
ト
マ
ム
の
部
〕
1
部
・
2
部

◇
特
選
大
西
俊
治
北
島
と
し

◇
最
優
等
新
井
繁
―
一
郎
清
水
福
司

◇
優
等
奈
良
か
う
吉
田
佳
世
子

鉢
数
2
5点

鉢
数
9
0点

(5) 平成11年12月 10 日倫



館林市内の雲龍寺を視察する参加者

川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の

会
で
は
1
0
月
9

日
、
足
尾
鉱
毒
問
題

「
川
俣
事
件
」
関
連
史
跡
め
ぐ
り
を
行

い
、
足
尾
銅
山
鉱
業
停
止
請
願
事
務
所

が
設
置
さ
れ
被
害
民
た
ち
の
運
動
の
拠

点
と
な
っ
た
雲
龍
寺
や
田
中
正
造
生

家
、
川
俣
事
件
跡
地
な
ど
を
見
て
回
り

川
俣
事
件
関
連
の

史
跡
め
く
り

塁事f`

100年

ま
し
た
。

視
察
地
は
、
雲
龍
寺
、
佐
野
市
郷
土

博
物
館
、
春
日
岡
山
惣
宗
寺
、
田
中
正

造
旧
宅
、
藤
岡
町
歴
史
民
族
資
料
館
、

旧
谷
中
村
合
同
慰
霊
碑
、
谷
中
村
遺
跡
、

川
俣
事
件
跡
地
の
8

か
所
。
田
中
正
造

の
ゆ
か
り
の
地
を
視
察
し
た
参
加
者

は
、
田
中
正
造
研
究
家
の
嶋
田
早
苗
先

生
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
貴
重
な
資

料
を
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

吉
永
会
長
は
「
こ
の
会
は
、
足
尾
鉱

毒
問
題
の
川
俣
事
件
を
風
化
さ
せ
な
い

よ
う
碑
を
建
立
す
る
た
め
設
立
さ
れ
た

も
の
で
す
。
今
回
の
有
意
義
な
現
地
研

修
で
、
一
層
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

川俣事件跡地付近

川
俣
事
件
関
連
映
画

ら
ん
る

「
檻
襖
の
旗
」
を
上
映

川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の
会

足
尾
鉱
毒
問
題
を
学
習

町
と
川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町

民
の
会
で
は
1
0
月
1
9
日
、
ふ
る
さ
と
産

業
文
化
館
で
、
川
俣
事
件
関
連
映
画

「
檻
悽
の
旗
」
の
上
映
会
を
行
い
ま
し

こ
。t
 

日
本
で
最
初
の
公
害
闘
争
事
件
が
本

町
川
俣
地
内
で
発
生
し
、
平
成
1
2
年
2

月
1
3
日
で
1
0
0

年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
同
町
民
の
会
が
記
念
碑
を
建
立
す

る
た
め
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
金
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
開
催
し

た
も
の
で
す
。

会
場
に
詰
め
掛
け
た
か
た
が
た
は
、

田
中
正
造
が
足
尾
鉱
毒
問
題
に
取
り
組

み
、
公
共
の
た
め
に
生
涯
を
さ
さ
げ
た

映
像
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

④
 

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
、
歳
入
歳

出
を
そ
れ
ぞ
れ
―
1
0六
万
七
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
五
一
億
五
、
0
三

九
万
六
千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
川
俣
事
件
記
念
碑
建
立

事
業
へ
の
補
助
金
の
追
加
と
下
水
道

事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
り
出
し
に
伴

う
減
額
補
正
で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

◇
地
方
交
付
税
二

0
六
万
七
千
円

減
（
二
億
一
、
七
九
三
万
―
―
―
千
円
）

平
成
1
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

下
水
道
終
末
処
理
場
建
設
の
た

め
、
地
権
者
か
ら
町
が
買
い
受
け
る

土
地
の
取
得
で
す
。

土
地
の
所
在
地
は
、
南
大
島
地
区

の
谷
田
川
沿
い
、
江
口
排
水
路
東
側

の
農
地
で
、
面
積
は
一
万
四
、
七
九

四
．
―
-
平
方
信
、
取
得
価
格
は
一

億
一
、
五
二
三
万
二
、
四
六
九
円
で
す
。

土
地
の
取
得
に
つ
い
て

既
定
の
予
算
総
額
に
、
歳
入
歳
出

を
そ
れ
ぞ
れ
五
、
三
五
三
万
三
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
二
億
八
八
万
七

千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
終
末
処
理
場
関
連
の
設

計
お
よ
び
調
査
委
託
費
、
用
地
取
得

費
等
の
追
加
に
伴
う
補
正
で
す
。

（
）
は
補
正
後
の
総
額

〔
歳
入
〕

◇
国
庫
支
出
金
二
、
五

0
0
万
円

（
九
、
五0
0

万
円
）

◇
繰
入
金
四

0
六
万
七
千
円
減

（
二
、
ニ
ニ
八
万
五
千
円
）

◇
町
債
三
、
二
六

0
万
円

（
八
、
三
六0
万
円
）

〔
歳
出
〕

◇
下
水
道
費
五
、
三
五
一
二
万
三
千

円
（
二
億
八
八
万
六
千
円
）

第
4

回
町
議

平
成
1
年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

第
4

回
町
議
会
臨
時
会
が
1
1
月
8

日
開
か
れ
、
下
水
道
終
末
処

理
場
建
設
の
た
め
の
土
地
取
得
お
よ
び
川
俣
事
件
記
念
碑
建
立
補

助
金
の
追
加
等
一
般
会
計
補
正
予
算
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
歳
出
〕

◇
総
務
費
二

0
0
万
円

（
五
億
四
、
三
五
六
万
三
千
円
）

◇
土
木
費
四

0
六
万
七
千
円
減

（
六
億
三
、
七
ニ
―
万
八
千
円
）

会

臨
時

会

平成11年12月 10 日倫 (6) 



◇
永
年
勤
続
功
労
章
表
彰

明
和
消
防
団
副
団
長

今
成
隆
（
江
口
）

団
員
歴
1
1
年

◇
1
0年
精
勤
章
表
彰

明
和
消
防
団
副
団
長

今
成
隆
（
江
口
）

群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰

明
和
消
防
団
副
団
長

島
田
高
志
（
南
大
島
）
団
員
歴
1
3
年

平
成
1
1
年
館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
隊
秋
季
点
検
が
1
1月
7

日
、

館
林
市
三
の
丸
南
面
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
そ
の
席
上
で
本
町
か
ら

次
の
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◇
優
良
団
体
表
彰

江
口
婦
人
消
防
隊

（
隊
長
石
川
静
江
）

川
俣
婦
人
消
防
隊

（
隊
長
蓮
見
満
里
子
）

◇
永
年
勤
続
功
労
章
表
彰

浅
見
修
（
中
谷
）
団
員
歴
1
0
年

優
良
団
員
ら
を
表
彰

館
林
地
区
消
防
組
合

管
理
者
表
彰

平
成
1
1
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
町
の
審
査
を
パ
ス

し
た
2
0
点
に
つ
い
て
、
こ
の
ほ
ど
の
県

審
査
で
入
賞
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
県
内
で
、
小
・
中
・
高

校
の
部
を
合
わ
せ
て
1
1

、
4
6
5
点

で
し
た
。
本
町
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

ま
た
、
本
県
の
優
秀
作
品
の
う
ち
、

全
国
を
対
象
と
し
た
中
央
審
査
へ
西
小

3
年
の
河
内
山
知
幸
君
の
作
品
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

4

)

 佳
作
▼
駒
宮
秀
憲
（
西
小

4
)

入
選
▼
村
田
博
基
（
西
小

l
)
▼
関

根
紗
希
（
西
小
2
)
▼
吉
田
公
道
（
西

小
6
)
▼
植
田
馨
（
西
小
6
)

中
学
校
の
部

入
選
▼
谷
川
孝
太
郎
（
中

1
)
▼
鑓

田
規
人
（
中
3
)

甕一

◇
優
良
団
員
表
彰

佐
々
木
秀
幸
（
斗
合
田
）
団
員
歴
5
年

清
水
武
（
千
津
井
）
団
員
歴
5
年

小
松
原
賢
一
（
南
大
島
）
団
員
歴
5

年

山
野
井
幸
男
（
梅
原
）
団
員
歴

7

年

戸
ヶ
崎
良
幸
（
大
輪
）
団
員
歴
5
年

須
藤
久
雄
（
入
ケ
谷
）
団
員
歴

7

年

消
火
・
防
火

活
動
に
貢
献

館
林
地
区
消
防
組
合

消
防
団
長
表
彰

篠木一真君

(1 年）

「
税
金
で

明
る
い
未
来
と

住
み
よ
い
生
活
」

明
和
町
長

賞

河内山 知幸君

河;du:

神田典子さん

(1 年）

富塚文香さん

(1 年）

小
学
校
の
部

優
秀
▼
河
内
山
知
幸
（
西
小

3
)
▼

二
瓶
梢
（
西
小
4
)
▼
澤
浦
薫
（
西
小

「
あ
れ
ば
こ
そ

身
近
な
こ
と
に生

き
る
税
」

「
税
金
を

納
め
て
は
じ
ま
る

町
づ
く
り
」

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
お
め
で
と

、
1

‘
、こ

‘
、
X

)

 

い
ま
す

税
に
関
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
、
関
東
信
越
国
税
局
主

催
で
行
わ
れ
た
「
税
に
関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
（
中
学
生
対
象
）

で
、
本
町
か
ら
次
の
3
人
の
か
た
が
た
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

館
林
税
務
署
長
賞

館
林
行
政
事
務
所
長
賞

税
に
関
す
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

(7) 平成11年12月 10 日倫）



町
で
は
平
成
且
年
度
成
人
式
を
平
成
1
2

年
1

月
1
0
日
（
成
人
の
日
）
に
実
施
い
た

し
ま
す
。

該
当
者
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
本
町

在
住
で
な
く
て
も
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ

ば
出
席
で
き
ま
す
。
郷
里
で
成
人
式
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
平
成
1
2
年

1

月
1
0
日
（
成
人
の

日
）
午
前
9

時
3
0
分
受
付

◇
式
場
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
（
多
目

的
ホ
ー
ル
）

◇
該
当
者
昭
和
5
4
年

4

月
2
日
か
ら

昭
和
5
5
年4
月
1

日
ま
で
の
生
ま
れ
で

本
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
者
、
な
ら

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
中
央
公
民
館
内
）

C
闘
4
4
9
1

1

月
1
0
日
⑲
成
人
の
日
に
実
施

-、..~ II •盲m』•

昨年行われた第1 回町成人式

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
へ

町
の
結
婚
相
談
所
で
は
、
1
0
月
2
0
日
に

役
場
で
結
婚
相
談
員
会
議
を
開
催
し
、
今

後
の
結
婚
相
談
事
業
の
進
め
方
や
日
ご
ろ

の
情
報
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
で
は
「
相
談
員
同
士
の
情

報
の
交
換
を
行
う
」
「
集
団
お
見
合
い
等
の

開
催
」
「
必
要
が
あ
れ
ば
区
長
等
区
役
員
と

連
携
を
取
り
各
地
区
の
情
報
を
把
握
し
、

そ
の
情
報
を
相
談
員
同
士
で
交
換
仕
合
い

進
め
る
」
「
本
人
の
努
力
も
あ
る
程
度
必
要
」

と
い
う
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
少
子
化
と
人
口
減
少
社
会

に
な
ら
な
い
よ
う
、

P
R

と
努
力
を
重
ね
、

一
組
で
も
多
く
幸
せ
な
カ
ッ
プ
ル
誕
生
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
皆
様
か
ら
の
情

報
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
申
込
者
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
町
結
婚
相
談
所
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

媒
酌
人
に
報
償
金
交
付

町
で
は
、
結
婚
対
策
事
業
の
一
環
と
し

て
、
町
内
在
住
者
に
花
嫁
・
花
婿
を
取
り

持
っ
た
か
た
（
媒
酌
人
）
に
報
償
金
(
1
0

び
に
本
町
出
身
で
本
人
よ
り
申
し
出
が

あ
っ
た
者

◇
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課

C
(
8
4
)
4
4
9
1
へ
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

万
円
）
を
交
付
し
て
い
ま
す

ま
た
、
当
該
カ
ッ
プ
ル
に
は
記
念
品
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
媒
酌
人
は
町
内
•
町
外
を
問

い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
当
該
カ
ッ
プ
ル
が

婚
姻
後
、
町
に
在
住
す
る
場
合
に
限
り
ま

す
。

皆
様
か
ら
の
情
報
を
あ
願
い
し
ま
す

結
婚
の
相
談
は

ヽ

役
場
総
務
課

ぜ
ひ
相
談

内
線
3
3
2

員
に

冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動

◇
夜
間
の
交
通
安
全

外
出
す
る
と
き
は
明
る
い
色
の
服
を

着
た
り
、
反
射
材
を
利
用
し
た
り
し

ま
し
ょ
う
。

◇
高
齢
者
の
交
通
安
全

車
を
運
転
す
る
人
は
、
安
全
運
転
を

心
掛
け
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ
て

高
齢
者
を
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
着
用

運
転
席
と
助
手
席
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

◇
運
転
に
集
中

運
転
中
の
携
帯
電
話
や
カ
ー
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
使
用
が

原
因
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
1
1

月
か
ら
、
運
転
中
に
そ
れ
ら
を
使
用

す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。

1
2月
1
1日

9
5
3
1日
⑥

あ
な
だ
が
主
役
！
交
通
安
全

平成11年12月 10 日僅） (8) 



役 場 8 (84) 3111 

登
録
申
請
書
を

1
2月
中
に
配
布
し
ま
す

農
業
委
員
会
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
を

役
場
の
一
般
事
務
は
、
1
2
月
2
9
日
因
か

ら

1

月
3

日
⑤
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
と
関
係
の
深
い
窓
口
事

務
や
ご
み
の
収
集
な
ど
は
次
の
と
お
り
に

な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
や
届
出
等
は
、

早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

役
場
窓
口
事
務

出
生
届
や
死
亡
届
、
婚
姻
届
な
ど
の
戸

籍
届
出
は
、
休
み
の
期
間
中
で
も
受
け
付

け
し
ま
す
。

住
民
課
C
8
4
|
3
1
1
1

・
年
末
1
2
月2
6日
⑪
ま
で

・
年
始
1

月
5

日
困
か
ら

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

C
8
4ー
4
9
2
6

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
C
8
4
|
5
2
2
2

毎
年
1

月
1

日
現
在
で
農
業
委
員
会
委

員
の
選
挙
人
名
簿
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
来

年
は
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
年
で
す
。

登
録
申
請
書
を
1
2
月
中
に
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
配
付
い
た
し
ま
す
の
で
選
挙
権
の
あ

る
か
た
は
、
忘
れ
ず
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

・
年
末
1
2
月
2
8
日
因
ま
で

・
年
始
1

月
4

日
因
か
ら

中
央
公
民
館
C
8
4
|
4
4
9
1

社
会
体
育
館
C
8
4
1
4
6
2
6

・
年
末
1
2
月2
6日
⑪
ま
で

・
年
始
1

月
5

日
困
か
ら

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
穴
8
4ー
5
5
5
5

図
書
館

C
8
4
|
5
5
5
5

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー

・
年
末
1
2
月
2
3
日
困
ま
で

装
改
修
の
た
め
）

・
年
始
1

月
5

日
因
か
ら

（
プ
ー
ル
内
塗

◎
選
挙
権
を
有
す
る
人
・
・
・
町
内
に
住

所
が
あ
り
、
平
成
1
2
年
3

月
3
1
日
現
在
満

2
0
歳
以
上
で
1
0
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕

作
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
、
そ
の
配
偶
者

や
同
居
の
親
族
で
年
間
6
0
日
以
上
耕
作
に

従
事
し
て
い
る
人

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

図
書
館

中
央
公
民
館

社
会
体
育
館

手
続
き
や
届
出
は
あ
早
め
に

年
末

. 

町の特産 シクラメン

B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
C
8
4ー
5
5
1
1

可
燃
ご
み
の
収
集

・
年
末
1
2
月
2
7
日
⑤
ま
で

・
年
始
1

月
4

日
因
か
ら

※
ご
み
は
、
指
定
さ
れ
た
袋
で
決
め
ら
れ

た
日
時
に
指
定
場
所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

環
境
課
C
8
4
|
4
6
8
6

し
尿
の
く
み
取
り

・
年
末
1
2
月
2
9
日
因
の
午
前
中
ま
で

・
年
始
1

月
4

日
因
か
ら

闇
大
拙
興
業
e
7
3
_
4
1
8
6

◎
登
録
申
請
・
・
・
登
録
申
請
書
は
、
必

要
事
項
を
記
載
し
て
各
地
区
の
区
長
さ
ん

を
通
じ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）
内
線
3
3
2

農
業
委
員
会
（
経
済
課
内
）
内
線3
5
1

年
始
の
役
場
等
の
仕
事

役
場
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

C
闘
4
9
2
6

町
で
は
、
来
年

4

月
開
園
予
定
の
明
和

保
育
園
の
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
保
育
園
名

明
和
町
立
明
和
保
育
園

（
明
和
町
田
島
8

番
地
の

1
)

◇
募
集
定
員

1
5
0

名

◇
募
集
人
数

若
干
名

◇
対
象
児
童

0

歳
児
ー
5

歳
児

◇
入
園
資
格

町
内
の
住
民
で
母
親
が
働
い
て
い
た

り
、
病
気
な
ど
で
児
童
の
保
育
に
当
た

れ
ず
、
ほ
か
に
も
め
ん
ど
う
を
み
る
人

が
な
く
、
家
庭
で
の
保
育
に
欠
け
る
と

認
め
ら
れ
る
世
帯
の
児
童
で
す
。

◇
保
育
時
間

午
前
8

時
3
0
分
＼
午
後4
時
（
た
だ
し
、

母
親
の
勤
務
の
都
合
等
に
よ
り
延
長
を

希
望
す
る
場
合
は
、
午
前

7

時
3
0
分
ー

午
後
6

時
3
0
分
）

◇
申
し
込
み

役
場
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
産
休
・
育
休
明
け
の
乳
児
の
入
所
予
約

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

平
成
1
2年
度

保
育
園
児
募
集

(9) 平成11年12月 10 日倹



中学生が福祉体験学習
手話・車いす・ブラインドウォーク

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課
〖
麟
3
1
1
1

車表祉心
いや 1 体を明

万す手年験育和
に話生学て中
よには習て学
るよ講をも校
移る師行らで

—•. ‘三ー 99 冒｀［、： : 助子のt;__ 1-1 生

』：日一疇匹謳菫ー3` 賃[
=――一一体習先 月徒

目隠しをしての歩行（ブラインドウォーク）を体験する生徒年会え 教い
生話て 室介

また者述感変あにーを まそン助のは． ‘ や助
し経のべじでる、移し車しれドを歩目歌講 校方
た験立るまあと溝＇fこいたぞウす行隠‘師 舎法
゜を場なしりこや す゜れォるやし 2 の 周や
しにどた‘ろ段る生の 挑 l ブそを年体 辺福
て立障ー怖は差と徒体 戦乞ラのし生験 で祉
いつ害とく大がきは験 しi:::イ介ては発 福の

名曲の数々に酔う
ファミリーコンサート

めい福を祈り献花
戦没者追悼式

東
毛
法
人
会
明
和
地
区
法
人
会
で
は

且
月
1
3
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
同
会
で
は
、
社
会
貢
献
事
業

の
一
環
と
し
て
今
回
初
め
て
、
平
成
7

年
5

月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
群
馬
室
内
合

奏
団
を
招
い
て
開
い
た
も
の
で
す
。

演
奏
曲
は
、
花
、
翼
を
く
だ
さ
い
、

八
木
節
な
ど
8

曲
。
ま
た
、
赤
い
靴
、

荒
城
の
月
な
ど
郷
愁
を
誘
う
曲
が
大
植

敦
子
さ
ん
の
ソ
プ
ラ
ノ
独
奏
に
よ
り
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
訪
れ
た
家
族
連
れ
ら
は
、
秋

の
夜
の
ひ
と
と
き
を
美
し
い
旋
律
の
名

曲
の
数
々
に
う
っ
と
り
と
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

和町

式辞を述べる斎藤町長

名曲を披露する群馬室内合奏団

町
戦
没
者
追
悼
式
が
且
月
8

日
、
中

央
公
民
館
で
遺
族
を
は
じ
め
関
係
者
な

ど
約
3
0
0

人
が
参
列
し
て
、
し
め
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
で
祖
国

の
た
め
に
若
い
命
を
捧
げ
た
町
内
戦
没

者
に
対
し
、
町
民
を
あ
げ
て
追
悼
の
誠

を
表
す
た
め
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

斎
藤
町
長
は
「
二
度
と
悲
惨
な
歴
史

を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
平
和
の

尊
さ
を
後
世
に
引
き
継
い
で
行
く
こ
と

が
何
よ
り
の
慰
霊
で
は
な
い
か
」
と
式

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
参
列
者
一
人
ひ
と

り
が
霊
前
に
進
み
菊
一
輪
を
献
花
し
、

ご
め
い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

平成11年12月 10 日⑥ (10) 



ー
万 1 千株のパンジ

花いっぱいの町に

植栽

パークを

町
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議
会
の
指
導
員
を
中
心
に
し
た
地
域
の
人
た

ち
が
1
1
月
1
4
日
か
ら
2
9
日
に
か
け
て
、
パ
ン
ジ
ー
の
苗
約
1

万
l

千
株
を
公
共

施
設
や
多
く
の
人
の
目
に
ふ
れ
る
場
所
に
植
え
つ
け
ま
し
た
。

同
指
導
員
は
、
各
行
政
区
や
各
種
団
体
、
公
共
機
関
等
か
ら
選
ば
れ
、
町
長

が
委
嘱
し
た
3
3
人
で
、
花
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
活
動
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

地
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー
周
辺
や
道
路
沿
い
、
公
共
施
設
周
辺
な
ど
に
苗
を
地
植

え
に
し
た
ほ
か
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
も
植
え
て
、
パ
ン
ジ
ー
の
花
で
町
を
飾
る
運

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

苗
の
肥
料
は
、
町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
生
ゴ
ミ
処
理
機
で
作
っ
た
残
飯

や
調
理
残
菜
の
有
機
肥
料
を
使
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。んさ皆の

．
斗

日
鱈

ふ
・
・
切
，
る

、
9
"

泣
す

4

．
．
ぶ
ー

困
り.. 

栽

ちrク... 

植

咄
翫の

“"`5. 

咳
。
．
＜
ソ

点
喝
ン

醤
．
：
パ

指
導
員
は
「
道
行

く
多
く
の
人
た
ち
に

花
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
い
い
で
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
推
進
協
議
会

で
は
、
す
で
に
6

種

類
の
花
の
種
を
全
世

帯
に
配
布
し
、
花
や

緑
の
普
及
・
啓
発
に

努
め
て
い
る
ほ
か
、

且
月
5

日
に
は
花
の

ま
ち
づ
く
り
先
進
地

調
査
・
研
究
の
た

め
、
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ

ー
パ
ー
ク
や
境
町
の

花
公
園
な
ど
を
視
察

し
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
の
展
開
に
役
立
て

ま
し
た
。

幅広い分野で発表や展示
館林商工高で翔光祭

1
0
月
2
9
日
、
西
小
学
校
で
は
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
活
動
で
各
地
区
の
公
民
館

等
へ
児
童
が
訪
れ
、
昔
懐
か
し
い
竹
馬

や
わ
ら
鉄
砲
な
ど
を
地
域
の
お
年
寄
り

と
一
緒
に
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
活
動
は
郷
土
文
化
の
理
解

や
愛
郷
心
の
向
上
、
地
域
の
お
年
寄
り

と
の
交
流
等
を
図
る
た
め
、
授
業
の
一

環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
佐
貰
地
区
で
は
、
男
の
子
は
し
め

縄
、
女
の
子
は
お
手
玉
を
作
り
ま
し
た

が
、
ほ
と
ん
ど
が
初
め
て
で
、
し
め
縄

作
り
を
体
験
し
た
児
童
は
「
わ
ら
を
よ

る
の
が
難
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

館
林
商
工
高
等
学
校
の
文
化
祭
「
第
4

し
ょ
う

回
翔
光
祭
」
が
、
1
0
月
3
0
.
3
1
日
の

2

日

お
も

間
「
溢
れ
出
す
、
私
た
ち
の
想
い
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
開
か
れ
、
多
彩
な
イ
ベ
ン

ち

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
南
大
島
に
あ
る
同
校
は
、
本
県
唯
―
―
、

.
1
|
`
-
1
た
＼

汀
口
向□[
:
3
ロ
ロ
ロ

l
.
|i
『
一□

ー
で
＂
“
j
に

を
開
催
。
日
ご
ろ
の
教
育
成
果
の
発
表
の

場
と
し
て
ク
ラ
ス
や
専
門
科
、
部
活
動
な
i
ー
‘
ヽ
く
心

f

'

 

.

.

.

 

r
,

＇
：
熱

ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
発
表
や
展
示
が
ー
『
問
」
＂
‘
<
i
．
を

行
ロ
ロ
□
□い
ぽ
染
科
設
置
校
の
「
第

3
6
,
'
―□り
―
●
/
wー□い
口
[

回
六
校
建
築
展
」
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
の

展

訪
れ
た
人
は
設
計
図
な
ど
の
作
品
を
熱
心
築

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
建

昔懐かしの手作りに挑戦
ふるさとふれあい活動

(11) 平成11年12月 10 日倫）



当
面
は
、
合
ま
で
の
時
間

で
営
業
（
開
庁
）
し
だ
い
と

考
え
て
あ
り
ま
す

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
だ
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
書
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
だ
だ
き
ま
し
た
。

役
場
の
営
業
時
間
（
開
庁

時
間
）
を
午
後
7

時
ま
で

延
長
し
て
く
だ
さ
い

役
場
の
営
業
時
間
（
開
庁
時
間
）

Q
を
午
後7時
ま
で
延
長
し
て
く

だ
さ
い
。
（
大
輪
・
男
性
）

役
場
の
営
業
（
開
庁
）
時
間
は
、

A
規
則
の
定
め
に
よ
り
、
午
前

8

時
3
0
分
か
ら
午
後
5

時
1
5
分
ま
で
で

す
。
た
だ
し
、
他
の
公
共
施
設
は
、
利

用
者
の
利
便
を
考
え
そ
れ
ぞ
れ
利
用
時

間
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
時
間
外
で
も
役
場
に
は
、

宿
直
の
職
員
が
待
機
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
緊
急
時
等
用
事
が
あ
る
場
合
は
対

応
し
て
お
り
ま
す
。

た
だ
し
、
戸
籍
・
住
民
票
謄
抄
本
、

印
鑑
証
明
書
等
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
等
で
交
付
の
依

頼
が
あ
れ
ば
、
時
間
内
に
作
成
し
て
お

き
、
当
直
の
職
員
か
ら
時
間
外
ま
た
は

休
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
ま
り

支
障
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
（
年
間
利

用
者
は
1
0
人
程
度
）
そ
の
他
の
各
種
届

出
、
相
談
に
つ
い
て
も
あ
ら
か
じ
め
電

話
等
で
依
頼
し
て
お
け
ば
、
時
間
外
で

も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
行
政
改
革
に
よ
る
職
員
の

削
減
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
等
、
い
わ

ゆ
る
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
、
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
き
で
あ
り
、
前
述

の
年
間
利
用
者
等
を
考
慮
し
ま
す
と
、

時
間
の
延
長
は
い
か
が
な
も
の
か
と
思

い
ま
す
。
当
面
は
、
今
ま
で
の
時
間
で

営
業
（
開
庁
）
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
（
総
務
課
）

内
＇
“
“

衣
類
や
焼
却
灰
の
収
集
も

ビ
ン
や
缶
と
一
緒
に
収
集

し
て
も
ら
え
な
い
で
す
か

衣
類
、
焼
却
灰
を
福
祉
セ
ン
タ

Q
ー
で
扱
っ
て
く
れ
る
の
は
大
変

あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
車
の
な
い
人
、

働
い
て
い
る
人
な
ど
は
ち
ょ
っ
と
不
便

な
の
で
、
ビ
ン
、
缶
の
収
集
日
に
一
緒

に
集
め
て
も
ら
え
な
い
も
の
か
検
討
し

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
中
谷
・
女
性
）

危
険
物
（
金
属
類
・
ガ
ラ
ス
類
）

収
集
日
に
翌
更
す
る
予
定
は

合
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん

本
町
に
は
、
ご
み
処
理
施
設
は

A
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
べ
て
の

ご
み
は
業
者
等
に
依
頼
し
、
処
理
し
て

い
ま
す
。
金
属
、
ガ
ラ
ス
、
セ
ト
モ
ノ

の
収
集
に
つ
い
て
は
、
昭
和
5
8
年
9
月

か
ら
各
行
政
区
の
衛
生
正
副
部
長
等
の

協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
お
お
む
ね
毎
月
第

2

日
曜

日
に
は
金
属
類
（
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー

口

地
撼

「地域でささえあうあったかいお
正月」をスローガンに、全国一斉に

歳末たすけあい運動が行われていま

す。一人でも多くのかたが明るいお

正月を迎えられるよう、皆様のご協

力をお願いいたします。

で
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

1
2月
1

日

5
3
1日

ル
缶
）
に
加
え
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古

紙
類
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー

缶
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
を
。
ま
た
、

お
お
む
ね
毎
月
第
3

日
曜
日
に
は
ガ
ラ

ス
類
（
有
色
・
無
色
・
茶
色
）
セ
ト
モ

ノ
類
（
陶
磁
器
・
化
粧
ビ
ン
な
ど
）
乾

電
池
を
各
行
政
区
の
集
落
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
衛
生
役
員
の
立
ち
会
い
の
も
と
、

収
集
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
以
上
、
収
集
品
目
を
増
や
し
ま

す
と
衛
生
役
員
の
対
応
が
困
難
と
な
り

ま
す
の
で
、
焼
却
灰
と
古
着
類
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
と
同
様
に
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
環
境
課
）
で
平
日
の
午
前
8

時
3
0
分
か
ら
午
後5
時
ま
で
取
り
扱
い

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

危
険
物
（
金
属
類
・
ガ
ラ
ス
類
）
収
集

日
に
変
更
す
る
予
定
は
今
の
と
こ
ろ
あ

り
ま
せ
ん
。

（
環
境
課
）危険物収集（中谷地区）

平成11年12月 10 日倫） (12) 



特集 明和町

匿大こみと不燃こみのゆくえ
の 廃棄物処理③

本町の粗大ごみ収集は、平成元年度から 3 品目を対象にスタートしました。その後、住民の皆さんの要望に

より収集品目を増加させ、現在では47品目を収集し処理をすべて業者に委託してあります。まだ、セトモノ

類やガラスくす等資源化できない不燃ごみについては、以前より危険物収集時の収集品目として取り扱ってあ

ります。第 3 回目の合回は、粗大ごみと不燃ごみのゆくえについてあ知らせします。

各
家
庭
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
粗
大
ご

み
や
不
燃
ご
み
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て

業
者
に
委
託
し
て
茨
城
県
霞
ヶ
浦
町
に

あ
る
民
間
の
一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施

粗大ごみ

設
に
搬
入
さ
れ
破
砕
等
さ
れ
た
後
、
福

島
県
小
野
町
に
あ
る
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。

粗大ごみ収集所

口: 
不燃ごみ

【
例
】
セ
ト
モ
ノ
類
、
ガ
ラ
ス
く
ず
、
化

粧
び
ん
、
電
球
、
蛍
光
灯
な
ど

品

目

収
集
場
所

資源・不燃ごみ収集所

一
般
廃
棄
物
中
間
処
理
施
設

J
 一

r 
1 

9̀ 

1
0
月
号
か
ら
合
月
号
ま
で3
回
に
わ

だ
リ
ジ
リ
ー
ズ
で
「
町
の
廃
棄
物
処
理
」

に
つ
い
て
あ
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
町
で

は
、
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
に

中
間
処
理

最
終
処
分

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

よ
り
、
ご
み
の
資
源
化
あ
よ
び
減
量
化

に
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
合
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
あ
願
い
い
だ
し
ま
す
。

(13) 平成11年12月 10 日倹）



シリーズ分護俣険⑧

介護保険制度が始まります！

万襲豆麟三亡言□］］口
l

f
 

②
 

住民が必要な介護サービスが受けられるように介護保険の対象となるサービスの目標を定める介護保険事業
計画。町では現在この計画の策定に取り組んでいます。このたび中間の取りまとめがまとまりましだので、そ
の概要を前月に引き続きあ知らせします。なあ、計画は現時点の状況で取りまとめだもので、合後も変更・修
正があり、最終的には平成12年 3 月までに策定されます。

護保険サービスの量の見込み

在宅サービスの見込み
明和町において平成12年度から 16年度までに見込んでい

る介護保険対象の在宅サービスの量は、表のとおりです。
（単位：回／年）

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度
訪周介護 16,430 19,993 19,120 20,5ワ3 21,330 
訪周入浴介護 2,569 2,569 3,453 3,505 3,557 
訪周看護 2,040 2,631 2,734 3,113 3,392 
適所介護 9,158 9, '74ワ 9,599 9,8ワ 1 9,941 
訪問リハビリ 23 29 46 46 46 
通所リハビリ 3,088 3,220 2,601 2,612 2,561 

（単位週／年）

19 20 25 
2028 5 

25 
153 ヽ 181 ' 194 ' 222 ' 

（単位人／年）

1 1 1 1 1 
3 4 13 13 13 
49 162 148 152 150 
9ワ 113 119 129 136 

（単位：人／年）

I 居宅介護支援 I 105 | 122| 128| 138| 145 | 

このうち主要サービスとなる訪問介護、通所介護、短期

入所、訪問看護についてみますと、訪問介護は平成12年度

16,430回（年間）から 16年度には21,330回へと増加します。

要介護者等のニーズに細かく対処するため、巡回型の訪問

介護を実施する事業者を確保していきたいと考えていま
す。

通所介護についても平成12年度9,158回（年間）から 16

年度9,941 回へと増加します。短期入所についても短期入

所生活介護と短期入所療養介護を合わせると、平成12年度

172週（年間）から 16年度247週へ、訪問看護についても平

成12年度の2,040回（年間）から 16年度3,392回へと増加し

ます。

介護保険のサービスを利用するために介護サービス計画

の作成を居宅介護支援事業者に依頼する（居宅介護支援事

業）人は、平成12年度は在宅の要介護者等のうち 105人、

16年度には 145人と推計されます。
} } 

.-戸
)
〉
父
＂
．
父
“
父
養

‘
•
O

ャ

r

岳

9
.
o

マ万拿〇字:>-忍ヌヌ今A¥ヽ<J= 3ジ·‘‘拿ノ拿ゞく戸ヌ忍， : ; 
平成12年 4 月から始まる介護保険ではサービス ; 
を利用するために『要介護認定』の申請をして認 心
定を受けることが必要です。介護サービスを必要 ; 
とするかたで申請の済んでいないかたは、役場保 岱

受 健福祉課まで申請をしてください。 桑

; 介護保険のご相談、お問い合わせ ; 
<; 保健福祉課 88 4 -4 9 2 6 ,.) 

、ーや·．注注;,,()$(:,000,.;<.,,ゞ在、ぷrご拿注文注王文注文文注文注文注注‘注年：文玄ヂヂ

要介護國定の由請はお済みですか

施設サービスの見込み
平成12年度の入所見込み数は、特別養護老人ホーム

が17人、老人保健施設が27人、療養型病床群等が 6 人

の計50人と推計されます。太田館林圏域全体では1,598

人の入所者が推計されており、 3 施設合計の入所定員

は2,048人のため施設入所の需要に十分対応することが

できると考えられます。また、平成16年度においては

特別養護老人ホームが30人、老人保健施設が28人、療

養型病床群等が18人の計76人と推計されます。圏域全

体の入所者が2,192人と推計され、 3 施設の入所定員が

2,322人の予定なので、需要に対応することができると

予測しています。

町では早期の特別養護老人ホーム建設を目指してい

ます。実現すれば、より利用しやすくなると考えられ

ます。

（人）

90 
80 
70 
60 

50 
40 
30 
20 

10 
゜

20,000 

2ワ

19 

18 
12 15 , 
2ワ

27 

27 

29 

28 

30 

13年度

口療養型病床群等 □ 老人保健施設 ■ 特別養護老人ホーム

介護保険の事業費の見込み

国から介護報酬等が示されていないため、今後の

制度決定状況によって変動が見込まれますが、現時

点で介護保険の事業費を推計すると次のとおりです。

60,000 
（千円／月）

50,000 

40,000 

30,000 

10,000 I 
1 ワ，089

14年度 15年度 16年度

20,361 21,462 22,026 
ー·—施設サービス総費用
＿量ー居宅サービス総費用
ー◆合計

゜ 12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

平成11年12月 10 日倫） (14) 
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4

血
液
を
流
れ
る
脂
質
に
は

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂

肪
、
リ
ン
脂
質
、
遊
離
脂
肪

酸
の
4

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

特
に
問
題
に
な
る
の
は
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
と
中
性
脂
肪
の

ニ
大
脂
質
で
す
。
こ
れ
が
血

液
中
に
増
え
す
き
る
と
、
動

脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

＊
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
一
定
量

な
ら
体
に
必
要
。
動
物
性
脂

肪
の
一
種
で
、
食
べ
物
か
ら

取
り
入
れ
る
ほ
か
、
肝
臓
で

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
中
性
脂
肪

動脈硬化はさまざまな部位で
障害を起こします

脳梗塞

心筋梗塞

＊
中
性
脂
肪
食
べ
物
か
ら

取
る
糖
質
や
脂
質
を
材
料
に

肝
臓
で
合
成
さ
れ
、
体
内
で

分
解
さ
れ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

に
な
る
ほ
か
、
適
度
に
あ
れ

ば
内
臓
を
保
護
し
て
く
れ
ま

す
。
過
剰
に
な
る
と
皮
下
や

腹
腔
内
に
蓄
積
し
て
肥
満
の

原
因
に
。

性
症

ニ
癖
塞
化

~
脈
閉
硬

部
動
脈

腹
大
動も合
成
さ
れ
ま
す
。
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
は
少
な
す
ぎ
る
と

血
管
が
弱
く
な
り
、
脳
出
血

な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

多
す
ぎ
る
と
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
な
ど
の
原
因
に
。

•胸部
大動脈瘤

腎血管性
高血圧

腎硬化症

高
脂
血
症
と
は
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
増
え
る
病
気
で
す
。
血
液

中
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
な
ど
の
脂
質
が
異
常
に
増
え
る
と
、
血
管
壁
に
付
着
し

血
液
の
流
れ
を
妨
げ
て
し
ま
う
た
め
、
や
が
て
は
動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
り
、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
に
ま
で
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
だ
、
高
脂
血
症
に
は
遺
伝
的
な
素
因
に

よ
っ
て
発
症
す
る
一
次
性
高
脂
血
症
と
、
薬
や
病
気
（
糖
尿
病
、
肝
臓
病
、
賢
臓
病
な
ど
）

等
の
要
因
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
二
次
性
高
脂
血
症
と
が
あ
り
、
高
脂
血
症
は
肥
満
な
人
ほ

ど
発
症
率
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

高
脂
血
症
は
な
P

悪
王
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
組
織
に
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
運
ぶ
と
い
う
重
要
な

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
一
定
量

は
必
要
で
す
。
肝
心
な
の
は
、

L
D
L

に
よ
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
供
給
量
が
H

D
L

（
善
玉
）
の
回
収
能
力
を
超
え
な

い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
善
玉
と
悪
王
の

バ
ラ
ン
ス
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
適
正
割
合
は
、
善
玉

1

対
悪
玉
3

\
4
。
こ
れ
を
超
え
る
と
動
脈
硬
化
が

進
み
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
血

中
に
過
剰
に
あ
っ
て
も
、
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
動
脈
硬
化
が
進

行
し
て
い
て
も
気
づ
か
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
の
で
す
。
合
併
症
が
出
て
か
ら
で

は
大
変
で
す
。
日
ご
ろ
の
検
診
で
血
中

脂
質
が
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
、
き
ち
ん

と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
町

で
は
、
5

月
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
に
合

わ
せ
て
基
本
健
康
診
査
の
中
で
血
液
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
す
す
ん
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

善
玉
と
悪
玉
の
バ
ラ
ン
ス

こ
わ
い
の
？
・

動脈硬化の危険因子

一／三

--: 三＼

ま
す
は
匿
生
活
ガ
ら

ー
カ
ロ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
を
防
ぐ

2

動
物
性
脂
肪
を
取
り
す
ぎ
な
い

調
理
に
は
、
コ
ー
ン
油
や
ベ
ニ
花
油

な
ど
の
植
物
油
を
使
い
、
ラ
ー
ド
や

バ
タ
ー
は
避
け
る
。

3

コ
し
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
は
取

り
す
ぎ
な
い

一
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
卵
と
レ
バ
ー

類
に
多
い
の
で
注
意
。

4

糖
分
を
取
り
す
ぎ
な
い

5

〈
良
物
繊
維
と
青
背
の
魚
を
積
極
的
に

取
る

6

抗
酸
化
食
品
で
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

酸
化
を
防
ぐ

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
酸
化

型
に
な
る
こ
と
に
よ
り
血
管
の
壁
に

沈
着
し
や
す
く
な
り
、
動
脈
硬
化
が

進
行
す
る
の
で
、
抗
酸
化
作
用
の
あ

る
緑
黄
色
野
菜
や
果
物
、
緑
茶
、
ゴ

マ
等
を
取
る
。

こ
ん
な
こ
と
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
＿
つ

ー
適
度
な
運
動
を
毎
日
続
け
る

速
歩
や
水
泳
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な

ど
有
酸
素
運
動
を

1

日
に
3
0
分
以

上
行
う
。

2

た
ば
こ
は
や
め
る

悪
王
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
酸
化
や

変
性
が
促
進
さ
れ
、
動
脈
硬
化
を

形
成
す
る
も
と
に
な
る
。

3

飲
酒
は
適
量
を
守
る

1

日
に
ビ
ー
ル
大
び
ん

1

本
、
日

本
酒
や
ワ
イ
ン
な
ら

2
0
0
c
c

位
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
中
性

脂
肪
の
か
な
り
高
い
人
は
禁
酒
。

4
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る

高脂血症と判断される基準値
総コレステロー）レ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．· ·220mg/dl以上

中性且旨肪・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．． •150mg/dl以上

LDL （悪玉コレステロール）．．．．．．．．．．．．．．．· • 150mg/dl以上

日DL （善玉コレステロール）．．．．．．．．．．．．．．．．· ·40mg/dl以下

LDLは検診結果に表示されないことがあリます。その場合は次の式で計算します。

LDL＝総コレステロールー HDL ー（中性脂肪X1/5)

(15) 平成11年12月 10 日僅



◇
期
日

1

月

2
3日
国

◇
会
場
ふ
る
さ
と
広
場
周
辺

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

◇
部
門
・
距
離

・
小
学
生
1
.
2

年
生

l
k
m

・
小
学
生
3
.
4

年
生

□
k
m

・
小
学
生
5
.
6

年
生

2
k
m

・
中
学
生
男
子

3
k
m

•
中
学
生
女
子

2
k
m

・
一
般
男
子
（
高
校
生
以
上
）

5
k
m

・
一
般
女
子
（
高
校
生
以
上
）

3
k
m

・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
〔
1

チ
ー

ム
5

人
（
一
般
男
女
）
〕
に
よ
る
団

第
2

回
新
春
町
民

マ
ソ
ン
大
会

フ 募

集
6

1

 

2

1

 

6

5

 

4

5

 

)_) 
4

4

 

館
侶
夕
侶

＾
い
、
J
>
育
〖
ン
t
1

•
|
体
セ

＂
＂
＂
＂
＂
会
洋

。
社
海

員
"
r

^
 

0
、

, . 
』. ●

、

ス
キ

教

室

第
2

回
新
春

水
泳
大

会

体
戦

3
k
m

・
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
）
一
般
男
女

2
k
m

・
家
族
マ
ラ
ソ
ン
（
小
学
生
と
2
0歳
以

上
の
ペ
ア
）

l
k
m

◇
申
し
込
み

1

月
9

日
⑪
ま
で
杜

会
体
育
館
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◇
日
時

1

月
9

日
⑪
午
前

9

時

◇
会
場
海
洋
セ
ン
タ
ー

◇
対
象
者
町
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
利
用
者

◇
参
加
費
無
料

◇
申
し
込
み

1
2月
1
0日
⑤
か
ら
2
6日

□
（
月
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に
海
洋

セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

、

'
0

、
>

◇
期
日

2

月
6

日
⑪
•
2
6日
田

◇
場
所
宝
台
樹
ス
キ
ー
場
（
水
上
町
）

◇
婁
集
人
員
各

8
0名

◇
対
象
者
町
内
在
住
者
（
小
学
生
以

下
に
つ
い
て
は
保
護
者
同
伴
の
こ

と
）

◇
参
加
費

1

人
3

、

0
0
0

円
（
バ

ス
代
、
保
険
料
）

◇
申
し
込
み

1
2月
1
9日
凹
午
後
1

時

3
0分
か
ら
社
会
体
育
館
で
受
け
付
け

し
ま
す
。

本町から千津井クラブ、 MSCフレンドが出場

第
2

回
明
和
町
近
県
親
善
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
且
月
1
4日
、

2
1日
の
2

日

間
、
利
根
川
総
合
運
動
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

同
大
会
は
、
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

主
催
で
近
県
市
町
と
の
親
善
交
流
を
深

め
、
健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
図
る
こ

と
が
目
的
。
県
内
東
毛
地
域
を
は
じ
め

埼
王
、
栃
木
、
茨
城
の
各
県
か
ら

1
9チ

ー
ム
約
3
6
0

人
が
参
加
し
熟
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

各
市
町
か
ら
推
せ
ん
さ
れ
た
チ
ー
ム

第
2

回
明
和
町
近
県
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

結

果

が
参
加
し
た
こ
の
大
会
に
、
本
町
か
ら

は
千
津
井
ク
ラ
ブ
、
M
S
C
フ
レ
ン
ド

の
2

チ
ー
ム
が
出
場
し
健
闘
し
ま
し

た
。
優
勝
は
大
泉
北
部
ソ
フ
ト
（
大
泉

町
）
、
準
優
勝
は
ド
ラ
ン
カ
ー
ズ
（
館

林
市
）
で
し
た
。

1

位
入
賞
者

（
敬
称
略
）

2
5
mバ
タ
フ
ラ
イ
▼
小
学
生

5
.
6

年
女
子
1
1

佐
々
木
美
穂
1
9秒
9
8
▼
小

学
生
5
.
6

年
男
子
1
1

磯
辰
彦
2
3秒
0
1

▼
一
般
男
子
6
0歳
代
1
1

笠
井
成
泰

2
1秒

4
 

, 
2
5
m背
泳
ぎ
▼
小
学
生

1
.
2

年
女

子
1
1

柏
原
美
希

2
3秒
0
7
▼
小
学
生

3
.
4

年
女
子
1
1

田
口
千
陽

2
0秒
0
4

▼
小
学
生
5
.
6

年
女
子
1
1

柏
原
裕
希

1
8秒
6
1
▼
一
般
女
子
5
0歳
代
1
1

新
井

美
津
子
3
6秒
3
5
▼
小
学
生
1
.
2

年

男
子
1
1

二
瓶
樹
3
8秒
3
3
▼
小
学
生

3
.
4

年
男
子
1
1

尾
花
悠
介

2
9秒
2
2

▼
小
学
生
5
.
6

年
男
子
1
1

磯
辰
彦
2
1

秒
3
4
▼
一
般
男
子
4
0歳
代
1
1

川
島
健

治
1
9秒
5
2

2
5
m平
泳
ぎ
▼
小
学
生

1
.
2

年
女

子
1
1

柏
原
美
希

2
4秒
3
6
▼
小
学
生

3
.
4

年
女
子
1
1

奈
良
原
弘
子
2
0秒
5
8

▼
小
学
生
5
.
6

年
女
子
1
1

佐
々
木
美

穂
2
0秒
7
0
▼
小
学
生
l
.
2

年
男

子
1
1

磯
康
彰
2
8秒
8
8
▼
小
学
生
3
.

4

年
男
子
1
1

小
林
恵
輔
2
3秒
8
4
▼
小

学
生
5
.
6

年
男
子
1
1

吉
永
敦
郎
1
9秒

9
3
▼
一
般
男
子
6
0歳
代
1
1

笠
井
成
泰

2
8秒
9
9

第
2

回
町
民

水
泳
大

会

2
5
m自
由
形
▼
小
学
生

1
.
2

年
女

子
1
1

山
形
あ
ゆ
み
2
8秒
0
1
▼
小
学
生

3
.
4

年
女
子
1
1

奈
良
原
弘
子

1
5秒
0
9

▼
小
学
生
5
.
6

年
女
子
1
1

堀
□
明
子

1
8秒
6
3
▼
一
般
女
子
5
0歳
代
1
1

新
井

美
津
子
2
7秒
2
6
▼
小
学
生
1
.
2

年

男
子
1
1

磯
康
彰
2
2秒
3
0
▼
小
学
生

3
.
4

年
男
子
1
1

小
林
恵
輔

1
8秒
9
5

▼
小
学
生
5
.
6

年
男
子
1
1

野
本
和
寛

1
4秒
4
4
▼
中
学
生
以
上

1
0歳
代
男

子
1
1

斎
藤
亮
太
1
2秒
5
4

5
0
mバ
タ
フ
ラ
イ

▼
中
学
生
以
上
1
0歳
代
男
子
1
1

細
田
健

太
3
5秒
3
4

5
0
m平
泳
ぎ

▼
中
学
生
以
上

1
0歳
代
女
子
1
1

倉
持
唯

4
2秒
9
1

▼
中
学
生
以
上

1
0歳
代
男

子
1
1

松
島
悟
4
3秒
7
0

5
0
m自
由
形

▼
小
学
生
1
.
2

年
女
子
1
1

柏
原
美
希

3
8秒
7
3
▼
小
学
生
3
.
4

年
女
子
1
1

奈
良
原
弘
子

3
3秒
3
2
▼
小
学
生
5
.

6

年
女
子
1
1

柏
原
裕
希
3
3秒
8
6
▼
中 一斉にスタートする選手たち
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優
勝
大
輪

B

準
優
勝
南
大
島

3

位
千
津
井

4

伎
田
島

第
1
2回
協
会
杯

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

第

3
2回
秋
季

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

学
生
以
上
1
0歳
代
女
子
1
1

南
雲
愛
実
4
3

秒
9
9
▼
小
学
生
1
.
2

年
男
子
1
1

磯

康
彰
5
1秒
9
6
▼
小
学
生
5
.
6

年
男

子
1
1

野
本
和
寛
3
3秒
4
5
▼
中
学
生
以

上
1
0歳
代
男
子
1
1

斎
藤
亮
太

2
9秒
7
9

▼
一
般
男
子
6
0歳
代
1
1

笠
井
成
泰

4
2
秒

ー

8
 

1
0
0
m

個
人
メ
ド
レ
ー

▼
小
学
生
5
.
6

年
女
子
1
1

柏
原
裕
希

1

分
2
7
秒4
9
▼
小
学
生
5
.
6

年
男

子
1
1

野
本
和
寛
1

分
2
9秒
9
7

1
0
0
m

バ
タ
フ
ラ
イ

▼
中
学
生
以
上
1
0歳
代
男
子
1
1

斎
藤
亮

太
1

分
1
1
秒8
0

1
0
0
m

背
泳
ぎ

▼
中
学
生
以
上
1
0歳
代
男
子
1
1

松
島
悟

1

分
3
6秒
8
2

1
0
0
m

平
泳
ぎ

▼
中
学
生
以
上
1
0歳
代
女
子
1
1

倉
持
唯

1

分
3
3秒
2
4

1
0
0
m

自
由
形

▼
中
学
生
以
上
1
0歳
代
女
子
1
1

南
雲
愛

実
1

分
5
4秒
4
9▼
中
学
生
以
上
1
0歳
代

男
子
1
1
恩
田
昌
輝
1

分
3
5秒
7
2

有
害
図
書
・
有
害
ビ
デ
オ
・

ツ
ー
ジ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
カ

ー
ド
の

自
動
販
売
機
3

な
い
運
動

①
土
地
を
貸
さ
な
い
1

②
有
害
な
自
動
販
売
機
を
置
か
せ
な

. 

し

③
有
害
図
書
等
自
動
販
売
椴
の
管
理

者
に
な
ら
な
い
1

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
よ
い
環
境

を
つ
く
る
の
は
大
人
の
責
任
で
す
。

有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機
設
置

業
者
に
、
私
た
ち
は
設
置
の
た
め
の

土
地
を
貸
さ
な
い
、
有
害
図
書
等
の

自
動
販
売
機
を
置
か
せ
な
い
、
そ
し

て
、
有
害
図
書
等
の
自
動
販
売
機
の

管
理
者
に
な
ら
な
い
運
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
難
し
い

理
論
か
ら
で
は
な
く
、
地
域
の
一
人

ひ
と
り
の
小
さ
な
心
遣
い
か
ら
実
践

◎
地
域
全
体
で
青
少
年
を
守
り
育
て

よ
う

9

・

◎
家
族
み
ん
な
で
心
の
ふ
れ
あ
い
を

深
め
よ
う
！

心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
青
少
年
に

1
2
月
1
5日因
ー
1

月
3
1日
囲

冬
の
青
少
年

健
全
育
成
運
動

青
少
年
に
悪
い
影
響
を
及
ほ
す
恐
れ
の
あ
る
有
害
図

書
・
有
害
ビ
デ
オ
・
ツ
ー
ジ
ョ
ッ
ト
ダ
イ
ヤ
ル
カ
ー
ド
な

ど
の
自
動
販
売
機
を
排
除
す
る
た
め
、
町
民
あ
げ
て
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

で
き
ま
す
。

2
1世
紀
を
担
う
青
少
年

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

有
害
図
書
等
自
動
販
売
機

排
除
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

し‘ の

,、

: 館林邑楽全地区 館林地区 千代田 ※◎ 眉• 

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科
板倉地区 明和地区 変更に耳鼻科人科の は

なにみI 
12 月 23 日

I 
堀越医院川島脳外科

場＾るごロり 胃限吟~間り' 一一8 (73) 4151 を (75) 5511 

12 月 26 日 小西医院 i I 合村クリニック 増田医院小曽根医院 わ認せりリこ＼yり竹越医院

日 ff (86) 2261 ff (70) 2221 匹 (72) 1387 を (72)7707 を (77) 2727 を (84)3137 

12 月 29 日
神尾医院慶友病院 まは四
匹（75) 1288 ft (72) 6000 のす午後 (73 2) 

12 月 30 日
大塚医院新橋病院 認ヽ 1 1 

当 匹（72) 0176 匹（75)3011 時 4

田内医院海宝病院
ま凸

12月 31 日 しでが
~• 

を (72)3855 ff (7 4) 0811 
てで 誓かす

1 月 1 日
ゆだか医院ゆだか医院

哀℃自゜ i ま番
匹（73)7308 ff (73) 7308 

1 月 2 日
真中医院小倉医院 記念病院慶友病院 館林地区と I 館林地区と
ft (72) 1630 ft (72) 0606 四 (72)3155 8 (72) 6000 同じです 同じです

てだ＜ ^ 科内
1 月 3 日 橋田クリニッグ最上医院

I 
医

匹 (72)0001 ff (7 4) 3763 
さ・

1 月 9 日 浜野病院 I 大神医院 横田（圭）医院新橋病院 井上医院館林地区と し：負
ff (88) 5678 ff (62) 2200 を (72) 0255 匹 (75)3011 ff (82) 1131 同じです

1 月 10 日 I ! 
吉日内科りリニ 1リり 川島脳外科 喜

‘` 
a (70) 7117 B (75) 5511 ノ

(17) 平成11年12月 10 日位） 事件事故 みんなを守る 1 1 0番 1 月 1 0 日は「 1 1 0番の日」です



農業所得の雇人費
控除は 1 月 1 1 日C*)までに

l 役場税務課 穴（ 84)3111 -
平成11年中に雇人費、小作料を支

払ったかた、および新しく大農具

（トラクター、コンバインなど）を

購入後申告をしていないかたは、平

成12年 1 月 11 日（灼までに役場税務課

に領収書と印鑑を持参のうえ申告し

てください。

申告しませんと、農業所得の標準

外経費として控除することができま

せんので、必ず申告をしてください。

冬空のつとい

県立東毛少年自然の家
匹0277(78)5666

◇期日 1 月 29 日 (±)~30 日（日）

1 泊 2 日

◇会場 群馬県立東毛少年自然の家

とその周辺（藪塚本町）

◇対象 小学校•特殊教育諸学校小

学部（介助者を含む）の 3~6 年生

◇募集人員 120人（先着順）

◇内容 星空観察・野外活動等

◇参加費一人 2,700円（食事代

等）
◇申し込み 1 月 10 日（月）までに電話

で参加者氏名、性別、学校名、学

年、保護者氏名、郵便番号、住所、

電話番号を東毛少年自然の家にお

知らせください。

緑 化 講 座

l一県緑化センター 穴（ 88)7188
• 1 2月のテーマ 早春を彩るコン

テナガーデン

◇日時 12 月 22 日 (7灼午前10時～正

午

◇場所 県緑化センター（邑楽町）

◇募集人員 50名（先着順）
◇参加費無料（教材費2,000 円）

◇持参するもの 割りばし、ショ

ベル、（用土入れ）、ハサミ、軍手

◇内容 コニファー類、パンジ一、

葉ボタン等の草花の寄せ植えと

季節によったオブジェ（飾り）

のあしらい方

◇申し込み 県緑化センターへ

年末年始の水道故障は
町指定の水道業者に

l 役場建設課 穴（ 84) 3111 
12月 29 日因金子水道 884-2148

12月 30 日（木） 島田設備 884-3282 

12月 31 日冷） 高田設備 884-3736 

1 月 1 日辻） 冨塚水道 884-324 7 

1 月 2 日（日） 松本水道 884-2839 

1 月 3 日（月） 石崎水道 884-4147 

1 月 9 日（日） 大川工業 873-0721 

1 月 10 日（月） 金子水道 884-2148 

1 月 16 日（日） 島田設備 884-3282 

水道管にも冬じたくをしましょう

2 0 0 0 年世界
農林業センサス

[ 役場経済課
匹（ 84)3111

農林水産省では、平成12月 2 月 1

日に「2000年世界農林業センサス」

を実施します。

農林業センサスは、我が国の農林

業の実態を明らかにする最も基本的

な調査です。

調査員がお持ちする調査票に農林

業の経営状況などを記入していただ

きますので、農林業関係の皆様がた

のご理解、ご協力をお願いします。

農林水産省・群馬県

東毛まちづくリジンポ
ジウム参加者募集

群馬県東毛地方拠点都市地域整備推
進協議会事務局 8(47)1811 

東毛地域の一体的整備を推進する

群馬県東毛地方拠点都市地域整備推

進協議会では、今後の地域づくりに

対する住民の皆様の積極的な参加を

推進するため、まちづくりシンポジ

ウムを開催します。

東毛新未来～21 世紀の地域づくりを

考える～

◇日時 2 月 5 日田午後 2 時～ 4

時30分

◇会場 東毛学習文化センター視

聴覚ホール（太田市）

◇内容 童門冬二氏（作家）基調

講演、パネルデイスカッション

iまか

◇入場料無料

◇問い合わせ 太田市企画調整課

名 47-1811 へ

やめよう犬の放し飼い！

在宅の看護婦さん
カムバック

役場保健福祉課（老人福祉センタ
ー内） a (84) 4926 

県では、看護婦不足に対処するた

めに、保健婦、助産婦、看護婦、准

看護婦の資格を持っているかたで、

現在家庭にいたり、資格を活用して

いないかたにナースバンクヘの登録

をお願いしています。

登録されますと、就職相談、再教

育講習などが無料で受けられます。

登録を希望されるかたは、町保健福

祉課へご連絡ください。

館林高等看護学院
学生募集

l 館林高等看護学院 ＾一
8 (73) 7175 

◇応募資格 ①高等学校卒業または

卒業見込みのかた ②文部大臣が

①と同等以上の学力を有すると認

めたかた

◇募集人員 40人（男女）

◇修業年限 3 年

◇試験［月日
•第 1 次 1 月 26 日因学科試験

•第 2 次 2 月 8 日（灼面接試験

◇試験会場館林高等看護学院

◇出願書類 入学願書、健康診断書、

受験票、高等学校の調査書、返信

用封筒（長 4 号封筒に住所、氏名

を明記し 80円切手を貼付）、写真

2 枚（名刺型3X4cm) 

◇受験料 8,000円（郵便為替）

◇申し込み 1 月 5 日 (7怜から 19 日泳）

までに同学院(〒 374-0043 館林

市苗木町2497-1) へ出願書類を

持参または郵送してください。

ソーラ＿ジステム

無料相談

（社）ソーラーシステム振興協会相談セ
ンター・埼玉 80120 (890) 405 

ソーラーシステムは、太陽熟用の

給湯や暖房、環境保全の点で近年ま

すます注目されています。本相談セ

ンターは、全国 10か所に展開し、最

新情戦の提供や購入計画、取り付け

の問題に至るまで、ソーラーシステ

ムの様々な疑問にお答えする通産省

の支援を受けた公的な相談窓口で

す。お気軽にご利用ください。

平成11年12月 10 日羹） (18) 



＜弓し
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情

町の無料法律相談

日時＝ 1 月 11 日（リ0
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内 容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝森尻弁護士
受付＝ 1 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ
さい。

乳幼児健診

日時＝ 1 月 13 日（木）
午後 1 時～午後 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 10年 1 月、 11年 1 月、 11
年 6 月、 9 月生

健 康 相 吾火
ロ火

日時＝ 1 月 4 日（')<) • 20 日（木）
午前 9 時30分～ 10時30分

受付
場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

1 月はお休みさせていただきます

年 金 相 号火
ロ火

日時＝ 1 月 20 日（木）
午前10時～午後 3 時受付

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 1 月 13 日（木）
午前10時～午後 4 時受付

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>町県民税[>国民健康保険税
[>国民年金保険料[>水道料金
納期限＝ 12 月 27 日旧）

工業に関する統計調盃
にご協力ください

「役場経済課 穴（ 84) 3111 
平成11年12月 31 日現在で製造業を

営む事業所を対象に「工業統計調査」

「石油等消費構造統計調査（従業員

30人以上）」が全国一斉に実施され

ます。

これらの調査結果は、国や地方公

共団体の行政の重要な基礎資料とし

て利用されるとともに、企業、大学

などの研究資料、小・中・高等学校

の教材など、広く利用されていると

ころです。

調査方法は、知事から任命された

調査員が事業所を直接訪問して、調

査票の記入をお顧いし、記入した調

査票を回収する調査員調査です。調

査内容の秘密は厳守され、統計作成

の目的以外には一切使用されません

ので、正確なご記入をお願いいたし

ます。

年賀状はあ早めに

「川俣郵便局 匹（ 84)3120
郵便局では、 12 月 15 日から年賀状

の受け付けを開始いたします。 12 月

24 日までに差し出していただかない

と元旦に配達できない場合もでてき

ます。郵便番号と住所（番地、棟番

号、室番号、何々様方まで）をはっ

きり書きましょう。

花こよみ

、
ボ
タ

'
'
 

、
一

12月の見ごろ
／＼ボタン(1 1月下旬～2月中旬）

草丈 30~40cm 

花色複色(15℃以下の低温で

着色）

パンジー（10月上旬～5月中旬）
ビオラ (1 1月上旬～6月上旬）

草丈 20cm 

花色赤•青・茶・黄・橙・

桃・紫・白・黒・複色

町営住宅
入居者募集

l 役場建設課 穴（ 84)3111
◇募集している住宅

南大島・新田団地 3 戸

◇入居申込者の資格 (1~5 のす

べてに該当する人）

1 明和町内に居住しているか、勤務

先があり、住宅に困っている人

2 住民税の滞納がない人

3 同居を予定している親族がいる人

（単身者は一定の条件があります）

4 前年中の収入が国の定める収入基

準に当てはまる人

5 県内在住の連帯保証人 1 名をつけ

られる人

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります。

※詳しくは、役場建設課ヘ

東毛歴史資料館
1 月 2 • 3 日特別開館

l 東毛歴史資料館 穴（ 52)2215 -
◇特別開館日 1 月 2 日（日）． 3 日（月）

◇開館時間午前 9 時30分～午後 4

時30分

◇内容 常設展示のほか各地の凧の

展示、昔の遊びコーナー開設など

◇入館料大人 200円、学生 100

円、児童•生徒 50円

◇休館日 毎週月曜日、祝日の翌日、

最終木曜日

年末年始は 12月 27 日田）～ 1 月 5 日

困

ただし、 1 月 2 • 3 日は特別開館

します。

ユニセフに寄附

ボーイ・ガールスカウト

町民体育祭時に募金活動を行っ

たボーイスカウト明和第 1 団（代

表・落合明祐さん）では11,589円、

また、町民体育祭および町文化祭

時に募金活動を行ったガールスカ

ウト群馬第77団（代表・砂賀敏子

さん）では29,314円の浄財をそれぞ

れ集め、（財）日本ユニセフ協会に

寄附されました。皆さんのご協力

ありがとうございました。

( 

( 

(19) 平成11年12月 10 日直） 犬との散歩・マナーを守りましょう！



江
｀
ア
小
紋
の
栖
か
t
ま
が
う
木
せ

い
の
小
花
一
夜
に
牧
り
杖
け
る
庭

石
村
艶
チ

文
化
祭
の
人
混
み
ざ
け

1

ね
ざ
を

売
る
女
は
竺
衷
原
強
胡
し
つ
つ

野
村
初
技

含
を
同
わ
ず
野
菜
作
り
に
は
げ
t

友
露
に
経
く
キ
ャ
ベ
ッ
く
れ
た
り

始
沢
良
子

外
束
語
辞
典
あ
ま
た
引
き
出
し
ざ

が
す
t
ふ
八
十
路
越
え
た
る
老
母

の
手
記
読
t
立
川
ツ
ヤ
子

幾
夜
か
を
芦
か
す
れ
了
嗚
さ
を
り

l

厨
の
い
r

ド
今
宵
は
，
嗚
か
ず

磯
川
千
秋

わ
ら
ざ
ら

波
り
た
る
麦
羨
帽
子
浚
ひ
行
く
稔

り

3

を
吠
＜
凪
の
い
た
ず
ら

野
ワ
タ
カ

す枝
脚撓［
立め
の定
上の
(:: 4l 

）ゞる

ラ柿
砂ンを
賀ス折
久tら
美りし‘
チつ r

胡
光
に
鎖
も
る
家
の
屋
根
高
く
花

よ
り
赤
さ
柿
を
彩
ド
る

篠
木

よ
ー

よ冷見しないてね
おおつきみtると

[
 

゜

『
カ
ワ
イ
イ
』
よ
り
『
キ
レ
イ
」
な

ほ
う
が
好
き
で
す
か
。

私
た
ち
F
C
M
A
D

サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
は
、
平
成
3

年
度
卒
業
の
明
和
中

サ
ッ
カ
ー
部
O
B

を
中
心
と
し
た
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
。
フ
ィ
ー
ル
ド
を
駆
け
抜

け
る
焼
き
肉
屋
が
い
た
り
、
顔
の
皮
が

よ
く
伸
び
る
靴
屋
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ

な
職
業
を
持
っ
た
個
性
豊
か
な
集
ま
り

で
す
。
チ
ー
ム
名
『
M
A
D
』
は
明
和

ア
メ
リ
カ
ン
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の

略
で
、
仲
間
の
1

人
が
考
え
ま
し
た
。

試
合
成
績
は
第
4

回
村
民
サ
ッ
カ
ー

大
会
1

回
戦
敗
退
、
第
5

回
村
民
サ
ッ

カ
ー
大
会
優
勝
、
第
1

回
町
民
サ
ッ
カ

ー
大
会
優
勝
、
第
2

回
町
民
サ
ッ
カ
ー

大
会
1

回
戦
敗
退
。

普
段
、
メ
ン
バ
ー
は
群
馬
リ
ー
グ
等
、

別
々
の
チ
ー
ム
で
活
躍
し
て
い
た
り
、

学
生
で
遠
方
に
下
宿
し
て
い
た
り
と
バ

ラ
バ
ラ
で
す
が
、
年
1

回
町
民
サ
ッ
カ

ー
大
会
の
た
め
に
集
ま
り
ま
す
。

七
夕
様
の
よ
う
な
チ
ー
ム
で
す
が
、

み
ん
な
仲
が
よ
く
、
サ
ッ
カ
ー
が
好
き

で
酒
が
好
き
。
こ
れ
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー

を
楽
し
み
、
そ
し
て
勝
利
の
美
酒
に
酔

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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町の人口と世帯

12 月 1 日現在（対前月比）

世帯数 3,396 戸(+ 7) 

人口総数 11,692 人(+ 5) 

急

1 1 月の救急車出動回薮
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男 5,887 人・女 5,805 人

<1 1 月中の動き〉

出生 4人・死亡 9人

転入 38人・転出 28人

3件

V
-
`
f
う

氏
名

み
き美
輝

み
き美
希

あ
や
な

綾
菜

か
な嘉
菜

で
一
「
）
希
（
敬
称
略
）

父
母
名
性
別
地
区
詣

女

正
樹
寿
美

女

亮
一
麻
里

女

恵
一
由
杞
子

女

恵
一
由
杞
子

｛
文
あ
く
や
み
＇
合

氏
名
年
齢
世
帯
主

岡
安
武
競

8
1
利
一

吉
永
雄
司

6
5
雄
二

竹
内
ツ
キ

9
1
弘
明

綿
引
せ
い
子

6
0

正

野
本
よ
し

7
7
孝
志

小
菅
政
男

7
4
文
夫

柿
沼
源
喜
知

8
1
マ
ッ

樽
見
千
次

7
4
哲
男

吉
永
雪
子

7
1
五
三
次

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
進
め
て
い
る
花
の
特
産

地
「
明
和
町
」
で
は
、
数
多
く
の
パ
ン
ジ
ー
の

苗
を
道
路
沿
い
な
ど
に
植
え
つ
け
ま
し
た
。
最

近
は
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
で
も
あ
り
、
花
と

緑
に
包
ま
れ
た
環
境
づ
く
り
の
輪
が
一
層
広
が

る
と
い
い
で
す
ね
。
®

シ
リ
ー
ズ
介
護
保
険
も
8

回
と
な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
数
多
い
中
、
読
み
や
す

い
紙
面
つ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
分
か
り
に
く
い
所
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
大
事
な
こ
と
で
す
。
目
を
通
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
©

現
在
の
パ
ソ
コ
ン
社
会
で
は
、
子
ど
も
が
地

域
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
確
実
に
減
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
活
動
は
、
自

分
の
目
で
見
て
実
際
に
体
験
で
き
る
活
動
。
こ

の
よ
う
な
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
貴

重
な
体
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
⑱

は
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

代
表
寺
内
修
平

大
津

大
津

砂
賀

内
村

梅矢下田千田南梅南地
江津大大

原島黒島井島島原島

（
敬
称
略
）

区
嬰鰭

~
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7
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島
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田
芝
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合

島
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計

F
C
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D
 

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
つ

斗
合
田 俣

% 

文

芸

25件

凶

※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。
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ME/WA TOWN 

青空の下、みんなで元気良くぺっだんこ！

中央・西幼稚園では恒例のもちつき会が

12 月に行われ、一足早いお正月気分を味

わいました。

今月の主な紙面

•町長、町議会議長
年頭のごあいさつ・・・・•…•・・・・・・・• •②～③ 

•町条例の横組みに伴う用語等の

統ーに関する措置条例を制定等…④～⑤

•町の現状と合後の計画……………⑥～⑦



年頭のこあいさつ

• 

( 

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
西
暦
二

0
0
0

年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
町
政
の
各
分
野
に
わ
た
り

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
本
町
の
振
興
発
展
に
微
力
な
が
ら

尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
と
心

か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
我
が

国
の
景
気
は
厳
し
い
状
況
を
な
お
脱
し

て
は
い
な
い
も
の
の
穏
や
か
な
改
善
を

続
け
て
お
り
、
政
府
に
お
い
て
も
様
々

な
景
気
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

も
あ
り
、
本
年
は
ぜ
ひ
と
も
本
格
的
な

景
気
回
復
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
国
際
化
、

情
報
化
の
進
展
を
は
じ
め
、
地
方
分
権

や
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
の
強
化

な
ど
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
も

c
 

詞和虹長

斎 藤 憲

変
わ
り
つ
つ
あ
り
、
従
来
の
シ
ス
テ
ム

全
体
の
変
革
と
新
た
な
創
造
を
迫
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
情
勢
の
中
で
本

町
は
、
幸
い
議
会
を
は
じ
め
町
民
皆
様

の
ご
支
援
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
健

全
財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
、
公
共
下
水

道
事
業
の
着
手
、
統
合
し
た
保
育
園
・

幼
稚
園
の
建
設
、
介
護
保
険
制
度
の
認

定
開
始
、
三
重
県
明
和
町
と
の
友
好
交

流
提
携
、
東
小
・
中
学
校
南
校
舎
耐
震

補
強
事
業
お
よ
び
従
来
か
ら
の
諸
事
業

な
ど
を
執
行
し
、
次
代
に
向
け
て
の
基

盤
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新
し
く
迎
え
た
平
成
十
二
年
は
、
ニ

十
一
世
紀
初
頭
を
展
望
し
て
策
定
さ
れ

た
第
四
次
総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
基

づ
き
「
未
来
を
創
造
す
る
明
和
文
化
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。本

年
新
た
に
取
り
組
む
事
業
お
よ
び

主
要
事
業
は
、
公
共
下
水
道
事
業
の
一

部
着
工
、
子
育
て
環
境
整
備
の
充
実
、

高
齢
者
の
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る

介
護
保
険
事
業
の
開
始
、
地
区
の
自
治

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
行
政
区
活
性

化
事
業
の
推
進
、
情
報
公
開
条
例
の
制

定
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
、
西

小
・
中
学
校
北
校
舎
耐
震
補
強
事
業
な

ど
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
町
道
整
備
等
の
都
市
基

盤
の
整
備
や
生
活
環
境
の
整
備
、
健

康
•
福
柾
の
向
上
、
教
育
文
化
の
向
上
、

産
業
の
振
興
、
行
政
基
盤
の
強
化
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

西
麿
一
0
0
0

年
と
い
う
千
年
紀
の

節
目
の
年
を
迎
え
、
一
層
皆
様
の
創
意

と
英
知
を
結
集
し
て
、
先
人
の
方
々
が

築
か
れ
た
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
な

が
ら
町
民
の
方
々
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
「
心
の
豊
か
さ
を
感
じ
、
誇
り
と

愛
着
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
勇
断
と
情
熱
を
も
っ
て
心
の
通
っ

た
町
政
執
行
に
当
た
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

本
年
が
私
た
ち
の
子
孫
に
誇
れ
る
地

域
杜
会
建
設
に
一
歩
を
踏
み
出
す
、
記

念
す
べ
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
町
民

の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
と
限
り
な
い

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご

繁
栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平成12年 1 月 10 日旧） (2) 



新年のこあいさつ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
二
0
0
0

年
の
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
ら
れ
謹
ん
で
御
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
中
は
議
会
に
格
別
な
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
長
引
く
不
況
で
金
融
機
関
の
破
た

ん
再
編
等
の
な
か
、
景
気
の
て
こ
入
れ

政
策
で
回
復
の
兆
し
も
い
わ
れ
て
い
る

な
か
、
雇
用
情
勢
は
依
然
厳
し
い
状
況

と
も
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
方
財
政
的
に
も
交
付
税
の
減
額
等

厳
し
さ
が
一
層
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
地
方
分
権
時
代
を
踏
ま
え
て
介
護

保
険
制
度
も
依
然
見
直
し
論
が
く
す
ぶ

っ
て
い
る
な
か
四
月
よ
り
実
施
さ
れ
、

市
町
村
合
併
を
促
進
す
る
た
め
、
市
町

村
合
併
促
進
交
付
金
を
四
十
年
ぶ
り
に

予
算
計
上
と
も
い
わ
れ
、
個
性
豊
か
で

魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
、
ま
た
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り
、
町
づ

く
り
の
期
待
も
高
ま
っ
て
く
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
町
で
は
、
三
重
県
の
明
和

町
と
姉
妹
都
市
を
結
ん
だ
こ
と
は
、
町

の
歴
史
に
一
ペ
ー
ジ
を
加
え
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

ま
た
、
町
を
象
徴
す
る
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
建
設
、
川
俣
事
件
の
記
念
碑
の
建

設
、
幼
児
教
育
の
充
実
の
た
め
四
月
開

園
に
向
け
て
保
育
園
・
幼
稚
園
の
建

設
、
下
水
道
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
新
し
い
時
代

に
向
け
て
議
会
の
使
命
を
果
た
す
べ
く

努
力
、
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。皆

様
方
の
旧
に
倍
す
る
御
支
援
、
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
御
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の

ま
す
ま
す
の
御
健
勝
、
御
多
幸
を
御
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ

っ
と
い
た
し
ま
す
。

町言主宕言讐長

原 口 昭 一

本
紙
を
も
っ
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 議

員
松
本
功

（
副
議
長
除
き
、
議
席
順
）

議
員
秋
草
利
夫

議
員
関
根
憧
市

議
員
猪
股
賢

羊
我

==-n
>

員

堀
口
武
徳

議
員
恩
田

久

羊
我

—-=-n-

員

森
尻
茂

羊
我

＝
l
-ロ

員

野
本
長
司

議
員
岡
安
敏
雄

議
員
金
子
竹
雄

副
議
長

岡
安
今
朝
雄

明
和
町
議
会

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

迎

春

(3) 平成12年 1 月 10 日旧）
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第 4 回町議会定例会は、 12 月 10 日から 13 日までの会期

4 日間で開かれ、町条例の横組みに伴う用語等の統ーに関

する措置条例の制定や町職員の給与に関する条例の一部改

正、本年度の一般会計補正予算など11 案件（町長提出）に

ついて審議が行われた結果、いずれも原案どあり可決承認

されましだ。その王な内容をあ知らせします。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
勤
務
実
績

職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員

の
給
与
改
定
（
改
定
率
0

・
ニ
八
％
）

に
伴
う
条
例
改
正
で
、
主
な
内
容
は
一

般
職
員
の
給
与
お
よ
び
諸
手
当
の
改
定

で
す
。
ま
た
、
民
間
の
賃
金
の
動
向
か

ら
特
別
給
で
あ
る
期
末
手
当
を

0
•
三

月
分
減
額
し
、
民
間
と
の
均
衡
を
図
り

ま
し
た
。

[
平
成
十
一
年
四
月
一
日
適
用
（
一

部
除
<
)
]
こ
れ
に
よ
り
改
正
後
の
初

任
給
（
一
般
行
政
職
）
は
、
高
校
卒
…

一
四
万
六
、
五
0
0
円
、
短
大
卒
…
一

五
万
七
、
七

0
0

円
、
大
学
卒
…
一
七

万
二
0
0
円
と
な
り
ま
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

統

一
に
関
す
る
措
置
条
例
を
制
定

町
条
例
の
横
組
み
に
伴
う
用
語
等
の

第
四
回
町
議
会
定
例
会

が
あ
る
者
に
在
職
期
間
等
に
応
じ
て
支

給
で
き
る
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町
議
会
議

員
に
対
す
る
期
末
手
当
支
給
率
を
一
般

職
員
と
同
様
に
0
•

三
月
分
減
額
し
ま

し
た
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
町
長
、
助

役
、
収
入
役
の
期
末
手
当
支
給
率
を
一

般
職
員
と
同
様
に
0
•

三
月
分
減
額
し

ま
し
た
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
教
育
長
の

期
末
手
当
支
給
率
を
一
般
職
員
と
同
様

に
0
•

三
月
分
減
額
し
ま
し
た
。

現
在
、
例
規
集
の
改
版
作
業
を
実
施

町
条
例
の
横
組
み
に
伴
う

用
語
等
の
統
一
に
関
す
る

措
謳
条
例
制
定

教
育
長
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

町
長
、
助
役
、
収
入
役
等

の
諸
給
与
条
例
の
一
部
改
正

議
会
議
員
に
対
す
る
期
末

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

地
方
公
務
員
法
の
適
用
条
項
が
変
更

と
な
っ
た
等
の
字
句
の
改
正
で
、
他
の

公
共
団
体
の
在
職
中
に
犯
し
た
懲
戒
事

由
に
つ
い
て
も
退
職
後
、
当
該
職
員
と

し
て
採
用
さ
れ
た
場
合
は
、
採
用
し
た

団
体
に
て
処
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

等
の
改
正
を
し
ま
し
た
。

伝
染
病
予
防
法
の
廃
止
お
よ
び
児
童

福
祉
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
「
伝

染
病
」
を
「
感
染
症
」
に
、
「
保
母
」

を
「
保
育
士
」
に
改
正
し
ま
し
た
。

職
員
の
懲
戒
の
手
続
き

及
び
効
果
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

ｷ
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着々と工事が進む明和保育園舎 明和幼稚園舎

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
、
三
六
一
万
一
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
五
一
億
三
、
六
七
八
万
五

千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
、
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
等
、
人

事
異
動
に
伴
う
増
減
、
介
護
保
険
関
係

事
業
費
、
身
体
障
害
者
援
護
施
設
保
護

措
置
委
託
料
、
児
童
手
当
、
西
小
・
中

学
校
北
校
舎
耐
震
補
強
設
計
業
務
委
託

料
、
い
き
い
き
子
育
て
支
援
事
業
の
追

加
な
ど
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は

補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
地
万
交
付
税
二
、
九
九
七
万
八
千

円
減
（
一
億
八
、
七
九
五
万
五
千
円
）

◇
分
担
金
及
び
負
担
金
三
三
万
円

（
四
、
六
四
一
万
六
千
円
）

◇
国
庫
支
出
金
一
、
二
三

0
万
九
千

円
（
二
億
八
、
一
六
九
万
五
千
円
）

◇
漂
支
出
金
三
七
一
万
二
千
円

（
二
億
二
、
八
五
0
万
六
千
円
）

◇
諸
収
入
一
万
六
千
円

（
二
億
五
、
三
九
一
万
三
千
円
）

歳
出

◇
議
会
費
三

0
九
万
円
減

（
七
、
七
三
八
万
七
千
円
）

◇
総
務
費
二
、
六
八
七
万
六
千
円
減

（
五
億
一
、
六
六
八
万
七
千
円
）

◇
民
生
費
二
、
二
六
一
万
七
千
円

（
一
四
億
六
、
五
三
四
万
一
千
円
）

◇
衛
生
費
二
0
七
万
八
千
円
減

（
三
億
五
、
六
二
三
万
六
千
円
）

◇
農
林
水
産
業
費
三
一
四
万
六
千
円

平
成
十
一
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
四
万
五
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
二
億
八
四
万
二
千
円
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与

改
定
、
不
用
に
な
っ
た
物
件
補
償
費
の

減
額
等
に
伴
う
補
正
で
す
。
（
）
は

補
正
後
の
総
額

歳
入

◇
繰
入
金
四
万
五
千
円
減

（
二
、
ニ
ニ
四
万
円
）

歳
出

◇
下
水
道
費
四
万
五
千
円
減

（
二
億
八
四
万
一
千
円
）

既
定
の
予
算
総
額
か
ら
収
益
的
支
出

八
万
七
千
円
を
減
額
し
、
二
億
四
、
九

五
五
万
三
千
円
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
に
伴

う
補
正
で
す
。
（
）
は
補
正
後
の
総
額

支
出

◇
水
道
事
業
費
用
八
万
七
千
円
減

（
二
億
四
、
九
五
五
万
三
千
円
）

水
道
事
業
会
計

補
正
予
算

下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算

（
三
億
八
八
万
二
千
円
）

◇
商
工
費
―
二
万
五
千
円
減

（
二
、
八
七
五
万
七
千
円
）

◇
土
木
費
八
一
万
九
千
円
減

（
六
億
三
、
六
三
九
万
九
千
円
）

◇
教
育
費
六
三
八
万
六
千
円
減

（
―
一
億
三
、
三
六
四
万
二
千
円
）

館
林
警
察
署
管
内
の
平
成
1
1
年
度

非
行
防
止
の
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
本
町
か
ら
は
次
の
か
た

が
た
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称

略
） 非

行
防
止
の
標
語
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

山
田
正
樹
さ
ん

大
野
雄
吉
さ
ん

今
成
明
さ
ん

大 野さん 山 田さん

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

永
年
に
わ
た
る
農
林
水
産
統
計
ヘ

の
協
力
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
ほ
ど
山

田
正
樹
さ
ん
（
矢
島
）
、
大
野
雄
吉

さ
ん
（
矢
島
）
、
今
成
明
さ
ん

（
南
大
島
）
に
、
農
林
水
産
大
臣
か

ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
3

人
は
、
農
業
経
営

統
計
調
査
農
家
と
し
て
ご
尽
力
さ

れ
、
こ
の
た
び
の
栄
え
あ
る
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

標
語
の
部

準
特
選
本
澤
美
幸
（
中

1
)

ポ
ス
タ
ー
の
部

特
選
清
水
美
里
（
中

3
)

準
特
選
田
村
若
菜
（
中

3
)

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

今 成さん

(5) 平成12年 1 月 10 日旧）



寿
学
級
. 

町
長
と
ヒ
ザ

講話をする斎藤EBJ長

町
の
現
状

昭
和
3
0
年3
月
1

日
に
明
和
村
が
誕

生
し
、
昨
年
1
0
月
1

日
に
は
町
制
を
施

行
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
で
は
、

誕
生
当
時
の
約

3

、

0
0
0

万
円
か
ら

現
在
は
5
1
億
円
と1
7
0

倍
ほ
ど
に
な

り
、
大
き
く
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
財

政
的
な
面
で
は
、
数
日
前
の
新
聞
に
よ

る
と
、
本
町
は
、
財
政
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
が
県
内
で
最
も
低

く
、
健
全
財
政
を
堅
持
し
て
い
る
こ
と

が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
運
営
も
企
業
と
同
じ
考
え
で
信

念
を
持
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
業
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
の

議
決
を
得
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
議
論
し
な
が
ら
色
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

明
和
工
業
団
地
造
成
に
よ
り
、
計
画

時
に
約
5
0
万
円
の
税
収
が
、
昨
年
は1

講

地
域
の
行
政
を
理
解
し
よ
う
と
、
町
の
ト
ッ
プ
を
招
い
て
、
寿
学
級
・
女
性
ふ
れ
あ
い
セ

ミ
ナ
I

〈-
0同
学
習
会
「
町
長
と
語
る
」
が
1
1月
2
5日
、
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

講
師
の
斎
藤
町
長
か
ら
、
町
の
現
状
や
合
後
の
計
画
な
と
に
つ
い
て
の
講
話
が
行
わ
れ
ま

し
だ
。
ま
だ
、
質
疑
応
答
で
は
、
町
長
と
ヒ
ザ
を
交
え
て
の
懇
談
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

5
6

人
の
参
加
者
は
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
だ
。
そ
こ
で
、
講
話

と
質
疑
応
答
の
要
旨
を
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

話

女
性
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
合
同
学
習
会

を
交
え
て
懇
談

社
で
約
1
4
億
円
の
税
収
が
あ
り
、
財
政

の
面
で
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
図

書
館
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
約
4

万
8

千
冊
の
蔵
書
が
あ
り
、
利
用
者
が

2
0
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
B
&
G

海
洋

セ
ン
タ
ー
も
評
判
が
よ
く
、
毎
年
8

万

人
以
上
の
利
用
が
あ
り
、
全
国
で
2

番

か
ら
3

番
目
の
利
用
率
を
誇
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
の
町
制
施
行
に
合
わ

せ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
家
庭
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ

振
興
都
市
宣
言
を
し
、
色
々
な
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
7

年
に

策
定
さ
れ
た
第
四
次
総
合
計
画
に
基
づ

き

9

年
に
完
成
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
に
努
め

て
お
り
、
順
調
に
運
営
し
て
い
ま
す
。

水
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
地
盤
沈
下
対

策
の
た
め
南
大
島
浄
水
場
を
平
成
9

年

に
確
保
し
、
地
下
水
の
取
水
を
少
な
く

し
て
、
県
の
東
部
広
域
水
道
か
ら
供
給

を
受
け
た
利
根
川
表
流
水
も
併
せ
て
給

水
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
で
も
地

下
水
の
取
水
を
減
ら
し
、
工
業
用
水
を

利
用
す
る
よ
う
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
邑
楽
用
水
の
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
、
約
7
8
億
円
を
投
資
し
て
、
町

内
全
域
が
平
成
1
2
年
度
で
完
了
す
る
予

定
で
す
。
今
年
で
3

回
目
の
中
学
生
海

外
派
遣
事
業
で
は
、
団
長
と
し
て
行
き
、

平
成
1
2
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学

校
か
ら
1
0
人
を
本
町
に
招
く
予
定
で

す
。
す
で
に
派
遣
さ
れ
た
か
た
が
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

町
を
挙
げ
て
気
持
ち
よ
く
迎
え
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

合
後
の
事
業
計
画

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
1
1

月
1

日
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
平
成

1
1
年
度
中
に
設
計
に
着
手
し
、
1
2
年
度

き
ょ

か
ら
一
部
幹
線
管
渠
の
工
事
に
着
工
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
1
3
年
度
に
は
終

末
処
理
場
の
建
設
を
始
め
る
計
画
で

す
。
管
渠
整
備
は
、
新
里
、
中
谷
地
区

の
一
部
か
ら
着
手
し
て
い
き
、
1
6
年
に

は
一
部
供
用
開
始
に
な
る
予
定
で
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
国
の
ゴ

ー
ル
ド
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
県
が
策
定

し
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
新
整
備
計

画
案
に
よ
り
、
国
・
県
の
補
助
を
受
け

な
が
ら
整
備
で
き
る
も
の
で
す
。
1
3
年

度
に
は
、
本
町
に
割
り
当
て
ら
れ
る
予

定
で
す
の
で
、
建
設
希
望
者
に
話
し
て

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

生
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
日
量
認
k
g
の
機
種
を
あ
っ
せ
ん
し

て
い
ま
す
が
、
将
来
は
も
う
少
し
大
き

い
機
種
の
助
成
を
し
た
ら
ど
う
か
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て

は
、
1
2
年
度
に
西
小
・
中
学
校
の
北
校

舎
の
工
事
を
行
う
計
画
で
、
本
町
の
耐

震
補
強
工
事
は
県
内
で
も
一
番
進
ん
で

い
ま
す
。

昭
和
3
1
年
に
建
設
さ
れ
た
役
場
の
庁

舎
は
、
災
害
時
に
防
災
対
策
本
部
に
な

る
も
の
で
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
補
強

で
き
な
い
の
で
建
て
替
え
た
方
が
い
い

の
で
は
な
い
か
と
、
県
の
審
査
会
か
ら

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
行
政
に

深
く
か
か
わ
っ
た
方
な
ど
で
検
討
会
を

開
き
議
論
し
な
が
ら
、
町
長
に
答
申
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成12年 1 月 10 日(j=j) (6) 



新
里
・
中
谷
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
町
の
ま
ち
づ
く
り

A
 

委
員
会
で
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

町
で
は
、
平
成
1
2
年
度
か
ら
2

年
間
の

限
定
で
行
政
交
付
金
制
度
を
設
け
、
公

共
的
事
業
を
対
象
に
各
地
区
の
人
口

割
、
世
帯
割
、
面
積
割
な
ど
に
応
じ
て

交
付
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

行
政
区
の
中
で
議
論
し
て
も
ら
い
、
遊

具
が
設
置
で
き
る
く
ら
い
は
支
給
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
の
件
は
、
青
少
年
育
成
補
導

推
進
員
の
協
力
も
い
た
だ
き
指
導
し
て

い
ま
す
が
、
家
庭
か
ら
直
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
威
言
察
官
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
も
依
頼
し
ま
し
た
。

2

年
間
の
限
定
で
行
政

交
付
金
制
度
を
設
け
ま
す

質
疑
・
応

答

中
谷
、
梅
原
地
区
中
間
地

点
に
親
子
で
休
め
る
施
設

を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

中
谷
地
区
お
よ
び
梅
原
地
区
中
間

地
点
に
遊
具
が
あ
り
親
子
で
休
め

Q
 

る
公
園
な
ど
の
施
設
の
設
置
を
希
望
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
最
近
午
後

6

時
ご

ろ
川
俣
駅
前
の
ス
ー
パ
ー
の
付
近
に
高

校
生
数
人
が
集
ま
り
、
タ
バ
コ
を
吸
っ

て
い
る
姿
が
且
に
留
ま
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
一
考
を
要
望
い
た
し
ま

す
。

平
成
1
年
度
は
1
5
8
人

入
園
し
て
い
ま
す

年
々
少
子
化
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
町
の
保
育
所
に
行
っ
て
い
る

Q
 

園
児
は
何
人
で
す
か
。
ま
た
、
町
以
外

の
保
育
所
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も
も
い

ま
す
か
。
平
成
1
2
年
度
の
状
況
も
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
3

園
ず
つ
あ
る
幼
稚
園

と
保
育
園
を
各

1

園
に
統
廃
合

A
 

し
、
運
営
の
合
理
化
や
保
育
内
容
の
充

実
を
図
る
計
画
で
、
平
成
1
2
年
4

月
の

開
園
に
向
け
て
幼
稚
園
と
保
育
園
を
建

設
中
で
す
。
両
園
を
合
築
で
整
備
す
る

の
は
全
国
で
も
初
め
て
の
よ
う
で
す
。

平
成
1
1年
の
保
育
園
入
園
者
は
1
5

8

人
で
す
。
1
2
年
の
申
込
状
況
は
、
保

育
園
が
1
0
6

人
、
幼
稚
園
が
1
6
0

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
以
外

の
保
育
園
に
も
入
園
し
て
い
る
か
た
が

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
の
保
育
園
に
は

園
児
が
何
人
い
ま
す
か

, 

` 質問をする

泉田公一郎さん

町
は
ど
ん
な
子
育
て
支
援
策
を
行

っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
小
学
生

Q
 

低
学
年
を
持
つ
母
親
が
安
心
し
て
預
け

ら
れ
る
学
童
保
育
の
計
画
は
あ
り
ま
す

X

0

 

ヵ就
学
前
の
乳
幼
児
医
療
費

の
無
料
化
等
を
行
っ
て
い

ま
す

現
在
、
就
学
前
の
乳
幼
児
医
療
費

の
無
料
化
や
第
3

子
に
出
産
祝
金

A
 

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
1
2

年
4

月
に
開
園
す
る
保
育
園
に
子
育
て

支
援
室
を
1

室
設
け
ま
す
。
さ
ら
に
、

学
童
保
育
は
東
保
育
園
跡
地
や
西
保
育

園
ま
た
は
西
幼
稚
園
跡
地
を
利
用
し

て
、
1
2
年4
月
か
ら
計
画
し
て
い
ま
す
。

川
俣
事
件
記
念
碑
建
立
募
金
に
つ

い
て
賛
成
し
て
い
る
か
た
が
「
全

Q
 

募
金
目
標
に
達
し
な
い
場

合
は
町
で
予
算
を
と
っ
て

く
だ
さ
い

" 
質問をする

篠木静江さん

町
で
は
と
ん
な
子
育
て

支
援
策
を
行
っ
て
い
ま
す

か

A
 日
本
の
公
害
史
の
原
点
と
言
わ
れ

る
「
川
俣
事
件
」
発
生
か
ら
平
成

議
会
の
同
意
を
得
て

2
0
0

万
円
の
補
助
金
を

出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
だ

g
 

質問をする

江森政美さん

部
の
寄
附
者
の
名
前
を
碑
に
刻
ま
な
い

こ
と
」
を
条
件
に
あ
げ
る
な
ど
、
募
金

の
難
し
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。

募
金
目
標
額
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は

町
の
予
算
を
組
ん
で
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

一熱心に聴き入る参加者

1
2
年2
月
1
3
日
で
1
0
0

年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
そ
の
記
念
碑
を
建
て
る
た

め
、
町
民
の
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

9
8人
の
会
員
が
中
心
に
な
り
、
1

万
円

以
上
ご
協
力
い
た
だ
い
た
か
た
は
碑
に

氏
名
を
刻
む
こ
と
で
募
金
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
募
金
者

8
0
7

人
の
内
4
3
3

人
が
1

万
円
以
上
で
合

計
8
8
1

万
1

千
円
の
募
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
の
総
会
で
町
か
ら
補
助

金
を
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
あ

り
、
議
会
の
同
意
を
得
て
2
0
0

万
円

を
補
助
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
川
俣
地
内
の
土
地
を
借
り
、
記
念

碑
の
建
立
に
向
け
て
進
め
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

(7) 平成12年 1 月 10 日（月）



町
お

か

知
-
°
ら

の
せ

町
で
は
1
2
年
度
か
ら
学
童
保
育
を
実
施

し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
か
た
は
保
健
福
祉

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

学
童
保
育
と
は
、
保
護
者
の
就
労
・
入

小
学
1

年
生
か
ら
3

年
生
を
対
象

保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
9
2
6

ン
タ
ー
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学

童
保
育
の
児

童
を
募
集

購
入
費
用
の

1
/
2
以
内
で
2

万
円
を
上
限

町
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
者
に
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
一
家
に

1

台
設
置
し
て
い
た
だ
き
、

生
ご
み
の
自
家
処
理
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

助
成
金
交
付
申
請
の
手
続
き

◇
助
成
金
額

購
入
費
用
の
1
/
2以
内
で
2

万
円
を
上

限
と
し
ま
す
。

◇
申
請
場
所

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

◇
必
要
な
も
の

印
鑑
、
口
座
番
号
（
申
請
者
の
も
の
に

限
る
）
、
領
収
書
（
商
品
名
が
明
記
さ

れ
て
い
る
も
の
）

◇
申
請
期
限

購
入
し
た
年
度
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ

ヽ
4
0

し

◇
そ
の
他

一
般
家
庭
で
使
用
す
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

電
気
を
利
用
し
て
、
微
生
物
に
よ
る
発

酵
分
解
を
早
め
、
生
ご
み
を
有
機
肥
料
に

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
も
の
で
す
。

院
等
に
よ
り
昼
間
保
護
者
の
い
な
い
家
庭

の
放
課
後
、
児
童
（
小
学
1

年
生
か
ら
3

年
生
）
を
対
象
に
保
育
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
6
8
6

◎
生
こ
み
処
理
機
と
は

＼～ニョ·s --
生ごみ処理機

ホールチップ

◎
生
ご
み
処
理
機
（
ゴ
ミ
ナ
イ
ス
）
交
換

用
ホ
ー
ル
チ
ッ
プ
に
つ
い
て

地
区
内
回
覧
に
よ
り
、
一
括
購
入
希
望

の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
「
ゴ
ミ
ナ

イ
ス
」
は
、
ご
み
の
量
に
よ
り
3
1
8
か

月
に
1

度
ホ
ー
ル
チ
ッ
プ
を
交
換
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
必
要
な
か
た
は
環
境
課

で
販
売

(
1袋
l

、

3
0
0

円
）
し
て
い

ま
す
の
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
者
に
助
成
金
交
付

農
業
委
員
会
（
役
場
経
済
課
内
）

内
線
3
5
1

◇
農
地
は
残
土
の
処
分
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん田

・
畑
な
ど
へ
の
建
設
残
土
等
に
よ

る
埋
め
立
て
に
よ
り
、
多
く
の
問
題
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
隣
地
等

の
冠
水
、
道
水
路
の
破
損
、
用
排
水
の

不
良
、
さ
ら
に
は
汚
染
物
質
等
の
混
入

の
恐
れ
も
あ
り
、
農
作
物
、
生
活
環
境

に
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

◇
埋
め
立
て
を
行
う
に
は
農
地
法
の
許

可
等
が
必
要
で
す

無
許
可
の
埋
め
立
て
は
、
地
権
者
に

も
責
任
が
あ
り
、
現
状
回
復
命
令
な
ど

の
法
的
措
置
も
と
ら
れ
ま
す
か
ら
安
易

な
埋
め
立
て
は
、
絶
対
に
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

農
家
の
皆
さ
ん
農
地
の

「
埋
め
立
て
」
は
慎
重
に

建
設
課

冬
期
間
の
水
道
故
障
は

町
指
定
の
水
道
業
者
に

1

月
2
3
日
⑪
高
田
設
備
C
8
4ー
3
7
3
6

1

月
3
0
日
⑪
冨
塚
水
道
C
8
4ー
3
2
4
7

2

月
6

日
⑪
松
本
水
道

C
8
4
|
2
8
3
9

2

月

1
1日
⑤
石
崎
水
道

C
8
4
_
4
1
4
7

2

月

1
3日
⑪
大
川
工
業
C
7
3
|
0
7
2
1

2

月
2
0
日
⑪
金
子
水
道
C
8
4
|
2
1
4
8

2

月
2
7
日
⑪
島
田
設
備
C
8
4
|
3
2
8
2

水
道
管
の
庚
結
防
止
は
万
全
で
す
か

内
線
3
5
7

平成12年 1 月 10 日旧） (8) 
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町
で
は
、
本
年
度
に
大
気
中
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
調
査
を

2

回

(
8月
・

2

月
）

行
い
ま
す
が
、
ま
ず
第
1

回
目
の
調
査
結

果
が
出
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
町
内
東
部
（
上
江
黒
地

内
）
•
西
部
（
大
佐
貫
地
内
）
各1
地
点
を

選
定
し
、
民
間
の
分
析
機
関
に
委
託
し
て

環
境
庁
が
定
め
た
有
害
大
気
汚
染
物
質
測

定
方
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
2
4
時
間

大
気
の
採
取
を
行
い
調
査
を
実
施
し
ま
し

こ
。t
 なお

、
環
境
庁
が
指
針
値
と
し
て
い
る

数
値
は
年
平
均
と
し
て
い
る
た
め
、
次
回

調
査
結
果
が
出
ま
し
た
ら
、
ま
た
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
に
、
社

会
保
険
庁
か
ら
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
」
が
、
1

月
末
日
ま
で
に
送
ら
れ
て

き
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
昨
年
の

1

月
か
ら

1
2月
ま

で
の
1

年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
、
源

泉
徴
収
さ
れ
た
税
額
、
控
除
の
内
容
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
の
ほ
か
に
収
入

が
あ
り
確
定
申
告
す
る
か
た
は
、
申
告
の

と
き
に
こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

交
付
さ
れ
ま
す

も
し
、

1

月
末
日
ま
で
に
届
か
な
か
っ

た
り
、
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
住

所
地
を
管
轄
す
る
太
田
社
会
保
険
事
務
所

で
再
発
行
で
き
ま
す
の
で
、
年
金
証
書
と

印
鑑
を
持
参
の
う
え
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
は
税

金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
源
泉
徴
収
票

は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

◇
問
い
合
わ
せ

太
田
社
会
保
険
事
務
所

住
民
課

内
線
3
3
7

（
太
田
市
小
舞
木
町2
6
2

番
地

C
4
9
_
3
7
1
1
 

確
定
申
告
を
す
る
人
は
必
要
に
な
り
ま
す

鱈
闘
五
源
泉
徴
収
票
が

採取日 8月 25 日～26 日

採取地点 上江黒地内 大佐貫地内

全毒性等量
(pg—丁EO/mり

環境庁の大気
環境濃度指針
値
(pg-TEQ/mり

0 ．ワ 1 0.50 

0.8 

環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

C
閥
4
6
8
6

環
境
庁
の
指
針
値
を
ク
リ
ア
ー

大
気
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査
結
果

上江黒地内での測定
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ま ち の ゎ だし 1
珊境に関心持ってね

環境シンポジウム

戸――- ^— 

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
図
3
1
1
1

童きィ 川て開イ
かて l 今島い催夕東
らのゼま教るし l 小
は感ルで諭人ま 3 学
一想車のののし人校
生な等学司工たをで
活どの習会夫゜週は
排を排ででな町ぇ 12

-----•一水代気利進どのて月--ー- !'に表ガ根めを環 ‘l
よ児ス川ら知境子日
り童に‘れりをど‘

元川 4 よ谷ま‘考も 5
の人る田し環ぇ環年
水が大川た境、境生

ならひ境あ長境の がいいなとり、冑胃喜~j~ 0 塁］ t覧
ど取とにりか課小県述←っいきまれ発汚道 にょポを
とりり関ーら落野環べなぱ゜洗して表れ水 努ぃジ対
語組が心今そ合光境らどい木剤たいをなの め町ウ象
りん身を日れ係枝ァれ数あをは°るしど水 るづムに
まで近持をぞ長さドま多る植あ食こまを質 のくを‘
[ ；ミなつ契れ‘んバ［ ＜町えま器とし調検 がり体コ
℃ 5 こて機提岩やイ。のにてりをがた査査 目を育メ
ぃと一に言崎町ザ 意し緑使洗分゜しゃ 的、進館ン
←か人環が校環 l 見たのわうか児てデ て、めでテ

明和東ヽJヽ子ども日均シンポジ
―”會ー 9 9 

I I 

環境について提言する小野さん（左から3番目）

売上金は在宅福祉資金に
第18回福祉バザー

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催

の
第
1
8
回
福
祉
バ
ザ
ー
が
1
1月
2
3日
、

中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、
多
く
の
町
民

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
い

た
、
衣
類
・
手
芸
品
・
日
用
品
・
野

菜
・
食
品
な
ど
約
2

、

6
6
3

点
が
市
価

よ
り
安
い
値
段
で
販
売
さ
れ
、
会
場
は

大
盛
況
で
し
た
。

売
上
金
は
、
6
5
万
6

、

5
5
0

円
で
全

額
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
、

在
宅
福
祉
資
金
と
し
て
、
介
護
用
ベ
ッ

ト
、
車
い
す
、
一
人
暮
ら
し
老
人
の
給

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

多くの町民でにぎわった福祉バザー

艶のある歌声に感動
辛島美登里クリスマスコンサート

” ぅー一⑧

゜ 辛島

陶演を待ちわびる人たち

町
教
育
委
員
会
主
催
の
辛
島
美
登
里

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
が
1
2
月
3

日
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
開
催
さ
れ
、

多
く
の
フ
ァ
ン
が
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ

ス
気
分
を
味
わ
い
ま
し
た
。

デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
高
い
音
楽
性
と
安
定

感
の
あ
る
ヴ
ォ
ー
カ
ル
カ
に
幅
広
い
支

持
を
得
て
い
る
辛
島
さ
ん
は
、
代
表
曲

の
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
イ
ヴ
」
や
「
愛
す

る
こ
と
」
「
あ
な
た
の
愛
に
な
り
た
い
」

な
ど
1
5
曲
を
熱
唱
。
ト
ー
ク
を
交
え
た

歌
声
に
、
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
盛

ん
に
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
に
訪
れ
た
か
た
は
「
艶
の
あ
る
す

て
き
な
歌
声
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

平成12年 1 月 10 日閲 (10) 



交通安全を呼びかけ
川俣駅前チラシ配り

お元気でよいお年を
在宅者歳末慰問

慰商品などを贈る斎藤町長

町
で
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や

寝
た
き
り
高
齢
者
、
重
度
心
身
障
害
者
、

特
定
疾
患
患
者
な
ど
を
対
象
に
1
2
月
8

日
、
在
宅
者
歳
末
慰
問
を
行
い
ま
し
た
。

斎
藤
町
長
、
江
原
助
役
を
は
じ
め
関

係
職
員
が
東
・
中
・
西
部
の
3

班
に
分

か
れ
て
2
6
5

人
の
家
庭
を
訪
問
し
、

慰
問
品
や
見
舞
金
な
ど
を
贈
り
激
励
し

ま
し
た
。

町
長
か
ら
「
お
元
気
で
よ
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
ら
れ

た
お
年
寄
り
は
「
一
人
暮
ら
し
を
し
て

い
る
と
、
励
ま
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

は
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

町
で
は
、
冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
初

日
の
1
2
月
1
1
日
、
斎
藤
町
長
・
橋
本
交
通

安
全
協
議
会
長
・
郷
駐
在
所
長
ら
1
1
人
が

布

川
俣
駅
改
札
口
前
で
、
駅
利
用
者
な
ど
約

9
0
人
に
県
内
共
通
の
チ
ラ
シ
と
反
射
材
の

口
万
配
り
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
―
-
r
-
[

こ
れ
は
、
1
2
月
1
1
日
か
ら
3
1
日
ま
で
行Iー
ー

·
-
.
/
P

タ
ー
、
i
ー
反

わ
れ
た
冬
の
県
民
交
通
安
全
運
動
の
一
環
｀
｀
i
可
叫

5寸
山
§
と

ロ
t
a
n□°

□
□
□
]
"
-
»
-
[

ロ
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い
：
口□
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戦
と
称
i
彗
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川俣事件を後世に
記念碑建立工事地鎮祭

い記町で 後化慇川 1 て予祭で
く念か‘碑世さ止俣〇川工定をは川
こ碑ら皆のにせさ事〇俣事地川 12 俣
と除の様高伝なれ件周事ので俣月事
に幕補かさえぃ‘記年件安行地 26 件
な式助らはるた足念を発全い内日記
りに金のムもら尾碑週生を‘邑‘念
ま向をご量のiー鉱をえか祈関楽記碑
しけ充協をで尼毒建るらり係用念を
どてて力含［入問てに本ま者水碑建
ェ、にめ 籍題るあ年し 17 路建て
事 2 よ約 を定町た 2 ぢ人沿止る
を月る 2 建恣民り、月 がいエ町
進 13 募· _,__逗の 13 出の事民め日金 6 tに会覧日 席建地の
てのや信 、風が、で •し立鎮会

言一＼r 万戸、｀

こ：：~：オこ二郎呈

寄せ植えづくりを楽しむ
40人の寿学級生

講師の指導を受ける寿学級生

町
教
育
委
員
会
の
寿
学
級
の
講
座
が

1
2
月
1
7
日
、
お
正
月
用
寄
せ
植
え
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
お
正
月
用
に
植
木
鉢

で
寄
せ
植
え
づ
く
り
を
し
て
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。

4
0
人
の
学
級
生
は
、
講
師
か
ら
寄
せ

植
え
苗
木
等
の
植
え
方
や
管
理
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
後
、
心
木
を
梅
に
し
て
、

松
、
笹
、
南
天
、
寒
菊
、
苔
を
鉢
に
植

え
込
み
、
化
粧
砂
を
敷
い
て
見
事
な
寄

せ
植
え
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
自
分
な
り
に
満
足
し
た

作
品
が
で
き
、
よ
い
お
正
月
が
迎
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

(11) 平成12年 1 月 10 日（月）



シリーズ分護保険⑨

介護保険制度が始まります！

三汀亨
――-----」

i -- --i-』

戸コJヨデ'­
う「旦FJ

' 

ご忘:/ -l l — 
ゴむ｀ 言

平成12年 4 月からスタートする介護保険では、サービスを利用するために申請して要介護認定を

受けることが必要です。介護を必要とするかだで申請が済んでいないガたは申請をしてください。

ー·一 I 一 I 一 I 一 I 一 I —·—·一 I —·一ヽ一 I --·一ヽー·一 I —·—·一 I —·一 I 一 I —·―‘i 女申請窓口 役場保健福祉誰 884-4926 （老人福祉セン勺ー内） l 
l 女必菩なもの 申請書（保健福祉言展にあります）
l 医原保険被保険者証 (40~64歳までのかだの場台） l 

主治医（かかりつけ医）の巴名 l 
\‘ー I 一 I 一 I 一 I 一 I 一 I 一 I 一 I 一 I 一 I —·一 I 一 I 一 I 一 I 一 I —·一 I 一 I 一 I 一 I —·一 I 一 I..,;

◇本人が申請に来られないときは

家族や代理人に申請を依頼することができます。同居

の家族以外に申請を代理してもらう場合は委任状を添付

してください。

また、居宅介護支援事業者や介護保険施設等へ申請代

行してもらうこともできます。

◇主治医（かかりつけ医）がいない場合は

保健福祉課にご相談ください。町でお願いしている指

定医で診断していただき意見書を作成します。

◇現在サービスを受けているかたも申請が必要

現在サービスを受けているかたも平成12年 4 月からの

介護保険のサービスを受けるには要介護認定を受けるこ

とが必要です。

また特別養護老人ホーム等の介護保険施設に現在入所

しているかたも申請をして要介護認定を受けなければな

りません。申請が済んでいないかたは早めに手続きをお

願いします。

要介護認定の結果が出だら

介護サービス計画の作成が必要です

要介護認定の結果が出て介護保険のサービスが受けら

れると認定されたら、サービスを受けるために「介護サ

ービス計画（ケアプラン）」を立てることが必要になり

ます。

施設に入所する場合は施設でケアプラン（施設サービ

ス計画）が作られます。

在宅でサービスを受ける場合には居宅介護支援事業者

（ケアプラン作成事業者）の介護支援専門員（ケアマネ

ージャー）にケアプラン（居宅サービス計画）の作成を

依頼します。（自分で作成することもできます。）

ケアマネージャーはその人にあった介護サービスの組

み合わせなどを本人や家族の希望を聞きながら計画して

いきます。ケアプランの作成費用には自己負担はありま

せん。またケアマネージャーは計画作成以外にも利用者

からの相談にのったり、サービス提供事業者への連絡調

整なども行います。自分にあったケアマネージャーを早

めに選択して、ケアプランを作成してください。

なお、ケアマネージャーにケアプラン作成を依頼した

場合は、事業者名を役場へ届け出してください。

要介護認定の申請から
サービスを受けるまで

( 利用者（被保険者） ) 

~. 申請

C明和町保健福祉課（老人福祉センター内） ) 
一9,  

〔医師の意見書二〕〔 ＿訪問調査 ]

一ー骨 9 

( 介護認定審査会による審査判定 ) 

( 要介護認定 ]
非該当 ー一』． 弓口心刃凡r'-,こ

自 斗『 要 要 要 要 要要
介護保険のサー 支 介介介介介
ビスは受けられ 援 華llx ニ＝ロ→文 護 護護
ません 1 2 3 4 5 

一
( 介護サービス計画の作成 ) 

で直 ヒ依頼 で直
き接 き接
ま申 ま申
すし 居宅介護支援事業者 すし
込

（ケアプラン作成事業者） 込
み l みも も

L.J 一
一 一

C 介護保険濯5設 J （在宅サービス事業者）
ｷ-L—•| 

施設へ入所 ) 三：
平成12年 1 月 10 日（月） (12) 



（
川
俣
・
女
性
）

ご
み
袋
の
大
き
さ
を
大
・

小
と
い
う
よ
う
に
2

ー

3

種
類
作
っ
て
く
だ
さ
い

Q
ご
み
袋
は
、
今
は
大
き
さ
が

1

種
類
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
大
・
小
と
い
う
よ
う
に
大
き
さ
を

2
\
3
種
類
作
っ
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

今
の
ご
み
袋
で
す
と
、
生
ゴ
ミ
を
い

っ
ぱ
い
に
入
れ
た
り
す
る
と
と
て
も
重

く
、
持
ち
運
び
に
大
変
で
、
お
年
寄
り

な
ど
は
ご
み
出
し
が
一
苦
労
だ
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
ご
み
の
少
な
い
と
き
や
2
\

3

個
出
し
た
い
と
き
な
ど
も
、
そ
の
と

き
の
ご
み
の
量
に
あ
っ
た
も
の
を
使
え

る
と
と
て
も
便
利
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

' ．：ごニー

明和町指定

可燃こみ収集袋

国
U
-
噸
-
―

注窯

繹渠巳の朝璃30分旬でに、決められた
坦所に山 1 •て丁さい＾

頭、 三，ぃ空カンなとの不燃物は絶対
に入訳＇ 下己応

〇色戸斤プ， ：ーでなど！ふ．？Jくを切つて刀
ら入れて- ~・，

〇全irJ.『：オ I -,か9 しばつて出して下さい。

〇指定云二岳廷己以外で出されたものは坂
打しません。

美しく住みよい街を2くりましょう

（書明和町

現在使用しているビニール製

半透明の町指定ごみ袋

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
た
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
書
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
使
用
し
て
い
る
ご
み

袋
の
ほ
か
に
も

lつ
少
し
小

さ
な
ご
み
袋
を
作
製
し
よ

＿
つ
と
検
討
し
て
い
ま
す

明
和
町
に
は
、
ご
み
処
理
施
設

A
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
べ
て

の
ご
み
は
業
者
等
に
委
託
し
処
理
し
て

き
ま
し
た
。
生
ご
み
に
つ
い
て
も
昭
和

4
6
年7

月
か
ら
指
定
ご
み
袋
を
採
用

し
、
収
集
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ご
み
を
排
出
す
る
人
に
は

指
定
ご
み
袋
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
、

内
"
“
5
員
り
i月

曜
日
と
金
曜
日
の
午
前
8

時
3
0
分
ま

で
に
、
町
内
8
3
箇
所
あ
る
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
住
民

の
か
た
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
指
定
ご
み
袋
の
材
質
に

つ
い
て
は
当
初
紙
製
で
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
9

年
6

月
ご
ろ
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
製
半
透
明
の
袋
に
変
更
と
な
り
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

大
き
さ
の
種
類
に
お
い
て
は
、
当
初

か
ら
1

種
類
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
生
活
様
式
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、

ご
み
の
量
も
変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

現
在
使
用
し
て
い
る
ご
み
袋

(
4
0
£
)

の
ほ
か
に
、
も
う
少
し
小
さ
な
ご
み
袋

を
作
製
し
よ
う
と
検
討
し
て
い
ま
す
の

で
、
決
ま
り
ま
し
た
ら
早
急
に
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

口

（
環
境
課
）

／疇
、

: 館林邑楽全地区 館林地区 千代田 変更（※し 耳科◎鼻科人の • 祝は日板倉地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科
明和地区

なにみI る限一

白沢医院川田（耳）医院 鰐こどもりリこリり 慶友病院 増田医院 小西医院 ，ゞり1 月 16 日匹（72) 1600 匹（72)3314 匹 (70) 7200 匹（72)6000 a (82) 2255 8 (86) 2261 

』り間一日 土井クリニック川村医院 松井内科医院高野医院 館林地区と 館林地区と まは云
1 月 23 日匹（72)884 1 ff (72) 1337 匹（75)9880 8 (75) 5067 同じです 同じです す 畠 厚

の 1 

当 落合病院合村グリニック 後藤（内）医院小曽根医院 わだらせりリこiyり 竹越医院 認ヽ 贔 4 
ま凸

1 月 30 匹（72)3160 ff (70) 2221 匹（72)0134 8 (72) 7707 ff (77) 2727 B (84) 3137 しでが
てで 閏かす

根岸医院 小倉医院 上野医院 永寿堂医院 館林地区と 館林地区と 品阿̀ ゜ し

番 2 月 6 日 匹（72)3262 匹（72)0606 匹（72)3330 四（72)4469 同じです 同じです
ま
す

゜て

^ 麿2 月 11 日
森下医院 海宝病院 < 
a (73) 7776 B (7 4) 0811 だ

医
さ

賃し＼

゜
2 月 13 日

小西医院 大神医院 菅沼医院 岡田医院 井上医院 館林地区と
畠匹（86)2261 8 (62) 2200 8 (72) 9090 ff (72) 3163 a (82) 1131 同じです

\ 

(13) 平成12年 1 月 10 日旧）
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か ぜ 万病
「かぜは万病のもと」とよく言われます。これはかぜがきっかけで、いろいろな病気にか
かってしまう可能性があるからあなどってはいけない、という意昧で昔から言われてきま
しだ。特にインフルエンザでは、爆発的に流行することや症状の重さから、免疫力の低下
しだあ年寄りなどは肺炎を併発し、死に至るといっだ怖い病気です。国内でも年によって
は1000人以上もの人が命を亡くしています。

ウィルスを寄せつけない生活術

かぜの原因はウイルスです。では、そのウイルスを寄せつけないための生活の工夫
にはどのようなものがあるのでしょうか。

園手洗い、 うがい

は

ウイルスは鼻や口から侵入します。で

すから、うがいはもちろん必要ですが、

ウイルスのついだ手でうっかり鼻や□ 1こ

触れることもありますので、手を洗うこ

とも重要になってきます。

の

璽開繋着替える
外出着にはかぜのウイルスがたくさん

ついています。ですから、外から帰っだ

ら、すくに着替えだ万がよいでしょう。

まだ、家に入るまえに上着の表面を払

うと、ウイルスが落とせます。

もと

置麟

閉め切っだ部屋の中には、ウイルスが

いつばい。冬はとくに寒いので、閉め切

りにしがちですが、 1 時間に 1 回は窓を

開けて換気をし、ウイルスを外に出すこ

とも大切です。

:.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●だまご酒● .................... .. 
・ 体を温める飲み物で、作り万に多少の違いはありますが、世界各国で親しまれています。 : 

作りh方0:て：／］； 担□:--レ
.......................................................... 

自
分
に
台
っ
だ
「
特
効
薬
」
を

か
ぜ
を
ひ
い
た
ら
必
ず
リ
ン
ゴ
を
食
べ
る
と
か
、
ニ

ン
ニ
ク
を
食
べ
る
な
ど
人
生
で
何
度
も
か
ぜ
を
ひ
い
て

い
る
と
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
対
処
方
法
を

見
つ
け
て
い
る
も
の
で
す
。
な
か
で
も
「
民
間
療
法
」

と
よ
ば
れ
る
も
の
に
は
多
く
の
人
に
有
効
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
あ
く
ま
で
も
自
分
に
あ
っ
た
方
法

を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

平成12年 1 月 10 日旧） (14) 



◇
ジ
ン
グ
ル
ス

（
小
学
生
男
子
の
部
）

優
勝
飯
野
洋
希

準
優
勝
襟
川
直
人

3

位
高
橋
侑
佑

3

位
清
水
浩
亮

（
小
学
生
女
子
の
部
）

優
勝
松
原
沙
由
美

準
優
勝
吉
永
香
織

3

位
渡
邊
麗
歌

3

位
江
塚
亜
純

（
中
学
生
男
子
の
部
）

優
勝
田
部
谷
友
基

第
1

回
町
民

卓
球
大

（
敬
称
略
）

結

果
会

. 
』

準
優
勝
小
松
原
雅
弘

3

位
渋
澤
健
輔

3

位
始
澤
秀
平

（
中
学
生
女
子
の
部
）

優
勝
福
島
野
恵

準
優
勝
奈
良
原
慶
子

3

位
田
部
井
智
美

3

位
本
澤
舞

（
一
般
男
子
の
部
）

優
勝
星
良
雄

準
優
勝
高
橋
学

3

位
杉
山
友
宏

3

位
小
松
原
義
男

（
一
般
女
子
の
部
）

優
勝
小
松
原
順
子

準
優
勝
丸
山
と
み
枝

3

位
大
西
み
さ
子

◇
ダ
ブ
ル
ス

（
一
般
男
子
の
部
）

優
勝
瀬
下
和
也
・
黒
野

準
優
勝
小
松
原
義
男
・
木
村

3

位
高
橋
学
・
本
間

（
一
般
女
子
の
部
）

優
勝
福
島
野
恵
・
大
澤
沙
耶
香

幸
司

知
春

浩
晃

笥↑＄社会体育館

匹 (84) 4626 

海洋センター
匹 (84) 5511 

. 9

、

優勝した皆さん

優勝した堀口さん
「←

杉田さん 荒川さん

◇
町
長
杯
堀
口
憧
一

最
小
不
ッ
ト
数

6
9
.
8

◇
一
般
男
子
の
部
グ
ロ
ス
ネ
ッ
ト

優
勝
堀
口
恨
一

8
9
6
9
.
8

準
優
勝
荒
木
義
介

8
0
7
1
.
6

3

位
坂
下
勝
也

9
0
7
2
.
o

4

位
橋
本
東
一

8
3
7
2
.
2

位
森
戸
敏
一

9
4
7
2
.
4

位
金
平
徳
男

9
2
7
2
.
8

位
金
子
清

9
1
7
3
.
o

位
橋
本
貴
好

8
7
7
3
.
8

8
 
7
 
6
 
5
 第

2

回
町
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

準
優
勝
森
戸
佑
季
•
本
澤
舞

3

位
小
松
原
順
子
・
富
塚
か
ず
子

◇
新
卓
球

（
一
般
男
子
の
部
）

優
勝
松
原
一
雄

準
優
勝
丸
山
六
男

（
一
般
女
子
の
部
）

優
勝
丸
山
と
み
枝

準
優
勝
関
根
澄
江

き

優勝した「南大島」チーム

優
勝
南
大
島

準
優
勝
千
津
井

3

位
大
輪

A

第
2
回
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

9

位
北
角
精
一
郎

1
0
位
永
吉
健
一

◇
一
般
女
子
の
部

優
勝
杉
田
み
や
子

準
優
勝
亀
田
八
重
子

3

位
木
村
清
美

◇
ジ
ニ
ア
の
部

優
勝
荒
川
保

準
優
勝
須
藤
義
治

3

位
始
澤
一
彦

4

位
森
田
恒
男

位
相
場
吉
五
郎

位
山
岸
勝
美

6
 
5
 

96 85 90 84 73 88 

74 74 73 73 73 71 ...... 
4 2 2 2 0 2 

103 97 92 

76 75 74 ... 
6 4 0 .o 
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9

7
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2

4

 

9

7

 

第
↑
マ
日
期

会場

2
ラ

～鍛えよう

回新春町民
ソン大会

1 月23 日（日）

午前 8 時受付開始

午前 9 時開会式

ふるさとの広場周辺

若い体と 強し）心～

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯
争
奪
リ
ー
グ

戦
が
4

月

2
2日
か
ら
9

月
9

日
ま
で
の

夜
間
、
小
・
中
学
校
校
庭
を
会
場
に
行

わ
れ
、
7

チ
ー
ム
が
熟
戦
を
繰
り
広
げ

た
結
果
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

M
S
C
フ
レ
ン
ド

準
優
勝
千
津
井
ク
ラ
ブ

3

位
新
里
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

第
1

回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
杯
争
奪
リ
—
グ
戦

優
勝
矢
島
・
入
ケ
谷

A

準
優
勝
梅
原

B

3

位
田
島

C

第
2

回
老
人
ク
ラ
ブ

ペ
タ
ン
ク
大
会

(15) 平成12年 1 月 10 日（月）



20歳になったら必ず
国民年金に加入を

l 役場住民課 匹（ 84)3111
20歳になったみ皆さん、国民年金

の加入手続きはもうお済みですか。

国民年金制度は、日本に住む20歳以

上60歳未満の人は国民年金に加入し

なければなりません。 20歳の誕生日

を迎えたらすぐに役場の住民課窓口

で加入手続きをしてください。

ただし、すでに就職して厚生年金

保険や共済組合に加入している人

は、第 2 号被保険者として国民年金

に加入済みですので手続きは不要で

す。

町営住宅
入居者募集

［役場建設課

とうもう伝統芸能大会

東毛広域市町村圏振興整備祖合事務
局（太田市役所内）匹（47)1111

◇日時 1 月 30 日（日）午後1時開演（午

後0時30分開場）
◇場所館林市三の丸芸術ホール

◇内容 東毛広域各市町に伝わる郷

土芸能発表（獅子舞、八木節、和

太鼓などで、本町からは明和太鼓

稲妻会が出演します）

◇入場料無料

◇その他 アトラクション、抽選会

（各市町の特産品を抽選でプレゼ

ント）

花こよみ

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

これからが見ごろ
‘‘ クリスマスロース

(1月中旬～2月中旬）宿根草

草丈 20cm 
花色赤、緑、茶、桃、紫、白

8(84)3111 

町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 3 戸

◇家賃 収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは、役場建設課ヘ

認定農業者募集

［役場経済課
匹（ 84)3111

今後とも農業で頑張っていこうと

する意欲のあるあなたを、町では

「認定農業者」として認定します。
認定を受けたあなたを関係機関が

農地利用、資金、税制など様々な方

面から応援します。

※詳しくは、役場経済課ヘ

農地の｛昔り手にも
奨励金が支払われます

［役場経済課
8(84)3111 

これまでは農地の貸し手のみが対

象でしたが、平成12年 4 月 1 日以降

から借り手（但し認定農業者）も対

象となります。

※詳しくは、役場経済課ヘ

マスターズ陸上競技連盟
会員登録受付開始

群馬マスターズ陸上競技連盟事務局
匹027(221)6981

群馬マスターズ陸上競技連盟で

は、生涯スポーツ実践愛好者を募集

しています。走る・跳ぶ•投げるを

実践している皆さん、一緒にその成

果を発表してみませんか。

◇資格男子35歳・女子30歳以上

◇第 1 次会員登録 l 月 1 日出～ 2月 10
日（木）

◇第2次会員登録 随時

◇会員登録料 1 年間3,000円

◇問い合わせ 群馬マスターズ陸上

競技連盟事務局へ

2 月は省エネルギ一月間です 省エネ上手は暮らし上手

事件事故 みんなを
守る 1 1 0番

[ 館林警察署
8(75)0110 

1 月 10 日は「110番の日」。 110番は、

皆さんの安全を守る警察通報用電話

で、あなたの強い味方です。早い通

報が事件事故の早期解決につながり

ます。

110番通報の仕組み

110番通報は、すべて警察本部で

集中受理し、直ちに無線で警察署や

パトカー・交番の警察官に現場に急

行するよう指令します。携帯電話な

ど移動電話から 110番通報する場合

は、現場付近の目標を教えてくださ
v ヽ

こんなときは落ち着いて 110番

◇事件事故の被害者・加害者になっ

たとき

◇事件事故を見たり聞いたりしたと

き

◇不審者を発見したり、事件などに

関する情報を知ったときなど

110番通報のポイント

110番通報すると、警察官が内容

についてお聞きします。（参考例）

◇いつ、どこでありましたか？

「時間・場所・近くの目標」

◇どんな様子ですか？
「事件・事故の様子」

◇犯人はどうしていますか？

「人相•特徴・逃走方向・人数」

◇あなたの住所・氏名は？

「事件・事故との関係・電話番号」

vvv 携帯電話の 1 1 0番通報 vvv

自動車等の運転中に携帯電話を使

用し、交通の危険を生じさせると道

路交通法違反となり、反則金、反則

点数等が課されます。 110番通報は

停止した後に通報してください。

110番通報のかけ方

①携帯電話の数字ボタンを「110 」
と押す。

②呼び出し音が数秒続きます。

（電波の届くサービスエリア内は

通話が可能、山岳地帯も通話でき

ます）

「ハイ、 110番群馬県警察本部です」

と警察官が応答しますので、事件事

故等の要件を告げてください。

合県境付近は他県につながることが

あります。

合電波の通じにくい地域では、通話

中でも切断されますので、再度

110番してください。

平成12年 1 月 10 日伺） (16) 
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町の無料法律相談

日時＝ 2 月 10 日（木）

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内 容＝法律一般事項
対象＝明和町民

担当者＝丸山弁護士

受付＝ 2 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。

乳幼児健診

日時＝ 2 月 10 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 10年 2 月、 11年 2 月、

7 月、 10月生

健 康 相 火
火

＿
＿
―
-
ロ

日時＝ 2 月 1 日（必

午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 2 月 15 日（灼

午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

年 金 相 三火
畝

日時＝ 2 月 17 日（木）

午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 2 月 17 日（木）

午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>国民年金保険料[>水道料金

納期限＝ 1 月 31 日旧）

館林厚生病院
職員・臨時職員募集

l 館林厚生病院 穴 (72)3140
職員

◇職種・人員理学療法士若干人

◇応募資格 有資格者および卒業見

込者（取得見込者）

日本国籍のあるかたで昭和39年4

月 2 日以降に生まれたかた

◇願書締切 1 月 31 日(Ji)

◇提出書類履歴書・理学療法士免

許の写し（有資格者） ・卒業見込

者は卒業見込書・成績証明書

◇試験作文試験・面接試験

◇申し込み 館林厚生病院庶務課ヘ

臨時職員

◇職種・人員保育士若干人

◇応募資格 保育士の有資格者で年

齢は40歳位までのかた

◇応募期限 1 月 31 日旧）

◇提出書類 履歴書・保育士免許の

写し

◇試験面接（随時）

◇その他就業時間 (8時30分～ 17

時15分）は、相談に応じます。

◇申し込み館林厚生病院庶務課ヘ

医療費控除（還付
申告）等説明会

［館林税務署
ff (72) 4373 

平成 11年分の所得税の確定申告

は、 2 月 16 日困から 3 月 15 日困までと

なっています。（土・日曜日を除く）

混雑緩和を図るため説明会等を開催

しますので、持参書類をお確かめの

うえお出かけください。

医療費控除・住宅借入金等特別控除

（還付申告）説明会
◇日時 2 月 9 日因

・医療午前10時～

・住宅午後 1 時30分～

◇会場館林市文化会館小ホール

税理士による還付申告無料相談

◇期日 2 月 9 日因・ 10 日（木）・ 14 日

伺）

◇会場 最寄りの税理士事務所

◇内容 少額な還付申告相談および

申告書の作成

※最寄りの税理士事務所へ事前に電

話連絡のうえ、お出かけください。

なお、費用は無料ですが、内容によ

っては低額な料金になることもあり

ます。

を
す

員
ま

職
し

時
集

臨
募

［役場総務課
匹（ 84)3111

町および町社会福祉協議会では、

平成12年度 (4 月以降）の臨時職員

を次のとおり募集します。

◇職種

・保育士

・幼稚園教諭

・デイサービスセンター業務

•海洋センター（監視・指導）関係

等

◇問い合わせ 役場総務課庶務行政

係

※詳しくは、広報めいわ 2 月号でお

知らせいたします。

精神保健福祉
政策セミナー開催

l 館林保健福祉事務所
8 (72) 3230 

◇日時 2 月 10 日（木）午後 1 時～4時

◇会場 ぐんまこどもの国児童会館

2 階多目的ホール（太田市）

◇内容 地域における精神保健福祉

活動を推進するため、基調講演並

びにパネルデイスカッション

◇入場料無料

◇定員先着100名

◇申し込み 1 月 31 日旧）までに電話

でお申し込みください。

移動児童館を
ご利用ください

ぐんまこどもの国児童会館
匹（ 25)0055

ぐんまこどもの国児童会館では、

県内の公的施設に移動児童館車を派

遣して、同館で実施している各種の

事業を行います。

◇利用時間 午前10時30分から午後

4 時までの 1 ~ 2 時間程度（ただ
し、休館日、特別事業期間中は実

施できません）

◇内容 造形遊び、集団遊び、科学

遊び、鑑賞事業

◇申し込み・問い合わせ 電話等で

予約状況等を確認のうえ、 1 か月

前までに、ぐんまこどもの国児童

会館へお申し込みください。

(17) 平成12年 1 月 10 日旧） 1 月 1 5 日①～ 21 日（金） 防災とボランティア週間
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健
康
と
、
体
力
と
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そ
し
て
自
分
自

身
の
心
を
見
つ
め
る
、
そ
ん
な
考
え
を

基
に
、
平
成
十
年
度
に
社
会
体
育
館
で
、

太
極
拳
教
室
に
通
っ
た
仲
間
た
ち
の
始

ま
り
で
す
。

練
習
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
は
、
ス
ト
レ

ッ
チ
で
体
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
、
太
極
拳

の
基
本
と
な
る
足
腰
の
つ
ら
い
運
動
を

楽
し
み
な
が
ら
、
約
一
時
間
、
気
分
が

素
晴
ら
し
く
良
く
な
る
音
楽
を
聞
き
な

が
ら
、
太
極
拳
の
中
の
「
二
十
四
式
」

と
い
う
形
を
通
し
て
、
ま
た
一
っ
―
っ

区
切
り
な
が
ら
、
約
一
時
間
、
計
二
時

間
を
毎
月
二
回
、
土
曜
日
の
午
後
―
一
時

か
ら
四
時
ま
で
、
板
橋
高
子
先
生
に
、

覚
え
の
悪
い
私
た
ち
の
ご
指
導
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
私
た
ち
と
一
緒
に
太
極

拳
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
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[ 町の人口と世帯 >
羹 男 5,884人・女 5,801 人羹

゜喜 12 月 26 日現在（対前月比） 〈 12 月中の動き〉 X 
忍も
〗世帯数 3,394戸 (-2 ） 出生 7人・死亡 7 人 葵

賃人口総数 1 1,685 人 (-7) 転入 1 7人・転出 24人 [ 
羮 xx x 

< 12月の救急車出動回薮（12月 26 日現在） 忍
•X妥
葛急病 15件交通事故 1件その他 5件合計 21 件 羹):, - .  -..  --- -.....  -...  >, 

x x 
x x 
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※掲載を希望されないかたは、届け出の際に申し出てください。
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友人との再会で喜び合う新成人

人生の新たな門出を祝う町の成人式が行われ、

177人の新成人が新たな一歩を踏み出しました。

今月の主な紙面ー一、

・所得税、町・県民税の申告…………②～③

•平成11 年度町職員給与の公表……④～⑤

•町あよび町社会福祉協議会の

臨時職員募集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・· •⑩ 



合
年
も
税
の
申
告
時

期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

申
告
期
間
は
2
月
1
6日

⑱
か
ら
3
月
1
5日
⑱
ま

で
で
す
。
期
間
中
は
、

税
務
署
あ
よ
び
町
の
相

談
会
場
（
日
程
表
）
で

皆
さ
ん
か
ら
の
申
告
・

納
税
の
相
談
を
あ
受
け

し
ま
す
。
所
得
税
は
、

こ
の
申
告
に
よ
り
税
額

が
確
定
し
納
税
（
還
付
）

に
よ
っ
て
完
了
し
ま
す

が
、
町
・
県
民
税
は
、

確
定
し
だ
税
額
を
次
年

度
に
納
税
し
て
い
だ
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町・県艮税
所得槻

申
告
に
は
、
年
間
の
収
入
金
額
が
わ

か
る
書
類
、
認
印
、
所
得
控
除
に
必
要

な
書
類
（
生
命
保
険
料
等
の
領
収
書
や

払
込
証
明
書
等
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

所
得
の
内
容
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

▼
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
の
あ
る
人

収
支
内
訳
書
、
事
業
に
要
し
た
必
要
経

確
定
申
告
に
必
要
な
も
の

所
得
税
の
確
定
申
告

平
成
1
1
年
分
（
平
成
且
年
1
月
1
日

1
1
2
月
3
1
日
）
の
確
定
申
告
は
、

2

月
1
6

日
困
か
ら
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

確
定
申
告
は
、
町
の
相
談
会
場
で
も

お
受
け
し
ま
す
が
、
次
に
該
当
す
る
人

は
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
青
色
申
告
の
人
②
確
定
申
告
書
が

送
ら
れ
た
人
で
営
庶
業
の
人
③
譲
渡

所
得
の
あ
っ
た
人
（
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
人
）

確
定
申
告
で
税
が
戻
り
ま
す

費
の
領
収
書
等

▼
青
色
申
告
す
る
人

決
算
書
等

▼
譲
渡
所
得
の
あ
る
人

契
約
書
、
必
要
経
費
の
領
収
書
等

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
で
所
得
税
の
納
税
を
完
了
し
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
1
1
年
分
の
給
与
収
入
の
合
計
額

が
2

、

0
0
0

万
円
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
が
、
2
0
万
円
を
超
え
る
人

③
給
与
の
支
払
い
を
2

か
所
以
上
か
ら

受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整
さ
れ

な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
額
が
、
2
0
万
円
を
超
え
る
人

④
年
末
調
整
し
た
内
容
に
変
更
が
あ
る

人確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い
人
で

も
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
で

＼
ノ

所
得
税
が
戻
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
所
得
税
を
納
め
て
あ
る
場
合
）

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
等
で
取
得
し

た
場
合
（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

（
医
療
費
控
除
）

③
災
害
や
盗
難
に
遭
っ
た
場
合

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て

い
な
い
場
合

振
替
納
税
（
口
座
引
き
落
と
し
）
は
、

現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な
く
安
全

で
、
便
利
で
す
。
納
税
を
う
っ
か
り
忘

れ
る
こ
と
も
な
く
、
納
税
し
た
こ
と
が

預
金
通
帳
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
。
申
告
の
時
、
振
替

依
頼
書
に
住
所
・
氏
名
・
金
融
機
関

名
・
ロ
座
番
号
を
記
入
し
て
通
帳
印
を

押
す
だ
け
で
す
。

還
付
申
告
の
時
、
希
望
す
る
金
融
機

関
と
口
座
番
号
を
申
告
書
に
記
載
す
る

だ
け
で
、
還
付
金
が
あ
な
た
の
口
座
に

振
り
込
ま
れ
ま
す
。

還
付
金
も
口
座
振
替
で

安
全
便
利
な
振
替
納
税

巾
告
柑
談
は
2

月

1
6
8心
ー
3

月

1
5
8巾

町
・
県
民
税
Q
&
A

Q
妻
は
パ
ー
ト
で
働
い
て
い
ま

す
。
年
間
収
入
が
い
く
ら
に

な
る
と
町
・
県
民
税
が
か
か
り
ま

す
か
。

こ
の
場
合
、
私
の
配
偶
者
控
除
と

し
て
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

。
ヽ
ー
ト
収
入
が1
0
0

万
円

以
下
で
す
と
、
給
与
所
得
控

A
ノ

除

(
6
5万円
）
を
差
し
引
い
た
残

額
が
町
・
県
民
税
の
非
課
税
限
度

額

(
3
5
万
円
）
以
下
と
な
り
ま
す
の

で
町
・
県
民
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
所
得
税
は
、
1

0
3

万
円
ま
で
は
給
与
所
得
控
除

後
の
残
額
が
基
礎
控
除
(
3
8
万
円
）

以
下
と
な
り
ま
す
の
で
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。

ま
た
、
配
偶
者
控
除
の
対
象
と

な
る
の
は
、
所
得
税
の
場
合
と
同

一
の
基
準
で
す
の
で
、
所
得
が
3
8

万
円
以
下
の
場
合
で
す
。
パ
ー
ト

の
年
収
に
し
ま
す
と
1
0
3

万
円

ま
で
は
ご
主
人
の
配
偶
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
配
偶
者
特
別
控
除
は
1

4
1
万
円
未
満
ま
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
収
入
に
よ
り
控

除
額
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
一
般
的
に
パ
ー
ト
収
入

が
1
3
0

万
円
（
会
社
に
よ
っ
て

金
額
が
若
干
異
な
り
ま
す
の
で
会

社
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）
を
超

パ
ー
ト
収
入
と

税
金
の
し
く
み

平成12年 2 月 10 日（木） (2) 



緩：＇ 正しい申告 期限内納税

町の相談日
（受付時間午前9時～11 時30分・午後1 時～4時）

該当行政区
I 月 El 

午後iI l 
今工 i笏El 

午前

所得税確定申告

2月 16 日（水） 下 上江黒 斗合田須賀 I

17 日（木） 田島入ケ谷 江口川俣i

18 日（金） 南大島 大輪
ふるさと

22 日（失） 大佐貫 矢島 産業文化館

23 日（水） 中谷 研修室

24 日（木） 千津井 梅原

25 日（金） 新里

町・県民税申告相談

2月28 日（月） 千津井 斗合田江D i I i 
I 
I 東那児童館

29 日（火） 上江果 下江黒 EB島

3月 1 日（水） 須賀 矢島

2 日（木） 川俣 大佐貫
館林市農協

佐貫支所

3 日（金） 大翰（下） 這（上）•入ケ谷 1

7 日（失） 新里

8 日（水） 梅原
ふるさと

産業文化館
9 日（木） 南大島 研修室

10 日（金） 中谷
I 

申
告
書

自
分
で
書
い
て

お
早
め
に

ヽZ四IE

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し

た
人

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

役
場
税
務
課

6
図
3
1
1
1

パート収入

①
平
成
1
2
年1
月
1

日
現
在
で
明
和
町

に
住
ん
で
い
て
、
平
成
1
1
年
中
に
所

得
の
あ
っ
た
人

②
平
成
1
1
年
中
に
明
和
町
に
転
入
し
た

人
（
給
与
所
得
者
も
含
み
ま
す
）

申
告
書
は
、
申
告
の
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
人
に
、
2

月
上
旬
に
郵
送
さ

れ
ま
す
。
昨
年
中
の
所
得
金
額
を
自
分

で
計
算
し
て
記
入
す
る
自
主
申
告
制
で

す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
得
控
除
の
う
ち
、
雑
損
・

医
療
費
・
社
会
保
険
料
・
小
規
模
企
業

共
済
等
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
領

収
書
・
証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。
（
平
成
1
1
年
中
の
も
の
）

館
林
税
務
署

c
(
4373 

申
告
し
て
い
た
だ
く
人

町
・
県
民
税
は
、
私
た
ち
に
最
も
身

近
な
税
で
す
。
町
や
県
を
住
み
や
す
く

豊
か
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

申
告
の
方
法
は
？

②
収
入
が
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先

か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
役
場
に
提

出
さ
れ
て
い
る
人

③
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
、
生
活

扶
助
を
受
け
て
い
る
人

問
い
合
わ
せ

期
間
中
の
都
合
の
い
い
日
に
申
告
し

て
い
た
だ
く
の
が
原
則
で
す
が
、
申
告

の
待
ち
時
間
を
少
な
く
す
る
た
め
、
あ

ら
か
じ
め
指
定
日
を
設
定
し
て
い
ま

す
。指

定
日
は
、
日
程
表
の
と
お
り
で
す
。

内
線
3
4
4

妻のパート収入と税 (0受けられる X受けられない）

町・票所得税夫の配偶配偶者
民税 者控除特別控除

100万円以下非課税非課税

103万円未満

14 1 万円未満

141 万円以上

課税

課税

課税

非課税

課税

課税

町
・
県
民
税
の
申
告

な
る
べ
く
指
定
日
に

0

0

 
X 

0

0

 

0
 

X X 

え
ま
す
と
、
国
民
健
康
保
険
税
と

国
民
年
金
保
険
料
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

(3) 平成12年 2 月 10 日（木）



平成1 1 年度

町職員給与の公表
町では、町職員給与などのあらましを町民の皆さんに理

解していただくだめ、次のとあり公表します。 （注釈のな

い場合、平成1 1 年度給与改定後の数字です）

人件費の状況 （平成 10年度一般会計決算） 人口は平成11年3 月 31 日現在

住民基本台帳人口 1 歳出額 (A) 1 人件費（B ）
11,591 人

人件費率 (B/A)

4,667,426千円 960,618千円 20.6% 

職員給与費の状況

職員数 (A)

128人

（平成 11年度一般会計当初予算）

給与 費

企
ロ
矛 料

470,730千円

職員手当

66,157千円

期末勤勉手当

220,699千円

計 (B) 

757,586千円

1 人当たりの

給与費 (B/A)

5,919千円

特別職の報酬等の状況 （平成 11年4月 1 日現在）

区 分 I 給料月 額等 期末手当支給割合

給 町 長 785,000円 6 月期 2.20月分
助 役 636,000 円

料 収入役 I 599,000 円 12月期 2.25 月分

報 議 長 318,000円 3 月期 0.50月分
副議長 243,000 円

酬 弓n我圭 員 220,000円 計 4.95月分

職員の平均給料月額あよび
平均年齢の状況 （平成 11年4月 1 日現在） 初任給の状況 （平成11年4月 1 日現在）

般 行 政 職
区 分

※平均給料月額 平均年齢（歳）

明 和 町 304,004円 39.8歳

国 322,033円 39.7歳

※給与改定後の国の平均給料月額がでていないため平均
給料月額は給与改定前の数字です。

般 行 政 職
区 分

大学卒 高校卒

明 和 町 170,200 円 146,500円

I 種 184,200円
国 141,900円

II 種 174,400 円

一般行政職の級別職員数の状況 （平成 11年4月 1 日現在）

区 分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 I 8 級 計

※標準的な 主事補 主事
主任 主任

係長
係長 課長 I 職員数

職務内容 技師補 技師 係長代理 課長補佐 課長 101人

※職員数（人） 1 人 28人 10人 26人 17人 7人 10人 2人 構成比

構成比（％） 1.0% 27.7% 9.9% 25.7% 16.3% 6.9% 9.9% 2.0% 100% 

※職員数は、町の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。 （級は国と同じ。ただし、国は 9 ~11級あり）
また、標準的な職務内容は、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

平成12年 2 月 10 日（木） (4) 



職員手当の状況 （平成 11年4月 1 日現在） 扶養手当等の状況 （平成 11年4月 1 日現在）

明 和 町 国

支給期 支給率（月分）

期末 勤勉 計
-卓- - - - - - - --------,ｷ, -- 9—_ •--------

6 月期 1.60 0.6 2.20 

胃
(1.40) (0.8) (2.20) 

1.65 0.6 2.25 , 12月期 (1.45) (0.8) (2.25) 同 じ

3 月期
0.50 0.50 
(0.50) (0.50) 

計
3.75 1.2 4.95 I 
(3.35) (1.6) (4.95) 

自己都合 勧奨・定年
最高限度額

! ※ 60.0 62.7 

[ 勤続20年 21.0 28.87 口I 同 じ

勤続25年 33.75 44.55 

勤続30年 41.25 54.45 
I 

※退職手当は、群馬県市町村総合事務組合へ加入
しているため組合より支給。なお、（ ）内は、
課・局長の支給率です。

特殊勤務手当の状況 （平成 11年度見込み）

区 分 内容等

職員全体に占める手当支給
19.5% 

特 職員の割合

殊 支給対象職員 1 人当たりの
4,152 円

勤
平均支給月額

務 手当の種類 6種類

手 支給額の多い手当 ・保育士手当

当 代表的な
手当の名称

多くの職員に支給 •税務手当
されている手当 •保育士手当

海洋センターでの小学生水泳教室

明 和 町 国

〇配偶者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 16,000 円

扶 0 配偶者のない職員の扶養親族
う ち 1 人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 1, 000 円

養 o扶養親族でない配偶者を有する
手 場合の 1 人目の子等……… 6,500 円

0 配偶者以外の扶養穀族2人まで… 5,500 円

当 。その他の扶養親族………… 2,000 円
o 16歳から 22歳までの子… 5,000円加算

住 〇借家の場合(12,000円を超えるとき）
・家賃の額に応じて支給

居 （支給限度額27,000 円）
手 〇持家の場合

•新築、購入後5年まで・・ 2,500 円

当 ．その他・・・・・・・・・・・・・・・ 1,000 円

通
勤
手
当

0 自転車等の交通用具使用者の場合
・ 片道2km未満..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ··O 円

・片道 2 ~5km未満……… 2,000円
・片道 5 ~10km未満……… 4,100円
・片道10~15km未満……… 6,500円
・片道15~20km未満……… 8,900円
・片道20~25km未満……… 11,300円
・片道25~30km未満……… 13,700円
・片道30~35km未満……••16,100 円
・片道35~40km未満……••18,500円

・片道40km以上………… 20,900円
(48km以上の長距離勤務者へ加算領あり）

0交通機関利用者の場合

・運賃の額に応じて支給

（支給限度額50,000 円）

同 じ

同 じ

一部異なる
•長距離勤務者
へ加算額なし
その他は同じ

部門別職員数の状況 （各年4月 1 日現在）

几
又
一
丁
政
じ
·
月

舟
ノ
イ
音
目

区
一
部

合

分

門

会
画
務
生
生
働
産
工
木

企
水
務
林

議
総
税
民
衛
労
農
商
土

計

35 

※職員数（人）

平成 9 年 I 平成 10年 I 平成 11年

2

7

8

4

8

0

5

 

2

2

 

1

3

8

 

ー
—8

2

7

8

6

8

0

5

1

 

2

2

 

2

6

8

8

7

0

6

1

3

 

2

2

1

 

小計

□□―-L-―竺＿．．l_＿＿竺＿ l_---- 3-]---ｷ 

14 

91 

35 

91 

34 

普通会計計

｀三
3
-
3
0
2
-
5
-
8
 

2

2

 

1

1

 

126 

3
0
2
-
5
-
l
 

-
3
 

ー

5
-
3
1
2
-
6
-
l
 

2

3

 

l

l

 

※職員数は国の定員管理に準じた一般職に属する職員数であり、
地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨
時または、非常勤職員を除いています。

(5) 平成12年 2 月 10 日（木）



平成1 1 年度

明和町成人式

m
 

人
生
の
新
た
な
門
出
を
祝
う
「
平
成

1
1
年
度
明
和
町
成
人
式
」
が
1

月
1
0
日
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ
、
男

性
9
5
人
、
女
性
8
2
人
の
合
わ
せ
て17

7

人
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

こ
。t
 今回

は
、
祝
日
法
の
改
正
で
成
人
の

日
が
1

月
の
第
2

月
曜
日
に
定
め
ら
れ

て
初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
は
、
祝
福
の
明
和
太
鼓
稲
妻
会

の
和
太
鼓
で
開
幕
し
、
議
会
、
教
育
委

員
会
な
ど
の
来
賓
の
か
た
が
た
に
見
守

ら
れ
る
な
か
、
斎
藤
町
長
は
「
新
世
紀

の
担
い
手
と
し
て
、
新
し
い
文
化
の
創

造
に
向
け
て
心
豊
か
で
た
く
ま
し
く
、

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
歩
ん
で
く
だ

さ
い
。
さ
ら
に
、
国
家
社
会
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
、
大
き
く
世
界
に
羽
ば
た
い

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
原
口
議
会
議
長
ら
来
賓
の
か

た
が
た
の
祝
辞
に
続
き
、
成
人
者
を
代

表
し
て
酒
井
孝
悟
さ
ん
が
「
新
成
人
と

し
て
責
任
あ
る
行
動
を
と
り
、
自
分
を

磨
き
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
」
、
続
い
て
、
中
里
仁

美
さ
ん
が
「
私
た
ち
は
汚
れ
の
な
い
気

持
ち
で
こ
の
明
和
町
、
ま
た
、
社
会
全

体
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
努
力
を

惜
し
ま
ず
努
め
て
い
く
覚
悟
で
す
」
と

そ
れ
ぞ
れ
決
意
を
新
た
に
答
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

会
場
は
、
艶
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー

ツ
等
に
身
を
包
ん
だ
成
人
者
で
と
て
も

華
や
い
だ
雰
囲
気
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
式
典
終
了
後
も
新
成
人
た
ち
は
、

友
人
と
の
再
開
で
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。

西
暦
二
千
年
と
い
う
記
念
す
べ
き

ミ
レ
ニ
ア
ム
に
、
ま
た
生
ま
れ
育
っ

た
こ
の
明
和
で
、
無
事
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

私
は
、
ま
だ
学
生
の
身
で
あ
る
せ 中里仁美さん

今
ま
で
自
分
が
ど
の
よ
う
に
生
き

て
き
た
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

楽
し
か
っ
た
こ
と
、
つ
ら
か
っ
た
こ

と
、
苦
し
か
っ
た
こ
と
、
す
べ
て
の

裏
に
は
家
族
や
恩
師
、
友
人
、
恋
人

な
ど
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。
こ
の
二
十
年
間
、
私
た
ち
は

何
人
の
人
間
と
知
り
合
い
何
人
の
人

酒井孝悟さん

間
を
愛
し
た
り
憎
ん
だ
り
し
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。
私
は
二
十
歳
を
迎
え

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

私
は
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に

思
い
出
や
感
動
、
笑
い
を
も
ら
っ
て

き
ま
し
た
。
今
度
は
こ
れ
か
ら
私
自

身
が
み
ん
な
に
返
す
番
で
す
。

こ
れ
か
ら
生
き
て
い
く
う
え
で
何

人
の
人
間
と
出
会
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
別
に
仕
事
や
勉
強
が
で
き
な
く

て
も
、
他
人
の
痛
み
や
思
い
が
分
か

っ
て
あ
げ
ら
れ
る
人
間
に
成
長
す
れ

ば
十
分
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
「
他

人
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
」
こ
の

こ
と
を
生
涯
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら

も
生
活
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
て
の
抱
負

い
か
成
人
し
た
と
い
う
実
感
が
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
二
十
歳

に
な
っ
た
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
許
可
さ
れ
る
反
面
、
制
限
さ
れ

る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
は
大
人

と
し
て
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
残
さ

れ
た
学
生
生
活
を
有
意
義
に
過
ご

し
、
二
年
後
、
立
派
に
社
会
に
出
ら

れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層

の
努
力
を
し
て
自
分
を
磨
い
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成12年 2 月 10 日（木） (6) 



優勝した皆さん

第
2

回
新
春
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

1

月

2
3日
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
周
辺
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
一
般
成

人
ま
で
延
べ
2
1
2

人
が
参
加
し
て
、

日
ご
ろ
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

開
会
式
で
斎
藤
町
長
は
「
西
暦
2
0

0
0

年
の
記
念
す
べ
き
大
会
で
、
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
レ
ー
ス
は
、

年
齢
に
合
わ
せ
て
1

キ
ロ
か
ら5

冗
ま
で

の
コ
ー
ス
、
1
5
部
門
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
応
援
に
訪
れ
た
か
た
か
ら

大
き
な
声
援
を
受
け
て
、
息
を
弾
ま
せ

な
が
ら
力
走
し
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し

ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
、
食
生
活
改
善
推

進
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
得
て
、
豚
汁

や
し
る
こ
、
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
選

手
ら
は
寒
さ
で
凍
え
た
体
を
温
め
て
い

ま
し
た
。

入賞おめでと
小学生低学年女子 1 • 2年 1.0km 
1 位高橋唄日香 4分20秒 1 東小 1

2 位荻野 望 4分25秒5 西）ド2

3 位清 愛理 4分3ワ禾少2 西小2

小学生低学年男子 1 ・ 2年 1.0km 

1 位磯 康彰 3分57秒 1 西小2

2位堀□ 8月 4分 17秒5 西小2

3位阿部雄也 4分21秒6 西小2

小学生中学年女子 3·4年 1.5km

1 位） 1|辺智美 6分 13秒9 東小4

2位小林美穂 6分20秒4 東小3

3 位久保□口波ワ分01秒3 東小3

小学生中学年男子 3·4年 1.5km 

1 位富塚拓也 5分 12秒0 西小4

2位須藤拓未 5分 1 ワ秒ワ 東小3

3 位本澤 匠 5分2ワ秒8 東小4

小学生高学年女子 5·6年 2.0km

1 位柿沼優子 8分 13秒8 西小6

2 位堀由美子 8分36秒2 西小5

— 

、
「

‘
、こ

第2回新春

町民マラソン大会

LI — 

ざし‘
3位吉田有花 8分3ワ秒7 西小5

小学生高学年男子 5·6年 2.0km

1 位清水 亮 7分39秒ワ西）」＼6

2位大沢正一 7分45秒 1 西）」＼6

3位鹿田腎司 7分55秒9 西）ド5

中学生女子 1 ・ 2·3年 2.0km

1 位柿沼智子ワ分01秒5 8月中2

2 位木村春花ワ分35秒 1 8月中3

3 位黒澤容子ワ分46秒6 8月中 1

中学生男子 1 ・ 2·3年 3.0km

1 位小林広和 11分03秒5 8月中3

2位青木貴大11分 18秒4 8月中 1

3 位伊藤聖太11分39秒5 8月中 1

一般女子（高校生以上） 3.0km

1 位野口淳子15分02秒4 アドバン

2位璽 路子 15分23秒5 8月和テニス

一般男子（高校生以上） 5.0km

1 位永吉直人17分38秒4 南大島

2位小林克至18分59秒4 下江黒

叩

ます （敬称略）

3 位奈良原邑樹20分00秒 1 千津井

壮年の音S (40歳以上） 3.0km 

1 位圧條英樹1 1 分 1 1 秒6 南大島

2位篠原勇吉 1 1 分43秒4 中谷

3 位奈良原勇□郎 12分03秒3 千津井

スポーツクラブ対抗（団体） 3.0km

1 位新里やろう会 21 点

2 位日月和テニスクラブ 25点

3 位師走 27点

スポーツクラブ対抗 (1固人） 3.0km

1 位畳 佳弘 11 分45秒 1 8月禾0テニス

2位松本浩幸11 分45秒5 師定

3位岡田 直泰 12分06秒ワ岨車ファミリー

健康マラソン 2.0km 

1 位泉田 清＋32秒0差矢島

2位泉田憲— +3ワ秒5差矢島

3位小松原義男＋38秒9差南大島

（タイムをあらかじめ申告し、そのタ

イム差を競うタイムトライアル）

(7) 平成12年 2 月 10 日（木）



シリーズ介護俣険履

介護保険制度が始まります！

麟（—「」|麟．バ卓羹餞言］をぎ炉 II 、口已

4 月から始まる介護保険制度ではあ医者さんにかかるとき使う医療保険の保険証と同じように、介
護保険の保険証（介護保険被保険者証）が交付されます。この介護保険被保険者証は、介護保険の被

保険者であることを示す証明書であるとともに、介護サービスをうけるだめに必要な構報が記載され
るなどの大切な役割があります。あなだが介護サービスをうけるときに必要ですので、手元にあいて
大切に保管しましょう。

交付される人および交付時期

◇要介護（要支援）認定の申請をしていない人

平成 12年 4 月 1 日現在で65歳以上の第 1 号被保険

者に 3 月初旬郵送により一斉交付する予定です。

◇すでに要介護（要支援）認定の結果がでた人

3 月初旬に郵送する予定です。なお、ケアプラン

（介護サービス計画）の作成に保険証が必要になりま

すので、ケアプラン作成を居宅介護支援事業者へ委

託している人は、委託先へ保険証を提示してくださ
V ヽ

◇要介護（要支援）認定の申請中の人

3 月初旬以降、結果が出しだい郵送します。

●平成12 年 4 月 2 日以降に65 歳の誕生日を迎える第 1 号

被保険者には……

新しく 65歳になる人は誕生日のある月（月の初日が誕

生日の人はその前月）に交付します。

（例 6 月 1 日が誕生日の人は→ 5 月に交付します8 月 3 日が誕生日の人は→ 8 月に交付します）
●第 2 号被保険者 (40~64歳の医療保険加入者）の場合

は・・・・・・

介護サービスをうけるために必要な要介護（要支援）

認定を受けた（認定結果がでた）人に交付します。

また、認定申請をしていない第 2 号被保険者でも希望

があれば保険証を交付します。（平成12年 4 月 1 日以降）

この場合、加入している医療保険の保険証を添えて、保

健福祉課の窓口で交付の申請をしてください。

次のことに注意して、大切にあつかいましょう

・保険証を受け取ったら、記載事項にまちがいがないか確

認しましょう。

・介護サービスを受けようとするときは、保険証を持って

保健福祉課の窓口に申請し、要介護（要支援）認定を受

けます。

・認定を受けると、要介護度や、サービスを適切に利用す

るために気をつけることなどが記載されます。

・介護サービスを受けるときはサービス提供機関に提出し

ます。

・記載事項に変更があったときは、 14 日以内に役場へ届け

出しましょう。

・認定の有効期間を経過するとサービスが受けられません

ので、経過する 60 日前から 30 日前までの間に保健福祉課

の窓口に保険証を提出し、認定の更新を受けましょう。

・資格を失ったときは、すみやかに役場へ返却してください。

・保険証の貸し借りはいけません。罰せられます。

医療保険と介護保険の

保険証はどう違う？

‘’` • •'1 •・ 99

医療保険の保険証と介護保険の保

険証は別のものです。それぞれ次の

ようなときに使用します。

医療保険の保険証

j l 
介護保険被保険者証

病気やケガなどで医療（診療、治療、投薬など）を

受けるときに医療機関の窓口に提出します。

介護保険の保険証

寝たきりや痴呆などで介護サービス（自宅や施設に

おける介護や看護、機能訓練など）を受けるときに、サ

ービス提供機関に提出します。ただし、原則として、

事前に町に申請をし、認定を受けたうえで、ケアプラン

（介護サービス計画）にもとづいてサービスを受けるこ

とになります。

居宅介護支援事業者

介護保険のサービスを受けるためには、原則として

ケアプラン（介護サービス計画）を立てる必要があり

ます。ケアプランの作成は居宅介護支援事業者（下表）

のケアマネージャーに依頼すると便利です（全額保険

給付されますので費用の自己負担はありません）。依

頼先を早めに選択して、ケアプランを作成してくださ

い。

明和町に事業展開する指定居宅介護支援事業者一覧
（平成12年 1 月 4 日現在）

事業者名 事業所所在地 電話番号

1 社会福祉法人 明租町社会福社協議会 明和町新里311-3 84-4013 

2 館林記念病院 館林市台宿町7-18 72-3155 

3 クローバー荘 館林市田谷町 118ワ— 1 77-2230 

4 ミモザ荘 板倉町細谷217 77-2550 

5 株式会社ケア コスモス太田支店 大泉町朝日 2-29-32 40-3754 

6 ちよだCOMハウス 千代田町赤岩2114-2 86-3111 

7 老人保健施設すみれの里 館林市坂下町3191-1 ?5-6511 

8 社会福社法人 板倉町社会福祉協議会 板倉町板倉3411-1417 82-3900 

9 有限会社 第一調剤薬局 館林市堀工町 1452-2 75-7050 

10 ケアセンター ナーシング 館林市赤生田町 1865-1 75-3711 

11 特別養護老人ホーム東毛光生匿 館林市成島町862-4 75-1260 

12 株式会社太陽 館林市富士見町 15-37 75-3111 

13 訪思看護ステーション新橋 館林市下□林町452 70-7551 

14 ケアステーションラポー）レ 邑楽町赤堀 1982 70-2205 

※都道府県の指定を受けてある事業者なら県外を含め

どこでも利用できます。

平成12年 2 月 10 日（木） (8) 



故
•
関
根
二
朗
さ
ん
（
須
賀
・
享
年

6
3
歳
）
に
、
こ
の
た
び
正
六
位
勲
五
等

瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

関
根
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
二
年
四
月

か
ら
平
成
九
年
三
月
ま
で
の
四
十
年
間

に
大
泉
町
、
千
代
田
町
、
館
林
市
内
の

小
・
中
学
校
教
諭
、
明
和
東
小
学
校
教

頭
、
明
和
西
小
学
校
校
長
お
よ
び
西
幼

稚
園
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
永

年
に
わ
た
り
教
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
校
長
時
代
は
、
持
ち
前
の
実
行

正故
六 . 
関
根
朗
さ
ん
に

位
勲
五
等
瑞
宝
章

故
・
泉
田
和
作
さ
ん
（
矢
島
・
享
年

7
2
歳
）
に
、
こ
の
た
び
正
六
位
勲
五
等

瑞
宝
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

泉
田
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
二
年
八
月

村
議
会
議
員
に
当
選
以
来
、
平
成
十
一

年
八
月
ま
で
連
続
八
期
、
三
十
二
年
も

の
永
き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
に
議
長
、
副
議
長
、
総
務
・
文

教
厚
生
・
建
設
の
常
任
委
員
会
委
員
長

等
を
歴
任
し
た
の
を
は
じ
め
、
村
工
場

誘
致
対
策
委
員
、
村
民
生
委
員
推
薦
会

正故
六 . 
泉
田
和
作
さ
ん
に

位
勲
五
等
瑞
宝
章

委
員
、
村
農
業
委
員
会
委
員
、
村
監

査
委
員
等
幅
広
い
要
職
を
全
う
し
、

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
村
農
業
協
同
組
合
理
事
と

し
て
昭
和
五
十
六
年
三
月
か
ら
六
年

間
、
組
合
員
の
農
業
生
産
力
の
増
進

と
経
済
的
地
位
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

た
ほ
か
、
邑
楽
郡
監
査
委
員
連
絡
協

議
会
委
員
と
し
て
、
昭
和
六
十
二
年

八
月
か
ら
六
年
間
、
郡
内
町
村
の
監

査
の
適
正
化
と
調
査
研
究
を
行
い
、

健
全
財
政
確
立
に
多
大
な
功
績
を
残

さ
れ
ま
し
た
。

力
を
駆
使
し
て
教
育
環
境
整
備
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
、
教
育
内
容
の
充
実

に
努
め
多
大
な
功
績
を
収
め
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
九
年
四
月
よ
り
本
町

の
中
央
保
育
園
お
よ
び
西
保
育
園
の

園
長
と
し
て
園
児
や
保
母
へ
の
良
き

指
導
者
と
な
り
職
責
を
十
分
に
果
た

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
九
年

十
二
月
よ
り
本
町
の
人
権
擁
護
委
員

に
委
嘱
さ
れ
、
教
育
界
の
み
な
ら
ず

人
権
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
商
揚

に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た

と
き
の
医
療
費
が
年
々
増
え
続
け
て
い

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
人
口
の
高

齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
病
気
が

ち
な
お
年
寄
り
が
増
え
た
こ
と
や
医
療

技
術
の
高
度
化
に
伴
い
、
医
療
費
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
1
0
年
度
の
町
の
老
人
医
療
費
は

約
8

億
9

百
万
円
、
対
前
年
度
伸
び
は

虹
客
で
し
た
。
一
人
当
た
り
に
す
る
と

約
5
9
万
円
（
下
表
参
照
）
に
な
り
ま
す
。

医
療
費
の
内
訳
は
入
院
3
0
名
、
入
院
外

4
5
．
匂
で
7
5
名
を
占
め
、
こ
れ
ら
の
医

療
費
は
本
人
負
担
を
除
い
て
、
国
・

県
•
町
が
3

割
を
、
7

割
は
国
民
健
康

保
険
等
の
保
険
者
か
ら
の
拠
出
金
、
被

保
険
者
が
納
め
る
保
険
料
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
皆
さ
ん

石
し
：
い
維
持
か

ペタンクを楽しむお年寄り

総医療費と一人当たり医療費の推移

老人総医療費

688,622,537円

ワ38,935,280円

809,211,6ワ9円

968,822,250円（見込み）

年度一人当たりの医療費

8
9
1
0
1
1
 

561,683円

566,664円

590,664円

679,400円（見込み）

困
難
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

日
ご
ろ
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
、
よ
り
よ

い
診
療
を
心
掛
け
医
療
費
を
大
切
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
医
者
さ
ん
の
上
手
な
か
か
り
方

•
あ
医
者
さ
ん
の
掛
け
持
ち
は
、
や
め

ま
し
ょ
う

・
薬
を
た
く
さ
ん
欲
し
が
る
の
は
、
や

め
ま
し
ょ
う

・
時
間
外
、
休
旦
受
診
は
、
避
け
ま
し

ょ
う

•
あ
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指
＿
示
を
守

り
ま
し
ょ
う

増
え
続
け
る
老
人
医
顎
費

よ
り
よ
い
診
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

(9) 平成12年 2 月 10 日（木）



犬
に
関
す
る
苦
情
が
増
加
し
て
い
ま
す

役
場
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
6
8
6

町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
平

成
1
2
年4
月
か
ら
働
い
て
い
た
だ
け
る
臨

時
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

◇
採
用
職
種
・
人
数
等
下
表
の
と
お
り

◇
雇
用
期
間
平
成
1
2
年
4

月
1

日
か
ら

1

年
間

◇
選
老
方
法
書
類
選
考
、
面
接
な
ど

◇
提
出
書
類
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
）

◇
受
付
期
限

2

月
2
9
日
因

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

課
C
闘
3
1
1
1

役
場
総
務
課

内
線
3
3
2

本
町
で
は
、
犬
を
飼
う
ご
家
庭
が
多
く
、

平
成
1
0
年
度
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施

し
た
犬
の
頭
数
は
1

、

1
4
7

頭
で
、
こ

れ
は
約
凶
世
帯
に1
頭
の
割
合
で
飼
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

じ
か
し
、
そ
の
一
方
で
町
内
で
捕
獲
さ

れ
た
野
犬
は
1
2
9

頭
に
上
り
、
こ
の
こ

と
は
「
い
ら
な
く
な
っ
た
犬
」
を
飼
い
主

が
捨
て
る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

犬
に
関
す
る
苦
情
が
大
変
増
加
し
て
い
ま

す
の
で
、
飼
い
主
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
責
任
を
持
っ
て
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し

ょ
、
つ
。

放
し
飼
い
を
し
な
い

県
条
例
に
よ
り
、
犬
は
昼
夜
の
別
な
く

つ
な
い
で
飼
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
い
つ
も
つ
な
が
れ
た
ま
ま
で
す
と

犬
に
も
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
り
ま
す
の
で
、

訓
練
、
し
つ
け
を
し
な
が
ら
適
度
な
引
き

運
動
を
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ン
の
始
末

犬
の
散
歩
中
の
フ
ン
の
始
末
は
、
飼
い

主
の
当
然
の
マ
ナ
ー
で
す
。
犬
の
散
歩
に

は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
小
さ
い
シ
ャ
ベ
ル
を

持
っ
て
く
だ
さ
い
。

避
妊
手
術

生
ま
れ
た
子
犬
を
始
末
す
る
の
で
は
な

く
、
生
ま
れ
な
い
よ
う
に
手
術
を
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
町
に
は
助
成
金
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

登
録
お
よ
び
注
射

犬
の
登
録
は
生
涯
に
1

度
、
狂
犬
病
予

防
注
射
は
年
1

回
で
す
。
毎
年
5

月
ご
ろ

実
施
し
ま
す
の
で
、
広
報
ま
た
は
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

犬
は
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ

＿
っ

役
場
総
務

採用職種・人数等

職 橿 採用人数 年齢資格

一般事務
（主に老人

若干人 40歳未満福祉セン
ター業務）

40歳未満

保育土 若干人 保育士の
免許取得者

40歳未満

幼稚園教諭 若干人 幼稚園教諭の
免許取得者

海洋センター

監視指導員
ワ人 40歳未満

デイサービス
センター 若干人 50歳未満
介護職員

町
あ
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会

臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す

平成 1 1 年の国民年金保険料

定 1 ~ 3 月 13,300円

月
額 4 ~12月 13,300円

額

付加保険料 400円

則‘’ 定 額 155,750円

納
額 定額＋付加 160 ,430円

国
民
年
金
の
保
険
料
や
国
民
年
金
基

金
の
掛
金
は
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
所
得
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

控
除
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

1
1年

中
に
納
め
た
保
険
料
と
掛
金
で
、
納
め

忘
れ
に
な
っ
て
い
た
保
険
料
を
納
め
た

場
合
や
、
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ

て
い
た
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
た

保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
族
の
た
め
に
納
め
た
保

険
料
と
掛
金
に
つ
い
て
も
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
確
定
申
告
の
際
に
は
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
の
保
険
料
は
次
の
と
お
り

で
す
。

役
場
住
民
課

内
線
3
3
7

国
民
年
金
保
険
料
・
基
金

掛
金
は
所
得
か
ら
控
除

平成12年 2 月 10 日（木） (10) 
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役
場
濃
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
闘
4
6
8
6

交
通
災

害

家
族
全
員
そ
ろ

共
済
組

つ

年
額
5
0
0

円
で
万
一
の
交
通
事
故
の

時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

道
路
上
で
、
車
や
バ
イ
ク
自
転
車
等
の

車
両
に
よ
っ
て
け
が
を
さ
れ
た
か
た
が
対

象
で
す
。
現
在
加
入
し
て
い
る
か
た
は
も

ち
ろ
ん
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

か
た
も
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ

。

、
つ◇

加
入
で
き
る
人

本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
、
ま
た

は
外
国
人
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人

◇
会
費

一
人
年
額
5
0
0

円

（
途
中
加
入
し
て
も
同
額
）

◇
共
済
期
間

平
成
1
2年
4

月
1

日

1

平
成
1
3年
3

月

3
1日

交
通
安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
明
和

町
、
館
林
市
、
板
倉
町
の

3

市
町
合
同
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
第

2
0回
行
政
区
別
無
事

故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
（
平
成
1
1年
1

月
1

日

1
1
2
月
3
1日
）
の
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

昨
年
同
期
に
比
べ
酒
気
帯
び
酒
酔
い
違

反
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
悪
質
違
反
行
為

の
中
で
は
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

合

（
途
中
加
入
の
場
合
は
、
加
入
日
か
ら

平
成
1
3年
3

月
3
1日
ま
で
）

◇
申
込
万
法

各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
会
員
台
帳
兼
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
会
費
を

添
え
て
隣
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
3

月
1
0日
⑤
以
降
の
申
し
込
み
は
、
直

接
役
場
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

◇
対
象
と
な
る
交
通
事
故

車
両
（
自
動
車
・
原
動
機
付
自
転
車
・

自
転
車
・
荷
車
テ
ー
ラ
ー
等
）
に
よ
っ

て
発
生
し
た
人
身
事
故
で
、
道
路
法
上

の
道
路
で
起
き
た
も
の
（
自
損
事
故
も

含
む
）

◇
見
舞
金
請
求
期
限

た
、
速
度
違
反
や
無
免
許
違
反
も
多
く
み

ら
れ
、
依
然
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
家
族
や
地
域
か
ら
事
故
や
違
反
を

な
く
し
、
交
通
事
故
・
違
反
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
交
通
安
全
に
務
め
ま
し
ょ
う
。

最
多
違
反
は
酒
気
帯
び
酒
酔
い

無
事
故
·
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
最
終
結
果

て
加
入
し
ま
し
ょ
うの
会

第20回行政区別無事故・無違反コンクール

最終結果（平成 1 1 年 1 月 1 日～ 1 2 月 31 日）

交通事故種別 悪質違反行為

i 事死亡故 重傷事故 軽傷事故 物損事故I 酒面i 佃'‘‘ 
酔ぃり一 免許

件件件，件 件件件

8 

1 5 13 

4 1 1 , 
4 千津井 I 36.30 218 15 

5 斗合田 I 37.84 1 3 1 5 

6 大輪 I 41.30 5 11 1 3 

7 I 南大島 I 46.64 5 11 2 1 12 

8 I 新里 I s4.22 6 20 3 1 1 10 

9 I 川俣 I 54.89 419 2 

10 I 須賀 |62.92 4 5 1 4 

11 I 中谷 |76.80 1 6 l 16 5 1 7 

12 I 大佐貰 |80.69 213 9 2 1 1 11 

13 I 江口 82.04 4I 1I 7 3 14 

14 下江黒 |90.64 219 1 6 

15 田 島 |108.96 415 4 1 16 

16 入ケ谷 I 111.11 4I 13 1 

I 
計 II 55.24 3 57l 1l 128 22 6 3 

役
場
環
境
課
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）

C
閥
4
6
8
6

事
故
発
生
か
ら
2

年
以
内

※
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
課
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

員
募
集

共済見舞金

こ 傷害の程度 金額

1 死亡した場合 1,000,000 円

2 I 身障手帳 1 、 2 級に該当された障害 300,000 円

3 I 180 日以上の実日数治療を要した傷害 200,000 円

4 I 100 日 ク 100,000 円

5 | 80 日 ヶ 80,000 円

6 l 60 日 ク 60,000 円

7 40 日 ケ 40,000 円

8 l i 30 日 ク 30,000 円, 5 日 ク 20,000 円

(11) 平成12年 2 月 10 日（木）
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·-ふそ Tミ
大会の結果（上位入賞者）
町大会 （敬称略）
小学生低学年の部…男子団体戦
①下江黒（開口 諒、小林恵輔、石山泰成、
青山徳喜） ＠上江黒（原島啓多、牛久保剛、
丸山智弘、丸山大貴） ③梅原（開口篤史、高
澤翔、本繹佑喜）
同…男子個人戦

①開□大地（梅原） ②小野佑介（南大島） ③ 
小島佑弥（斗合田）
同…女子団体戦
①新里（澤浦薫、寺田愛、小泉春菜、柿
沼純子） ②下江黒（木村純子、川辺智美、小
林美穂） ③矢島（石崎理恵、橋本育美、石崎
裕紀子、清水美緒）
同…女子個人戦

①杉山水紀（千津井） ②真田聡美（新里）③
柿沼恵里奈（田島）
小学生高学年の部…男子団体戦

①斗合日（阿祁尚樹、多田雄一、阿部隆幸）

地区の期待を担って
上毛かるた大会

健郡楽体の 臨をはば わ社中 3 会会いめ郷
闘大町．優なん担‘れ各れ会学 5 が上る毎精地
さ会で個勝ぉでっ地た地ま体生。 1 毛‘年神域
］髯開人者‘〕ヽて区選区し育が人］か町開を学

文： ［場貫乞は、文、［言盆尤乞ぢ息言／］、日、文〖貪詈塁
一 ℃し、た邑団会でに待ち選 行、・約大もてた愛
②矢島（情水亮、石崎悠介、清水洋昭、山 ①池田 翔（中谷）＠森田聖清（上江盟） ③ 
田正史） ③新里（磯辰彦、渡辺秀樹、澤浦 柴崎弘行（下江黒）
政） 同··女子団体戦
同・・男子個人戦 ①新里（真田幸子、桑原彩子、磯敦子、堂元

①開□し史（梅原） ②秋野宏明（矢島） ③金 沙織） ②田島（野村麻菜美、奈良飛鳥、奈良
子隼（入ケ谷） 真利香） ③南大島（島田知佳、福島由衣、柏
同…女子団体戦 木優香里）

①新里（渡邊由美子、真田雪江、常松香織、 同…女子個人戦
佐藤弥生） ②田島（新井聡美、奈良恵莉子、 ①蜜井芳恵（江口）②小泉春香（新里） ③南
大塚有里恵、高瀬静香） ③江D （開口愛美、 雲愛実（中谷）
木村陽子、佐瀬友紀奈、木村和恵） 郡大会（明和町のみ）
同…女子個人戦 小学生低学年の部

①小磯直美（南大島） ②今成香織（江D) ③ 男子団体戦＝下江黒子ども会…第 3 位
吉永愛理（千津井） 女子団体戦＝新里子ども会••第 3 位
中学生の部…男子団体戦 小学生高学年の音［

①中合（堀 侑介、久保田雄一、坂上亮太） 男子個人戦＝関口し史（梅原）…準優勝
②矢島（影山裕之、泉田知宏、大野博正） ① 女子個人戦＝小磯直美（南大島）…準優勝
大佐貫（篠木悠多、松本友宏、堀江信行、本 中学生の部
繹一樹） 男子団体戦＝中谷子ども会•第 3 位
同…男子個人戦 男子個人戦＝池田翔（中谷）…優勝

伝統行事を後世に
どんど焼き

新たな気持ちを筆に託して
書き初め大会

伝
統
行
事
を
後
世
に
残
そ
う
と
矢
島

地
区
、
子
ど
も
会
育
成
会
、
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
共
催
の
ど
ん
ど
焼
き

が
1

月

1
5日
夜
、
同
地
区
の
田
ん
ほ
で

行
わ
れ
、
1

年
の
無
病
息
災
等
を
祈
る
約

1
0
0

人
の
住
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
青
竹
を
骨
組
み
に
し
て

稲
わ
ら
を
高
く
積
み
上
げ
、
回
り
に
だ

る
ま
や
し
め
飾
り
が
縛
り
つ
け
ら
れ
た

大
小
二
つ
の
や
ぐ
ら
を
設
置
。
午
後

6

時
に
点
火
さ
れ
る
と
、
大
き
な
火
柱
が

上
が
り
、
竹
の
は
じ
け
る
音
に
参
加
者

か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
に
は
、
み
か
ん
や
甘
酒
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
、
小
正
月
の
行
事
を
楽

し
み
ま
し
た
。

書き上げた作品を披露する参加者

ふ瓜ユl＿い一
1年の無病息災等を祈るどんど焼き（矢島地区）

町
教
育
委
員
会
主
催
の
書
き
初
め
大

会
が
1

月
8

日
、
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
小
学
生
と
大
人
の

3
6人
が
新
春
恒

例
の
書
き
初
め
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

課
題
は
、
町
民
憲
章
普
及
事
業
の
一

環
と
し
て
「
明
る
い
町
」
「
ゆ
た
か
な
町
」

「
福
祉
の
町
」
「
伝
統
の
継
承
」
な
ど
の

言
葉
。
町
書
道
協
会
の
4

人
の
先
生
や

同
館
の
職
員
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

全
員
が
新
た
な
気
持
ち
を
筆
に
託
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
真
剣
な
表
情
で
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
今
年
は
2
0
0
0

年
を
記

念
し
て
緊
張
し
な
が
ら
書
き
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
毎
年
書
き
続
け
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

掲載写真は差し上げます 役場企画課 3(84)3111 平成12年 2 月 10 日（木） (12) 



2000年の到来を祝う
千津井地区

年末年始に監視体制
コンピュータ2000年問題

千
津
井
ク
ラ
ブ
と
千
津
井
子
ど
も
会

育
成
会
で
は
、
「
千
津
井
地
区
2
0
0
0

年
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
」
を
1
2

月
3
1
日
夜
か
ら
1

月
1

日
未
明
に
か
け

て
、
三
嶋
神
杜
境
内
で
行
い
、
西
暦

2

0
0
0

年
の
到
来
を
祝
い
ま
し
た
。

新
千
年
紀
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
地

域
住
民
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た
め
開

催
。
会
場
で
は
、
1

日
午
前
0

時
の
1
0

秒
前
か
ら
参
加
者
全
員
で
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
を
行
っ
た
後
、
三
島
神
社
へ
の
初

も
う
で
参
拝
客
等
に
手
作
り
の
甘
酒
や

豚
汁
、
御
神
酒
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
、
世

代
間
の
交
流
の
機
会
を
持
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

益

偶えられた風船式給水タンク

町
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦

2
0

0
0

年
問
題
に
関
し
て
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

年
末
年
始
に
監
視
体
制
に
入
り
ま
し
た
。

1
2
月
3
1
日
か
ら
1

月
1

日
ま
で
の
間
、

対
策
本
部
や
重
要
シ
ス
テ
ム
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
各
担
当
職
員
が
役
場
に
待
機

し
た
ほ
か
、

3

日
ま
で
は
関
係
職
員
が

自
宅
待
機
を
す
る
な
ど
有
事
に
備
え
ま

し
た
。
ま
た
、
従
来
か
ら
防
災
倉
庫
に

備
え
て
あ
る
非
常
用
飲
料
水
、
食
糧
等

の
ほ
か
風
船
式
給
水
タ
ン
ク
に
飲
料
水

3

じ
、
自
家
発
電
機
3

基
、
燃
料
3

日

分
な
ど
を
備
え
ま
し
た
。

町
内
で
は
、

2
0
0
0

年
問
題
に
よ

り
住
民
生
活
に
影
響
が
出
る
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

---ｷ -..-
-/—• 

三J:\
,,4 ,. 

ヽヽ』 .. ~ヽ
クラッカーを鳴らし、 2000年を祝う千津井の皆さん

使命に基づいて住民を守る
消防出初め式

―-—•-、.“—

見事な梯子のりの演技を披露

する、とび職組合の皆さん

1

月
9

日
、
館
林
市
三
の
丸
南
面
駐

車
場
を
会
場
に
平
成
1
2
年
消
防
出
初
め

式
が
行
わ
れ
、
総
勢
9
2
4

人
が
参
加
。

管
理
者
の
中
島
市
長
ら
か
ら
は
「
火

災
が
1
8
件
減
少
し
た
の
は
皆
さ
ん
の
努

カ
の
た
ま
も
の
。
使
命
に
基
づ
い
て
住

民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま

すがすがしいお正月を
しめ飾り教室

しめ飾リを仕上げる参加者

中
央
公
民
館
で
は
、
す
が
す
が
し
い

気
持
ち
で
お
正
月
を
迎
え
て
も
ら
お
う

と
1
2
月
1
9
日
、
毎
年
恒
例
の
し
め
飾
り

教
室
を
同
館
で
行
い
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
4
4
人
の

参
加
者
は
、
6

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

講
師
に
迎
え
た
町
内
の

7

人
の
お
年
寄

り
か
ら
、
わ
ら
の
編
み
方
を
教
わ
り
、

み
か
ん
、
松
、
昆
布
、
南
天
、
榊
な
ど

を
飾
り
付
け
、
一
人
が
2

本
ず
つ
見
事

な
し
め
飾
り
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
手
作
り
の
し
め
飾
り
を

新
年
の
家
族
の
幸
せ
を
願
っ
て
作
り
ま

し
た
。
ま
た
、
年
齢
層
の
違
う
か
た
と

友
達
に
な
れ
て
魅
力
的
で
す
」
と
述
べ

ま
し
た
。

し
た
。

ま
た
、
式
で
は
あ
い
さ
つ
の
後
、
と

び
職
組
合
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
梯

子
の
り
の
演
技
や
消
防
音
楽
隊
に
よ
る

見
事
な
演
奏
の
ほ
か
、
消
防
車
を
用
い

て
の
七
色
の
一
斉
放
水
も
行
わ
れ
、
訪

れ
た
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

こ
。t
 

(13) 平成12年 2 月 10 日（木） 身近な情報をあ寄せください
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冷え症て脳んでいませんガ

冷え性は、日本の女性に昔から多い症状です。 20歳前後、更年期の年代ではおよそ 3 人に 1 人が

冷え性で悩んでいると言われています。冷え性のかたは、体のどこかに冷えを感じています。冷え

の原因はよくわかっていませんが、全身的な生理作用の低下が直接、間接的に影響していると考え

られています。冷え性は様々な原因が重なって起こる複雑な症状です。冷え性も放っておくと、身

体が冷えるだけでなく、血行不良が招く「肩こり」「腰痛」「肌荒れ」「むくみ」さらには、「免疫力
の低下」など怖い病気を引き起こしかねません。冷え性対策で血行をよくしてみましょう。

運
動
不
足
に
よ
っ
て
、
筋
肉
ポ
ン

プ
の
力
も
衰
え
る
た
め
末
梢
の
血
液

が
心
臓
に
送
り
戻
さ
れ
な
い
。
つ
ま

り
、
戻
り
が
悪
い
と
こ
ろ
に
は
血
液

が
い
か
な
く
な
り
習
慣
的
な
血
行
不

良
を
引
き
起
こ
す
。

自
律
神
経
は
、
身
体
の
冷
え
た
と

こ
ろ
に
何
と
か
温
か
い
血
液
を
送
り

込
も
う
と
し
て
い
る
。
自
律
神
経
の

乱
れ
に
よ
り
必
要
な
量
の
血
液
を
必

要
な
と
こ
ろ
へ
送
る
と
い
う
本
来
の

働
き
が
行
わ
れ
ず
、
血
行
不
良
が
起

こ
る
。

冷
え
の
原
因
⑤
自
律
神
経
の
乱
れ

冷
え
の
原
因
④
筋
肉
不
足

冷
え
の
原
因
③

外
気
が
冷
た
く
な
る
と
、
熱
を
逃

さ
な
い
よ
う
に
末
梢
の
毛
細
血
管
が

収
縮
す
る
。
そ
の
た
め
に
末
梢
部
分

で
の
血
行
不
良
が
起
こ
る
。
（
こ
れ
は

冷
え
性
で
な
い
人
に
も
起
き
て
い
る
）

心
臓
の
ポ
ン
プ
カ
が
少
な
い
た
め

末
梢
の
血
管
ま
で
血
液
を
届
け
る
勢

い
が
な
い
。
そ
の
結
果
手
先
な
ど
の

末
梢
血
管
に
ま
で
、
血
液
が
行
き
届

か
な
い
。

鉄
欠
乏
性
貧
血

各
器
官
に
送
ら
れ
る
酸
素
濃
度
が

薄
い
た
め
、
細
胞
で
の
栄
養
の
燃
焼

が
不
完
全
に
な
り
、
全
身
を
効
率
よ

＜
暖
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
↓
全

身
の
冷
え

冷
え
の
原
因
②
低
血
圧

冷
え
の
原
因
①
毛
細
血
管
の
収
縮

1
.
,
9
•
1
,
1
•
I

ー
・
＇

―
冷
え
症
で

「一
ぉ
悩
み
の
か
た
ヘ
一

L
•ー
1
1
1
I
l
'
l

i

'
I
l
‘i'
1
.i

'
1
・1
:
'
ー
・1
,
.
'
,
1
•
1
9

ー•
1
9
,
.
,

i
'
i
'
i

冷
え
に
効
く
ツ
ボ
は
下
半
身
に
集
中
し
て
い

ま
す
。
押
す
と
き
は
息
を
吐
き
な
が
ら
、
1

か

所
に
つ
き
7
\
8
回
を
目
安
に
。
寝
る
前
な
ど

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
に
行
う
の
が
効
果
的
。

ゆ
う
せ
ん

①
湧
泉

足
の
裏
に
あ
る
ツ
ボ
。
足
の
指
を
曲
げ
て
で

き
る
＜
ぼ
み
の
と
こ
ろ
。
両
足
に
1

か
所
ず
つ

あ
る
。
特
に
下
半
身
の
冷
え
性
に
効
く
。

こ
ん
ろ
ん

②
昆
奉

外
く
る
ぶ
し
と
ア
キ
レ
ス
腱
の
間
に
あ
る
。

冷
え
性
に
は
も
ち
ろ
ん
慢
性
の
頭
痛
、
腰
痛
、

足
の
痛
み
に
も
効
く
。
押
す
と
き
は
親
指
を
使

っ
て
少
し
痛
い
と
感
じ
る
と
こ
ろ
ま
で
。

だ
い
し
ょ
う

③
太
衝

足
の
甲
に
あ
る

ツ
ボ
。
足
の
親
指

と
人
差
し
指
の
間

か
ら
、
指
2

本
分

足
首
側
に
あ
が
っ

た
と
こ
ろ
。
冷
え

性
の
原
因
が
生
理

痛
や
生
理
不
順
で

悩
ん
で
い
る
人
に

お
す
す
め
。

①
 

飼
u
5
.
"
'

. 

.. 
., 

... 

.
 

,
5
 言

》
ー
、
'
‘
.

ツ
ボ
押
し
マ
ッ
サ
ー
ジ

体
の
中
で
外
気
に
応
じ
て
体
温
調
節

を
行
っ
て
い
る
の
が
自
律
神
経
で
す
。

だ
か
ら
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
で
自
律
神
経

が
乱
れ
る
と
冷
え
に
弱
い
体
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
正
常
に
自
律
神

経
を
働
か
せ
る
た
め
に
行
い
た
い
の
が

正
し
い
呼
吸
法
で
す
。
吐
く
と
き
は
吸

う
と
き
の

2

倍
以
上
の
時
間
を
か
け
て

行
い
ま
す
。
こ
の
要
領
で
呼
吸
を
し
て

い
る
と
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
え

ら
れ
て
、
内
臓
や
汗
腺
の
働
き
も
正
常

化
し
体
が
温
か
く
な
り
ま
す
。

深
呼
吸
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

体を温める食品

野菜は大根、人参、はす、山芋

タマネギなどを調理してとる。

魚はアジ、イワシ、シラスなど。

肉は鶏肉。ショウガは体を温め

る効果ナンバーワン。

傷嘩晏

遭

冷
え
性
予
防
に
一
番
よ
い
の
は
、
旬

の
も
の
を
食
べ
る
こ
と
。
ハ
ウ
ス
栽
培

な
ど
で
旬
の
も
の
が
選
び
に
く
い
時

は
、
冬
は
土
の
中
で
育
つ
野
菜
を
選
ぶ

と
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
ほ
か
に
も
体

を
温
め
る
効
果
の
あ
る
ニ
ン
ニ
ク
や
シ

ョ
ウ
ガ
な
ど
を
う
ま
く
使
う
の
も
1

つ

で
す
。

体
を
冷
え
か
ら
守
る
食
事

平成12年 2 月 10 日（木） (14) 



B
&
G

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

1
2
年
度
長
期
水
泳
教
室
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

◇
各
教
室
の
募
集
内
容

・
小
学
生
水
泳
教
室
…
小
学
生
を
対
象

に
毎
週
火
・
水
・
木
・
金
・
土
の
い

ず
れ
か
の
曜
日
で
、
午
後
5

時
か
ら

6

時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
土
曜
日

は
午
後
3

時
か
ら
4

時
ま
で
で
す
。

（
町
内
者
の
み
）

・
家
庭
婦
人
水
泳
教
室
…
家
庭
婦
人
を

対
象
に
毎
週
火
曜
日
の
午
後
2

時
か

長
期
水
泳
教
室

募 . 9

、

集
6

1

 

2

1

 

4
6
5
5
 

)

-

)

 

4

4

 

館
⑱
夕
⑱

＾
＂
~
育
〖
ン
t
i

↑
体
セ

員
＂
＂
＂
＂
会
洋

^
"
u
▼
社
海

員
"
r̂

 
0
、

, . 
』

ら
3

時
ま
で
で
す
。

・
一
般
男
女
水
泳
教
室
…
一
般
男
女
を

対
象
に
毎
週
水
・
木
の
い
ず
れ
か
の

曜
日
で
、
午
後
7

時
か
ら
8

時
ま
で

で
す
。

・
高
齢
者
水
泳
教
室
…
お
年
寄
り
等
を

対
象
に
毎
週
金
曜
日
の
午
前
1
0
時
3
0

分
か
ら
1
1
時
3
0
分
ま
で
で
す
。

・
幼
児
ア
ク
ア
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
室

平
成
6

年
4

月
2

日
か
ら
7

年
4

月

1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児
を
対
象

に
毎
週
金
曜
日
で
、
午
後
3

時
か
ら

4

時
ま
で
で
す
。

（
町
内
者
の
み
）

※
各
教
室
と
も
7
.
8

月
は
休
み
に
な

り
ま
す
。

◇
募
集
期
間

2

月
2
0
日
⑪
ー3
月
5

日
⑪
（
月
曜
日
を
除
く
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
海
洋
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
電
話
不
可
）

◇
期
日

4

月
2
5日
因

◇
会
場
板
倉
ゴ
ル
フ
場

◇
対
象
町
内
在
住
・
在
勤
者

◇
募
集
人
員

2
0
0

人
（
先
着
順
）

◇
参
加
費

l
o

、

0
0
0

円
（
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
代
含
む
）

◇
申
し
込
み

2

月
1
6
日
困
か
ら
受
け
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第
3

回
町
民

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

飼逗塵藝；
新年の初泳きに挑む参加者

第
2

回
新
春
水
泳
大
会
が
1
月

9

日
、
小
学
生
か
ら
一
般
成
人
ま
で
の
約

6
0
人
が
参
加
し
てB
&
G

海
洋
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
住
民
の
交
流
の

拠
点
と
し
て
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め

る
た
め
開
催
し
た
も
の
で
す
。

種
目
は
着
衣
泳
レ
ー
ス
、
ト
リ
ム
レ

ー
ス
、
2
5
ね
競
泳
、
ス
プ
ー
ン
リ
レ
ー
、

ビ
ー
ト
板
バ
タ
足
リ
レ
ー
、
小
・
中
学

生
リ
レ
ー
の
7

種
目
。
参
加
者
は
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
を
中
心
に
、
楽

し
み
な
が
ら
新
年
の
初
泳
ぎ
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

第
2

回

新
春
水
泳
大

結

果
会

/ : 変更※に 〇耳鼻科 科人の • 祝は日ヽ館林邑楽全地区 館林地区 千代田
板倉地区

休 産婦人科iI 耳鼻科 内科外科
明和地区

なにみI 
2 月 20 日

真中医院 川田（目）医院 安楽岡医院岡田医院 館林地区と 小西医院 場ムるば口り 限吟ロ間りク 一 • 

日
ff (72) 1630 ff (72) 3314 8 (72) 0572 匹 (72)3163 同じです 匹 (86)2261 

まは匹
のす午後 (73 2) 

浜野病院川村医院 横田（善）医院最上医院 館林地区と 館林地区と 認ヽ 1 1 
当 2 月 27 日

匹（72)4970 B (7 4) 3763 同じです 同じです
時ま 凸4 
しでが
てで 担当
忍）す゜ し

番 白沢医院合村グリニッグ 大石医院新橋病院 わだらせりリこッり 竹越医院 竺眩し すま。3 月 5 日
ff (72) 1600 匹 (70)2221 匹 (74) 2362 匹 (75)3011 8 (77) 2727 B (84) 3137 

て

^ 靡；こ
医

さ
昇土井クリニッグ小倉医院 堀越医院 川島脳外科 館林地区と 館林地区と し‘

゜3 月 12 日
四 (72) 8841 合 (72)0606 8 (73) 4151 匹 (75)5511 同じです 畠同じです

(15) 平成12年 2 月 10 日（木） 一人 1 スポーツを行いましょう！



産業別最低賃金が
改正されましだ

l 群馬労働基：嘉7(231)4518 -
群馬県の産業別最低賃金が、平成

11年12月 22 日から改正されました。

◇製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造

業最低賃金

1 日 5,904円 1 時間 739 円

◇金属加工機械、一般産業用機械・

装置、事務用・サービス用・民生

用機械器具、その他の機械・同部

分品製造業最低賃金

1 日 5,828円 1 時間 729 円

◇電気機械器具製造業最低賃金

1 日 5,813円 1 時間 727円

◇輸送用機械器具製造業最低賃金

1 日 5,825円 1 時間 729 円

春をさがそう
親と子のつとい

県立東毛少年自然の家
B0277 (78) 5666 

◇期日 3 月 11 日出～ 12 日（日） 1 泊

2 日

◇会場 県立東毛少年自然の家とそ

の周辺（薮塚本町）

◇対象小・中•特殊教育諸学校の

児童生徒とその保護者で、親子で

参加できるかた

◇募集人員 100名（先着順）

◇内容七草摘み、野鳥観察等

◇経費 2,700円（親子同一）

◇申し込み 電話またはFAXで2月

29 日因までに参加者の住所、郵便

番号、氏名、学年（子どものみ）

性別、電話番号をお知らせくださ

い。 FAX 0277-78-7322 

花こよみ

これからが見ごろ

花菜（ハナナ）

(2 月中旬～ 4 月中旬）

1 、 2年草

草丈

40~60cm 

花色

黄

東毛地区新入
社員研修会

l 役場経済課 穴（ 84) 3111 -
今春、入社予定の新入社員を対象

に、社会人としての必要な基礎知識、

職業人としての初歩的知識を提供

し、その自覚を促し勤労に対する意

欲を高めるため開催します。

◇期日 3 月 16 日（木）・ 17 日僅

◇対象者 管内中小企業の事業所

で、平成12年春の新規採用予定者

が20名以下の事業所に入社予定の

新入社員

◇募集定員 180名（先着順）

◇参加費 1 人当たり 3,000円

◇会場太田市勤労会館

◇申し込み 2 月 29 日因までに役場

経済課ヘ

館林高等学校
定時制課程生徒募集

l 県立館林高等学校
匹（ 72)4307

◇応募資格 中学校もしくはこれに

準ずる学校を卒業した者、または

平成12年3月に中学校を卒業見込

みの者

◇募集定員 40人（男・女）

◇入学願書受付日 3月 24 日倫）・ 27 日

旧） 午前 9 時～午後 4 時 (27 日旧）

は正午まで）

◇面接・作文等 3月 28 日伏）

国語、数学、面接等

◇必要書類等 入学願書、調査書、

受験料、その他指示する書類

低公害車導入整備
資金のご案内

l 県庁環境政策：027(226)2814-
県では、環境保全に向け、自動車

からの二酸化炭素排出量の低減など

を目指し、中小企業向けに創設した

低公害車購入の低利融資の対象を個

人にまで拡充しました。皆様のご利

用をお待ちしています。

◇融資対象 新規に購入する低公害

車の主たる定置場の所在を県内と

する個人

◇融資条件 ►限度額 200万円 ►融

資期間 5 年以内 ►利率年2.9%

以下ですが、別途、保証料が上乗

せとなる場合があります。

◇償還方法 金融機関の定めによる

◇申込期限随時

◇申し込み 県内金融機関の本支店

◇問い合わせ 県庁環境政策課ヘ

桐生女子高等学校
通信制課程生徒募集

県立桐生女子高等学校
80277 (32) 2182 

桐生女子高等学校通信制課程は、

男女共学普通科で、年齢に関係なく

入学できます。月に 2 回（隔週）ほ

ど登校すればよいので、働きながら

学ほうとするかた、主婦のかたにと

っては、大変好都合な勉強方法です。

◇入学願書受付 3月 9 日（木）～4月 4 日（必

◇問い合わせ 県立桐生女子高等学

校(〒 376-0601桐生市梅田町1-185-1)

春先は空気が乾燥しています
小さな火にも気をつけて
春の全国火災予防運動 3 月 1 日⑱～ 7 日(*)

「あぶないよ ひとりほっちにしだその火」

3月 1 日から 7 日まで春の全国火災予防運動が実施されます。

これを機会に、私たち一人ひとりが尊い命や大切な財産を守るため、

次のようなことに注意して火災予防に努めましょう。

火の用心七つのポイント

①家のまわりに燃えやすいものを置かない。
②寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
③てんぷらを揚げるときは、その場を離れない。
④風の強いときは、たき火をしない。
⑤子どもには、マッチやライターで遊ばせない。
⑤電気器貝は正しく使い、たこ足配線はしない。

⑦ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

省エネルギー上手は、暮らし上手 電気は上手に使いましょう！ 平成12年 2 月 10 日（木） (16) 



し
r

の
情

町の無料法律相談

日時＝ 3 月 10 日倫）
午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室

内＇容＝法律一般事項
対象＝明和町民
担当者＝福島弁護士

受付＝ 3 月 1 日から 8 日までに
総務課へお申し込みくだ

さい。

乳幼児健診

日時＝ 3 月 9 日（木）

午後 1 時～ 2 時受付
場所＝保健センター

対象者＝ 10年 3 月、 11年 3 月、 8
月、 11 月生

健 康 相 吾火
ロ火

日時＝ 3 月 7 日因・ 16 日（木）

午前 9 時30分～ 10時30分

受付
場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 3 月 15 日因
午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

年 金 相 火
火

———
-n 

日時＝ 3 月 16 日（木）

午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 3 月 16 日（木）
午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>国民年金保険料じ水道料金
納期限＝ 2 月 29 日因

町営住宅
入居者募集

l 役場建設課 匹（ 84)3111
町では、町営住宅の入居者を募集

しています。

◇募集している住宅

南大島・新田団地 l 戸

◇家賃収入（所得）によって異な

ります。

※入居資格等詳しくは、役場建設課

ヘ

家庭教育カウンセリング
中級講座in 館林公開講座

l 館林保健福祉事務所
8 (72) 3230 

館林保健福祉事務所では、講演会

「それでも人生に YES と言えるた

めに～子ども・学校・家庭の現在

～」を開催します。

◇日時 3 月 15 日因午前10時 10

分～正午

◇会場館林市文化会館小ホール

◇講師諸富祥彦千葉大学教授

◇参加費無料

◇定員 200名

◇申込期限 3月 10 日倫）

◇申し込み 館林保健福祉事務所へ

太田産業技術専門校
学生雲集
県立太田産業技術専門校

8(31)1776 

県立太田産業技術専門校では、平

成12年度 4 月生の入校生を募集して

います。

◇募集科目・期間・定員

·NC オペレータ科 6 か月 20人

．溶接科 6 か月 20人

◇応募資格 職業に必要な技能を身

に付けたいかた（性別・学歴・年

齢を問いません）

◇願書受付．選老日 定員に達する

まで、随時受付．選考します。

◇選老万法 簡単な筆記試験、面接

試験

◇提出書類 ► 成人者＝入校願書、

健康診断書 ► 未成年者＝入校願

書、健康診断書、成績証明書

◇授業料・受験料無料

◇申し込み 群馬県立太田産業技術

専門校へ

ダイオキジン類の排出
事業所は届出が必要です

l 館林保健福祉事務所
8(72)3230 

ダイオキシンによる環境汚染を防

止するため、ダイオキシン類対策特

別措置法が平成12年 1 月 15 日から施

行されました。この法律では、事業

者の廃棄物焼却炉などからでる排ガ

スまたは排水中のダイオキシンが規

制されます。

規制される特定施設は、廃棄物焼

却炉（火床面積が0.5五以上または

焼却能力50kg/ h 以上）、製鋼用電

気炉（鋳鋼用、鍛鋼用を除く。変圧

器1,000KVA以上）など13種類です。

該当する場合は届出、測定の義務等

が生じますのでご留意願います。特

に現在設置している施設がある場合

は 2 月 13 日までに届出する必要があ

ります。

※詳しくは、館林保健福祉事務所環

境課ヘ

第 20 回邑楽・館林
郷土芸能発表大会

l ふるさと産業文化： (84) 5555 

◇日時 3 月 12 日（日） 開場：正午

開演：午後 0 時30分

◇会場 邑楽町公民館

◇町内出演団体 明和八木節保存

会、明和太鼓稲妻会

◇入場料無料

※詳しくは、ふるさと産業文化館へ

町職員の人事異動

2 月 1 日付けで町職員の人事

異動がありましたのでお知らせ

します。（ ）は前職

企画課

►土地開発推進室長兼企画調整

係長田口久夫（企画調整

係長）

►土地開発推進室細田祥子

（都市開発課開発係）

►土地開発推進室橋本康弘

（都市開発課開発係）

►土地開発推進室兼経済課農政係

牛久保正和（経済課農政係）

(17) 平成12年 2 月 10 日（木） 2月は省エネルギ一月間です （財）関東電気保安協会・東京電力



プ
す

ぬ に
は
ぐ
れ
ー
チ
蜂
の

泉
3

原
ワ

政
チ

) 

ひ
つ
じ
l
f
J
の
野
這
を
行
け
ば
小
蛙

の
黄
の
背
光
ら
せ
大
さ
く
ジ
ャ
ン

「
広
報
め
い
わ
」

文
江

つ
止
ま
り

稽危申告をすると．．．

小
春
a

の
縁
に
千
し
た
る
い
か
巻

柿
l
f
J
初
江

後
手
に
刹
烹
着
鈷
ぴ
身
文
｀
反
l

胡

ー

の
厨
に
先
ず
湯
を
沸
か
す

十
一
の
数
字
並
仄
L

年
月
旧
湯
、
宿

に
穂
ふ
老
人
会
の
旅

吾
れ
の
歌
拉
冊
に
書
く
”
ず
の
先
ひ

た
す
ら
に
追
い
眼
を
凝
ら
す

会
チ
良

野
本
み
ね
子

、
、
の
輝
麦
し
ん
か
ら
冷
ゆ
る
t
身

を
か
が
t
箕
売
り
に
負
け

1

箕
を

ー
っ
購
ぅ
原
ワ
美
津
子

照
手

代
表
関
口
し
げ
の

.̀::t::. 

塗

富

士

ワ
イ
ー
ン
ズ

2
0世
紀
か
ら
2
1世
紀
へ
、
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
ゾ

ー
ン
に
あ
た
る

2
0
0
0

年
に
成
人
式
を
迎
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し
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世
界

に
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け
て
大
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く
飛
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ほ
し
い
で
す
ね
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®

花
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で
悩
ま
さ
れ
る
季
節
で
す
ね
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今
年
は

特
に
花
粉
が
多
く
飛
ぶ
そ
う
で
す
。
少
し
で
も
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げ
る
よ
う
工
夫
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
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皆
さ
ん
も
気
を
付
け
て
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だ
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い
。
◎

出
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め
式
で
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長
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防
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に
「
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を
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っ
て
い
る
以
上
に
恐
ろ
し
い
も
の
。
守

っ
て
も
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。
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が
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に
今
年
も
ス
タ
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ト
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》心
[ 町の人口と世帯 : 

男 5,879 人・女 5,798 人 : 
2 月 1 日現在（対前月比） 〈 1 月中の動き〉 ] 
世帯数 3,380戸 (-4) 出生 8人・死亡 7 人 { 
人口総数 11,677 人（＋1) 転入 29人・転出 29人 ~. 
(1 月 1 日現在の世帯数3,384戸 人口総数11,676人）

1 月の救急車出動回数
病 24件交通事故 5件その他 4件合計 33件急

米
あ
め
で
だ
米
（
敬
称
略
）

氏
名
父
母
名
性
別
地
区
闘

馨
エ
奈
t
i
i
□
女
斗
合
田
仄

角
田
鵬
町
只
代
汀
男
新
里
冗

辻
讐
〖
雅
仁
世
男
中
谷
砂

松
村
即
奇

□

女
中
谷
砂

折
原
和
平
鱈
疇
女
大
佐
貫
凶

岩
崎
元
口
□
男
入
ケ
谷
凶

あ
さ
と
春
樹

4

八
下
田
麻
斗
い
つ
み
男
新
里
尻

け
ん
た
ろ
う
主
対
叩
E

田
口
兼
大
郎
ナ
オ
ミ
男
大
佐
貫
凶

石
原
釦
翫
J
t
f
只
女
千
津
井
パ

企
あ
く
や
み
合
（
敬
称
略
）

氏
名
年
齢
世
帯
主
地
区
豆
砥

冨
塚
金
市

6
2
昭
彦
中
谷
％

酒
井
博

7
3
セ
ツ
新
里
パ

奈
良
昌
弘

7
0
［
中
谷
漏

佐
藤
節
子

8
4
敏
夫
下
江
黒
｀

木
島
金
次
郎

6
7
和
江
中
谷
｀

小
磯
泰
子

8
4
勝
男
南
大
島
｀

関
ロ
ハ
ナ

8
6

久
新
里
石

奈
良
フ
ク

8
9
貞
男
田
島
冷

※掲載を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。

平成12年 2 月 10 日（木） (18) 
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足尾鉱毒「川俣事件」を後世に

日本の公害闘争の原点となった「川俣事件」から

100 周年を迎えた 2 月 13 日、川俣事件記念碑を

建てる町民の会では、足尾鉱毒の被害農民と警

官隊の衝突地で記念碑の除幕式を行いました。

この事件の風化を防ぎ、後世に伝え、今後の環

境を考えていくうえでの一つのシンボルとなる

ことを願い建立しました。

今月の主な紙面ー一、

・川俣事件記念碑が完成…………②～⑤

・介護保険4月からスタート………⑥～⑦

•福祉タクジー利用券の対象範囲

を拡大・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ⑩ 
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川俣事件記念碑除幕式で祝辞を述べる斎藤町長

足
尾
鉱
毒
の
被
害
農
民
と
威
言
官
隊
が

明
和
町
の
川
俣
地
内
邑
楽
用
水
石
橋
付

近
で
衝
突
し
た
「
川
俣
事
件
」
か
ら
1

0
0

年
目
に
あ
た
る
2

月
1
3
日
、
川
俣

事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の
会
で

は
、
環
境
庁
水
質
保
全
局
の
西
尾
土
壌

農
薬
課
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
約
1
2

0

人
が
出
席
し
、
衝
突
地
で
記
念
碑
の

除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

町
民
の
会
は
、
現
代
社
会
の
環
境
問

題
に
ま
で
も
訴
え
続
け
て
い
る
足
尾
鉱

毒
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
記
念

碑
を
建
立
し
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
昨

年
6

月
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
す
。
募

金
活
動
や
会
員
の
研
修
会
を
重
ね
な
が

恐

式辞を述べる吉永五三次会長

足尾鉱毒

川俣事件から

100年

来賓に迎えた環境庁西尾土壌農薬課長

ら
町
の
補
助
金
と
と
も
に
衝
突
地
付
近

に
記
念
碑
の
建
立
を
進
め
て
き
ま
し

こ
。t
 

式
典
で
は
吉
永
五
三
次
会
長
が
「
1

0
0

年
前
の
今
日
、
流
血
の
弾
圧
を
受

け
た
大
惨
事
の
状
況
下
で
、
勇
気
と
決

断
を
も
っ
て
被
害
民
の
救
憧
に
努
め
た

今
は
亡
き
塩
谷
村
長
ら
の
ご
霊
に
対

し
、
私
た
ち
7
9
3

名
の
会
員
の
心
情

は
必
ず
や
届
き
、
相
通
ず
る
も
の
が
あ

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
が
見
守

る
中
、
吉
永
会
長
、
斎
藤
町
長
、
原
口

町
議
会
議
長
ら
1
0
人
が
紅
白
の
綱
を
引

い
て
記
念
碑
の
除
幕
を
行
い
、
完
成
を

川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の
会
で
除
幕
式

建
立
主
体

•
川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の
会

•
明
和
町

総
事
業
費

1
、

0
6
7

万
1

千
円

内
訳

・
協
賛
金
等
8
6
7

万
1

千
円

(
7
9
3名
）

•
町
助
成
金
2
0
0

万
円

記
念
碑
は
横
3
.
5
2
認
、
縦
l
.
3
7

区
、
重
さ
4

じ
の
黒
御
影
石
製
で
、

表
に
は
事
件
の
概
要
を
記
し
た
碑
文
、

裏
面
に
会
員
や
協
賛
者

(
1万
円
以
上
）

な
ど
4
3
6

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

建

立

概
要

特
別
協
賛
者

▽
荒
井
清
▽
塩
谷
正
邦

協
力
者

▽
関
根
石
材
店

祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
協
賛
者
や
施
工
業
者
、

土
地
提
供
者
な
ど
5

人
に
町
長
と
会
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
祝
辞
で
は
斎
藤
町

長
が
「
2
1
世
紀
を
目
前
に
し
た
今
、
環

境
の
大
切
さ
を
今
一
度
再
確
認
す
る
こ

と
を
望
み
ま
す
。
こ
れ
か
ら
こ
の
場
所

は
、
足
尾
鉱
毒
事
件
に
か
か
わ
っ
た
人

た
ち
か
ら
永
遠
に
語
り
継
が
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
さ
ら
に
、

原
口
町
議
会
議
長
、
田
村
東
京
経
済
大

学
教
授
、
西
尾
環
境
庁
土
壌
農
薬
課
長
、

谷
津
衆
議
院
議
員
、
矢
口
県
議
会
議
員

か
ら
も
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▽
鯉
沼
寛
治 ▽

長
中

感
謝
状
贈
呈
者

平成12年 3 月 10 日僅 (2) 



川俣地内の衝突地に建てられた黒御影石

製の標識と説明板

明
和
町
指
定
史
跡

川
俣
事
件
衝
突
の
地

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
指
定

所
在
地
明
和
町
川
俣
五
五
八
番
地

所
有
者
水
資
源
開
発
公
団

足
尾
銅
山
の
鉱
毒
に
苦
し
め
ら
れ
た

渡
良
瀬
川
流
域
の
農
民
は
、
明
治
―
―
-
+

説
明
文

町
教
育
委
員
会
で
は
、
我
が
町
で
起
き
だ
歴
史
的
事
件
で
あ
る

「
川
俣
事
件
」
の
風
化
を
防
ご
う
と
、
当
時
の
事
件
の
発
生
場
所

を
「
川
俣
事
件
衝
突
の
地
」
と
し
て
町
指
定
史
跡
に
指
定
し
ま
し

だ
。
「
川
俣
事
件
」
は
、
発
生
か
ら
平
成1
2年
2

月
1
3日
で
1
0
0

周
年
に
当
だ
り
、
こ
れ
を
機
に
、
日
本
の
公
害
史
の
原
点
と
も
い

わ
れ
る
こ
の
事
件
を
振
り
返
り
、
町
内
外
に
広
く
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
後
世
に
正
し
く
伝
え
、
合
日
叫
ば
れ
て
い
る
環
境
問

題
に
も
目
を
向
け
て
も
ら
あ

lつ
と
指
定
し
た
も
の
で
す
。

三
年
二
月
十
三
日
、
鉱
業
停
止
を
求
め

東
京
へ
向
か
う
が
、
そ
の
途
中
、
こ
の

地
（
橋
付
近
）
で
蓼
―
＝
官
隊
と
衝
突
し
た
。

こ
れ
が
、
川
俣
事
件
で
あ
る
。

当
時
の
佐
貫
村
長
や
村
民
は
、
負
傷

し
た
農
民
を
真
如
院
に
て
手
厚
く
介
護

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

平
成
十
二
年
二
月

明
和
町
教
育
委
員
会

川
俣
事
件
衝
突
の
地
を

町
教
育
委
員
会
で
史
跡
指
定

明
和
町
長
斎
藤
憲
謹
書

川
俣
事
件
は
足
尾
鉱
毒
問
題
の
中
で

最
も
大
き
な
事
件
で
あ
る

明
治
の
中
頃
渡
良
瀬
川
の
上
流
足

尾
銅
山
か
ら
流
出
す
る
鉱
毒
に
よ
っ
て

中
下
流
域
は
農
作
物
や
魚
類
に
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
生
活
を
脅
か
さ
れ
た

農
民
た
ち
は
銅
山
の
鉱
業
停
止
や
補

償
を
求
め
て
再
度
に
わ
た
り
大
挙
上
京

請
願
（
押
出
し
）
を
決
行
し
た
が
そ
の

成
果
は
少
な
か
っ
た

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
九
月

大
暴
風
雨
に
よ
る
洪
水
は
銅
山
の
沈
澱

池
が
決
壊
し
渡
良
瀬
川
流
域
の
田
畑
は

深
刻
な
被
害
を
う
け
た
耐
え
か
ね
た

被
害
民
は
足
尾
銅
山
の
鉱
業
停
止
を
求

め
て
第
三
回
東
京
押
出
し
を
決
行
し
た

そ
の
数
一
万
余
人
薄
着
姿
の
老
人

も
見
ら
れ
た
と
い
う

時
の
栃
木
県
選
出
代
議
士
田
中
正
造

は
こ
の
報
に
接
し
急
ぎ
上
京
途
中

の
一
行
に
会
い
多
く
の
犠
牲
者
を
出

さ
な
い
た
め
に
総
代
を
残
し
て
帰
村
す

る
よ
う
説
得
し
た
そ
の
演
説
は
被

害
民
を
動
か
し
翠
言
備
の
憲
兵
・
叡
言
察

官
に
も
深
い
感
銘
を
与
え
た
と
い
う

こ
の
後
田
中
正
造
は
足
尾
鉱
毒
問
題

解
決
に
献
身
し
議
会
に
於
い
て
も

再
三
再
四
政
府
を
追
求
し
た
が
政
府

の
答
弁
は
終
始
曖
昧
に
終
わ
っ
た

一
九
0
0

(
明
治
三
十
三
）
年
二
月

十
三
日
足
尾
銅
山
の
鉱
業
に
関
す
る
諸

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
被
害
民
た

ち
は
決
死
の
覚
悟
で
第
四
回
目
の
東
京

記念碑表面

押
出
し
を
決
行
し
た

前
夜
か
ら
邑
楽
郡
渡
瀬
村
（
現
館
林

市
）
の
雲
龍
寺
に
集
結
し
た
二
千
五
百

余
名
の
被
害
民
は
翌
朝
九
時
頃
大
挙
上

京
請
願
の
た
め
に
同
寺
を
出
発
途
中

撃
―
一
＝
察
官
と
小
競
り
合
い
を
演
じ
な
が
ら

正
午
頃
佐
貫
村
大
佐
貰
（
現
明
和
町
）

に
到
着
こ
こ
で
馬
舟
各
一
隻
を
積
ん

だ
二
台
の
大
八
車
を
先
頭
に
利
根
川
に

向
か
っ
た
が
そ
の
手
前
同
村
川
俣
地

内
の
上
宿
橋
（
現
邑
楽
用
水
架
橋
）
に

さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
待
ち
う
け
た

三
百
余
名
の
敬
―
-
―
―
＝
官
隊
に
阻
ま
れ
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
て
四
散
し
た
こ
れ

が
川
俣
事
件
で
あ
る

こ
の
事
件
で
負
傷
し
現
場
及
び
付

近
で
捕
縛
さ
れ
た
被
害
民
十
五
名
は

近
く
の
真
如
院
（
お
寺
）
に
連
行
さ
れ

た
（
翌
日
以
降
の
捜
査
で
総
数
百
余
名

が
逮
捕
さ
れ
う
ち
五
十
一
名
が
兇
徒

緊
衆
罪
等
で
起
訴
さ
れ
た
）

こ
の
事
態
を
重
く
み
た
佐
貫
村
の
塩

谷
村
長
を
は
じ
め
郡
・
村
会
議
員
区
長

ら
の
有
志
は
村
医
を
呼
び
負
傷
者
に

応
急
手
当
を
施
し
炊
き
出
し
を
行
い

に
ぎ
り
飯
を
差
し
入
れ
る
な
ど
被
害
民

の
救
憧
に
つ
と
め
た
こ
の
手
厚
い
扱

い
に
被
害
民
関
係
者
は
深
く
感
銘
し

こ
れ
を
後
世
に
伝
え
て
い
る

こ
の
後
政
府
の
措
置
に
失
望
し
た

田
中
正
造
は
衆
議
院
議
員
を
辞
職
し

天
皇
に
鉱
毒
問
題
を
直
訴
以
後
谷
中

村
遊
水
池
化
反
対
闘
争
へ
と
戦
い
を
続

け
るこ

の
地
で
川
俣
事
件
が
発
生
し
て
か

ら
百
年
が
経
過
し
い
ま
足
尾
鉱
毒
事

件
は
公
害
の
原
点
と
し
て
新
た
な
脚
光

を
浴
び
環
境
問
題
に
も
強
く
訴
え
続

け
て
い
る

こ
の
史
実
を
永
遠
に
風
化
さ
せ
な
い

た
め
に
こ
こ
に
川
俣
事
件
発
生
百
年

に
あ
た
り
記
念
碑
を
建
立
し
後
世

に
伝
え
る
も
の
で
あ
る

記念碑裏面

(3) 平成12年 3 月 10 日ほ）



講演する藤沼先生

川
俣
事
件
記
念
碑
完
成
に
伴
う
、
記

念
講
演
お
よ
び
歌
謡
シ
ョ
ー
が
2

月
認

日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

記
念
碑
建
立
に
あ
た
り
多
大
な
浄
財

を
い
た
だ
い
た
か
た
な
ど
を
招
待
し

て
、
町
お
よ
び
川
俣
事
件
記
念
碑
を
建

て
る
町
民
の
会
が
開
い
た
も
の
で
す
。

記
念
講
演
で
は
、
元
佐
野
高
校
長
の

藤
沼
坦
先
生
が
「
現
代
に
訴
え
か
け
る

川
俣
事
件
」
と
題
し
て
「
川
俣
事
件
か

ら

1
0
0

年
の
歳
月
を
経
て
、
我
々
は

し
つ
か
り
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
碑
の
文
に
触
れ
な
が
ら
、
か
つ
て

の
農
民
た
ち
の
悲
し
み
や
怒
り
、
そ
し

て
そ
れ
が
現
代
の
我
々
の
生
活
に
ど
う

つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
考
え
て
、
生
か

川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の

会
で
は
2

月
1
3
日
の
除
幕
式
終
了
後
、

川
俣
地
区
の
真
如
院
境
内
で
、
館
林
方

面
市
民
グ
ル
ー
プ
の
川
俣
事
件
百
年
祭

実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
押
し
出
し

（
大
挙
上
京
請
願
行
動
）
再
現
の
参
加

者
を
出
迎
え
、
川
俣
・
大
佐
貫
地
区
会

員
ら
の
協
力
を
得
て
豚
汁
を
振
る
舞
い

ま
し
た
。

川
俣
事
件
の
発
端
と
な
っ
た
、
出
発

地
点
の
館
林
市
の
雲
龍
寺
か
ら
事
件
の

舞
台
と
な
っ
た
明
和
町
の
川
俣
ま
で
約

す
げ
力
さ
み
の
わ
ら
じ

1
0
キ
ロ
の
行
程
を
、
菅
笠
や
蓑
、
草
鞘
な

の
ぼ
り

ど
当
時
の
農
民
の
姿
で
仮
装
し
、
織
や

む
し
ろ筵

旗
な
ど
を
掲
げ
た
か
た
な
ど
約
5
0

0

人
が
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
途

中
、
除
幕
し
た
ば
か
り
の
記
念
碑
に
立

ち
寄
っ
た
後
、
当
時
、
威
言
官
隊
の
弾
圧

押
し
出
し
再
現
の
参
加
者
に

町
民
の
会
が
豚
汁
振
る
舞
う

ぺ
J
\
ゾ

ぶ
：
ロ

t
r
遠
¢
‘
‘
l
,
-

丈、～

記念印や日付印が押されたタトウ

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
碑
の
完
成
を

機
会
に
、
よ
り
大
き
な
関
心
を
持
た
れ
、

さ
ら
に
こ
の
碑
が
全
国
に
対
す
る
鉱
毒

事
件
、
あ
る
い
は
公
害
の
発
信
地
と
な

る
よ
う
に
町
民
の
皆
さ
ん
が
活
動
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
熱
弁
を

振
る
い
ま
し
た
。

と遭止匹｀迂ロエ匹,_｀立皿‘

熱唱する本多のぶ子さん

ま
た
、
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
歌
手
の
中

島
直
美
さ
ん
、
本
多
の
ぶ
子
さ
ん
、
深

山
浩
二
さ
ん
の
3

人
が
次
々
に
演
歌
を

熟
唱
し
ま
し
た
。
本
多
さ
ん
は
鉱
毒
関

係
曲
の
「
渡
良
瀬
川
情
話
田
中
正
造
伝
」

な
ど
を
披
露
。
会
場
に
詰
め
掛
け
た
約

3
0
0

人
の
観
客
は
、
プ
ロ
の
歌
声
に

酔
い
し
れ
て
い
ま
し
た
。

で
負
傷
し
た
農
民
の
応
急
手
当
や
炊
き

出
し
な
ど
の
救
護
所
と
な
っ
た
真
如
院

に
到
着
し
、
斎
藤
町
長
ら
か
ら
歓
迎
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

川
俣
事
件
発
生

1
0
0
周
年
記
念
タ
ト
ウ
発
行

碑
を
か
た
ど
っ
た
記
念
印
や
日
付
印

日
本
の
公
害
闘
争
の
原
点
と
な
っ
た

川
俣
事
件
が
2

月
1
3
日
、
1
0
0

周
年

を
記
念
し
て
、
事
件
場
所
付
近
の
川
俣

郵
便
局
で
は
同
日
の
日
付
印
が
押
さ
れ

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ト
ウ
（
切
手
を
張
っ
た

台
紙
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

表
紙
に
は
、
利
根
川
の
土
手
か
ら
川

俣
事
件
で
大
混
乱
の
起
き
た
衝
突
場
所

を
望
む
写
真
を
使
い
、
切
手
3

枚
を
張

っ
た
台
紙
に
碑
を
か
た
ど
っ
た
記
念
印

や
川
俣
郵
便
局
周
辺
の
風
景
印
、
通
常

の
日
付
印
が
押
さ
れ
、
1

部
3
6
0

円

で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

深山浩二さん・中島直美さん

·.,-—-•-」•• '―’ご濃5.... 

▲参加者に豚汁が振る舞われた真如院境内

認
碑
昇
記
念
講
油
＆
歌
謡
シ

現
代
に
訴
え
か
け
る
川
俣
事
件
と
題
し
て
熱
弁

ヨ
ー

◄

記
念
碑
前
を
通
過
す
る
押
し
出

し
再
現
参
加
者

平成12年 3 月 10 日倫） (4) 



立
春
を
過
ぎ
た
と
申
し
ま
し
て
も
、

寒
気
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

寒
さ
の
中
で
、
自
然
の
条
理
と
で
も
申

し
ま
し
ょ
う
か
、
梅
の
つ
ほ
み
も
ふ
く

ら
ん
で
一
輪
、
二
輪
と
咲
き
初
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

今
日
は
二
月
十
三
日
、
百
年
前
の
今

日
、
一
時
頃
日
本
公
害
史
の
原
点
と
も

い
わ
れ
る
足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題
の
公
害

闘
争
事
件
が
、
明
和
町
川
俣
地
内
こ
の

場
所
で
発
生
を
い
た
し
ま
し
た
。

事
件
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
、
こ

の
記
念
碑
の
碑
文
を
、
後
ほ
ど
一
読
願

え
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
記
念
す
べ
き
、
こ
の
日
に
川
俣
事
件

記
念
碑
の
除
幕
式
が
挙
行
で
き
ま
す
こ

と
は
、
ひ
と
え
に
斎
藤
町
長
、
原
口
町

議
会
議
長
、
谷
津
衆
議
院
議
員
、
矢
口

県
議
会
議
員
、
環
境
庁
水
質
保
全
局
の

西
尾
土
壌
農
薬
課
長
、
水
資
源
公
団
の

大
野
副
所
長
、
群
馬
県
環
境
生
活
部
の

高
野
環
境
保
全
課
長
、
東
京
経
済
大
学

教
授
の
田
村
先
生
は
じ
め
多
数
の
ご
来

賓
の
方
々
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
不
肖
吉

永
会
長
以
下
列
席
の
会
員
一
同
は
光
栄

に
存
じ
、
誠
に
あ
り
が
た
く
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
川
俣
事
件
記
念
碑
の
建
立
に

あ
た
り
、
平
成
三
年
そ
の
当
時
、
風
化

し
忘
れ
つ
つ
あ
る
川
俣
事
件
を
当
時
の

斎
藤
村
長
、
議
会
議
員
の
方
々
、
特
に

教
育
長
野
木
村
庄
一
先
生
、
東
小
学
校

教
頭
関
根
二
朗
先
生
（
後
に
西
小
学
校

の
校
長
先
生
に
な
ら
れ
ま
し
た
）
二
名

の
両
先
生
は
村
長
の
ご
指
示
を
仰
ぎ
、

明
和
町
歴
史
の
一
頁
を
形
づ
く
ろ
う
と

し
て
、
公
正
に
真
実
を
実
証
的
に
解
明

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
ま
た
「
記
念

碑
を
建
て
、
川
俣
事
件
を
後
世
に
残
し

伝
え
継
ご
う
」
と
の
強
い
思
い
か
ら
東

奔
西
走
、
資
料
収
集
に
努
力
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
は
、
両
先
生
も
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
初
の

取
材
活
動
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、
平
成
十
一
年
六
月
私
た

記念碑前で式辞を述べる吉永五三次会長

ち
会
員
一
同
は
、
明
和
町
役
場
か
ら
三

月
に
発
刊
さ
れ
た
「
明
和
町
と
足
尾
銅

山
鉱
毒
問
題
」
の
小
冊
子
お
よ
び
「
川

俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の
会
」

入
会
ご
案
内
を
拝
見
し
、
設
立
趣
意
書

に
深
く
感
銘
す
る
と
と
も
に
共
鳴
を
致

し
、
会
員
五
十
五
名
、
賛
助
会
員
四
十

六
名
、
計
百
一
名
は
野
木
村
、
関
根
両

先
生
の
意
志
を
継
い
で
会
を
設
立
、
勇

躍
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

「
記
念
碑
を
建
立
す
る
」
と
い
う
こ

と
は
、
一
人
の
力
で
は
到
底
で
き
る
も

の
で
な
く
、
大
事
業
で
あ
り
ま
す
。
従

っ
て
、
趣
意
書
に
賛
同
さ
れ
た
会
員
は

英
知
を
結
集
し
、
団
結
と
協
力
の
も
と

積
極
的
に
企
画
、
計
画
、
実
行
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
発
足
以
来
、
今
日
に
至

る
ま
で
の
間
、
経
過
の
細
部
は
省
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
主
な
実
施
事

項
は
全
体
会
議
、
総
会
、
幹
事
会
、
本

部
役
員
会
、
足
尾
銅
山
鉱
毒
問
題
お
よ

び
川
俣
事
件
糾
明
と
真
相
の
研
究
、
講

師
は
元
栃
木
県
立
佐
野
商
校
の
藤
沼
校

長
先
生
、
現
地
研
修
講
師
は
元
栃
木
県

佐
野
市
小
学
校
の
嶋
田
校
長
先
生
、
そ

の
ほ
か
記
念
碑
建
立
の
入
札
等
、
各
種

施
工
業
者
と
の
準
備
、
企
画
、
計
画
、

調
整
、
施
工
の
実
施
を
進
め
な
が
ら
募

金
活
動
も
日
を
追
う
ご
と
に
極
め
て
活

発
化
し
、
最
終
的
に
は
会
員
数
九
十
八

関
係
者
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
感
謝
い
だ
し
ま
す

研
修
会
や
募
金
活
動
を
続
け
記
念
碑
建
立

名
、
賛
助
会
員
数
六
百
九
十
五
名
、
合

計
七
百
九
十
―
―
―
名
の
多
き
に
達
し
、
目

標
額
三
百
五
十
万
円
に
対
し
、
八
百
六

十
七
万
一
千
円
と
い
う
破
格
の
浄
財

を
、
ま
た
明
和
町
か
ら
建
立
の
た
め
の

補
助
金
と
し
て
二
百
万
円
、
合
計
一
千

六
十
七
万
一
千
円
と
い
う
高
額
の
浄
財

を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
一
人
ひ

と
り
が
目
標
に
向
か
っ
て
確
固
た
る
信

念
に
燃
え
て
、
募
金
活
動
に
誠
意
努
力

さ
れ
た
こ
と
と
、
町
民
の
有
志
の
方
々

が
募
金
に
理
解
を
示
さ
れ
、
ご
支
援
ご

協
力
の
賜
で
あ
る
と
私
は
深
く
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
年
代
は
「
古
い
文
明
に
属

す
る
最
後
の
世
代
で
あ
る
と
と
も
に
新

し
い
文
明
の
最
初
の
世
代
で
も
あ
る
」

と
い
う
新
旧
の
文
明
が
、
せ
め
ぎ
合
う

変
革
期
の
時
代
に
生
ま
れ
た
も
の
と
し

て
、
古
き
良
き
伝
統
を
新
し
い
世
代
、

二
十
一
世
紀
に
語
り
継
ぐ
責
任
が
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
、
私
た
ち
七
百
九
十
三
名
は
立
派
な

記
念
碑
を
予
算
の
範
囲
内
で
余
す
こ
と

な
く
建
立
す
る
と
い
う
大
事
業
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
百
年
前

の
今
日
、
官
憲
の
監
視
厳
し
く
、
流
血

の
弾
圧
を
受
け
る
大
惨
事
の
状
況
下
に

お
い
て
、
勇
気
と
決
断
を
も
っ
て
率
先

し
て
指
示
を
与
え
る
等
、
負
傷
者
に
応

急
手
当
を
施
し
、
炊
き
出
し
を
行
い
、

握
り
飯
を
差
し
入
れ
る
な
ど
被
害
民
の

じ
ゅ
つ

救
憧
に
努
め
た
今
は
亡
き
塩
谷
村
長
は

じ
め
、
郡
・
村
会
議
員
、
村
医
、
区
長

ら
の
ご
霊
に
対
し
、
私
た
ち
七
百
九
十

三
名
の
会
員
の
心
情
は
必
ず
や
届
き
、

相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
確
信
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

石
材
店
の
関
根
社
長
の
お
話
に
よ
り

ま
す
と
、
記
念
碑
の
石
の
材
質
は
ア
フ

リ
カ
産
の
ブ
ル
ロ
ッ
ク
石
と
い
う
そ
う

で
あ
り
ま
す
。
関
東
一
の
石
の
問
屋
、

茨
城
県
真
壁
市
に
あ
る
そ
う
で
す
が
記

念
碑
と
し
て
、
こ
の
ブ
ル
ロ
ッ
ク
石
で

横
の
長
さ
三
区
以
上
の
一
枚
の
板
石
で

の
注
文
は
今
ま
で
に
受
け
た
こ
と
が
な

い
と
の
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、
関
東
一

の
記
念
碑
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

終
わ
り
に
臨
み
ま
し
て
、
当
初
か
ら

完
成
に
至
る
ま
で
の
間
、
陰
に
陽
に
私

た
ち
会
員
を
ご
指
導
、
ご
激
励
、
ご
援

助
を
賜
り
ま
し
た
斎
藤
町
長
、
原
口
町

議
会
議
長
、
特
別
協
賛
者
の
ご
三
方
、

貴
重
な
用
地
を
提
供
く
だ
さ
い
ま
し
た

鯉
沼
寛
治
様
、
川
俣
事
件
の
講
演
を
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
東
京
経
済
大
学
教

授
田
村
先
生
、
鉱
毒
問
題
と
川
俣
事
件

の
知
識
を
研
修
に
よ
っ
て
高
め
て
く
だ

さ
っ
た
藤
沼
先
生
、
嶋
田
先
生
、
記
念

碑
建
立
に
ご
寄
進
く
だ
さ
い
ま
し
た
有

志
の
方
々
、
ま
た
、
工
事
に
直
接
携
わ

り
ま
し
た
荒
井
建
設
株
式
会
社
、
関
根

石
材
店
の
各
位
の
皆
様
に
「
川
俣
事
件

記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の
会
」
を
代
表

い
た
し
ま
し
て
心
か
ら
感
謝
の
誠
を
さ

さ
げ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
役
場
企
画
課
の
田
口
課
長
以
下
、

田
口
係
長
、
大
川
主
事
に
は
適
切
な
事

務
処
理
と
助
言
、
協
力
、
励
ま
し
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
も
っ
て
私
の
式
辞
と
い
た

し
ま
す
。

平
成
十
二
年
二
月
十
三
日

川
俣
事
件
記
念
碑
を
建
て
る
町
民
の
会

会
長
吉
永
五
三
次

(5) 平成1ぇ年 3 月 10 日倹）



シリーズ介護俣険⑪

い汀'
t
 

シ
ー

'
|
_
1

高齢者の介護を社会全体で支えていく新しいしくみ『介護保険』。

平成12年 4 月からいよいよスタートします。制度施行にあだり次

のようなことが決まりましだ。

在宅サービスの支給限度額

要介護度 訪給疇限酌度額ービスの 短期入所サービスの
支 (1 か月） 利用日数 (6か月）

要支援 61,500円 7 日

要介護 1 165,800円 14 日

要介護2 194,800円 14 日

要介護3 267,500円 21 日

要介護4 306,000円 21 日

要介護5 358,300円 42 日

福祉用具購入費支給の上限額

要介護度にかかわらず、 1 年につき
上限は 10万円（原則として同一珊
自の特定福祉用異の購入は不可）

10万円

住宅改修費支給の上限額 20万円

要介護度にかかわらず、上限は20
万円（改修時に住んでいる住宅につ
いて原則として 1 回）

※訪問通所サービスの支給限度額は、本来「単位」で
表されます。地域差に応じて限度額の加算が行われま

すが、明和町近隣でサービスを受ける場合は 1 単位＝

10円となります。（表は円換算して表示してあります）
※原則として訪問通所サービスと短期入所サービスの

費用を合わせて支給限度額内におさめます。

食事の標準負担額（1 日あたり）

主な在宅サービスの介護報酬額

訪問介護（ホームヘルプサービス）
〈身体介護〉 30分未満

30分以上 1 時間未満
1 時間以上 1 時間30分未満

以降30分ごとに
30分以上 1 峙間未満
1 時間以上 1 時間30分未満

以降30分ごとに
30分以上 1 峙間未満
1 時間以上 1 時間30分未満

以降30分ごとに
※早朝・夜間・深夜の場合は加算があります。

〈家事援助〉

く複合型〉

円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
2
4
9
3
2
3
8
3
1
 

1
0
8
1
5
2
8

ワ

0
5

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

2
4
5
2
1
2
2
4
1
 

通所介護（デイサービス）
※利用する施設の種類と要介護度により異なります。
〈単独型（所要時間4~6時間未満）の場合〉
【要支援】 4,740円 / 【要介護 1 、 2 】 5,4ワ0円
［要介護3 、 4 、 5 】ワ，340円
食事390円、送迎片道440円、入浴390円加算等

短期入所生活介護／短期入所療養介護（ショートステイ）
※施設あよび職員の配置、要介護度により異なります。
〈介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の場合〉 (1 日につき）
【要支援】 9,140円 ～【要介護5】 11,200円
〈介護老人保健施設（老人保健施設）の場合〉 (1 日につき）
【要支援】 9,940円 ～【要介護5 】 12,260円

※利用者負担は、原則として利用したサービスの費用の1 割です。

※介護報酬額は、本来「単位」で表されます。地域差に応じて

加算が行われますが、明和町近隣でサービスを受ける場合は1 単

位＝10円となります。（表は円換算して表示してあります）

在
宅
や
施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
事
業
者
に
支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
の

単
価
と
、
在
宅
の
利
用
者
が
受
け
ら
れ

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
上
限
と
な
る
支
給

介
護
報
酬
単
価
と

区
分
支
給
限
度
額

限
度
額
が
正
式
に
決
ま
り
ま
し
た
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪
問
通
所

サ
ー
ビ
ス
と
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
際
し
て
は
、
要
介
護
度
に
応
じ
て
、

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
上
限
額
（
支

給
限
度
額
）
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
負
担
は
原
則
と
し
て
費
用
の

1

割
で
す
。

般 ワ60円

世帯全員が住民税非課税 500円

生活保護受給者、
300円

住民税世帯非課税で老齢福祉年金の受給者

※役場に申請をして減額の認定を受ける必要があります。

施
設
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
場
合
は

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
1

割

②
食
事
の
標
準
負
担
額

③
日
常
生
活
費
（
理
美
容
な
ど
）

を
利
用
者
が
負
担
し
ま
す
。

な
お
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税

で
あ
る
場
合
な
ど
は
、
食
事
の
標
準
負

担
額
が
減
額
と
な
り
ま
す
（
表
参
照
）

の
で
、
役
場
に
申
請
し
て
認
定
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
（
平
成
1
2年
4

月
の
介

護
保
険
制
度
施
行
前
）
に
す
で
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し
て
い
る
人

は
、
新
し
い
制
度
に
な
っ
て
も
一
度
に

負
担
が
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
収

入
に
応
じ
て
減
免
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。

施設サービスの利用者負担

介護サービス・自己負担分 1 割
------------··--・----→-------------------------------------------

施設サービスの平均利用額

介護サービス・保険給付分 9割

+ 

食費・保険給付分
-----------------—雪―- ---- -------- -- • • • • -- • •ー·---------------• • * -

食費・自己負担分（標準負担額）
+ 

日常生活費

□ 
利用者の
自己負担分

種 類
平均利用額 平均（食利費用を者負担額
（食費を含む）月 含む）月

介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 331,000円 約 5万円程度

介護老人保健施設（老人保健施設） 354,000円 約5万3千円程度

介護療養型医療施設（療養型病床群等） 442,000円 約6万 1 千円程度

※施設サービスの介護報酬額は、要介護度に応じて、施設や職員の配置

ごとにサービス内容が決まり、上限額は設定されません。
※上記の額は平均した額を目安として示したものです。

平成12年 3 月 10 日倫） (6) 



保僭福松鰈 (84)4926

せス準※へ※利用者負担額の上阪
ん費負施申上
゜の担設請限
支額サを額
給は l しを
の‘ビて超
対高スくえ
象額でだる
と介のさ場
は護食い合
なサ事゜は
り 1 の役
まビ標 場

上限額
（世帯合算）

3ワ，200円

世帯全員が住民税非課税 24,600円

生活保護受給者、

住民税世帯非課税で老齢福祉年金

の受給者

15,000円

同
じ
世
帯
内
の
利
用
者
が
同
じ

月
に
受
け
た
サ
ー
ビ
ス
の
、
利
用

者
負
担
の
合
計
（
世
帯
合
算
）
が

高
額
に
な
り
上
限
額
を
超
え
た
場

合
に
は
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、
超
又
た
分
が
「
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
町
か
ら
後
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

介護保険制度の円滑な実施のための

糖II鑢讐のお鱚らせ
介護保険制度制度の円滑な実施のだめに国の特別対策が
実施されます。

平成 12年4月 1 日
スタート
► 

徴
収
保
険
料
額 ロ

平成12年4月分から 9 月分

までの半年間は徴収しません

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
は
平
成

1
2年

4

月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
が
、

6
5歳
以

上
の
か
た
（
第
1

号
被
保
険
者
）
に
新

た
な
保
険
料
の
負
担
に
な
れ
て
い
た
だ

く
よ
う
、
次
の
よ
う
な
配
慮
を
い
た
し

ま
す
。

▼
平
成
1
2年
9

月
分
ま
で
の
保
険
料
は

徴
収
せ
ず
、
1
0月
分
か
ら
の
徴
収
に
な

り
ま
す
。

▼
平
成
1
2年
1
0月
分
か
ら
平
成
1
3年
9

月
分
ま
で
の
1

年
間
は
保
険
料
が
半
額

に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
実
施
前
1

年
の
間

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
障
害
者
の
福
祉

施
策
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
含

む
）
の
派
遣
実
績
が
あ
り
、
生
計
中
心

者
が
所
得
税
非
課
税
（
生
活
保
護
受
給

世
帯
を
含
む
）
の
か
た
は
、
介
護
保
険

で
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
）
を
受
け
る
と
き
の
利
用
者
負
担
の

割
合
が
、
当
面
3

貯
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
介
護
保
険
で
は
、
利
用
し
た
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
っ
た
費
用
の

1

割

(
1
0行）

を
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
1
2年
4

月
の
時
点
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
低
所
得

の
か
た

平
成
1
2年
度
か
ら
1
4
年
度
の
3

年
間

は
3

貯
の
利
用
者
負
担
で
、
そ
の
後
段

階
的
に
引
き
上
げ
、
1
7
年
度
か
ら
は
1
0

行
の
利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
人
（
①
⑦
の
両
方
に
該

年
ら

1
2か

成
月

平
1
0►

年
ら

1
3か

成
月

平
1
0►

平成 12年 10月分から平成 13年9月分までの

1年間は半額を納めます

訪
問
介
護
を
受
け
て
い
る

低
所
得
の
か
た
の
負
担
を

軽
減
し
ま
す

6
5歳
以
上
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

当
す
る
人
）

①
平
成
1
1年
度
中
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
人

（
年
度
途
中
で
転
居
し
た
場
合
は
い

ず
れ
の
住
所
地
の
利
用
で
も
利
用
実

績
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
）

②
現
行
の
基
準
で
利
用
料
が
無
料
の
人

（
生
計
中
心
者
が
所
得
税
非
課
税
。

生
活
保
護
受
給
世
帯
を
含
む
）

障
害
者
施
策
に
よ
っ
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
き
た
低
所
得
の

か
た
な
ど

平
成
1
2年
度
か
ら
1
6
年
度
の
5

年
間

は
3

行
の
利
用
者
負
担
で
、
そ
の
後
は

若
年
障
害
者
へ
の
対
応
に
関
す
る
結
論

を
得
て
負
担
割
合
を
定
め
ま
す
。

◎
対
象
と
な
る
人
（
①
の
い
ず
れ
か
と

②
の
両
方
に
該
当
す
る
人
）

①
⑦
6
5歳
到
達
前
の
1

年
間
に
障
害
者

施
策
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
人
で
、

6
5歳
に
達
し

て
介
護
保
険
適
用
と
な
っ
た
人
（
年

度
途
中
に
転
居
し
た
場
合
は
い
ず
れ

の
住
所
地
の
利
用
で
も
利
用
実
績
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
制
度
開
始
時

に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
た

6
5歳
以
上
の
障
害
者
の
う

ち
、

6
5歳
以
前
の
障
害
を
原
因
と
し

て
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
を
含
み
ま
す
）

①
特
定
疾
病
に
よ
り
要
介
護
・
要
支

援
の
状
態
と
な
っ
た

4
0歳
か
ら
6
4歳

ま
で
の
人

②
現
行
の
基
準
で
利
用
料
が
無
料
の
人

（
生
計
中
心
者
が
所
得
税
非
課
税
。

生
活
保
護
受
給
世
帯
を
含
む
）

(7) 平成12年 3 月 10 日倹）



154人の中学2年生 立春式

ーすのけ大と し会お澤目誇の 大学ふ
層゜人る切つ式ま議よ教的り生法人 2 る第
努 21 生考なて辞し長び育゜と徒律へ年さ 2
カ世をえ節 14 でたな来委式責に的の生と回
さ紀開方目、築゜ど賓員で任将に第 1 産少
れを＜やで 15 比 約の長はを来もー 5 業年
る築、生ぁ歳地 20 斎‘‘自へ責歩 4 文立
..,..く？きっと教 人藤石築覚向任を人化春
：担：方てい育 が町塚比しけが踏が館式
畠｀大焚： ：百 閏良賃喜： ：贋［塁：累
待［塁后九閾叉 し胃畠霞摩念竺で責[1 
［て、亨忍、｀亨胃 喜謳讐ぷ雰て、閾ぢ：：中旦

一エi 4

||||五巳～墨麟a,j/A1i1|-芦
祝辞

玉墾ごさ

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま

た
、
斎
藤
町
長
は
「
今

後
は
さ
ら
に
厳
し
く
自

分
の
行
動
に
責
任
を
持

ち
続
け
る
と
と
も
に
、

正
し
く
判
断
し
、
行
動

で
き
る
、
思
い
や
り
の

あ
る
人
間
に
自
分
自
身

を
育
て
て
く
だ
さ
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

こ
。t
 

そ
の
後
、
3

年
生
を

代
表
し
て
澤
田
大
典
君

が
「
激
励
の
こ
と
ば
」

を
述
べ
、
2

年
生
を
代

表
し
て
堂
元
沙
織
さ
ん

が
「
お
礼
の
こ
と
ば
」

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。 :`.- -:— 

真剣な表情で式に臨む中学2年生

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
立
春
式
を
開
い

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

私
た
ち
は
1
4
年
間
を
通
し
て
、
多

く
の
か
た
が
た
に
お
世
話
に
な
り
な

が
ら
、
こ
こ
ま
で
成
長
で
き
た
こ
と

＇
を
実
感
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
私
た

{ 

ヽ

＾
り2 年生代表

堂元沙織さん

お
礼
の
こ
と
ば

立
春
式
を
迎
え
ら
れ
た
二
年
生
の

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
責
任
年
齢
」
と
呼
ば
れ
る
1
4
歳
。

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
行
動
と
言
動

に
は
「
責
任
」
と
い
う
も
の
が
つ
い

て
ま
わ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
も
う
、

本
当
の
姿
を
見
極
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
年
齢
で
す
。
本
当
の
姿

3 年生代表

澤田大典君

激
励
の
こ
と
ば

、 i
 

と
は
何
か
、
そ
れ
は
「
誇
り
」
で
す
。

自
分
の
行
動
、
言
動
に
責
任
が
問
わ

れ
る
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
社
会
に

多
少
な
り
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
自
身
で
進
路
を
決
定
す
る
時

に
、
自
分
は
ど
の
よ
う
に
社
会
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
の
か
を
決
め
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
を
考
え
、
実
行
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
途
中
、
様
々
な
問
題
や
悩

み
が
生
じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

い
つ
で
も
自
分
の
信
念
を
持
っ
て
乗

り
越
え
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
（
抜
粋
）

ち
は
精
神
的
に
ま
だ
ま
だ
幼
い
部
分

が
残
っ
て
お
り
、
今
後
成
長
し
て
い

く
過
程
で
様
々
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を

乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
も
、
心
身

と
も
に
強
く
大
き
く
成
長
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

何
事
に
も
負
け
な
い
よ
う
心
を
強

く
し
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
将
来
の

目
標
に
向
か
っ
て
前
進
し
、
社
会
の

一
員
と
し
て
人
の
役
に
立
て
る
よ
う

に
今
日
の
決
意
を
忘
れ
ず
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
お
世
話
に
な
る
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
も

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
（
抜
粋
）

平成12年 3 月 10 日倫） (8) 
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◄

西
保

►

中
央
保

町
の
幼
稚
園
と
保
育
園
で
は
、
園
児

だ
ち
の
成
長
の
よ
う
す
を
披
露
す
る

「
生
活
発
表
会
」
と
「
あ
ゆ
う
ぎ
会
」
が

開
か
れ
ま
し
だ
。

2

月
1
9日
（
中
央
幼
、
西
幼
）
に
は

各
幼
稚
園
で
、
1
8日
（
中
央
保
）
と
2
5

日
（
西
保
）
に
は
中
央
公
民
館
で
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
園
と
も
4

月

か
ら
の
統
合
を
前
に
、
最
後
の
発
表
会

と
な
り
ま
し
だ
。

幼
稚
園
の
生
活
発
表
会
で
は
、
心
も

身
体
も
大
き
く
な
っ
た
園
児
だ
ち
が
歌

と
合
奏
や
縄
跳
び
、
竹
馬
、
こ
ま
回
し
、

な
ま
え
カ
ル
タ
な
ど
多
彩
な
催
し
を
一

生
懸
命
に
披
露
し
ま
し
だ
。

ま
だ
、
保
育
園
で
は
、
園
児
だ
ち
が

練
習
の
成
果
を
力
い
つ
ば
い
発
揮
し
て

遊
戯
や
舞
踏
劇
な
ど
が
行
わ
れ
、
い
ろ

い
ろ
な
衣
装
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
た

ち
の
か
わ
い
い
演
技
に
、
あ
父
さ
ん
や

あ
母
さ
ん
な
ど
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
だ
。
あ
母
さ
ん
は
「
子

ど
も
が
し
っ
か
り
踊
っ
て
い
た
の
で
、

大
き
く
成
長
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

►

上
手
に
回
せ
だ
よ
（
中
央
幼
）

◄

め
で
だ
し
、
め
で
だ
し
（
西
幼
）

▲ポクだち、かわいい？ （中央保）
▼ポクたち本物みだいでしょ（西保）

►

中
央
幼

▼西保

◄

西
幼

(9) 平成12年 3 月 10 日倫）



在
宅
の
障
害
者
等
が
外
出
時
に
タ
ク
シ

ー
を
利
用
す
る
場
合
、
料
金
の
一
部
を
補

助
す
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
」
を
申

請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
1
2
年
度
よ
り
対
象
の
範
囲
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

◇
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
.
2

級
の
か
た

②
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
か
た

③
7
0
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯

④
7
0
歳
以
上
と
他
方
が6
5歳
以
上
の
二
人

暮
ら
し
世
帯

⑤
母
子
・
父
子
家
庭
世
帯

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯

⑦
町
実
施
の
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
事
業
に
登
録

さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
通
所
者

※
①
②
に
つ
い
て
は
、
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
な
い
か
た

※
③
＼
⑦
に
つ
い
て
は
、
4

輪
自
動
車
を

保
有
し
て
い
な
い
世
帯

◇
補
助
額

運
賃
の
う
ち
基
本
料
金
を
補
助

◇
利
用
券
の
交
付

対
象
者
一
人
に
つ
き
年
間
4
0
枚
交
付

（
年
度
の
途
中
申
請
は
月
割
交
付
）

◇
利
用
万
法

タ
ク
シ
ー
の
乗
務
員
に
身
体
障
害
者
手

帳
等
を
提
示
し
、
利
用
券
1

枚
を
渡
し

固
定
資
産
税
台
帳
を
ご

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
礎
と
な
る
固

定
資
産
税
課
税
台
帳
の
内
容
を
ご
覧
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
縦
覧
期
間
を
設

け
ま
し
た
。

ま
た
、
評
価
替
え
は
、
固
定
資
産
の
有

す
る
価
値
を
適
正
に
反
映
し
た
価
格
と
な

る
よ
う

3

年
ご
と
に
見
直
し
を
行
い
、
税

負
担
の
公
平
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
平
成
1
2
年
度
の
評
価
替
え
に
お
い

て
は
、
市
街
化
区
域
の
宅
地
等
に
つ
い
て

「
市
街
地
宅
地
評
価
法
」
（
い
わ
ゆ
る
「
路

線
価
式
評
価
法
」
）
を
適
用
し
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
課
税
台
帳
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
固
定
資
産
課
税
明
細
書
を

5

月

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

◇
期
間

4

月

4

日
因
1
2
4
日
⑤
（
土

曜
・
日
曜
を
除
く
）

◇
時
間
午
前

8

時
3
0
分1
午
後
5

時

◇
場
所
役
場
税
務
課

◇
縦
覧
で
き
る
人

①
納
税
者
本
人

②
納
税
者
の
同
意
・
委
任
を
受
け
た
人

③
納
税
管
理
人

平
成
1
2年
度
は
評
価
替
え
の
年
で
す

※
本
人
の
場
合
は
印
鑑
、
②
と
③
の
か
た

は
委
任
状
ま
た
は
代
理
人
選
任
届
が
必
要

で
す
。

役
場
税
務
課

人
に
つ
き
年
間

4
0枚
交
付

内
線
3
4
4

覧
く
だ
さ
い

役
場
保
健
福
祉
課
（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）

C
閥
4
9
2
6

て
く
だ
さ
い
。

◇
利
用
で
き
る
タ
ク
ジ
ー

川
俣
タ
ク
シ
ー
、
多
々
良
タ
ク
シ
ー
、

合
同
タ
ク
シ
ー
、
つ
つ
じ
タ
ク
シ
ー
、

日
本
中
央
ハ
イ
ヤ
ー
、
す
み
れ
タ
ク
シ

ー
、
朝
日
タ
ク
シ
ー

※
申
請
を
希
望
す
る
か
た
は
、
地
区
民
生

委
員
ま
た
は
役
場
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
の
対
象
者
は
申
請
く
だ
さ
い

こ
れ
ま
で
は
農
地
の
貸
し
手
の
み
が

対
象
で
し
た
が
、
平
成
1
2
年
4

月
1

日

以
降
は
借
り
手
（
但
し
認
定
農
業
者
）

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
利
用
権
設
定
の
再
設
定
お
よ
び
農
作
業

受
委
託
は
受
け
手
が
認
定
農
業
者
を
対
象
）

詳
し
い
こ
と
は
役
場
経
済
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
経
済
課

内
線
3
5
3

利用権設定 農作業
賃借権の

適年借地 期庵借地 受委託

存続期闇
新規設定 再設定 新規設定 1 新規設定

3 年以上
5,000 3,000 3,000 

6 年未満

6 年以上
15,000 9,000 6,000 I 2,000 10年末満

10年以上 20,000 12,000 8,0001 

1
0
a当
た
リ
（
単
位
〔
円
）

農
地
の
借
り
手
に
も

奨
励
金
が
支
払
わ
れ
ま
す

平成12年 3 月 10 日倫） (10) 
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人
口
動
態
職
業

厚
生
省
で
は
、
人
口
動
態
調
査
を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
お

よ
び
離
婚
の
各
届
書
を
も
と
に
、
出
生
や

死
亡
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、

国
勢
調
査
の
行
わ
れ
る
年
に
は
、
届
書
に

職
業
の
記
入
も
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
併
せ

て
産
業
の
記
入
も
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉
の
向

上
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
統
計
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。
本
年
は
国
勢
調
査
の

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ
る
か

た
が
た
に
は
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
顧
い
い
た
し
ま

す
。

◇
調
盃
期
間

平
成
1
2
年4
月
1

日
山
か
ら
1
3
年3
月

町
で
は
、
行
政
情
報
や
緊
急
情
報
、
生

活
に
密
着
し
た
各
種
情
報
な
ど
を
即
時
に

伝
達
す
る
手
段
と
し
て
、
平
成

6

年
1

月

に
オ
フ
ト
ー
ク
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し

て
以
来
、
運
営
委
員
会
や
番
組
編
成
委
員

会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
町
民

の
皆
様
の
意
向
を
反
映
し
な
が
ら
運
営
し

て
き
ま
し
た
。

3
1
日
田
ま
で
の1
年
間

◇
調
盃
対
象
者

出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
届

を
出
さ
れ
る
か
た
が
た

◇
調
査
方
法

各
届
書
を
出
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
れ
ぞ

れ
職
業
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

例
え
ば
「
教
員
」
、
「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」

の
か
た
は
専
門
・
技
術
職
、
「
一
般
事

務
員
」
、
「
集
金
人
」
の
か
た
は
事
務
職
、

「
飲
食
店
主
」
、
「
小
売
店
主
」
、
「
外
交

員
」
の
か
た
は
販
売
職
、
「
美
容
師
」
、

「
調
理
師
」
、
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」
の

か
た
は
サ
ー
ビ
ス
職
と
い
う
よ
う
に
書

い
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
死
亡
届
に
は
、
農
業
、
建
設
業
、

不
動
産
業
と
い
っ
た
産
業
も
併
せ
て
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
も
情
報
化
社
会
の
進
展
に
合
わ

せ
、
一
層
の
魅
力
あ
る
番
組
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、
現
在
加
入
し
て
い
る
か
た
を

対
象
に
電
話
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
実
施
時
期

3

月
1
5
日
因
1
2
4
日
面

◇
対
象
者
加
入
者
の
う
ち

2
0
0

名
を

※
届
出
を
す
る
役
場
の
窓
口
に
「
出
生

届
・
死
亡
届
・
死
産
届
・
婚
姻
届
・
離
婚

届
を
さ
れ
る
か
た
に
お
願
い
（
職
業
・
産

業
例
示
表
）
」
が
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の

で
、
参
考
の
上
、
記
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
窓

口
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

役
場
住
民
課

オ
フ
ト
ー
ク
通
信
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

3

月
1
5日
⑱
か
ら

2
4日
⑮
の
間
に
電
話
で
行
い
ま
す

無
作
為
で
抽
出

◇
内
容
オ
フ
ト
ー
ク
の
番
組
な
ど
に
つ

い
て
電
話
で
お
伺
い
し
ま
す
。

役
場
企
画
課

内
線
3
3
8

内
線
3
4
0

平
成
1
2年
4
月
1

日
か
ら
1
3年
3

月
3
1日
ま
で
の
1

年
間

. 
産
業
調
査
に
ご
協
力
を

制度名 融資限度額 融資期間 利率 制度名 融資限度額 融資期間 利率

運転5年以内

畠闘
近讀塁商業 2,000万円

7年以内 2闘雷}」\ および10年以内
口 1,000万円 （内据置6か月） 以内

塁
以内 設備7年以内

（内据置 1 年以内）

（内据置6か月） ` 備資金 環境 3,000万円
10年以内

2~% 

;i 
（内据置 1 年以内）

喜闘% 
500万円 5年以内

生｀者贄 1 世帯
以内 （内据置 1 年以内）

100万円 5年以内 ぷ
以内

町
に
は
次
の
と
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
経
済
課

ま
た
は
商
工
会

C
凶
3
1
3
0

に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

役
場
経
済
課

内
線
3
5
3

中
小
企
業
者
・
勤
労
者

向
け
融
資
制
度
の
ご
案
内

(11) 平成12年 3 月 10 日金）
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防火の輪を広げて
防災ママさん講習会

について

·で―-·--

消失奉の取り扱い方を実習する隊邑

身
近
な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
写
真
は
差
し
上
げ
ま
す
。

役
場
企
画
課

6
闘
3
1
1
1

町
の
婦
人
消
防
隊
で
は
2

月
5

日
・
1
2
日
・
1
9
日
の3
日
間
、
中

央
公
民
館
で
防
災
マ
マ
さ
ん
講
習
会
を
開
催
し
、
約
4
0
人
の
隊
員
が

組
合
消
防
の
あ
ら
ま
し
、
家
庭
の
防
火
や
救
命
の
基
礎
実
技
、
地
震

に
対
す
る
備
え
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

同
隊
で
は
、
2
7
9

人
の
隊
員
を
中
心
に
町
内
の
防
災
活
動
の
一

役
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
講
師
に
迎
え
た
明
和
分
署
職
員
ら
か
ら

「
自
分
の
家
や
地
域
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
防
火
の
輪
を
広
げ

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

消
火
器
の
取
り
扱
い
実
習
で
、
隊
員
は
「
使
い
方
は
思
っ
た
よ
り
簡

単
で
し
た
。
家
族
に
も
教
え
て
初
期
消
火
に
心
掛
け
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

デイサービスの理解を深めて
力作180点の作品展

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

に
よ
る
、
作
品
展
が
1

月
2
2
日
か
ら
2
9

日
ま
で
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
来

場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

同
展
は
、
介
護
保
険
法
が
4

月
か
ら

開
始
さ
れ
る
の
を
契
機
に
「
日
ご
ろ
の

成
果
を
披
露
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
」
と
今
回
初
め

て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

会
場
に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た

手
芸
、
生
け
花
、
書
道
な
ど
の
教
室
で

作
製
し
た
力
作
約
1
8
0

点
が
展
示
。

訪
れ
た
か
た
は
、
「
大
変
す
ば
ら
し
い
作

品
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
に
発
表
の
機
会

が
あ
る
と
や
り
が
い
が
あ
る
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

E E 且

すばらしい作品の数々に見入る来館者

未然に枯草火災を防止
消防団員ら 100人が参加

利根川河川敷枯草焼却作業を行う消防団員

明
和
管
内
の
利
根
川
河
川
敷
枯
草
焼

却
作
業
が
1

月
3
0
日
、
消
防
団
員
や
明

和
分
署
職
員
ら
1
0
3

人
が
参
加
し
て

斗
合
田
か
ら
大
輪
地
先
ま
で
の
河
川
敷

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
河
川
敷
に
出
入
り
す
る
人

た
ち
の
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
等
に
よ
り
、

数
多
く
発
生
す
る
枯
草
火
災
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
平
成

9

年
か
ら
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

各
分
団
に
分
か
れ
て
河
川
敷
に
生
い

茂
る
枯
草
に
点
火
す
る
と
、
見
る
見
る

う
ち
に
燃
え
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
こ

の
時
期
、
空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
の

で
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

平成12年 3 月 10 日倫） (12) 



地粉でそば打ちに挑戦
農業委員会委員

し

そば打ちを体験する農業委員

親子で音楽を楽しむ
生き生き子育てセミナー

親子のふれあいを深めたコンサート

中
央
・
西
幼
稚
園
で
は

1

月
2
9
日
、

生
き
生
き
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
「
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
で
開
き
、
両
園
の
園
児
や
体
験
入

園
児
、
入
園
予
定
児
の
親
子
ら

2
1
6

人
が
参
加
し
て
音
楽
を
滴
喫
し
ま
し
た
。

生
き
生
き
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環

と
し
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
親
同
士

の
交
流
を
図
る
の
が
目
的
。
会
場
で
は
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
エ
レ
ク
ト
ー

ン
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
童
謡
メ
ド
レ
ー

な
ど
を
親
子
で
一
緒
に
歌
い
な
が
ら
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
こ
れ
を
契
機
に
子
ど
も

が
エ
レ
ク
ト
ー
ン
に
目
覚
め
る
と
い
い

で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

転
作
に
一
層
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
農
業
委
員
会
委
員
に
よ
る
「
そ
ば
打

I
l
l

ち
会
」
が
2

月
2
3
日
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
1
8
人
の
委
員
が
地
元
で
収
穫
し
た

そ
ば
粉
を
使
っ
て
、
初
め
て
の
そ
ば
づ
く

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

転
作
作
物
の
そ
ば
を
栽
培
し
た
会
長
の

田
口
幸
太
さ
ん
が
、
地
元
産
の
そ
ば
粉
で

委
員
と
と
も
に
持
ち
前
の
腕
を
振
る
っ
た

も
の
で
、
つ
ゆ
も
手
作
り
。
参
加
者
は
、

そ
ば
談
議
に
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
「
麺
に

腰
が
あ
り
お
い
し
い
」
と
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。
田
口
さ
ん
は
「
そ
ば
を
打
つ

と
き
は
四
角
に
伸
ば
す
の
が
コ
ツ
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

99人が自慢の芸を披露
老人福祉センター芸能発表会

手作りで愛情いつばい
バレンタインデーお菓子作り

町
お
よ
び
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
2

月
2
4
日
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
芸
能
発
表

会
を
同
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
参
加
者
約

2
6
0

人
が
歌
や
踊
り
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。お

年
寄
り
が
日
ご
ろ
親
し
ん
で
い
る
民

謡
や
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
披
露
し
、

生
き
が
い
の
発
掘
と
情
報
交
換
を
図
る
の

が
目
的
で
毎
年
恒
例
の
行
事
。
今
回
は
、

各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
延
べ
9
9
人
が

練
習
を
積
み
重
ね
た
持
ち
ま
え
の
芸
を
披

露
し
、
会
場
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
歌
や
踊
り
は
生
き
が
い
の

―
つ
な
の
で
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

誰にあげるのかな？

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
前
の
2

月
1
2
日

に
、
中
央
公
民
館
で
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

ー
お
菓
子
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
1
4
人
の
中
に
は
家
族
や
親
子

だ
け
で
な
く
、
中
学
生
も
参
加
し
て
い

て
、
友
達
と
一
緒
に
愛
情
い
っ
ぱ
い
の

手
作
り
お
菓
子
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
手
作
り
お
菓
子
は
ホ
ワ
イ
ト

ケ
ー
キ
と
生
チ
ョ
コ
の
コ
コ
ッ
ト
。

お
菓
子
作
り
で
失
敗
し
な
い
コ
ツ
に

つ
い
て
講
師
の
野
村
先
生
は
「
下
準
備

と
計
量
を
き
ち
ん
と
し
て
手
早
く
作
る

こ
と
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
親
子
は
「
お
父
さ

ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん
に
あ
げ
る
ん
だ
よ
ね
」

と
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

明和町を人福祉センター苔能発衷£―
l"アサi町すnrl.9

’`'th -: 
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練習の成果を披露する中谷永和会の皆さん
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愛
の
鐘
の
事
に
つ
い
て
お
伺
い

Q
し
た
い
の
で
す
が
、

6
月
、7

月
は
7

時
の
よ
う
で
す
が
、
7

時
で
は

遅
い
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

日
没
に
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
お
聞

き
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
、
7

時
は
あ
ま
り
に
も
遅
す
ぎ
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

3

月
、
4

月
、
5

月
、
8

月
、
9

月

と
同
様
に
6

時
で
も
よ
い
か
と
思
い
ま

す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
新
里
女
性
、
こ
の
ほ
か
に
2

名
の

か
た
か
ら
も
同
様
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
）

は
な
い
で
し
ょ
う
か

愛
の
鐘
の
放
送
が
6
.
7

月
は

7

時
で
は
遅
い
の
で

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
あ
寄
せ
い
だ
だ
い
だ

「
町
へ
の
手
紙
」
の
一
部
と
そ
の
回
答
を
掲
載
し
ま
す
。
な
あ
、

ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
質
問
の
文
章
表
現
を
一
部
簡
略
化
さ
せ
て

い
だ
だ
き
ま
し
だ
。

青
少
年
を
対
象
に
し
て
あ

り
、
年
齢
層
が
幅
広
い
だ

め
従
来
ど
あ
り
と
し
ま
す

愛
の
鐘
は
、
青
少
年
非
行
防
止

A
事
業
と
し
て
昭
和
5
1
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
現
在
は
オ
フ
ト

ー
ク
通
信
で
放
送
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
へ
の
呼
び
掛
け
と
し
て
「
青

少
年
の
皆
さ
ん
、
早
く
家
庭
に
帰
っ
て

夕
食
を
共
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
放
送
し

て
い
る
愛
の
鐘
の
時
間
は
、
当
初
か
ら

現
在
ま
で
の
間
に
皆
さ
ん
の
声
を
反
映

し
な
が
ら
、
日
没
に
合
わ
せ
て
設
定
し

て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
オ
フ
ト
ー
ク
通

信
番
組
編
成
委
員
会
お
よ
び
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
運
営
委
員
会
で
協
議
し
た
結

果
、
6

月
、
7

月
は
今
ま
で
ど
お
り
日

没
に
合
わ
せ
て
7

時
に
放
送
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
「
青

内
＂
“
が
員
り
i少

年
を
対
象
に
し
て
い
る
こ
と
で
年
齢

層
も
幅
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生

や
高
校
生
は
部
活
等
を
行
っ
て
い
る
た

め
7

時
で
よ
い
が
、
小
学
生
に
と
っ
て

は
少
し
遅
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
両
委

員
会
に
お
い
て
総
合
的
に
判
断
し
た
結

果
、
従
来
ど
お
り
7

時
と
い
う
こ
と
に

決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
人
格
形
成
は
、
家

庭
か
ら
を
基
本
に
、
町
で
も
青
少
年
健

全
育
成
運
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

企
画
課
）

.,.ミン••` ．、ピ怠
未来を担う児童たち

3

月

1
6日
内
S
4

月

1
5日
由

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4

月
6

日
困
ー
1
5日
由

住
民
一
人
ひ
と
リ
が
「
交
通
安
全

の
主
役
は
自
分
で
あ
る
」
と
の
意
識

を
持
ち
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
リ
、
正

し
い
交
適
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
付

け
‘
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

期
間

4

月
6

日
困
ー
1
5
日
出

ス
ロ
ー
ガ
ン

あ
な
た
が
主
役
！
交
通
安
全

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
交
適

事
故
に
よ
リ
死
傷
す
る
子
ど
も

(
1
5

春
の
青
少
年
健
全
育
成
運
動

推
進
目
標

心
豊
か
で
だ
く
ま
し
い
青
少
年
に

①
新
た
な
生
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ

ろ
っ

春
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
入

学
、
進
級
、
就
職
な
ど
節
目
と
な
る

大
切
な
時
期
で
す
。
気
持
ち
の
切
り

替
え
や
す
い
こ
の
時
期
に
、
子
ど
も

た
ち
が
新
鮮
な
気
持
ち
で
自
信
を
持

っ
て
新
た
な
生
活
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
地
域
全
体
で
青
少
年
を
守
り
育
て

よ
う

歳
以
下
）
、
高
齢
者

(
6
5
歳
以
上
）

と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

②
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
と
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
の
徹
底

子
ど
も
・
死
者
の
着
用
率
が
特
に

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
4

月
1

日
か

ら
6

歳
未
満
の
幼
児
へ
の
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
使
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。

③
交
差
点
等
に
お
け
る
安
全
確
認
の

徹
底

死
亡
事
故
の
約
半
数
が
出
合
い
頭
、

横
断
中
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

春
は
ま
た
、
生
活
の
変
化
に
伴
う

緊
張
感
・
不
安
感
な
ど
か
ら
精
神
的

に
不
安
定
に
な
リ
や
す
い
時
期
で
も

ぁ
L
J
ま
す
。
「
子
ど
も
は
社
会
全
体

の
子
ど
も
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

大
人
一
人
ひ
と
リ
の
責
任
と
し
て
、

青
少
年
に
好
ま
し
い
環
境
づ
く
リ
を

推
進
し
た
リ
、
子
ど
も
に
対
す
る

「
あ
い
さ
つ
」
や
「
声
か
け
」
な
ど

を
積
極
的
に
行
っ
て
、
誘
惑
に
負
け

な
い
た
く
ま
し
い
青
少
年
を
、
地
域

全
体
で
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。
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, 
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
新
里

の
瀬
下
昭
一
さ
ん
（
7
1
）
が2
月
1

日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

第
2
0
回
群
馬
県
ス
ポ
ー
ツ
賞
顕
賞
式

t
 

lllll 

ヽ

が
2

月
9

日
、
県
庁
正
庁
の
間
で
開
か

れ
、
昨
年
の
国
際
大
会
や
全
国
大
会
で

活
躍
し
た
選
手
1
4
3

人
が
群
馬
県
知

事
か
ら
優
秀
選
手
賞
の
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

本
町
か
ら
は
、
南
大
島
の
川
合
達
夫

さ
ん
（
日
体
大
助
手
）
が
晴
れ
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。
川
合
さ
ん
は
、
昨
年

1
0
月
に
熊
本
県
で
開
か
れ
た
国
民
体
育

大
会
の
レ
ス
リ
ン
グ
成
年
フ
リ
ー
ス
タ

し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、
瀬
下

さ
ん
の
よ
う
な
誠
実
な
人
柄
で
、
人

格
識
見
と
も
高
く
、
社
会
的
信
望
も

厚
い
人
に
適
し
て
お
り
、
瀬
下
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。人

権
問
題
や
日
常
生
活
上
の
問
題

な
ど
で
お
困
り
の
か
た
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

人
権
擁
獲
委
員
に
瀬
下
昭 ん

さん

ポ
ー
・
ツ
賞
r

イ
ル
9
7
％
級
で
優
勝
し6
連
覇
を
飾
ら

れ
た
ほ
か
、
昨
年
且
月
に
埼
玉
県
で
開

か
れ
た
全
日
本
選
手
権
大
会
の
レ
ス
リ

ン
グ
成
年
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
8
5
冗
級
で

も
優
勝
し
、
5

連
覇
を
達
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
の

1

年
間
に
顕
著
な
成
績

を
収
め
た
選
手
な
ど
に
贈
ら
れ
る
群
馬

県
体
育
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
四
賞
に
も
選

ば
れ
、
2

月
2
3
日
群
馬
県
総
合
ス
ポ
ー

ッ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
、

最
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

町
に
赤
十
字
災
害
栽
援
車
寄
附

日
本
赤
十
字
社
群
馬
県
支
部
（
小
寺

弘
之
支
部
長
）
か
ら
こ
の
ほ
ど
、
町
に

赤
十
字
災
害
救
援
車
l

台
（
ラ
イ
ト
バ

ン
1

、

5
0
0
c
C
)
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
赤
地
区
・
分
区
に
お
け

る
災
害
救
援
対
策
等
の
充
実
を
期
す
る

た
め
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
、
町
で
は
災

害
救
援
業
務
等
に
有
効
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
群
馬
県
支
部

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町に寄附された赤十字災害救援車

◇
記
念
品

A
草
津
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
パ
レ
ス
・

ペ
ア
宿
泊
券
2
0
組

B
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
・
ペ
ア

チ
ケ
ッ
ト
2
0
組

＊
上
記
の
抽
選
に
も
れ
た
か
た
の
中

か
ら
、
さ
ら
に
抽
選
で

6
5
0

名
に

舞
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

◇
応
募
資
格

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
1
0
年4
月
か
ら
平
成
1
2
年
3

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
を

す
べ
て
納
め
た
か
た

東
毛
リ
ゾ
ー
ト
開
発
株
式
会
社
（
代

表
取
締
役
社
長
・
宮
原
祐
一
郎
さ
ん
）

は
、
館
林
つ
つ
じ
の
里
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
年
末
年
始
に
開
催
し
た
カ

ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
益
金
の
一
部

2
8

8
、

6
0
0

円
を
1

月
1
6
日
、
福
祉
の
た

め
に
と
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
高
額
な
寄
附
に
感
謝
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
有
効
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
に

28 

東
毛
リ
ゾ
ー
ト
開
発
⑮

万
円
寄
附

②
平
成
1
2
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

を
前
納
し
た
か
た

③
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
新
た
に

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
を

申
し
込
ん
だ
か
た

◇
応
募
方
法

役
場
、
郵
便
局
、
金
融
機
関
な
ど

に
あ
る
応
募
は
が
き
な
ど
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◇
応
募
締
切

5

月
2
2日
閲

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課

C
閻
3

1
1
1

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料

納
付
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(15) 平成12年 3 月 10 日位）
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平
成
1
1
年4
月
よ
り
、
日
本
脳
炎

（
就
学
前
分
）
·
-
―
-
種
混
合
が
、
個
別

接
種
に
移
行
し
ま
し
た
。

該
当
者
の
皆
さ
ん
、
接
種
は
お
済

み
で
す
か
？
該
当
年
齢
に
な
り
ま
し

た
ら
、
忘
れ
ず
に
指
定
医
療
機
関
で

お
受
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
ま
で
予
防
接
種
事
業
を

実
施
す
る
た
び
に
個
人
通
知
を
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
1
2
年
4

月
よ
り

個
人
通
知
は
廃
止
し
ま
す
の
で
、
今

後
は
、
め
い
わ
カ
レ
ン
ダ
ー
や
保
健

事
業
予
定
表
を
参
考
に
お
受
け
く
だ

さ
い
。

町
で
は
、
板
倉
町
・
千
代
田
町
と

合
同
で
婦
人
健
康
大
学
を
下
表
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
修
了
後
は

1

年

を
通
し
て
得
た
健
康
や
栄
養
の
知
識

を
生
か
し
、
町
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

健
康
や
食
事
に
興
味
の
あ
る
女
性

の
皆
さ
ん
、
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

プ函＞·o．<>.0.<>·o.<>.O.<>"<>.<>"<>.<>.o.o·o．ぷ＞．o·o.O'O.<YO.<>.<>.<>'<>.<~.<>.<>.o.<>·o.<うぐ汽

立·象
< 婦人健康大学日程表 葛

゜b { ＊日程平成12年
> 4 月 24 日旧） 5 月 24 日（水）
7 

~ 6 月 13 日因 7 月 19 日泳）

゜葛 8 月 22 日（灼 9 月 13 日（水）

10月 17 日（必 11 月 10 日倫）

12月 5 日因

平成13年

2 月 2 日倫）

話・調理

＊会場明和町保健センターほか

＊募集人員 15名

（定員になり次第締め切ります）

＊申し込み 3 月 21 日因～ 4 月 10 日旧）

保健福祉課（老人福祉センター内）

食虐
六°ら'O.<>"<>.<>·o.o•o.o·o.<>"<>.o•o.o·o.<>℃.:e>"<>.<>·o.<>.O.<Y<>.<>"O.o•o.o·o.<>.o.<夕O←

平団
乳幼児健診は、

・期 日

・受付時間

・場 所

・内 容

暉
人
健
康
六
学
へ
参
加
し
ま
せ
ん
ガ

〈
予
防
接
種
を
受
け
る
際
の
注
意
〉

①
受
け
る
予
定
の
予
防
接
種
に
つ
い

て
「
予
防
接
種
と
子
供
の
健
康
」

の
小
冊
子
を
よ
く
読
ん
で
、
必
要

性
や
副
反
応
に
つ
い
て
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

②
接
種
を
受
け
る
あ
子
さ
ん
の
日
ご

ろ
の
状
態
を
よ
く
知
っ
て
い
る
保

護
者
が
連
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③
事
前
に
指
定
医
療
機
関
に
予
約
を

し
て
か
ら
受
け
ま
し
ょ
う
。

④
当
日
は
、
予
診
票
、
母
子
手
帳
を

忘
れ
ず
に
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

町で行っている予防接種

集団：ッベルクリン反応検査•BCG

風疹・日本脳炎（小・中学

生） ・ニ混
個別：麻しん・三混・日本脳炎（就

学前分）

12年度乳幼児健診のお知らせ
あ子さんの発育•発達を診るのに大切な健診ですから、必ず受けましょう。

下表のとあり

午後 1 時～ 2 時

保健センター

問診 • 身体計測 • 診察 • 歯科相談・フッ素塗布（希望者）

• 保健指導（育児相談・栄養相談等）

※受診の際は、母子手帳を必すあ持ちください。

予
防
措
種
を
受
け
ま
し
ょ
―
つ

平成12年度乳幼児健診予定表

健診8 平成 12年 平成 13年
4月 13 日 5月 11 日 6月 8 日 7月 13 日 8月 10 日 9月 14 日 10月 12 日 11 月 9 日 12月 14 日 1 月 11 日 2月 8El対象者

生後

4か月児

7か月児

1 歳児

2歳児

年月生

11. 12 

9

9

 

9

9

 9

4

 
10. 4 

年月生

12. 1 

11. 10 

1 1 5
 10. 5 

年月生

12. 2 

11. 11 

1 1 6
 10. 6 

年月生

12. 3 

11. 12 

1 1 ワ

10. ワ

年月生

12. 4 

12. 1 

11 8
 10. 8 

年月生

12. 5 

12. 2 

1 1 
, 
10. 9 

年月生

12. 6 

12. 3 

11. 10 

10.10 

年月生

12. 7 

12. 4 

1 1. 1 1 

10. 11 

年月生

12. 8 

12. 5 

11.12 

10.12 

年月生

12. 9 

12. 6 

12. 1 

1 1 

年月生

12.10 

12. ワ

12. 2 

11 2
 

3月 8 日

年月生

12.11 

12. 8 

12. 3 

1 1 

平成12年 3 月 10 日僅）
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体育功労者を
表彰します

町体育協会では、一層のスポーツ振興を図るた

め表彰規程を定め、該当者を表彰します。該当

されるかたは、社会体育館へご連絡ください。

6

1

 

2

1

 

6

5

 

4

5

 

)_) 
4

4

 

館
⑮
夕
⑱

＾
じ
｀
u
▼
育
〖
ン
t
1

•
|
体
セ

"
u
n
"

会
洋

^
"
u
「
社
海

p
 

^ 
0
、

, . • . ●
、

競
技
優
秀
者

◇
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年

度
県
大
会
で
優
勝
し
た
者
お
よ
び
県

記
録
を
作
っ
た
者
、
関
東
大
会
以
上

に
出
場
し
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

◇
高
校
生
以
上
・
一
般
に
つ
い
て
は
、

そ
の
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
以
上

で
優
秀
な
成
績
（
関
東
大
会
3

位
以

内
、
全
国
大
会
6

位
以
内
）
を
収
め

た
者

◇
団
体
競
技
に
つ
い
て
は
、
団
体
を
個

人
と
み
な
し
ま
す
。

◇
表
彰
該
当
年
度
は
、
そ
の
年
の

4

月

1

日
か
ら
翌
年
3

月
3
1
日
ま
で
と
し

ま
す
。

功
労
者
表
彰

◇
本
会
発
展
に
尽
力
さ
れ
特
に
功
績
の

あ
っ
た
者

◇
本
会
役
員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た
者

た
だ
し
、
5
0
歳
以
上
の
者
と
し
ま
す
。

◇
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
特
別
の
功
績

の
あ
っ
た
者

感
謝
状

◇
多
年
に
わ
た
り
本
会
発
展
の
た
め
、

活
躍
さ
れ
退
任
す
る
役
員
お
よ
び
理

事
特
別
賞

◇
そ
の
年
の
4

月
1

日
か
ら
翌
年
3

月

3
1
日
ま
で
の
世
界
選
手
権
・
ア
ジ
ア

大
会
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
日
本

代
表
選
手
と
し
て
参
加
し
た
者

※
こ
れ
ら
の
表
彰
を
受
け
る
場
合
は
、

い
ず
れ
も
町
体
育
協
会
お
よ
び
加
盟
の

各
種
目
別
競
技
団
体
長
ま
た
は
町
内
の

各
学
校
長
の
推
薦
が
必
要
と
な
り
、
選

表
彰
規
程

優
勝
キ
ャ
ッ
ツ
愛

準
優
勝
明
和
ク
ラ
ブ

第
1
5回
協
会
杯
争
奪

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

結

果

国
内
体
験
海
洋
セ
ミ
ナ
ー

参
加
者
募
集

募

集

考
委
員
会
（
体
協
正
副
会
長
、
正
副
理

事
長
、
指
導
部
正
副
部
長
で
構
成
）
で

決
定
し
ま
す
。

実
践
的
な
海
洋
性
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
活
動
等
を
通
じ
て
、
海
に
対
す
る
理

解
や
知
識
・
技
能
の
習
得
、
人
類
と
海

の
か
か
わ
り
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
期
日

7

月

3
0
日
⑪18
月
3

日
困

(
4泊
5

日
）

◇
研
修
先
沖
縄
（
航
空
機
使
用
）

◇
対
象
者
町
内
の
小
学
5

年
生
か
ら
中

学
生
の
男
女

◇
募
集
人
員

2

人
（
町
推
薦
人
数
）

◇
参
加
費

6
4

、

0
0
0

円
（
町
で
半

額
補
助
）

◇
申
し
込
み

4

月
2
0
日
困
午
後5
時

ま
で
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参
加
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

/ 

` 
、

館林邑楽全地区 館林地区 千代田 変更※ i 叶板倉地区

休 産婦人科 耳鼻科 内科外科 明和地区 I に のは

なにみI る限一

3 月 19 日
落合医院大神医院 落合医院慶友病院 井上医院 館林地区と ; り
ff (72) 3160 匹（62)2200 匹 (72) 3160 匹 (72) 6000 匹（82) 1131 同じです ，あi 

日
さくらりリニッり高野医院

り,.,

3 月 20 日
まは匹

匹 (72) 3855 を (75) 5067 

す` 児の 1 

五認 1 4 当 根岸医院川田（目）医院 大塚医院小曽根医院 増田医院 小西医院 時。
3 月 26 日 まL....J

四 (72)3262 a (72) 3314 ff (72) 0176 を (72) 7707 匹 (82) 2255 ff (86) 2261 しでが
てで 嬰かす

小西医院 川村医院 神尾医院 新橋病院 館林地区と 館林地区と : ｀゜ し

番 4 月 2 日
8 (86) 2261 ft (72) 1337 ff (75) 1288 匹 (75) 3011 同じです 同じです

ま
す。

し
て

^ 贋4 月 9 日
真中医院 合村グリニッグ ゆだか医院 海宝病院 わだ5せグ）こリり 竹越医院 < 
ff (72) 1630 匹 (70) 2221 ff (73) 7308 四 (74)0811 ff (77) 2727 8(84)3137 だ

医
さ

孔し＼

゜
4 月 16 日

浜野病院 小倉医院 橋田グリニック 岡田医院 館林地区と 館林地区と
喜匹（88)5678 匹 (72) 0606 匹 (72) 0001 匹（72)3163 同じです 同じです

(17) 平成12年 3 月 10 日僅



加入して安心
障害者扶養共済

役場保健福祉課（老人福祉セン
ター内） 匹（ 84)4926

心身に障害があるため、自立困難

な人を扶養している保護者が、毎月

掛金を納めて、万一残された心身障

害者に一生涯終身年金を支給する制

度です。

◇加入できる保護者

(1)県内に住所があること

(2)特別な疾病障害を有しないこと

(3)年齢が65歳未満であること

◇心身障害者の範囲

(1)知的障害者

(2)身体障害者の 1 級から 3 級のかた

(3)精神または身体に永続的な障害を

有するかたで、その障害程度が(1) と

(2) と同程度のかた

◇共済年金の支給

• 1 口月額 2 万円

• 2 口月額 4 万円

◇掛金額次のとおりです

掛金表（平成10年4月 1 日より）

加入時の年齢 掛金月額

35歳未満 3,500円

35歳以上40歳未満 4,500円

40歳以上45歳未満 6,000円

45歳以上50歳未満 7,400円

50歳以上55歳未満 8,900円

55歳以上60歳未満 10,800円

60歳以上65歳未満 13,300円

花こよみ

けいとう
はしゅ

3 月の播種

けいとう（開花 6 月）

コスモス（閏花 7 月）

日々草 （開花 7 月）

など

老人福祉センダー利用料金が
4月から町内外とも同額に

役場企画課 8(84)3111 
老人福祉センターff (84) 4926 

両毛広域都市圏総合整備推進協議

会では、圏域内の老人福祉施設の相

互利用を 4 月 1 日から一部を除いて

実施することになりました。

本町の老人福祉センターの利用料

金は、町内外とも 60歳以上が無料、 60

歳未満が200円に改正となります。

群馬交響楽団
ファミリーコンサート

l 板倉町中央公民館匹（ 82)2435
◇日時 3 月 25 日出午後 6 時開場

6 時30分開演

◇会場板倉町中央公民館大ホール

◇対象小・中・高等学校の児童・

生徒および一般社会人

◇入場料無料ただし、入場整理

券が必要です。先着500名まで

◇応募方法 電話で板倉町中央公民

館または板倉町教育委員会8(82) 

1111へ申し込み、入場整理券を3月

24 日面までにお受け取りください。

無料歯科相談

（社）館林邑楽歯科医師会
ff (73) 8818 

◇日時 4月 16 日（日） 午前9時～ 11時

30分（毎月第3 日曜日）

◇場所 館林邑楽歯科医師会館（館

林市仲町5-25)

◇内容 歯でお悩みのかた、どんな

小さなことでも結構です。

緑 化 講 座

l 県緑化センター 匹（ 88)7188
◇テーマ 春の庭仕事

◇日時 3月 23 日（木）午前 10時～正午

（雨天決行）

◇場所群馬県緑化センター

◇講師緑の相談員飯塚博久先生

◇募集人員 50名

◇費用無料

◇申し込み 県緑化センターへ

ストレスに負けない！！ 心の健康づくり

老人福祉センター利用者
は資格者証の交付申請を

老人福祉センター（役場保健福
ネ止毘果） をi (84)4926

老人福祉センターの資格者証は、

町内60歳以上の高齢者を対象に交付

しています。入場の際、資格者証を

提示されますと入場料が無料となり

ます。

資格者証の交付をご希望のかた

は、老人福祉センター（役場保健福

祉課）までお申し出ください。

福祉作業所の
入所者を募集

役場保健福祉課（老人福祉セン
ター内） 匹（ 84)4926

町では、障害などの原因により一

般就職が困難なかたを対象に、障害

者福祉作業所を開設しています。福

祉作業所とは、屋内外における軽作

業などを通じて、就職のための基礎

的技能訓練、日常生活や集団生活に

必要な社会性訓練等を行う町の福祉

施設です。

利用を希望されるかた、利用につ

いての相談は、役場保健福祉課まで

お申し出ください。

◇所在地千津井291 （東小学校北側）

◇対象者 町内に住民登録のある満15

歳以上の一般就職が困難な障害者等

◇申込み役場保健福祉課ヘ

住宅ローン返済が
困難なかだヘ

住宅金融公庫北関東支店
8027 (232) 6656 

勤務先の倒産、営業不振などで公

庫の住宅ローンの返済にお困りのか

たはご相談ください。返済期間を 10

年間延長できる場合があります。場

合によっては、金利を下げて、最長

3 年間利息のみの支払いとすること

もできます。

詳しくは、ご返済中の金融機関ま

たは住宅金融公庫北関東支店へお問

い合わせください。平成13年 3 月 31

日まで受け付けます。

平成12年 3 月 10 日倫） (18) 
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町の無料法律相談

日時＝ 4 月 10 日旧）

午前10時～午後 1 時

場所＝役場会議室
内容＝法律一般事項
対象＝明和町民

担当者＝丸山弁護士
受付＝ 4 月 1 日から 8 日までに

総務課へお申し込みくだ

さい。

乳幼児健診

日時＝ 4 月 13 日（木）
午後 1 時～ 2 時受付

場所＝保健センター

対象者＝ 10年 4 月、 11年 4 月、 9

月、 12月生

健 康 相 火
火

———
-R 

日時＝ 4 月 4 日（リ0
午前 9 時30分～ 10時30分

受付
場所＝保健センター

人権・行政・心配ごと相談

日時＝ 4 月 17 日（月）
午前10時～午後 3 時

場所＝役場会議室

年 金 相 三火
畝

日時＝ 4 月 20 日（木）

午前10時～午後 3 時

場所＝館林市役所

交通事故相談

日時＝ 4 月 20 日（木）

午前10時～午後 4 時

場所＝館林市役所

今 月 の納税

[>国民年金保険料[>水道料金

納期限＝ 3 月 31 日僅

特別地万消費税が
廃止されます

l 館林行政事務所穴（72)44釘
特別地方消費税が平成12年4月 1 日

から廃止されます。なお、平成12年

3 月 31 日までの利用については、引

き続き税額がかかりますのでご協力

をお願いします。

◇特別地方消費税飲食店や旅館な

どで飲食、宿泊などの利用をした

ときに一人 1 回の利用料金が一定

の額（飲食など7,500 円、宿泊

15,000円）を超えると 3 ％の税金

がかかるものです。

◇問い合わせ 館林行政事務所へ

県出先機関の
組織を改正

］館林行政事務所穴（72)4461
群馬県では、 4月 1 日より組織改正

を予定しています。

◇館林行政事務所

館林行政事務所に総務、地域振興

を取り扱う「総務経済部」と県税

関係を取り扱う「県税部」が設置

されます。

◇行政事務所と林業事務所の統合

現在、林業事務所で行っている仕

事を行政事務所に新たに設置する

「森林部」において行います。な

お、邑楽館林地域での林業に関す

る仕事は桐生行政事務所森林部穴

0277(52)7373が担当します。

親と子のつとい
「新緑の中で」

県立東毛少年自然の家
匹0277(78)5666

◇日時 5 月 3 日（オ9~4 日（木） 1 泊 2

日

◇会場 東毛少年自然の家とその周

辺（藪塚本町）

◇対象小学校、中学校、特殊教育

諸学校の児童生徒とその保護者

◇定員 100人（先着順）

◇参加費 2,800円

◇申し込み・問い合わせ 3 月 15 日

（オ灼から 4 月 20 日（木）までに、電話で

郵便番号、住所、氏名、性別、学

年、電話番号を東毛少年自然の家

ヘ

ジート昇降装置付き
福祉車両を貸し出します

役場保健福祉課（老人福祉セン
ター内） 8 (84) 4926 

町では、車いすを必要とする障害

者および高齢者等の外出支援を図る

ため、「めいわ福祉号」の貸出し事

業を実施しています。

めいわ福祉号とは、障害者や高齢

者の通院や買い物など日常生活の利

便を図るとともに、行事やレクリエ

ーション、旅行等に積極的に参加で

きるよう貸出しされるもので、電動

による座席の昇降により車いす利用

者等が簡単に乗り降りできるよう改

造された福祉車両です。

◇対象者（町内に居住し、次のいず

れかに該当するかた）

①身体障害者手帳を所持し、車いす

で日常生活を送っているかた

②高齢のため、車いすで日常生活を

送っているかた

③傷病等で一時的に車いすで日常生

活を送らなければならないかた

（対象者と行動を共にする場合で

あれば、家族等もめいわ福祉号に

同乗することができます）

◇借用手続き

借用しようとする日の 1 週間前ま

でに役場保健福祉課へ、印鑑持参

のうえお申し込みください。

◇費用

借用の費用は無料。但し燃料費は

借用者の負担となります。

◇借用回数あよび期間

月 2 回以内とし、 1 回につき 3 日

以内とします。

ふれあい看護体験
参加者募集

l 館林厚生病院 匹（ 72)3140
群馬県看護協会館林地区支部で

は、一般のかたを対象にふれあい看

護体験を実施します。

◇期日 5 月 9 日（灼・ 10 日 (7灼・ 11 日

（木）． 9 月 22 日倫）

◇時間午前 9 時～午後 3 時30分

◇場所館林厚生病院ほか

◇募集人員 3 人～20人

◇内容 看護についての実際

◇申し込み 4 月 11 日因までに、は

がき（館林市成島町262-1) また

は FAX(72)5445 で館林厚生病院

榊原八千代宛まで

(19) 平成12年 3 月 10 日倫） 「こころの健康づくり週間」 3月 1 5 日⑱～21 日(*)
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[ 町の人口と世帯 [ > 男 5,885人・女 5,797 人 <
~ II I 3 月 1 日現在（対前月比） 〈 2 月中の動き〉 [ 
食世帯数 3,380 戸（土 0) 出生 8人・死亡 7人葛
x 人口総数 11,682 人(+ 5) 転入 45人・転出 41 人 [ ~.... ｷｷ----.'---,  -'.ｷ -'ｷ-..  --. ｷ- ~.. -. ~ 

~· 2 月の救急車出動回婆夕 : 
ざ急病 19件交通事故 4件その他 6件合計 29件 虐
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※褐靭を希望されないかだは、届け出の際に申し出てください。
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